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日
本
は
戦
後
の
ベ
ビ
ー
ブ

ー
ム
の
頃
は
年
間
２
５
０
万

人
位
の
子
供
が
生
ま
れ
、
所

得
倍
増
に
よ
り
個
人
の
収
入

も
潤
っ
た
。　

年
代
の
バ
ブ

９０

ル
崩
壊
に
よ
る
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
低

迷
、
個
人
所
得
も
先
進
国
に

比
較
し
て
伸
び
率
も
低
下
、

最
近
で
は
出
生
率
が
１
・
３

前
後
で
生
産
人
口
の
減
少
と

高
齢
者
増
に
伴
っ
て
医
療
費

が
財
政
を
圧
迫
し
て
い
る
。

今
年
は
年
間
　
万
人
割
れ
で

８０

往
時
の
３
分
の
１
▼
「
い
い

夫
婦
の
日
」（
　
月
　
日
）
の

１１

２２

日
経
新
聞
、
男
女
千
人
の
ア

ン
ケ
ー
ト
か
ら
　
～
　
代
の

２０

６０

考
え
方
が
一
部
伺
え
る
。
人

生
を
大
き
く
左
右
す
る
「
結

婚
」
に
つ
い
て
、
結
婚
し
た

方
が
良
い
と
少
し
は
そ
う
思

う
人
が
　
・
５
％
で
過
半
数

５１

で
あ
り
、
未
婚
化
が
進
む
中

で
も
結
婚
に
肯
定
的
で
あ
る

こ
と
は
ホ
ッ
と
す
る
。
し
か

し
　
代
と
　
代
は
低
く
、　

２０

３０

３０

代
女
性
の
肯
定
は
た
っ
た
９

％
。
女
性
は
能
力
、
財
力
も

あ
り
人
生
の
中
に
結
婚
は
考

え
ず
、
収
入
や
賃
金
が
低
い

こ
と
、
結
婚
に
よ
る
キ
ャ
リ

ア
形
成
に
障
害
が
あ
る
と
答

え
て
い
る
▼
社
会
保
障
制
度

維
持
の
財
源
を
ど
う
考
え
る

か
、
全
体
で
は
高
所
得
者
、

資
産
の
高
齢
者
の
負
担
増
は

仕
方
が
な
い
が
、
現
役
・
勤

労
世
代
は
消
極
的
で
あ
っ

た
。
外
国
人
労
働
者
の
受
入

は
、
積
極
的
に
肯
定
　
・
１

２６

％
に
対
し
、
否
定
が
　
・
５

３７

％
で
上
回
っ
た
。
定
住
型
の

移
民
に
対
し
て
抵
抗
感
が
強

い
、
純
血
主
義
的
国
民
感
が

伺
え
た
。　
　
　
（
Ｈ
・
Ｓ
）

流
行
初
期
の
医
療
確
保
に
支
援
を

算
を
実
施
（
支
援
額
の
範
囲

内
で
補
助
金
の
額
を
返
還
）。

　
▼
費
用
負
担
＝
措
置
に
関

す
る
費
用
は
、
公
費
と
保
険

者
で
負
担
す
る
こ
と
と
す

る
。
支
援
額
の
負
担
に
つ
い

て
は
、
今
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
へ
の
対
応
を
行
っ
た

病
院
の
収
益
構
造
を
勘
案

し
、
公
費
（
国
、
都
道
府
県
）

と
保
険
者
（
被
用
者
保
険
、

国
保
、
後
期
高
齢
広
域
連

合
）
の
負
担
割
合
は
１
対
１

と
す
る
。

援
額
は
、
感
染
症
医
療
の
提

供
を
行
っ
た
月
の
診
療
報
酬

収
入
が
、
感
染
症
流
行
前
の

同
月
の
診
療
報
酬
収
入
を
下

回
っ
た
場
合
、
そ
の
差
額
を

支
払
う
。
そ
の
上
で
、
感
染

症
流
行
前
の
診
療
報
酬
収
入

と
、
当
該
年
度
の
診
療
報
酬

収
入
に
補
助
金
を
加
え
た
収

入
と
の
差
額
に
な
る
よ
う
精

乗
せ
や
補
助
金
等
が
充
実
す

る
ま
で
の
一
定
期
間
に
限
り
、

財
政
的
な
支
援
を
行
う
。
支

る
が
、
協
定
履
行
状
況
の
公

表
や
協
定
に
沿
っ
た
対
応
を

し
な
い
医
療
機
関
等
へ
の
指

示
・
公
表
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
他
、
▽
自
宅
・
宿
泊

療
養
者
等
へ
の
医
療
や
支
援

の
確
保
▽
医
療
人
材
派
遣
等

の
調
整
の
仕
組
み
の
整
備
▽

保
健
所
の
体
制
機
能
や
地
域

の
関
係
者
間
の
連
携
強
化
▽

情
報
基
盤
の
整
備
▽
物
資
の

確
保
▽
費
用
の
負
担
▽
機
動

的
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す

る
体
制
の
整
備
等
▽
水
際
対

策
の
実
効
性
の
確
保
―
な
ど

が
定
め
ら
れ
た
。

　
「
流
行
初
期
医
療
確
保
措

置
」の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

　
▼
措
置
の
目
的
・
内
容
＝

「
初
動
対
応
等
を
含
む
特
別

な
協
定
を
締
結
し
た
医
療
機

関
」に
つ
い
て
、協
定
に
基
づ

く
対
応
に
よ
り
経
営
の
自
律

性（
一
般
医
療
の
提
供
）を
制

限
し
て
、
大
き
な
経
営
上
の

リ
ス
ク
の
あ
る
流
行
初
期
の

感
染
症
医
療
（
感
染
患
者
へ

の
医
療
）
の
提
供
を
す
る
こ

と
に
対
し
、
診
療
報
酬
の
上

　
同
法
で
は
、
感
染
症
対
応

の
医
療
機
関
に
よ
る
確
実
な

医
療
の
提
供
を
図
る
た
め
、

都
道
府
県
が
定
め
る
予
防
計

画
等
に
沿
っ
て
、
都
道
府
県

等
と
医
療
機
関
等
の
間
で
病

床
・
発
熱
外
来
・
自
宅
療
養

者
等
（
高
齢
者
施
設
等
の
入

所
者
を
含
む
）
へ
の
医
療
の

確
保
等
に
関
す
る
協
定
を
締

結
す
る
仕
組
み
を
法
定
化
し

て
い
る
。

　
加
え
て
、
公
立
・
公
的
医

療
機
関
等
、特
定
機
能
病
院
、

地
域
医
療
支
援
病
院
に
感
染

症
発
生
・
ま
ん
延
時
に
担
う

べ
き
医
療
提
供
を
義
務
付
け
、

保
険
医
療
機
関
等
は
感
染
症

医
療
の
実
施
に
協
力
す
る
も

の
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
都

道
府
県
等
は
医
療
関
係
団
体

に
協
力
要
請
が
で
き
る
。

　
な
お
、
初
動
対
応
等
を
行

う
協
定
締
結
医
療
機
関
に
つ

い
て
流
行
前
と
同
水
準
の
医

療
の
確
保
を
可
能
と
す
る
措

置
（
流
行
初
期
医
療
確
保
措

置
）
を
導
入
す
る
。
そ
の
費

用
に
つ
い
て
は
公
費
と
と
も

に
、
保
険
と
し
て
も
負
担
す

　
「
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
案
」
が
成
立
し
、
昨
年
　
月
９
日
に
公
布
、
順
次
施
行
さ
れ
る
こ

１２

と
に
な
っ
た
。
今
回
の
改
正
の
趣
旨
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応

を
踏
ま
え
、
今
後
、
国
民
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
感
染
症
の
発
生

に
備
え
る
た
め
、
国
・
都
道
府
県
・
関
係
機
関
の
連
携
協
力
に
よ
る
病
床
・
外
来
医

療
・
医
療
人
材
確
保
な
ど
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。　

西
暦
２
０
２
３
年
　
令

和
５
年
　
癸
卯
の
年
　
新

年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
は

診
療
報
酬
と
介
護
報
酬
が

６
年
に
一
度
の
同
時
改
定

に
向
け
て
準
備
す
る
大
事

な
年
で
す
。
当
連
盟
で
も

日
本
病
院
団
体
協
議
会
の

診
療
報
酬
実
務
者
会
議
に

ご
参
加
い
た
だ
い
て
い
る

園
田
副
会
長
や
中
野
監
事

を
中
心
に
本
腰
で
頑
張
る

決
意
で
す
。

　
私
は
中
医
協
委
員
に
な

っ
た
直
後
か
ら
、
こ
の
国

の
医
療
は
病
院
に
冷
た
く

診
療
所
に
温
か
い
仕
組
み

だ
と
感
じ
て
お
り
ま
し

た
。
初
診
料
や
再
診
料
に

数
十
点
（
数
百
円
）
の
差

が
あ
っ
た
の
で
す
。
甲
表

・
乙
表
統
一
の
名
残
か
も

と
は
思
い
ま
し
た
が
、
病

院
の
方
が
高
い
の
が
リ
ー

ゾ
ナ
ブ
ル
で
は
と
。

　
診
療
所
か

ら
病
院
へ
と

い
う
流
れ
で

今
回
、
紹
介

状
の
な
い
患

者
さ
ん
は
７

千
円
も
高
く

な
り
、
皆
診

療
所
へ
。
病

院
勤
務
医
も

働
か
せ
な
い

改
革
で
時
間

外
手
当
が
減
り
開
業
医
志

向
が
高
ま
り
そ
う
で
す
。

　
結
果
、
病
院
医
療
は
よ

り
一
層
マ
ン
パ
ワ
ー
が
下

が
り
経
営
も
運
営
も
厳
し

く
な
る
見
込
み
で
す
。
も

う
少
し
病
院
医
療
に
手
厚

い
診
療
報
酬
に
し
て
い
た

だ
か
な
け
れ
ば
、
患
者
さ

ん
へ
の
安
心
・
安
全
・
快

適
な
医
療
の
提
供
は
限
界

な
の
で
す
。
日
医
の
日
医

に
よ
る
日
医
の
た
め
の
診

療
報
酬
で
は
我
が
国
の
医

療
は
第
２
次
崩
壊
を
迎
え

る
の
も
必
至
で
す
。

　
何
故
こ
う
な
っ
た
か
に

つ
い
て
は
、
我
々
病
院
団

体
や
病
院
従
事
者
に
も
大

き
な
責
任
が
あ
り
ま
す
。

自
分
達
で
声
を
挙
げ
ず
に

殆
ど
日
医
に
丸
投
げ
し
、

日
医
が
血
と
汗
を
流
し
て

獲
得
し
た
収
穫
の
お
こ
ぼ

れ
に
頼
っ
て
き
た
の
で

す
。

　
こ
こ
数
十
年
間
、
我
々

病
院
は
医
療
安
全
や
ア
メ

ニ
テ
ィ
向
上
の
た
め
に
多

く
の
新
職
種
や
人
員
を
増

や
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
そ
れ
に
見
合
う
診
療
報

酬
の
ア
ッ
プ
は
な
く
、
や

れ
ば
や
る
ほ
ど
経
営
は
苦

し
く
な
る
ば
か
り
で
し

た
。
　
他
の
産
業
は
大
企
業
が

大
勢
力
で
発
言
力
も
強
い

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
医

療
界
は
零
細
の
診
療
所
が

主
導
権
を
握
っ
て
お
り
ま

す
。
大
企
業
寄
り
の
日
本

経
済
新
聞
が
や
っ
と
病
院

よ
り
の
論
調
を
始
め
た
程

度
で
す
。

　
医
療
・
介
護
職
員
は
８

０
０
万
人
を
超
え
、
女
性

で
は
小
売
業
を
抜
き
部
門

別
従
業
者
数
の
ト
ッ
プ
で

す
。
地
方
で
は
そ
の
地
域

で
有
数
の
事
業
所
と
い
う

と
こ
ろ
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
も
っ

と
自
信
と
誇

り
を
も
っ
て

主
張
す
べ
き

は
主
張
し
た

い

も

の

で

す
。
　
私
は
会
長

就

任

時
、

我
々
の
連
盟

も
企
業
に
よ

る
賛
助
会
や

議
員
連
盟
を
創
設
し
て
発

言
力
や
政
治
力
を
強
化
す

べ
き
と
決
意
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
途
端
に
コ

ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
。
こ

れ
の
終
息
は
何
時
に
な
る

や
ら
も
判
ら
ず
、
そ
ろ
そ

ろ
準
備
会
な
ど
プ
レ
リ
ミ

ナ
リ
ー
段
階
か
ら
の
見
切

り
発
車
の
心
積
も
り
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
議
員
連
盟
に
つ
い
て

は
、
私
が
立
ち
上
げ
た
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
に
参
集
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
国
会
議
員

の
方
々
を
核
に
始
め
る
の

も
良
い
の
で
は
、
と
も
考

え
て
お
り
ま
す
。
役
職
員

の
皆
様
方
の
お
知
り
合
い

の
方
を
御
紹
介
い
た
だ
け

る
と
、
よ
り
多
く
の
参
加

者
を
得
て
の
発
足
に
な
る

の
で
は
と
も
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
今
年
が
新
し
い
夜
明
け

の
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う

に
概
　
ま
た
、
会
員
病
院

諸
兄
姉
に
と
っ
て
も
ハ
ッ

ピ
ー
な
年
に
概

（
赤
穂
市
民
病
院
・
名
誉

院
長
）

頃

墾

困

婚

今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今

今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今

坤
坤
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坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤

年

頭

所

感

　
病
院
団
体
の
存
在
感

　
ア
ッ
プ
を
目
指
す
一
年
に
  

　
　
一
般
社
団
法
人
　
全
国
公
私
病
院
連
盟

会
長
　


　
見
　
公
　
雄
  

【
お
知
ら
せ
】

　
今
月
号
の
「
公
私
病
連
ニ

ュ
ー
ス
」
は
、
２
～
３
面
に

本
連
盟
加
盟
団
体
長
の
年
頭

所
感
、
４
～
８
面
に
、
昨
年

　
月
　
日
に
開
催
し
た
「
国

１０

２７

民
の
健
康
会
議
」
の
模
様
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。
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全
国
公
立
病
院
連
盟

会
長
　

石
　
原
　
　
　
淳

公
益
社
団
法
人

全
国
自
治
体
病
院
協
議
会

会
長
　

小
　
熊
　
　
　
豊

日
本
赤
十
字
社
病
院
長
連
盟

会
長
　

牧
　
野
　
憲
　
一

全
国
済
生
会
病
院
長
会

会
長
　

園
　
田
　
孝
　
志

能
別
差
異
を
乗
り
越
え
た
対

応
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
　
自
治
体
病
院
は
、
総
務
省

か
ら
「
持
続
可
能
な
地
域
医

療
提
供
体
制
を
確
保
す
る
た

め
の
公
立
病
院
経
営
強
化
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
作
成
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
都
道

府
県
、
市
町
村
と
協
議
し
、

地
域
毎
に
持
続
性
を
担
保
し

た
適
切
な
医
療
体
制
の
確
立

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
様
が
今
年
も
元
気
に
活

躍
さ
れ
、
我
が
国
の
新
た
な

医
療
体
制
の
推
進
に
邁
進
さ

れ
ま
す
こ
と
を
祈
念
し
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

（
砂
川
市
立
病
院
・
名
誉
院

長
）

制
の
刷
新
・
構
築
が
迫
っ
て

い
ま
す
。

　
厚
労
省
は
、
コ
ロ
ナ
や
未

知
の
新
興
感
染
症
対
策
を
加

え
た
５
疾
病
６
事
業
の
第
８

次
医
療
計
画
を
作
成
、
医
師

の
働
き
方
改
革
、
地
域
医
療

構
想
を
推
進
し
、
外
来
医
療

の
あ
り
方
、
か
か
り
つ
け
医

機
能
の
制
度
整
備
、
医
療
機

関
の
機
能
分
化
と
連
携
の
促

進
、
医
師
や
医
療
従
事
者
の

不
足
・
偏
在
対
策
、
医
療
Ｄ

Ｘ
の
推
進
等
を
推
し
進
め
よ

う
と
必
死
で
す
。
年
末
に
か

け
て
検
討
会
、
審
議
会
を
頻

繁
に
開
催
し
、
Ｇ
Ｌ
や
指
針

を
纏
め
実
現
に
結
び
付
け
よ

う
と
し
て
お
り
、
今
年
度
は

重
要
な
年
と
な
り
ま
す
。

我
々
も
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
・

立
場
で
、
地
域
間
格
差
、
機

今
時
戦
争
を
起
こ
し
て
他
国

へ
侵
略
し
、
一
般
民
衆
へ
の

非
人
道
的
攻
撃
、
虐
殺
を
繰

り
返
す
ロ
シ
ア
の
よ
う
な
国

の
存
在
が
信
じ
ら
れ
ま
せ

ん
。
中
国
や
北
朝
鮮
に
対
し

て
我
が
国
で
は
国
防
の
増
強

が
叫
ば
れ
、
社
会
保
障
費
を

抑
制
し
防
衛
費
の
増
額
が
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
国
立
病
院
機
構
や
地
域
医

療
機
能
推
進
機
構
の
積
立
金

を
返
納
さ
せ
、
防
衛
関
係
費

に
回
そ
う
と
す
る
案
が
出
る

な
ど
、
財
政
論
者
は
何
を
目

論
む
か
注
意
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
国
の
借
金
は
１

０
０
０
兆
円
を
超
え
経
済
状

況
が
悪
化
す
る
な
か
、
ｗ
ｉ

ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
、
２

０
２
５
年
以
降
に
向
け
て
の

効
率
的
、
効
果
的
な
医
療
体

足
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
、
精

神
的
に
も
肉
体
的
に
も
苦
闘

す
る
形
と
な
り
ま
し
た
。
有

効
な
治
療
薬
が
開
発
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
を
恨
め
し
く
思

う
一
方
、
出
始
め
て
き
た
コ

ロ
ナ
補
助
支
援
策
の
抑
制

論
、
経
済
・
財
政
締
付
け
論

が
心
配
な
状
況
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

　
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
、
円
安
に
よ
っ
て
も
様
々

な
影
響
が
お
き
、
物
価
高
騰

が
急
激
に
進
ん
で
医
療
界
に

も
被
害
が
及
ん
で
い
ま
す
。

　
昨
年
も
コ
ロ
ナ
に
よ
り

我
々
医
療
界
は
振
り
回
さ
れ

ま
し
た
。
発
症
後
３
年
を
迎

え
て
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
流
行

に
第
６
波
、
第
７
波
、
第
８

波
と
襲
わ
れ
、
政
府
の
経
済

活
動
維
持
政
策
の
も
と
、
医

療
界
は
発
熱
外
来
、
病
床
確

保
、
治
療
対
応
に
追
わ
れ
、

ク
ラ
ス
タ
ー
対
策
、
人
材
不

に
出
し
た
予
算
編
成
に
向
け

た
建
議
で
は
、「
医
療
機
関

の
経
営
は
近
年
に
な
く
好
調

と
な
る
こ
と
が
窺
え
る
」
の

認
識
の
な
か
、「
少
な
く
と

も
医
療
機
関
の
経
営
支
援
の

観
点
か
ら
は
、
特
例
的
な
補

助
金
や
診
療
報
酬
は
理
由
の

説
明
が
困
難
な
状
況
に
あ

り
、
個
々
の
項
目
ご
と
に
早

急
に
縮
小
、
廃
止
を
検
討
す

べ
き
で
あ
る
」
と
あ
り
、
上

記
の
支
援
に
は
不
安
が
残
り

ま
す
。

　
医
療
の
公
益
性
を
理
解
し

協
力
す
る
病
院
で
も
、
３
年

前
の
経
営
危
機
へ
の
危
惧
が

あ
り
ま
す
。
感
染
症
対
応
に

は
病
院
の
平
時
の
余
裕
あ
る

運
営
が
必
要
で
あ
る
点
を
当

局
に
認
識
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
済
生
会
唐
津
病
院
・
院
長
）

は
改
善
し
安
定
的
に
協
力
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
　
月
支
援
事
業
の
要

１０

件
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。
病

床
確
保
料
の
見
直
し
は
衝
撃

的
で
、
即
応
病
床
使
用
率
が

　
％
未
満
の
場
合
、
医
療
機

５０関
の
診
療
収
入
額
プ
ラ
ス
病

床
確
保
料
が
コ
ロ
ナ
流
行
前

の
診
療
収
入
額
の
１
・
１
倍

に
調
整
さ
れ
ま
す
。
早
く
も

確
保
病
床
返
上
の
動
き
も
あ

り
ま
す
。

　
　
月
成
立
の
感
染
症
法
改

１２
正
で
は
、
感
染
症
発
生
時
の

病
床
確
保
に
関
し
都
道
府
県

と
協
定
を
締
結
す
る
仕
組
が

法
制
化
さ
れ
、
公
立
・
公
的

医
療
機
関
等
、
特
定
機
能
病

院
、
地
域
医
療
支
援
病
院
は

医
療
提
供
が
義
務
化
さ
れ
ま

す
。
補
助
金
や
診
療
報
酬
で

支
援
さ
れ
る
よ
う
で
す
が
、

財
政
制
度
等
審
議
会
が
　
月
１１

図
る
方
針
で
す
。

　
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
　
へ
の
病

１９

院
の
対
応
は
、
機
能
・
規
模

・
設
立
主
体
に
よ
り
様
々
で

し
た
が
、
公
益
性
の
観
点
か

ら
早
期
か
ら
対
応
し
た
病
院

も
あ
り
、
済
生
会
も
そ
の
一

つ
で
す
。
２
０
２
０
年
２
月

か
ら
患
者
を
受
け
入
れ
、
医

師
や
看
護
師
の
派
遣
も
行
い

ま
し
た
。
一
方
、
早
期
よ
り

対
応
し
た
他
病
院
と
同
じ
く

同
年
半
ば
に
は
経
営
状
態
の

急
激
で
深
刻
な
悪
化
を
み

て
、
経
営
的
恐
怖
を
感
じ
た

の
も
事
実
で
す
。
そ
の
後
、

病
床
確
保
を
含
む
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
包

括
支
援
事
業
に
よ
り
、
状
況

度
感
染
者
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
累
積
感
染
者
数
は
２
５

０
０
万
人
、
死
亡
者
数
は
５

万
人
を
超
え
ま
し
た
。

　
一
方
、
９
月
「
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

コ
ロ
ナ
に
向
け
た
政
策
の
考

え
方
」
が
出
さ
れ
、
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
の
特
性
（
若
年
者
の

重
症
化
リ
ス
ク
は
低
い
　
感

染
が
高
齢
者
施
設
・
学
校
・

家
庭
へ
変
わ
っ
た
）
や
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
進
展
を
受
け
、

行
動
制
限
な
し
で
感
染
防
止

と
社
会
経
済
活
動
の
両
立
を

　
２
０
２
０
年
初
め
に
国
内

初
の
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
　
感
染

１９

者
が
確
認
さ
れ
３
年
で
す
。

そ
の
後
変
異
し
な
が
ら
、
感

染
拡
大
を
繰
り
返
し
て
い
ま

す
。
昨
年
初
め
か
ら
６
波
、

７
月
か
ら
７
波
で
多
く
の
患

者
が
発
生
し
、　

月
か
ら
再

１１

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
激
動
の
令
和

５
年
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。 ｗ

ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
と
今
後
に
向
け
た

我
が
国
の
医
療
体
制
の
構
築
・
刷
新
に
向
け
て

迅
陣

尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋

グ
ル
ー
プ
運
営
か
ら
グ
ル
ー
プ
経
営
へ

す
。
こ
の
よ
う
な
病
院
に
は

資
金
注
入
を
含
む
支
援
を
す

る
と
同
時
に
、
多
く
の
経
営

判
断
に
対
し
て
グ
ル
ー
プ
本

部
が
介
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
病
院
本
部
が
こ
れ
ま

で
培
っ
て
き
た
経
営
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
生
か
し
て
継
続
し
て

運
営
可
能
な
病
院
へ
と
再
生

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の

一
方
で
、
地
域
の
中
で
公
的

病
院
と
し
て
の
役
割
を
す
で

に
終
え
て
い
る
と
判
断
し
た

場
合
に
は
統
廃
合
を
含
め
た

方
針
を
本
部
と
し
て
出
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
赤
十
字
病
院
グ

ル
ー
プ
は
新
た
な
第
１
歩
を

踏
み
出
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
し
て
日
本
に
お
け
る

最
強
の
病
院
グ
ル
ー
プ
と
し

て
地
域
医
療
を
支
え
る
と
い

う
使
命
を
全
う
し
て
参
り
ま

す
。

（
旭
川
赤
十
字
病
院
・
院
長
）

抱
え
る
病
院
も
存
在
し
ま

す
。
中
に
は
今
後
も
自
力
で

の
借
入
金
返
済
が
困
難
で
あ

り
、
こ
の
ま
ま
で
は
存
続
が

難
し
い
が
、
そ
の
医
療
圏
に

お
い
て
極
め
て
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
て
存
続
で
き
な

い
場
合
に
は
地
域
医
療
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
病
院
も

あ
り
ま
す
。
地
域
に
と
っ
て

必
要
な
病
院
を
維
持
す
る
こ

と
は
赤
十
字
病
院
グ
ル
ー
プ

と
し
て
の
使
命
で
す
。
そ
こ

で
赤
十
字
病
院
グ
ル
ー
プ
で

は
経
営
力
強
化
の
た
め
グ
ル

ー
プ
運
営
か
ら
グ
ル
ー
プ
経

営
へ
と
大
き
く
舵
を
切
る
こ

と
に
致
し
ま
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
運
営
か
ら
グ
ル

ー
プ
経
営
に
な
る
と
一
体
何

が
変
わ
る
の
か
？
　
運
営
困

難
な
病
院
の
経
営
を
病
院
任

せ
に
せ
ず
、
赤
十
字
病
院
グ

ル
ー
プ
本
部
が
積
極
的
に
介

入
す
る
点
が
挙
げ
ら
れ
ま

ま
し
た
。
一
方
で
医
業
収
支

は
ほ
と
ん
ど
の
施
設
で
赤
字

で
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
本
業

の
医
療
収
支
を
黒
字
化
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
赤
十
字
病
院
グ
ル
ー
プ
で

は
独
立
採
算
を
基
本
と
し
た

グ
ル
ー
プ
運
営
の
方
針
を
取

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
病
院
の
経
営
は
独
立
し
利

益
も
負
債
も
個
々
の
病
院
に

属
す
る
と
い
う
概
念
で
す
。

グ
ル
ー
プ
本
部
は
一
定
の
指

導
は
す
る
が
介
入
は
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
個
々
の
病
院
が

赤
字
を
出
さ
ぬ
よ
う
自
力
で

運
営
す
る
こ
と
を
求
め
て
き

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
近
年
の
病
院
経

営
の
難
し
さ
の
中
で
赤
字
経

営
が
続
き
、
多
額
の
負
債
を

進
み
２
０
２
３
年
中
に
は
コ

ロ
ナ
に
対
し
て
取
ら
れ
て
い

た
特
別
な
扱
い
が
軽
減
さ
れ

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ

れ
は
同
時
に
、
コ
ロ
ナ
関
連

の
補
助
金
が
な
く
な
る
こ
と

を
意
味
し
ま
す
。

　
ご
御
存
じ
の
と
お
り
、
各

医
療
機
関
は
コ
ロ
ナ
対
応
に

多
く
の
時
間
と
資
源
を
使
い

ま
し
た
が
、
そ
の
見
返
り
に

診
療
報
酬
と
は
別
に
補
助
金

を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
こ
の
補
助
金
に
よ
り
経

常
収
支
の
黒
字
化
が
図
ら
れ

　
慎
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
２
０
２
３
年
も
コ
ロ
ナ
の

中
で
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
２
０
２
０
年
か
ら
の

３
年
間
、
医
療
機
関
は
コ
ロ

ナ
対
応
に
明
け
暮
れ
ま
し

た
。
こ
の
間
、
治
療
薬
の
開

発
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
が

東
日
本
大
震
災
遺
構
か
ら
学
ぶ
こ
と

お
い
て
も
患
者
数
の
爆
発
的

な
増
加
に
加
え
職
員
の
感
染

者
増
加
が
同
時
に
起
き
る
院

内
ク
ラ
ス
タ
ー
の
状
態
に
お

い
て
は
災
害
時
と
類
似
し
た

対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
災

害
の
本
来
の
定
義
と
は
別

に
、
災
害
と
は
需
要
と
供
給

の
関
係
に
お
い
て
突
発
的
に

大
き
な
不
均
衡
が
生
じ
た
状

態
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
視
察
を
終
え
て
自
然
災

害
の
み
な
ら
ず
医
療
機
関
で

起
き
う
る
災
害
的
事
象
に
つ

い
て
想
定
し
対
応
力
を
養
う

必
要
が
あ
る
と
痛
感
し
ま
し

た
。
世
界
の
政
情
も
不
安
定

で
、
ま
さ
に
予
測
不
能
な
Ｖ

Ｕ
Ｃ
Ａ
の
時
代
で
す
。
年
頭

に
当
た
っ
て
再
度
自
院
の
Ｂ

Ｃ
Ｐ
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

（
平
塚
市
病
院
事
業
管
理

者
）

い
る
も
の
の
、
こ
の
地
区
に

居
住
さ
れ
て
い
た
方
た
ち
は

移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
。
人
の
生
活
を
一
変
さ
せ

る
大
災
害
と
そ
の
後
の
復
興

の
様
子
、
時
間
経
過
を
改
め

て
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
自
然
災
害
の
脅
威
は

人
知
を
超
え
る
も
の
で
、
大

規
模
災
害
の
発
生
自
体
を
抑

え
る
こ
と
は
今
後
も
不
可
能

で
し
ょ
う
。可
能
な
範
囲
で
の

防
災
と
具
体
的
か
つ
実
際
的

な
減
災
の
考
え
方
が
重
要
な

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
最
近
立
て
続
け
に
医
療
機

関
が
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
に
よ

る
攻
撃
を
受
け
、
電
子
カ
ル

テ
シ
ス
テ
ム
に
障
害
が
発
生

し
通
常
診
療
が
で
き
な
い
状

況
と
な
っ
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

　
総
会
翌
日
は
東
日
本
大
震

災
の
遺
構
で
あ
る
仙
台
市
若

林
区
荒
浜
の
市
立
荒
浜
小
学

校
の
視
察
に
参
加
し
ま
し
た
。

荒
浜
地
区
は
、
仙
台
市
の
東

約
　
㎞
の
太
平
洋
沿
岸
部
に

１０
位
置
し
て
い
ま
す
。
震
災
発

生
時
は
児
童
、職
員
、住
民
ら

３
２
０
人
が
校
舎
に
避
難
。

押
し
寄
せ
た
巨
大
な
津
波
は

２
階
ま
で
達
し
ま
し
た
。
こ

の
地
区
を
襲
っ
た
津
波
は
高

さ
９
ｍ
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
、

荒
浜
地
区
で
１
９
２
名
の
尊

い
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
１
年
の
震
災
か
ら

　
年
以
上
が
経
過
し
、
復
興

１０の
か
さ
上
げ
道
路
が
整
備
さ

れ
多
く
の
車
が
行
き
交
っ
て

事
業
管
理
者
の
新
谷
史
明
先

生
を
は
じ
め
、
い
わ
き
市
医

療
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
の

皆
様
の
お
世
話
に
な
り
、
令

和
４
年
　
月
　
日
仙
台
市
に

１１

１７

お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
議

論
の
中
心
は
働
き
方
改
革
に

対
す
る
対
応
で
各
病
院
の
具

体
策
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
宿

日
直
許
可
に
つ
い
て
は
労
働

基
準
局
の
判
断
が
以
前
よ
り

柔
軟
に
な
っ
て
い
る
状
況
も

あ
る
よ
う
で
す
。

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
全
国
公
立
病
院
連
盟
で

は
、「
令
和
４
年
度
全
国
公

立
病
院
連
盟
第
　
回
総
会
・

９１

事
務
長
会
・
看
護
部
長
会
合

同
会
議
」
を
い
わ
き
市
病
院

迅
陣

尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋

感
染
対
応
に
は

平
時
の
余
裕
あ
る
病
院
運
営
が
不
可
欠
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変
化
に
対
応
し
な
が
ら

地
域
住
民
の
健
康
を
守
る

国
は
し
っ
か
り
と
し
た

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を

卯
年
は
枝
葉
が
繁
る
年
と
い
う
け
れ
ど
…

全
国
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会

　
代
表
理
事
会
長

山
　
野
　
　
　
徹

一
般
社
団
法
人

日
本
公
的
病
院
精
神
科
協
会

会
長
　

中
　
島
　
豊
　
爾

一
般
社
団
法
人
　
岡
山
県
病
院
協
会

会
長
　

難
　
波
　
義
　
夫

コ
ロ
ナ
  パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
乗
り
越
え
て

日
本
私
立
病
院
協
会

会
長
　

中
　
嶋
　
　
　
昭

し
い
人
た
ち
は
本
当
に
生
き

て
い
け
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
２
０
２
３
年
は
卯
年
で

す
。
昨
年
の
寅
年
は
春
が
来

て
草
木
が
生
ず
る
状
態
を
言

い
表
し
て
い
ま
し
た
が
、
卯

年
は
さ
ら
に
枝
葉
が
繁
る
年

だ
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

公
精
協
も
設
立
以
来
長
い
間

沈
黙
を
守
り
、
何
も
す
る
こ

と
が
で
き
ず
、
過
ご
し
て
参

り
ま
し
た
が
、
つ
い
に
枝
葉

が
繁
る
年
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。
電
気
・
ガ
ス
料
金
の

上
昇
、
税
金
の
増
大
は
、
枝

葉
が
繁
る
こ
と
に
は
つ
な
が

り
ま
せ
ん
。

　
国
民
の
誰
も
が
平
安
に
暮

ら
せ
る
年
に
な
る
こ
と
を
願

っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

（
地
方
独
立
行
政
法
人
岡
山

県
精
神
科
医
療
セ
ン
タ
ー
・

理
事
長
）

も
、
精
神
科
の
扱
い
は
取
っ

て
付
け
た
よ
う
な
も
の
に
し

か
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
身
体

科
も
精
神
科
も
同
じ
よ
う
に

扱
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。
そ

う
な
っ
て
い
な
い
現
状
を
、

身
体
科
の
先
生
方
に
も
知
っ

て
い
た
だ
き
、
精
神
科
医
も

身
体
科
の
先
生
た
ち
と
共
闘

し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

侵
攻
し
、
日
本
円
は
激
安
と

な
り
、物
価
は
急
騰
し
、我
々

が
必
要
と
し
て
い
る
物
資
さ

え
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
特

に
電
気
・
ガ
ス
料
金
の
激
し

い
値
上
が
り
は
、
都
道
府
県

ご
と
に
違
い
が
あ
り
ま
す
が

（
そ
れ
が
問
題
！
）、病
院
の

経
営
そ
の
も
の
を
圧
迫
し
て

い
ま
す
。
日
本
は
防
衛
費
を

倍
増
し
、
い
ず
れ
国
民
の
税

金
も
上
が
る
で
し
ょ
う
。
貧

生
中
も
な
お
、
岡
山
県
の
精

神
科
救
急
の
８
割
を
受
け
続

け
ま
し
た
。

　
人
が
困
り
、
苦
し
が
っ
て

い
れ
ば
、
す
ぐ
に
駆
け
付
け

る
の
が
医
師
の
本
分
で
す
。

こ
の
点
で
、
身
体
の
病
気
も

精
神
の
病
も
異
な
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
厚
労
省
で

は
、
他
の
身
体
科
は
全
て
医

政
局
が
管
轄
し
て
い
ま
す

が
、
精
神
科
だ
け
は
社
会
・

援
護
局
に
な
っ
て
い
ま
す
。

社
会
・
援
護
局
は
主
に
福
祉

的
事
業
を
管
轄
し
、
医
政
局

と
は
互
い
に
手
を
出
さ
な
い

こ
と
が
暗
黙
の
了
解
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
お
い
て

ま
せ
ん
で
し
た
。
参
加
い
た

だ
い
て
い
る
各
団
体
に
は
心

よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
対
し
て
積
極

的
に
活
動
し
た
の
は
、
公
私

病
連
の
会
員
で
あ
り
、
公
精

協
の
会
員
で
あ
り
ま
す
。
当

院
で
も
最
近
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
ク
ラ
ス
タ

ー
が
、
依
存
症
の
病
棟
で
発

生
し
ま
し
た
が
、
基
本
機
能

を
維
持
し
な
が
ら
診
療
を
続

け
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
タ
ー
発

　
公
精
協
の
代
表
と
し
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。
当
協
会
は
２
０
１
８

年
４
月
に
結
成
さ
れ
ま
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
蔓
延
の
た
め
に
、

ほ
と
ん
ど
動
く
こ
と
が
で
き

の
強
化
に
つ
な
が
る
で
し
ょ

う
。
　
本
来
、
医
療
提
供
に
公
私

の
別
は
存
在
し
な
い
は
ず
で

す
が
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ

メ
リ
ッ
ト
を
乗
り
越
え
て
、

今
回
の
様
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

時
に
お
け
る
対
策
は
適
切
な

医
療
機
能
の
分
担
と
地
域
医

療
体
制
の
確
立
が
重
要
で
あ

る
こ
と
を
痛
感
さ
れ
ま
し

た
。
２
０
２
４
年
度
実
行
の

第
８
次
医
療
計
画
に
盛
り
込

ま
れ
た
地
域
医
療
構
想
に
お

い
て
、
救
急
医
療
や
広
域
感

染
症
非
常
時
に
お
け
る
医

療
、
そ
れ
ら
を
守
る
に
は
個

別
病
院
へ
の
負
担
を
掛
け
る

こ
と
な
く
充
実
さ
せ
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
社
会
保
障
の
基

本
で
あ
る
医
療
を
守
る
政
策

的
戦
略
の
立
場
か
ら
、
公
的

資
金
に
よ
る
医
療
体
制
や
機

能
強
化
に
対
す
る
支
援
を
強

く
願
う
も
の
で
す
。

（
公
益
財
団
法
人
日
産
厚
生

会
玉
川
病
院
・
理
事
長
）

　
そ
こ
で
は
予
め
策
定
さ
れ

た
予
防
計
画
に
沿
っ
て
各
都

道
府
県
と
感
染
症
対
策
協
定

締
結
病
院
を
定
め
、
と
く
に

国
公
立
医
療
機
関
等
に
は
そ

の
義
務
付
け
を
行
う
、
と
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の

間
の
医
療
経
済
活
動
の
負
担

に
関
し
て
は
流
行
前
と
同
水

準
を
公
費
（
保
険
を
含
む
）

負
担
と
す
る
、
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
施
策
に
よ
っ
て
経
済

基
盤
の
脆
弱
な
民
間
病
院
も

感
染
拡
大
初
期
か
ら
積
極
的

な
関
与
が
可
能
で
あ
る
と
評

価
す
る
も
の
で
す
。
今
回
の

感
染
初
期
に
は
民
間
病
院
の

参
加
は
　
％
弱
で
し
か
あ
り

２０

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
後

に
獲
得
し
た
対
策
・
体
制
の

強
化
と
と
も
に
今
後
は
急
性

期
機
能
を
持
つ
病
院
の
多
く

が
医
療
提
供
可
能
と
想
定
さ

れ
ま
す
。
少
な
く
と
も
地
域

の
基
幹
病
院
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
機
能
な
ど
地
域
医
療
体
制

を
意
識
し
た
交
流
を
構
築
す

べ
き
時
と
考
え
ま
す
。

　
三
年
に
も
及
ぶ
コ
ロ
ナ
感

染
症
に
よ
っ
て
人
社
会
に
大

き
な
変
化
が
生
じ
て
い
ま

す
。
医
療
に
お
い
て
も
あ
の

感
染
初
期
か
ら
緊
急
事
態
に

及
ぶ
混
乱
、
そ
の
後
も
繰
り

返
す
感
染
拡
大
と
の
闘
い
の

中
で
多
大
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受

け
ま
し
た
が
、
最
も
深
い
傷

跡
は
感
染
初
期
の
経
験
に
あ

り
ま
し
た
。
拡
大
す
る
感
染

症
の
本
態
や
防
止
対
策
、
治

療
法
、
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
や

供
給
な
ど
な
ど
必
要
と
さ
れ

る
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
不
明
の

中
に
あ
り
、
迅
速
な
医
療
体

制
構
築
を
阻
害
し
ま
し
た
。

今
回
改
正
さ
れ
た
感
染
症
法

の
改
定
内
容
で
は
、
そ
の
感

染
初
期
対
策
措
置
が
目
玉
と

な
っ
て
い
ま
す
。

争
指
導
者
の
頭
脳
や
感
情
に

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
影
響
を

及
ぼ
し
た
と
し
か
考
え
ら
れ

な
い
状
況
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
に
も
ま
し
て
こ
の

戦
争
は
人
間
の
仕
業
に
よ
る

災
禍
で
あ
る
こ
と
に
、
よ
り

大
き
な
失
望
を
感
じ
る
も
の

で
す
。
そ
し
て
、
コ
ロ
ナ
へ

の
対
応
や
経
済
や
景
気
の
立

て
直
し
に
躍
起
と
な
っ
て
、

自
国
第
一
主
義
に
陥
っ
て
い

る
世
界
情
勢
を
深
く
憂
慮

し
、
物
流
・
人
流
の
回
復
と

と
も
に
行
き
過
ぎ
た
グ
ロ
ー

バ
リ
ズ
ム
の
反
省
の
上
に
新

た
な
地
球
環
境
や
資
源
温
存

　
謹
ん
で
新
年
の
御
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
世
界
中
が
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
の
繰
り
返
す
感
染
拡
大

と
そ
の
変
異
株
の
出
現
に
必

死
の
思
い
で
対
応
し
て
い
る

最
中
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
ロ

シ
ア
の
侵
攻
に
よ
る
戦
争
状

態
が
引
き
続
い
て
い
ま
す
。

一
方
的
に
仕
掛
け
る
戦
争
は

あ
ま
り
に
も
理
不
尽
で
、
戦

迅
陣
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ィ
）
へ
の
取
組
み
が
大
き
な

課
題
に
な
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
中
に

お
い
て
も
、
Ｊ
Ａ
厚
生
連
が

質
の
高
い
事
業
を
実
施
し
、

Ｊ
Ａ
組
合
員
や
地
域
住
民
が

安
心
し
て
保
健
・
医
療
・
高

齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
健
康
に
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
Ｊ
Ａ
厚
生
連

役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
住
民
の
健
康
を
守
る

た
め
に
、
医
療
関
係
者
が
一

致
団
結
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆

様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
引

き
続
き
の
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

　
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
の

影
響
は
、
医
療
業
界
の
問
題

だ
け
で
な
く
、
他
の
産
業
に

も
大
き
く
影
響
が
広
が
っ
て

お
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で

疲
弊
し
て
い
る
病
院
に
と
っ

て
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
医
療

提
供
体
制
に
支
障
が
で
な
い

よ
う
国
か
ら
の
一
層
の
財
政

支
援
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
５
年
に
お
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
応
だ
け
で
な
く
、

令
和
６
年
度
に
施
行
さ
れ
る

第
８
次
医
療
計
画
や
医
師
の

働
き
方
改
革
へ
の
対
応
、
さ

ら
に
は
医
療
Ｄ
Ｘ
（
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
・
電
子
処
方

箋
・
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ

い
る
か
と
存
じ
ま
す
。
日
々

奮
闘
す
る
皆
様
の
ご
労
苦
に

心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
と

と
も
に
、
同
感
染
症
の
一
刻

も
早
い
収
束
を
願
っ
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
や
ウ
ク

ラ
イ
ナ
情
勢
の
影
響
に
よ
る

円
安
・
原
油
価
格
の
高
騰
に

よ
り
電
気
・
ガ
ス
な
ど
の
光

熱
費
や
医
療
材
料
、
食
材
費

等
の
高
騰
が
続
い
て
お
り
ま

す
。
国
が
定
め
る
診
療
報
酬

制
度
（
公
定
価
格
）
に
よ
り

経
営
を
行
う
医
療
機
関
や
介

護
施
設
等
は
、
物
価
高
騰
に

よ
る
費
用
増
加
分
を
価
格
に

転
嫁
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、
病
院
の
収
支
に
直
接

影
響
し
て
お
り
ま
す
。

の
対
応
や
季
節
性
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
と
の
同
時
流
行
の
可

能
性
が
極
め
て
高
い
と
の
分

析
も
あ
り
、
収
束
は
い
ま
だ

見
通
せ
な
い
状
況
で
あ
り
ま

す
。
　
こ
の
よ
う
な
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
の
闘
い

が
長
期
化
す
る
中
で
、
全
国

の
医
療
機
関
で
働
く
医
療
従

事
者
の
方
々
等
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
感
染
予
防
対
策
、

コ
ロ
ナ
患
者
の
受
入
対
応
等

で
、
大
変
な
状
況
が
続
い
て

げ
ま
す
。

　
日
頃
よ
り
Ｊ
Ａ
厚
生
事
業

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
御
礼
を
申
し
あ
げ
ま

す
。
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
つ
き
ま
し
て
は
、
継

続
し
て
発
生
す
る
変
異
株
へ

　
令
和
５
年
の
新
春
を
迎

え
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
あ

医
師
の
働
き
方
改
革
、
地
域

医
療
構
想
な
ど
医
師
の
偏
在

を
も
含
め
て
ま
だ
ま
だ
議
論

の
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
第
８
次
医
療
計
画

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
国

は
医
療
Ｄ
Ｘ
を
進
め
て
お

り
、
現
場
の
状
況
の
把
握
、

ま
た
、
Ｄ
Ｘ
を
進
め
る
に
も

ど
れ
だ
け
理
解
し
て
の
推
進

な
の
か
疑
問
を
感
じ
え
ま
せ

ん
。
Ｄ
Ｘ
あ
り
き
で
で
は
困

り
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
、
思

い
つ
き
、
問
題
の
項
目
を
繕

う
よ
う
な
こ
と
を
繰
り
返
さ

ず
、
し
っ
か
り
と
し
た
未
来

を
見
据
え
た
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
を
構
築
し
て
、
施
策
を

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
も
の

で
す
。

（
特
定
医
療
法
人
社
団
同
仁

会
金
光
病
院
理
事
長
・
院

長
）

な
が
ら
、
我
慢
の
日
々
が
続

い
て
い
ま
す
。
国
も
出
口
が

見
え
る
よ
う
な
一
貫
し
た
方

針
を
示
し
て
欲
し
い
も
の
で

す
。
　
一
方
、
病
院
の
経
営
も
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
コ
ロ
ナ
の
影

響
も
大
き
い
の
で
す
が
、
人

口
減
少
等
の
問
題
が
前
倒
し

で
業
界
を
襲
っ
て
き
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
収
入

は
公
定
価
格
で
あ
る
診
療
報

酬
に
限
定
さ
れ
て
い
る
中

で
、
病
院
経
営
に
必
要
な
人

件
費
、
材
料
費
、
光
熱
費
な

ど
の
費
用
は
、
資
本
経
済
の

仕
組
み
の
中
で
か
か
っ
て
お

り
、
経
費
が
ど
ん
ど
ん
か
さ

ん
で
お
り
、
診
療
報
酬
は
絞

ら
れ
る
傾
向
の
中
、
医
療
供

給
側
の
破
綻
は
目
に
見
え
て

き
て
お
り
ま
す
。
消
費
税
を

は
じ
め
税
制
改
革
の
問
題
、

　
し
か
し
、
我
々
体
力
の
弱

っ
て
い
る
高
齢
者
、
病
人
に

係
っ
て
い
る
も
の
に
と
っ
て

は
新
型
コ
ロ
ナ
に
翻
弄
さ
れ

続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
体
力

の
弱
い
高
齢
者
は
罹
患
す
る

と
経
口
摂
取
低
下
、
脱
水
を

起
こ
し
、
体
力
の
回
復
が
遅

れ
徐
々
に
状
態
が
悪
化
し
不

幸
な
転
機
を
起
こ
す
ケ
ー
ス

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
医

療
・
介
護
に
携
わ
っ
て
い
る

我
々
に
と
っ
て
は
一
般
の
人

以
上
の
注
意
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
家
族
も
含
め
て
行
動

の
制
限
を
強
い
ら
れ
て
い
る

の
で
す
。
一
般
の
人
々
の
緩

い
制
限
の
行
動
を
横
目
で
見

じ
め
の
こ
ろ
と
比
べ
て
、
ウ

イ
ル
ス
の
性
質
は
変
化
し
て

感
染
力
は
強
く
な
っ
た
も
の

の
弱
毒
化
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
一
部
で
は
２
類
相
当
か

ら
季
節
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

並
み
に
ゆ
る
め
る
よ
う
な
動

き
も
あ
る
よ
う
で
す
。
国
と

し
て
は
行
動
制
限
の
発
出
は

し
な
い
で
、
各
都
道
府
県
に

任
せ
、
経
済
優
先
の
方
針
の

よ
う
で
す
。

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
騒
ぎ
も
４
年

目
に
突
入
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
ま
だ
ま
だ
出
口
は
見
え

て
き
ま
せ
ん
。
確
か
に
、
は

迅
陣

尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
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／
　（
木
）、日
本
教
育
会
館「
一
ツ
橋
ホ
ー
ル
」で

１０

２７

を
テ
ー
マ
に

コ
ロ
ナ
で
み
え
た
医
療
の
課
題

～
医
・
歯
・
薬
・
看
・
介
～

　
全
国
公
私
病
院
連
盟
は
第
　
回
「
国
民
の
健
康
会
議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
コ
ロ
ナ
で
み
え

３２

た
医
療
の
課
題
」
で
、
前
半
は
、
総
合
司
会
の
行
天
良
雄
先
生
（
医
事
評
論
家
）
と
座
長
の
渡
邉
古
志
郎
先
生
（
横

浜
市
立
市
民
病
院
・
名
誉
院
長
）
に
よ
り
、
発
言
順
に
①
田
中
志
子
先
生
（
医
療
法
人
大
誠
会
内
田
病
院
・
理
事
長
）、

②
成
田
康
子
先
生
（
公
益
社
団
法
人
兵
庫
県
看
護
協
会
・
会
長
）、
③
室
井
延
之
先
生
（
公
益
社
団
法
人
全
国
自
治
体

病
院
協
議
会
・
薬
剤
部
会
長
）
、
④
深
田
拓
司
先
生
（
一
般
社
団
法
人
大
阪
府
歯
科
医
師
会
・
会
長
）
、
⑤
髙
本
眞
一

先
生
（
社
会
福
祉
法
人
賛
育
会
病
院
・
院
長
）
か
ら
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。
後
半
は
、
座
長
の
小
熊
豊
先
生
（
全

国
自
治
体
病
院
協
議
会
・
会
長
、
砂
川
市
立
病
院
・
名
誉
院
長
）
と
園
田
孝
志
先
生
（
全
国
済
生
会
病
院
長
会
・
会

長
、
済
生
会
唐
津
病
院
・
院
長
）
の
司
会
に
よ
り
、
①
～
⑤
氏
を
交
え
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
今

号
で
は
当
日
の
概
要
を
事
務
局
で
取
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
掲
載
し
ま
す
。（
敬
称
略
・
文
責
事
務
局
）

迅
陣

尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋

医
療
法
人
大
誠
会

内
田
病
院
・
理
事
長田

 中
 志
 子
 氏

迅
陣

尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋

公
益
社
団
法
人

兵
庫
県
看
護
協
会
・
会
長

成
 田
 康
 子
 氏

取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、

１
施
設
で
１
～
　
名
、
１
０

２０

０
名
以
上
が
出
勤
で
き
な
か

っ
た
と
い
う
施
設
も
幾
つ
か

あ
り
ま
し
た
。

　
多
い
と
こ
ろ
で
は
約
３
割

の
職
員
が
勤
務
で
き
な
く
な

っ
て
、
そ
う
し
ま
す
と
１
～

２
病
棟
を
閉
鎖
し
な
い
と
現

場
が
回
ら
な
い
よ
う
な
状
況

が
起
き
て
い
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
状
況
が
、
救
急
搬
送

先
が
見
つ
か
ら
な
い
と
か
、

入
院
で
き
な
い
と
い
う
要
因

の
一
つ
だ
と
ご
理
解
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
今
ま
で
の
看
護
職
は
、
熱

が
あ
ろ
う
が
、
し
ん
ど
か
ろ

う
が
、
薬
を
飲
ん
で
勤
務
を

す
る
、
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
の
「
お

し
ん
」
の
よ
う
な
看
護
師
が

優
秀
な
看
護
師
と
言
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
今
日
ご
来
場
の

し
ま
す
。

【
成
田
】
コ
ロ
ナ
の
第
７
波

に
際
し
て
、
兵
庫
県
看
護
協

会
で
県
内
の
医
療
機
関
の
看

護
管
理
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
ご
紹
介

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
ス
ラ
イ
ド
開
始
）

　
コ
ロ
ナ
の
第
７
波
で
は
、

回
答
し
た
　
施
設
の
う
ち
約

６９

７
割
の
施
設
で
ク
ラ
ス
タ
ー

が
発
生
し
ま
し
た
。
医
療
職

が
濃
厚
接
触
者
、
陽
性
者
に

な
っ
て
出
勤
が
で
き
ず
、
医

療
現
場
が
回
ら
な
い
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
が
メ
デ
ィ
ア
で
も

師
さ
ん
の
離
職
率
が
一
番
高

い
ん
で
す
ね
。
患
者
さ
ん
と

接
す
る
機
会
も
看
護
師
さ
ん

が
一
番
多
い
訳
で
す
し
、
医

師
と
患
者
、
そ
の
家
族
の
間

に
挟
ま
れ
て
ス
ト
レ
ス
も
た

ま
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
何

と
か
し
て
差
し
上
げ
た
い
と

い
つ
も
思
っ
て
い
ま
す
。
成

田
先
生
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

【
渡
邉
】
次
に
成
田
先
生
で

す
。
兵
庫
県
看
護
協
会
の
会

長
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
病
院

の
医
療
職
の
中
で
は
、
看
護

れ
が
あ
る
と
人
が
集
ま
っ
て

き
ま
す
。
そ
し
て
世
代
間
交

流
が
で
き
て
、
ど
こ
に
住
ん

で
い
よ
う
と
障
害
が
あ
ろ
う

と
な
か
ろ
う
と
、
み
ん
な
が

地
域
の
住
民
に
な
る
、
私
た

ち
は
そ
う
い
っ
た
地
域
を
創

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

は
大
事
で
す
。
こ
れ
は
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
お
年
寄
り
に
鉢

巻
き
を
縫
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
認
知
症
が
あ
っ
て
も
高

齢
で
あ
っ
て
も
、
役
割
が
あ

る
と
生
き
が
い
に
な
り
居
場

所
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
足
湯
で
す
が
、
こ

ど
、
自
分
が
得
意
だ
っ
た
こ

と
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
と

ろ
で
す
。
指
導
者
側
だ
っ
た

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、

軽
度
認
知
症
の
方
と
か
認
知

症
の
手
前
の
方
に
は
、
先
生

役
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
子
供
た
ち
と
の
交
流

た
。
退
院
し
て
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
に
行
か
れ
ま
し
た
が
、

こ
れ
は
ホ
ー
ム
で
料
理
を
作

っ
て
い
る
姿
で
す
。

◇
　
　
　
◇

　
グ
ル
ー
プ
の
母
体
に
な
り

ま
す
内
田
病
院
、
老
人
保
健

施
設
、
そ
し
て
、
病
院
の
敷

地
内
に
認
知
症
の
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
、
歩
け
る
と
こ
ろ
に

有
料
老
人
ホ
ー
ム
が
あ
り
ま

す
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
向
か

い
に
は
子
供
と
高
齢
者
が
一

緒
に
過
ご
す
場
所
が
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
は
障
害
の
あ
る

子
供
さ
ん
の
保
育
園
と
障
害

の
あ
る
子
供
さ
ん
の
学
童
保

育
、
障
害
者
と
高
齢
者
が
一

緒
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
こ
れ

ら
が
一
つ
の
建
物
に
入
っ
た

施
設
、
こ
う
い
う
地
域
共
生

型
施
設
を
創
っ
て
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
認
知
症

の
方
を
よ
く
し
て
も
、
地
域

で
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
り
、
居
場
所
が
な

か
っ
た
ら
ま
た
元
に
戻
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
生
き
が
い
を
持

っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
う

の
で
す
が
、
生
き
が
い
が
あ

る
こ
と
が
長
生
き
、
健
康
長

寿
の
秘
訣
で
す
。
で
す
か
ら

私
た
ち
は
、
た
だ
リ
ハ
ビ
リ

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
す

る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

日
常
に
合
っ
た
作
業
を
病
院

や
施
設
で
取
り
入
れ
て
い
ま

す
。
畑
を
作
っ
て
農
業
の
知

識
の
あ
る
高
校
生
に
教
え
に

来
て
も
ら
っ
た
り
、
ち
ょ
っ

と
気
持
ち
が
落
ち
つ
か
な
く

な
っ
た
時
に
は
散
歩
に
出
て

ミ
ニ
ト
マ
ト
を
採
っ
た
り
、

そ
う
い
う
こ
と
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
編
み
物
や
書
道
な

こ
は
私
の
家
じ
ゃ
な
い
」
と

言
っ
て
外
に
出
か
け
て
し
ま

う
よ
う
に
な
っ
た
女
性
の
ケ

ー
ス
で
す
。
娘
さ
ん
も
介
護

に
疲
れ
果
て
、
本
当
は
病
院

や
施
設
に
預
け
た
く
な
い
と

お
っ
し
ゃ
い
な
が
ら
も
、
も

う
限
界
と
い
う
こ
と
で
私
に

託
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ス
ラ
イ
ド
は
初
日
に

泣
い
て
い
る
様
子
で
す
。
私

た
ち
は
「
帰
り
た
い
で
す
よ

ね
、
早
く
家
に
帰
れ
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
ね
」
と
言
っ

て
背
中
を
さ
す
り
ま
す
。

　
こ
の
様
子
は
３
日
目
ぐ
ら

い
。
職
員
が
「
大
丈
夫
、
ひ

と
り
じ
ゃ
な
い
か
ら
ね
」
と

声
を
か
け
ま
す
。
こ
れ
は
院

内
デ
イ
ケ
ア
。
こ
う
や
っ
て

少
し
ず
つ
で
す
が
、
み
ん
な

と
係
わ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
こ

れ
は
１
週
間
く
ら
い
。
こ
ん

な
に
よ
い
表
情
を
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
施
設
で
は
畑
で

タ
マ
ネ
ギ
を
作
っ
て
い
て
、

そ
の
販
売
の
た
め
に
袋
詰
め

を
す
る
訳
で
す
が
、
こ
の
ス

ラ
イ
ド
は
そ
の
作
業
を
彼
女

に
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
面
会
に
来
た
娘

さ
ん
に
「
う
そ
じ
ゃ
な
い
の

…
」
と
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
こ
こ
が
ま
さ
に

今
日
の
テ
ー
マ
で
も
あ
る
コ

ロ
ナ
と
の
闘
い
で
す
。
今
、

面
会
が
で
き
な
い
の
で
、
ど

ん
な
様
子
で
改
善
し
て
い
く

の
か
を
見
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ

た
苦
し
み
が
あ
り
ま
す
。

　
最
終
的
に
、
こ
の
患
者
さ

ん
が
よ
く
な
っ
て
い
っ
て
、

見
守
ら
れ
る
側
か
ら
見
守
る

役
割
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
し

は
、
患
者
さ
ん
の
治
療
の
際

に
、
認
知
症
の
方
だ
と
治
療

の
理
解
が
で
き
ず
に
暴
れ
て

し
ま
わ
れ
た
り
す
る
こ
と
が

あ
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ

う
い
っ
た
方
を
身
体
拘
束
を

し
な
い
で
治
療
を
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
急
性
期

病
院
な
ど
で
、
抜
い
た
ら
死

ん
で
し
ま
う
よ
う
な
管
を
装

着
し
て
い
る
場
合
に
必
要
な

ケ
ー
ス
が
あ
る
と
い
う
こ
と

は
理
解
し
て
い
ま
す
。

（
ス
ラ
イ
ド
開
始
）

　
一
つ
の
例
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
こ
の
方
は
ご
夫
婦
で
暮

ら
し
て
い
ま
し
た
が
認
知
症

が
進
ん
で
、
子
供
さ
ん
が
介

護
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
さ

ら
に
認
知
症
が
進
ん
で
「
こ

一
緒
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
こ

れ
ら
を
総
合
的
に
地
域
共
生

型
の
施
設
と
し
て
展
開
も
し

て
お
ら
れ
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

【
田
中
】
今
日
は
私
た
ち
が

地
域
で
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
の
ご
紹
介
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
大
誠
会
グ
ル
ー
プ
は
、
内

田
病
院
を
中
心
に
福
祉
や
介

護
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
グ

ル
ー
プ
で
す
け
れ
ど
も
、
よ

く
取
り
上
げ
て
い
た
だ
く
の

【
渡
邉
】
は
じ
め
に
、
田
中

先
生
の
お
話
か
ら
お
伺
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
田
中
先

生
の
病
院
グ
ル
ー
プ
に
は
、

老
健
、
特
養
、
認
知
症
ホ
ー

ム
な
ど
が
あ
っ
て
、
他
に
も

障
害
の
あ
る
子
供
さ
ん
の
保

育
園
、
障
害
者
と
高
齢
者
が

先
生
に
お
願
い
し
て
い
ま
す

の
で
、
早
速
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

来
場
の
方
々
、
そ
し
て
、
今

回
は
じ
め
て
ご
参
加
さ
れ
た

方
々
に
、
こ
の
「
国
民
の
健

康
会
議
」
と
い
う
の
は
、
す

ば
ら
し
い
会
だ
っ
た
な
と
心

に
残
る
よ
う
な
会
に
な
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
各
講
師
の
ご
紹
介
は
渡
邉

　
そ
れ
で
は
総
合
司
会
の
行

天
先
生
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

【
行
天
】
久
し
ぶ
り
に
皆
様

方
と
お
目
に
か
か
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ぐ
ら

い
毎
年
お
越
し
い
た
だ
く
ご

【
邊
見
】
み
な
さ
ん
、
こ
ん

に
ち
は
。
全
国
公
私
病
院
連

盟
の
会
長
を
仰
せ
つ
か
っ
て

お
り
ま
す
邉
見
で
す
。
本
日

は
お
集
ま
り
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
「
国
民
の
健
康
会
議
」

は
平
成
元
年
に
始
ま
り
今
年

で
　
回
目
で
す
。
本
当
は
　

３２

３４

回
目
の
は
ず
な
の
で
す
が
、

一
昨
年
、
昨
年
と
コ
ロ
ナ
で

中
止
に
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

り
、
本
日
は
３
年
ぶ
り
の
開

催
に
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
コ
ロ

ナ
で
み
え
た
医
療
の
課
題
～

医
・
歯
・
薬
・
看
・
介
～
」

と
い
う
こ
と
で
、
医
療
や
歯

科
の
分
野
、
看
護
や
介
護
、

薬
や
ワ
ク
チ
ン
の
こ
と
に
つ

い
て
、
各
界
か
ら
５
人
の
方

を
お
迎
え
し
て
お
話
を
伺
い

ま
す
の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

（
５
面
へ
つ
づ
く
）

茄
荷

禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
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か
ら
「
地
域
に
お
け
る
多
職

種
協
働
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
に

拡
大
し
て
き
ま
し
た
。
薬
剤

師
の
業
務
も
、
数
え
た
り
注

い
だ
り
す
る
調
剤
、
医
薬
品

を
中
心
と
し
た
業
務
か
ら
、

病
院
で
は
病
棟
常
駐
と
か
薬

剤
師
外
来
に
、
保
険
薬
局
で

は
、
か
か
り
つ
け
薬
局
な
ど

の
患
者
さ
ん
中
心
の
業
務
へ

と
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
医
療
、
介
護
、
予
防
、
住

ま
い
、
そ
し
て
生
活
を
包
括

的
に
支
援
す
る
。
そ
し
て
急

性
期
病
院
、
慢
性
期
病
院
、

在
宅
と
患
者
さ
ん
が
さ
ま
ざ

ま
な
医
療
で
移
り
変
わ
ら
れ

る
場
面
で
、
安
心
で
安
全
な

薬
物
療
法
の
継
続
的
な
実
施

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
薬
剤
師
は
、
多
く

の
職
種
と
し
っ
か
り
と
チ
ー

ム
を
組
ん
で
、
入
院
医
療
や

そ
の
前
と
後
ろ
を
支
え
て
、

地
域
と
病
院
と
の
薬
物
療
法

を
つ
な
い
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
情

報
を
し
っ
か
り
収
集
し
て
提

供
し
て
い
く
こ
と
。
そ
し
て

特
例
承
認
の
新
し
い
薬
に
つ

い
て
は
し
っ
か
り
と
運
用
を

決
め
て
安
全
に
患
者
さ
ん
に

届
け
て
い
ま
す
。

　
次
は
ワ
ク
チ
ン
で
す
。
ワ

ク
チ
ン
が
異
例
の
ス
ピ
ー
ド

で
実
用
化
さ
れ
て
い
て
、
全

国
民
に
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す

る
と
い
う
大
事
業
に
お
い

て
、
薬
剤
師
の
役
割
も
大
き

い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
超

低
温
下
で
保
存
す
る
こ
と
、

そ
れ
か
ら
確
実
で
安
全
な
供

給
の
調
整
で
す
。
神
戸
市
の

集
団
接
種
で
は
、
そ
の
接
種

会
場
の
全
て
に
薬
剤
師
も
派

遣
し
ま
し
た
。
業
務
と
し
て

は
ワ
ク
チ
ン
の
希
釈
、
シ
リ

ン
ジ
へ
の
充
填
、
必
要
な
医

薬
品
の
管
理
な
ど
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
私

た
ち
病
院
薬
剤
師
の
役
割

も
、「
院
内
の
チ
ー
ム
医
療
」

患
者
さ
ん
へ
も
積
極
的
な
処

方
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
ま

た
転
院
先
を
支
援
し
た
り
、

自
宅
で
療
養
し
た
り
宿
泊
で

療
養
さ
れ
て
い
る
方
へ
の
往

診
、
そ
し
て
ワ
ク
チ
ン
の
予

防
接
種
体
制
へ
の
協
力
な

ど
、
最
適
な
薬
物
療
法
を
提

供
す
る
た
め
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
の
薬
に
対
す
る
薬

物
療
法
の
考
え
方
で
す
が
、

現
在
、
治
療
す
る
薬
は
限
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
多
く
は

「
特
例
承
認
」
と
言
っ
て
、

外
国
で
使
わ
れ
て
い
る
緊
急

性
の
高
い
医
薬
品
を
日
本
で

の
手
続
を
簡
略
化
し
て
早
期

に
使
え
る
よ
う
に
す
る
、
そ

う
い
う
法
律
上
の
仕
組
み
の

中
で
使
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
適
切
な
薬
剤
管
理
を

行
っ
て
安
全
に
確
保
で
き
る

体
制
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

　
当
院
の
コ
ロ
ナ
専
用
病
棟

で
の
薬
剤
師
の
業
務
で
す

が
、
新
し
い
薬
が
出
て
く
る

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

当
院
で
は
、
全
て
ロ
ボ
ッ
ト

が
薬
を
こ
の
よ
う
に
取
り
出

し
て
い
き
ま
す
。
取
り
出
さ

れ
た
薬
は
こ
の
払
い
出
し
口

か
ら
出
さ
れ
て
、
そ
れ
を
薬

剤
師
が
確
認
し
て
い
ま
す
。

　
私
ど
も
の
病
院
で
は
、
こ

の
よ
う
な
ロ
ボ
ッ
ト
調
剤
を

活
用
し
て
、
か
つ
て
薬
剤
師

が
行
っ
て
い
た
薬
を
取
り
そ

ろ
え
る
作
業
を
ロ
ボ
ッ
ト
等

に
任
せ
て
、
薬
剤
師
は
先
ほ

ど
の
サ
ポ
ー
ト
業
務
や
病
棟

業
務
等
に
業
務
を
拡
充
し
て

い
ま
す
。

　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
次
に
コ
ロ
ナ
の
話
で
す
。

神
戸
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
中

央
市
民
病
院
は
平
成
２
年
４

月
に
ク
ラ
ス
タ
ー
が
起
き
ま

し
た
の
で
、
コ
ロ
ナ
専
用
病

棟
を
つ
く
っ
て
コ
ロ
ナ
を
封

じ
込
め
ま
し
た
。
そ
し
て
薬

剤
師
も
感
染
の
フ
ェ
ー
ズ
が

変
化
す
る
中
で
医
薬
品
の
供

給
体
制
を
維
持
し
て
、
重
症

Ｉ
Ｃ
Ｕ
、
救
急
、
全
て
の
場

面
に
常
駐
し
、
医
薬
品
の
適

正
使
用
を
推
進
し
ま
す
。
そ

し
て
、
入
院
中
の
情
報
が
途

切
れ
な
い
よ
う
に
退
院
、
転

院
先
へ
情
報
を
つ
な
い
で
、

密
度
の
高
い
医
療
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
に
外
来
へ
通
院
し

て
治
療
を
受
け
る
患
者
さ
ん

に
対
し
て
は
、
外
来
の
診
察

の
前
に
面
談
し
て
、
服
薬
指

導
や
副
作
用
の
確
認
、
必
要

に
応
じ
て
処
方
の
提
案
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。
副
作
用
が

あ
る
場
合
に
は
、
副
作
用
の

程
度
、
重
症
度
を
評
価
し

て
、
そ
れ
を
医
師
や
看
護
師

に
つ
な
い
で
回
避
し
ま
す
。

ま
た
調
剤
薬
局
と
も
連
携
し

て
い
き
ま
す
。

　
従
来
の
病
院
の
薬
局
と
い

う
と
、
こ
の
ス
ラ
イ
ド
に
あ

る
よ
う
な
薬
を
入
れ
る
棚
が

い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
、
そ
こ
か

ら
薬
剤
師
が
薬
を
取
っ
て
く

る
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
お
ら

（
ス
ラ
イ
ド
開
始
）

　
私
た
ち
薬
剤
師
の
役
割
は

患
者
さ
ん
に
正
し
く
安
全
に

薬
を
提
供
す
る
こ
と
で
す
。

　
患
者
さ
ん
の
入
院
が
決
ま

っ
た
時
点
で
、
薬
剤
師
は
入

院
前
準
備
セ
ン
タ
ー
で
薬
の

管
理
を
し
ま
す
。
入
院
前
準

備
セ
ン
タ
ー
と
い
う
の
は
、

入
院
で
必
要
な
検
査
や
、
診

察
の
予
約
を
と
っ
た
り
、
よ

り
詳
し
い
入
院
の
説
明
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
場
所
で
、
患

者
さ
ん
が
飲
ん
で
い
る
薬
を

確
認
し
、
そ
の
薬
が
手
術
や

入
院
、
治
療
に
影
響
が
な
い

か
を
事
前
に
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
予
め

病
棟
の
薬
剤
師
、
医
師
、
看

護
師
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　
入
院
後
に
は
、
病
棟
と
か

【
渡
邉
】
３
人
目
は
室
井
先

生
で
す
。
全
国
自
治
体
病
院

協
議
会
の
薬
剤
部
会
の
部
会

長
を
さ
れ
て
い
て
、
兵
庫
県

病
院
薬
剤
師
会
の
会
長
も
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
室

井
先
生
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

【
室
井
】
神
戸
市
立
医
療
セ

ン
タ
ー
中
央
市
民
病
院
の
薬

剤
師
の
室
井
で
す
。
今
日

は
、
薬
剤
師
の
業
務
が
大
き

く
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
皆

さ
ん
に
お
話
し
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

迅
陣

尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋

一
般
社
団
法
人

大
阪
府
歯
科
医
師
会
・
会
長

深
 田
 拓
 司
 氏

公
益
社
団
法
人
　

全
国
自
治
体
病
院
協
議
会
・
薬
剤
部
会
長

室
 井
 延
 之
 氏

（
４
面
か
ら
つ
づ
く
）

茄
荷

禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾

い
う
言
葉
を
浴
び
せ
か
け
ら

れ
た
り
し
ま
す
と
、
そ
の
一

言
で
心
が
折
れ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
配
慮
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
、
私
た
ち
が
行
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
そ
う
い
う
悲

痛
な
回
答
も
あ
り
ま
し
た
。

◇
　
　
　
◇

　
最
後
に
、
看
護
師
の
離
職

の
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
１
～
３
年

目
、
３
～
５
年
目
、
５
～
　１０

年
目
と
調
べ
て
み
ま
す
と
、

各
年
代
と
も
に
「
い
つ
ま
で

続
け
ら
れ
る
か
わ
か
ら
な

い
」「
こ
ん
な
生
活
が
い
つ

ま
で
続
く
ん
だ
ろ
う
」「
こ

れ
か
ら
ど
う
な
っ
て
い
く
の

だ
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
で
、

非
常
に
不
安
に
思
っ
て
い

て
、
離
職
す
る
看
護
師
が
増

え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

離
職
を
増
や
さ
な
い
た
め
に

も
、
国
民
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

感
染
対
応
が
き
ち
ん
と
で
き

て
い
る
か
を
相
互
に
チ
ェ
ッ

ク
し
、
と
に
か
く
持
ち
込
ま

な
い
、
持
ち
込
ま
せ
な
い
こ

と
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

◇
　
　
　
◇

　
コ
ロ
ナ
で
国
民
の
皆
様
も

非
常
に
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
ス

ト
レ
ス
が
た
ま
っ
て
い
た
り

す
る
と
思
う
の
で
す
が
、
そ

の
ス
ト
レ
ス
の
は
け
口
が
看

護
職
に
向
け
ら
れ
て
、
お
叱

り
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
感
染
防
止
対
策
と
し
て

面
会
を
制
限
し
て
い
る
こ
と

に
関
し
て「
こ
の
病
院
じ
ゃ
、

い
つ
に
な
っ
た
ら
面
会
で
き

る
ん
だ
！
」
と
怒
ら
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
「
病
院
な
の
に
ク
ラ
ス
タ

ー
が
起
こ
る
の
っ
て
、
ど
う

い
う
こ
と
？
」
み
た
い
な
お

叱
り
の
電
話
を
受
け
た
り
も

し
ま
す
。
看
護
職
だ
け
で
は

な
く
医
療
現
場
の
者
た
ち
は
、

も
う
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
で

頑
張
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
う

皆
さ
ん
も
、
か
つ
て
は
そ
の

よ
う
に
が
む
し
ゃ
ら
に
仕
事

を
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
体

調
が
悪
か
っ
た
ら
休
ん
で
く

だ
さ
い
と
い
う
こ
と
に
な
り

し
た
。
医
療
施
設
で
も
、
無

理
し
て
出
勤
す
る
と
患
者
さ

ん
や
医
療
従
事
者
に
う
つ
し

て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
の

で
、
体
調
が
悪
か
っ
た
ら
必

ず
休
ん
で
く
だ
さ
い
と
い
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
７
波
で
は
子
供

か
ら
う
つ
る
こ
と
が
非
常
に

多
か
っ
た
の
で
、
家
族
ぐ
る

み
で
体
調
管
理
を
し
っ
か
り

徹
底
し
て
く
だ
さ
い
と
い
う

こ
と
と
、
友
達
と
食
事
に
は

行
か
な
い
、
飲
み
に
は
行
か

な
い
、
県
外
に
は
移
動
し
な

い
と
い
う
こ
と
を
院
長
命
令

と
し
て
出
し
て
い
ま
し
た
。

　
救
急
患
者
で
来
ら
れ
た
方

に
は
必
ず
コ
ロ
ナ
の
迅
速
検

査
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
か

ら
面
会
制
限
も
し
て
い
ま

す
。
面
会
制
限
も
、
初
期
の

頃
は
様
子
が
わ
か
ら
ず
制
限

し
て
い
た
の
で
す
が
、
リ
モ

ー
ト
面
会
だ
と
か
ガ
ラ
ス
越

し
の
面
会
を
工
夫
し
な
が
ら

や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
第
７
波
ま
で
の

経
験
を
踏
ま
え
た
第
８
波
へ

の
備
え
な
の
で
す
が
、
本
当

に
人
の
対
応
で
困
り
ま
し
た

の
で
、
応
援
体
制
が
と
れ
る

よ
う
な
工
夫
と
、
で
き
る
だ

け
マ
ン
パ
ワ
ー
を
確
保
す
る

と
い
う
こ
と
を
今
や
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
今
ま
で

ど
お
り
、
体
調
不
良
の
場
合

は
迅
速
に
報
告
す
る
、
無
理

を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
と
い

う
こ
と
を
徹
底
し
、
基
本
の

へ
、
そ
し
て
発
熱
の
あ
る
患

者
さ
ん
は
先
ほ
ど
の
外
部
テ

ン
ト
へ
誘
導
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
な
お
集
団
接
種
で
の
歯
科

医
師
に
よ
る
ワ
ク
チ
ン
接
種

で
す
が
、
医
師
の
皆
様
の
適

切
な
関
与
の
も
と
、
国
民
か

ら
理
解
さ
れ
る
歯
科
医
師
に

よ
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
を

構
築
し
ま
し
た
。
大
阪
府
歯

科
医
師
会
で
は
、
大
阪
府
医

師
会
と
連
携
し
て
、
ｅ
ラ
ー

ニ
ン
グ
研
修
シ
ス
テ
ム
と
実

技
実
習
を
し
っ
か
り
と
受
け

て
い
た
だ
い
て
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
対
応
を
し
ま
し
た
。
平

成
４
年
８
月
現
在
で
　
万
５

３９

０
８
２
回
の
接
種
を
し
て
い

ま
す
。

備
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
対
応
で

す
の
で
、
外
部
に
テ
ン
ト
を

設
置
し
て
、
動
線
の
分
離
を

心
が
け
ま
し
た
。
問
題
が
な

け
れ
ば
シ
ー
ル
ド
ブ
ー
ス
と

い
う
部
分
を
つ
く
り
、
発
熱

の
み
で
の
お
断
り
は
し
な

い
。
し
っ
か
り
と
問
診
等
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
ブ
ー
ス

の
中
で
歯
科
治
療
の
対
応
を

し
ま
し
た
。

　
ま
た
受
付
が
密
に
な
ら
な

い
よ
う
に
待
合
外
部
テ
ン
ト

を
設
置
し
て
、
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
も
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
入
り
口
に
問
診
・
全

身
状
態
の
チ
ェ
ッ
ク
ゲ
ー
ト

を
設
置
し
て
、
問
題
の
な
い

患
者
さ
ん
は
通
常
の
受
付

ー
は
発
生
し
て
い
な
い
の
は

な
ぜ
か
と
い
う
部
分
で
す
。

歯
科
で
は
エ
イ
ズ
・
肝
炎
等

に
よ
り
　
年
前
か
ら
マ
ニ
ュ

２０

ア
ル
を
作
成
し
、
研
修
の
徹

底
を
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た

サ
ー
ズ
・
マ
ー
ズ
で
さ
ら
な

る
標
準
予
防
策
の
徹
底
を
し

て
き
た
歴
史
が
あ
り
、
長
年

に
わ
た
り
多
く
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
発
出
し
、
実
技
研
修

も
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
今
、
コ
ロ
ナ
陽
性

の
疑
い
の
あ
る
方
は
検
査

し
、
発
熱
外
来
を
受
診
し
て

も
ら
い
ま
す
。
緊
急
の
場
合

は
そ
こ
の
病
院
内
で
の
口
腔

外
科
に
対
応
い
た
だ
く
訳
で

す
が
、
病
院
歯
科
医
会
と
大

阪
府
で
し
っ
か
り
と
体
制
整

理
。
そ
し
て
密
集
・
密
接
の

回
避
を
す
る
た
め
の
予
約
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
日
本
歯
科
医
師
会
の
調
査

で
は
、
歯
科
医
院
を
発
生
源

と
し
た
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
は

ゼ
ロ
件
で
、
現
在
も
発
生
し

て
い
ま
せ
ん
。
大
阪
府
歯
科

医
師
会
で
は
府
民
に
人
気
が

あ
り
発
信
力
の
強
い
吉
村
知

事
の
ツ
イ
ー
ト
を
ベ
ー
ス
に

ポ
ス
タ
ー
を
作
成
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。「
歯
科
の

ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
は
ゼ
ロ
で

す
。
さ
ら
な
る
感
染
予
防
に

努
め
ま
す
」
と
府
民
の
皆
様

方
に
周
知
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
次
に
、
歯
科
で
ク
ラ
ス
タ

　
コ
ロ
ナ
禍
の
歯
科
医
療
の

現
場
で
は
、
日
本
歯
科
医
師

会
か
ら
「
新
た
な
感
染
症
を

踏
ま
え
た
歯
科
診
療
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
が
令
和
２
年
と
３

年
に
出
さ
れ
、
標
準
の
予
防

策
、
感
染
経
路
別
予
防
策
の

徹
底
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
７
点
の
特
徴

的
な
項
目
で
す
。
ま
ず
治
療

前
後
の
う
が
い
、
そ
し
て
エ

ア
ロ
ゾ
ル
対
策
と
し
て
口
腔

外
バ
キ
ュ
ー
ム
で
す
ね
。
そ

し
て
、
エ
ア
タ
ー
ビ
ン
・
ハ

ン
ド
ピ
ー
ス
、
超
音
波
ス
ケ

ー
ラ
等
の
発
生
機
器
の
使
用

控
え
。
洗
浄
・
消
毒
・
滅
菌

の
強
化
。
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ブ

ル
の
さ
ら
な
る
活
用
。
患
者

さ
ん
や
ス
タ
ッ
フ
の
健
康
管

し
た
。

　
本
来
の
報
道
と
は
、
ま
ず

事
実
が
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら

ニ
ュ
ー
ス
が
生
ま
れ
る
は
ず

で
す
。
最
近
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
の
見
方
や
考
え
方
が
あ

っ
て
、
そ
れ
を
元
に
事
実
が

組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
部
分

が
あ
り
ま
す
。
ニ
ー
チ
ェ
は

「
事
実
と
い
う
も
の
は
存
在

し
な
い
。
存
在
す
る
の
は
解

釈
だ
け
だ
」
と
言
っ
て
い
ま

す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
っ
た

部
分
で
今
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
は
ち
ょ
っ
と
違
う
方
向
に

行
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。
信
頼
で

き
る
情
報
を
手
に
入
れ
る
こ

と
が
今
後
は
大
事
と
い
う
こ

と
で
す
。

歯
科
と
し
て
活
動
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

（
ス
ラ
イ
ド
開
始
）

　
コ
ロ
ナ
第
１
波
の
時
に

『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム

ズ
』の
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
が
歯
科
は
感
染
の
リ
ス

ク
が
高
い
場
所
と
い
う
誤
解

が
生
ま
れ
た
発
端
で
す
。

　
ア
メ
リ
カ
の
労
働
省
の
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
、
感
染
者

と
接
す
る
頻
度
、
人
と
人
と

の
物
理
的
な
距
離
に
お
い
て

あ
ら
ゆ
る
職
業
を
グ
ラ
フ
化

し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
前
に

作
成
さ
れ
た
資
料
を
使
っ

て
、
デ
ー
タ
の
目
的
を
曲
解

し
て
エ
ビ
デ
ン
ス
な
し
の

「
コ
ロ
ナ
罹
患
リ
ス
ク
」
と

い
う
報
道
の
さ
れ
方
を
し
ま

ま
っ
た
と
お
聞
き
し
ま
し
た

が
、
私
た
ち
歯
科
医
に
と
っ

て
も
平
成
元
年
か
ら
始
ま
っ

た
「
８
０
２
０
運
動
」、　

歳
８０

で
歯
を
　
本
残
そ
う
と
い
う

２０

運
動
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
運
動
を
始
め
た
こ
ろ

は
平
均
寿
命
が
男
性
　
・
　

７５

９１

歳
、
女
性
が
　
・
　

歳
で
し

８１

７７

た
が
、　

歳
ま
で
　
本
の
歯

８０

２０

を
残
そ
う
、
人
生
を
全
う
さ

れ
る
時
ま
で
、
食
べ
る
・
飲

み
込
む
・
話
す
と
い
っ
た
皆

さ
ん
の
生
き
る
力
を
支
え
る

【
渡
邉
】
次
に
深
田
先
生
に

ご
登
壇
い
た
だ
き
ま
す
。
大

阪
府
歯
科
医
師
会
の
会
長
に

就
任
さ
れ
て
現
在
に
至
っ
て

お
ら
れ
ま
す
。
深
田
先
生
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
深
田
】
こ
の
「
国
民
健
康

会
議
」
は
平
成
元
年
か
ら
始
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社
会
福
祉
法
人
賛
育
会

賛
育
会
病
院
・
院
長髙

 本
 眞
 一
 氏

を
つ
け
た
り
し
て
い
て
、
特

に
高
齢
の
方
だ
と
筋
力
も
落

ち
ま
す
の
で
…
。「
歩
い
て

入
院
し
た
の
に
、
退
院
す
る

時
に
歩
け
な
い
と
は
、
ど
う

い
う
こ
と
だ
！
」
と
お
叱
り

を
受
け
ま
す
。

　
面
会
が
で
き
て
い
る
時

は
、
そ
の
た
び
に
看
護
師
が

「
今
こ
ん
な
状
況
な
ん
で
す

よ
」
と
か
、「
今
日
は
こ
ん
な

こ
と
で
し
た
」
と
か
、
少
し

ず
つ
患
者
さ
ん
の
状
況
を
伝

え
て
い
ま
し
た
の
で
、
ご
家

族
も
そ
の
経
過
の
中
で
ご
理

解
し
て
い
た
だ
け
て
い
ま
し

た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
が
、
面
会

が
で
き
な
い
こ
と
の
弊
害
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
離
職
率
の
こ
と
も
お
話
し

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
感
染
の
波
が
来
る
た
び

に
、
も
う
こ
れ
で
終
わ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
医
療

従
事
者
は
頑
張
っ
て
い
る
の

で
す
け
れ
ど
も
、
ま
た
す
ぐ

次
の
波
が
来
る
と
い
う
状
況

で
は
先
が
見
え
な
い
ん
で

す
。
こ
の
闘
い
を
私
た
ち
は

い
つ
ま
で
続
け
れ
ば
い
い
の

だ
ろ
う
か
と
思
い
な
が
ら

日
々
対
応
し
て
い
ま
す
。

【
小
熊
】
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
会
場
の
皆
さ
ん

は
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

な
の
に
何
で
対
応
で
き
な
い

ん
だ
と
い
う
医
療
へ
の
ご
不

満
が
き
っ
と
お
あ
り
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
医
療

者
は
、
メ
ン
タ
ル
的
に
も
肉

体
的
に
も
頑
張
っ
て
や
っ
て

い
る
と
…
。
そ
れ
が
負
担
に

な
っ
て
心
が
痛
ん
だ
り
、
病

気
を
発
症
し
た
り
す
る
人
も

出
て
い
ま
す
。

に
患
者
さ
ん
と
密
着
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
と
、
最
近

は
家
庭
内
感
染
が
非
常
に
問

題
で
す
。
お
子
さ
ん
が
感
染

す
る
と
看
護
職
員
が
病
院
に

出
て
く
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
病

棟
を
閉
鎖
し
た
り
診
療
を
ス

ト
ッ
プ
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
。

少
な
い
人
数
で
対
応
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
今

後
の
コ
ロ
ナ
に
対
し
て
は
足

か
せ
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

【
成
田
】
第
７
波
に
関
し
ま

し
て
は
、
院
内
と
い
う
よ
り

も
家
庭
内
感
染
で
す
ね
。
看

護
師
は
小
さ
な
子
供
を
抱
え

て
い
る
者
が
多
い
の
で
、
そ

の
保
育
園
や
小
学
校
で
子
供

が
感
染
し
て
、
濃
厚
接
触
者

と
な
っ
て
出
勤
で
き
な
い
と

い
う
ケ
ー
ス
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。

　
感
染
症
認
定
看
護
師
が
言

っ
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の

人
の
子
供
が
感
染
し
て
も
、

そ
の
看
護
師
は
感
染
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
ど
う
し
て
い
た

の
か
と
聞
き
ま
す
と
、
や
っ

ぱ
り
換
気
だ
そ
う
で
、
自
宅

で
陽
性
者
が
出
た
ら
、
家
の

中
の
空
気
が
ど
う
流
れ
て
い

る
の
か
と
い
う
こ
と
を
よ
く

考
え
て
、
ご
自
身
が
風
下
に

行
か
な
い
よ
う
に
と
…
。
そ

う
い
う
注
意
を
し
て
い
た
と

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
、
や
は
り
面
会

が
で
き
な
い
こ
と
が
問
題
で

す
。
コ
ロ
ナ
で
入
院
し
た
場

合
で
は
、
ご
家
族
が
２
～
３

週
間
後
に
病
院
に
来
ら
れ
た

時
に
、
思
っ
て
い
た
よ
う
な

形
で
回
復
し
て
い
な
い
ん
で

す
よ
ね
。
そ
も
そ
も
病
院
に

入
院
す
る
と
い
う
こ
と
は
重

症
の
方
で
す
の
で
、
呼
吸
器

当
然
で
す
よ
ね
。
我
々
も
国

に
対
し
て
、
き
ち
ん
と
医
療

者
が
関
わ
れ
る
よ
う
に
し
て

欲
し
い
と
要
望
し
て
い
ま
す

が
、
あ
ま
り
う
ま
く
い
っ
て

い
ま
せ
ん
。

　
逆
に
田
中
先
生
の
と
こ
ろ

で
コ
ロ
ナ
を
発
症
し
た
患
者

さ
ん
を
引
き
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
よ
う
な
ケ
ー
ス
は

あ
り
ま
す
か
。

【
田
中
】
第
７
波
が
は
じ
ま

っ
た
時
に
群
馬
県
か
ら
の
要

請
も
あ
っ
て
コ
ロ
ナ
病
棟
を

つ
く
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の

人
口
が
少
な
い
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
　
人
ぐ
ら
い
な
の

１０

で
す
け
れ
ど
も
、
高
齢
者
を

中
心
に
入
院
治
療
を
し
て
い

ま
す
。

【
小
熊
】
会
場
の
皆
様
は
、

病
院
な
の
に
院
内
で
ク
ラ
ス

タ
ー
が
発
生
す
る
と
は
何
事

だ
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん

け
れ
ど
も
、
こ
れ
を
防
ぐ
こ

と
は
大
変
な
こ
と
な
ん
で

す
。
田
中
先
生
の
と
こ
ろ
は

非
常
に
う
ま
く
や
ら
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

　
精
神
科
が
同
じ
よ
う
な
問

題
を
抱
え
て
い
ま
し
て
、
精

神
科
の
患
者
さ
ん
は
説
明
し

て
も
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
よ

ね
…
。
な
ぜ
マ
ス
ク
を
つ
け

な
き
ゃ
い
け
な
い
の
、
な
ぜ

あ
の
人
と
話
し
ち
ゃ
い
け
な

い
の
、
な
ぜ
行
動
制
限
さ
れ

な
き
ゃ
い
け
な
い
の
…
、
と

い
う
感
じ
で
す
。

　
次
に
、
成
田
先
生
に
お
伺

い
し
ま
す
。
県
内
の
病
院
の

約
７
割
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
起

き
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

病
院
だ
か
ら
そ
れ
こ
そ
感
染

の
知
識
も
技
術
も
道
具
も
あ

る
だ
ろ
う
と
…
。
そ
れ
で
も

な
ぜ
起
き
る
ん
だ
と
思
わ
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
常

の
で
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
が

で
き
な
い
大
変
さ
に
気
づ
か

さ
れ
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
は
、
面
会
が
で

き
な
い
こ
と
で
す
ね
。
ご
家

族
が
面
会
で
き
な
い
こ
と
で

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
面
会
を
緊

急
事
態
宣
言
の
前
か
ら
導
入

し
ま
し
た
。
し
か
し
雰
囲
気

が
わ
か
ら
な
か
っ
た
り
、
す

ご
く
頑
張
っ
て
い
い
ケ
ア
を

し
て
い
て
も
ご
家
族
に
伝
わ

ら
な
い
の
で
「
何
で
転
ん
じ

ゃ
っ
た
ん
だ
！
」
み
た
い
な

話
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
一

生
懸
命
や
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
ど
う
し
て
も
伝
え
切
れ

な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。

【
小
熊
】
田
中
先
生
方
の
よ

う
な
と
こ
ろ
で
も
そ
の
よ
う

な
状
況
で
す
の
で
、
医
師
や

看
護
職
の
い
な
い
施
設
で
ク

ラ
ス
タ
ー
が
発
生
す
る
の
は

護
施
設
の
職
員
が
、
も
し
自

分
が
持
ち
込
ん
だ
ら
ど
う
し

よ
う
と
い
う
よ
う
な
、
す
ご

く
萎
縮
し
て
生
活
を
す
る
、

し
か
も
そ
れ
が
長
く
な
る
と

い
う
こ
と
で
、
宣
言
し
た
私

が
負
い
目
に
感
じ
る
よ
う
な

思
い
で
し
た
。

　
も
う
一
つ
痛
切
に
感
じ
た

こ
と
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
す
。
認
知
症
の
方
や
高

齢
者
の
方
、
障
害
の
あ
る
子

供
た
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
私
た
ち
の
グ

ル
ー
プ
は
笑
顔
を
大
事
に
し

て
き
ま
し
た
。
難
聴
の
方
も

多
い
の
で
口
の
形
を
し
っ
か

り
と
見
せ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
っ
て
き
た
の

で
、
マ
ス
ク
の
弊
害
が
非
常

に
大
き
か
っ
た
訳
で
す
。
そ

し
て
距
離
で
す
よ
ね
。
ス
キ

ン
シ
ッ
プ
、
ハ
グ
を
す
る
よ

う
な
ケ
ア
を
し
て
き
ま
し
た

と
に
な
っ
て
も
、
転
院
先
で

も
混
乱
す
る
と
思
い
ま
し
た
。

受
け
る
側
も
ど
う
対
応
し
て

い
い
か
わ
か
ら
な
い
だ
ろ
う

し
、
当
人
も
普
段
と
違
う
場

所
で
、
宇
宙
服
み
た
い
な
格

好
を
し
た
人
た
ち
に
ケ
ア
を

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
理
解

で
き
な
い
だ
ろ
う
し
…
。

　
私
が
考
え
た
こ
と
は
、
も

し
グ
ル
ー
プ
内
に
コ
ロ
ナ
の

患
者
さ
ん
が
発
生
し
た
と
し

て
も
、
自
分
た
ち
の
と
こ
ろ

で
解
決
し
よ
う
と
決
め
ま
し

た
。
今
で
こ
そ
病
院
に
入
院

し
な
い
で
施
設
内
で
コ
ロ
ナ

の
治
療
を
受
け
る
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
け
れ
ど

も
、
そ
の
頃
は
全
例
入
院
と

い
う
状
況
で
し
た
。
認
知
症

の
方
は
部
屋
を
歩
き
回
っ
ち

ゃ
う
し
、
そ
う
か
と
い
っ
て

身
体
拘
束
を
し
た
ら
二
度
と

歩
け
な
く
な
る
ほ
ど
衰
え
て

し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
、
職

員
に
も
、
地
域
の
医
師
会
の

先
生
方
に
も
、
患
者
さ
ん
の

ご
家
族
に
も
、
も
し
コ
ロ
ナ

に
感
染
し
て
も
こ
こ
か
ら
は

移
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
最

初
に
宣
言
し
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
と
に
か

く
か
か
ら
な
い
、
持
ち
込
ま

な
い
、
う
つ
さ
な
い
と
い
う

こ
と
で
、
職
員
が
本
当
に
徹

底
し
て
感
染
管
理
を
し
て
く

れ
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で

第
７
波
ま
で
ク
ラ
ス
タ
ー
を

起
こ
す
こ
と
な
く
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
が
、
そ
こ

で
大
変
だ
と
思
っ
た
の
は
職

員
の
メ
ン
タ
ル
で
す
ね
。
介

【
小
熊
】
そ
れ
で
は
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
始
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま

ず
は
５
人
の
演
者
の
方
に
、

発
表
の
中
で
言
い
足
り
な
か

っ
た
こ
と
や
補
足
を
ご
発
言

い
た
だ
き
、
そ
の
後
に
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
前
半
は
私
が
司
会

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
後

半
は
園
田
先
生
に
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
ま
ず
田
中
先

生
か
ら
お
伺
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
が
非
常
な

重
荷
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す

け
れ
ど
も
、
そ
の
問
題
点
と

今
後
に
向
け
て
の
解
決
方
法

と
い
う
か
、
お
考
え
が
あ
れ

ば
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

【
田
中
】
少
し
コ
ロ
ナ
の
こ

と
を
し
っ
か
り
と
お
話
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
の

グ
ル
ー
プ
に
は
、
特
養
、
老

健
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
い

っ
た
施
設
が
多
数
あ
り
ま

す
。
第
１
波
の
時
に
死
亡
率

が
高
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
高

齢
者
の
方
に
感
染
を
起
こ
し

た
時
に
は
恐
ら
く
施
設
の
中

で
大
ク
ラ
ス
タ
ー
を
起
こ
し

て
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
だ

ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
で
は

認
知
症
の
方
が
多
い
の
で
、

普
段
か
ら
も
認
知
症
の
方
の

ケ
ア
は
非
常
に
難
し
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ

に
か
か
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
、
い
き
な
り
急
性
期
病
院

に
転
院
の
お
願
い
を
す
る
こ
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な
い
か
と
感
じ
た
訳
で
す
。

　
胸
部
外
科
学
会
で
話
を
聞

き
ま
す
と
、
ア
メ
リ
カ
で
コ

ロ
ナ
の
患
者
さ
ん
に
対
す
る

肺
移
植
を
や
っ
た
と
…
。
そ

れ
が
３
４
０
例
も
や
っ
た
と

い
う
こ
と
を
発
表
し
て
い
ま

し
た
。
全
体
で
は
肺
移
植
は

３
千
４
百
例
で
す
か
ら
、
大

体
　
分
の
１
に
な
る
の
で
す

１０
が
、
コ
ロ
ナ
の
患
者
さ
ん
に

肺
移
植
を
し
て
助
か
っ
て
い

る
訳
で
す
。

　
重
症
の
場
合
に
は
、
そ
の

人
た
ち
を
優
先
し
て
く
れ
る

と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
ア

メ
リ
カ
の
体
制
は
す
ご
い
と

思
い
ま
し
た
。
日
本
で
は
、

普
通
に
移
植
す
る
場
合
で
も

３
～
４
年
ぐ
ら
い
か
か
る
よ

う
で
す
の
で
、
ま
だ
ま
だ
遅

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
日
本
で
は
な
か
な
か
脳

死
、
そ
の
後
の
移
植
に
賛
成

す
る
人
が
多
く
な
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
我
々

が
死
ん
だ
後
に
ど
う
な
る
か

と
い
う
と
火
葬
に
な
り
ま
す

で
し
ょ
う
。
高
熱
で
体
全
部

が
焼
か
れ
る
訳
で
す
ね
。
死

ん
で
も
、
人
間
の
体
の
中
に

は
生
き
て
い
る
細
胞
が
あ
る

訳
で
す
か
ら
、
そ
れ
が
焼
か

れ
る
と
い
う
の
が
本
当
に
い

い
こ
と
な
の
か
と
…
。

　
ま
と
め
と
し
て
は
、
コ
ロ

ナ
疾
患
に
関
し
て
、
患
者
中

心
の
医
療
を
し
て
、
患
者
と

と
も
に
生
き
る
精
神
で
頑
張

る
こ
と
が
大
事
だ
と
言
う
こ

と
。
コ
ロ
ナ
は
肺
疾
患
が
重

大
で
、
若
い
人
で
も
多
く
は

な
い
が
重
症
の
肺
疾
患
と
な

る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ

と
。
そ
の
人
に
は
肺
移
植
が

十
分
で
き
る
よ
う
に
日
本
全

体
で
考
慮
す
べ
き
と
考
え
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

に
賛
育
会
病
院
に
来
て
も
ら

っ
て
お
産
を
し
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
に
対
応

で
き
る
よ
う
な
体
制
を
整
え

て
、
患
者
さ
ん
も
赤
ち
ゃ
ん

も
大
丈
夫
で
し
た
が
、
１
週

間
は
お
互
い
全
く
会
う
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
当
院
で
は
７
階
の
病
棟
を

全
て
コ
ロ
ナ
対
応
に
し
ま
し

た
の
で
、
多
い
時
は
　
人
ぐ

３０

ら
い
の
患
者
さ
ん
が
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
先
ほ
ど
病

院
の
中
で
感
染
が
あ
っ
た
と

い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
け
れ

ど
も
、
当
院
の
職
員
が
コ
ロ

ナ
に
か
か
る
の
は
、
自
宅
で

子
供
か
ら
感
染
す
る
ケ
ー
ス

が
多
く
て
、
院
内
で
感
染
す

る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
普
通
の
人
は

７
階
に
は
絶
対
行
か
な
い
と

い
う
感
じ
で
非
常
に
シ
ビ
ア

に
対
応
し
て
い
ま
し
た
の
で

…
。
あ
の
状
況
で
も
大
丈
夫

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、

患
者
中
心
の
医
療
が
い
か
に

大
事
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と

を
実
感
し
ま
し
た
。

◇
　
　
　
◇

　
コ
ロ
ナ
で
一
番
大
事
な
疾

患
は
肺
で
す
。
当
院
は
肺
の

専
門
科
で
は
な
か
っ
た
も
の

で
す
か
ら
、
重
症
な
場
合
は

近
く
の
都
立
病
院
に
お
願
い

し
ま
し
た
。
そ
う
い
う
こ
と

で
す
か
ら
、
実
際
に
患
者
さ

ん
が
亡
く
な
る
と
い
う
こ
と

は
な
か
っ
た
の
で
す
。

　
肺
の
こ
と
で
は
、
京
都
大

学
病
院
で
１
人
、
コ
ロ
ナ
患

者
の
肺
移
植
を
し
て
い
ま

す
。
夫
と
息
子
さ
ん
か
ら
。

普
通
の
移
植
は
脳
死
の
患
者

さ
ん
か
ら
受
け
る
こ
と
が
理

想
的
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
で
も

重
症
の
患
者
の
時
は
、
肺
移

植
も
選
択
肢
に
な
る
の
で
は

と
７
波
で
は
、
感
染
者
の
数

と
比
べ
る
と
重
症
者
の
比
率

が
下
が
っ
て
い
ま
す
。

　
全
体
の
感
染
者
中
の
重
症

者
の
数
が
ど
れ
ぐ
ら
い
か
と

い
い
ま
す
と
、
１
波
が
大
体

　
％
。
２
波
か
ら
５
波
が
４

１０～
６
％
ぐ
ら
い
。
６
波
７
波

を
見
ま
す
と
０
・
１
～
０
・

２
％
で
す
か
ら
重
症
者
が
少

な
い
の
が
特
徴
で
す
。

　
私
も
患
者
さ
ん
を
診
ま
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
症
で

は
肺
に
一
番
大
き
な
問
題
が

あ
り
ま
し
た
。
１
波
か
ら
５

波
ぐ
ら
い
ま
で
は
重
症
な
場

合
は
肺
が
す
ご
く
悪
い
状
況

で
、
逆
に
６
波
７
波
で
は
そ

ん
な
に
重
症
で
は
な
い
。
数

が
多
い
の
は
何
か
他
の
病
気

も
あ
っ
て
、
特
に
老
人
が
重

症
に
な
っ
た
訳
で
す
。

　
死
亡
者
の
数
を
見
ま
す
と

６
波
７
波
は
多
い
。
日
本
全

体
の
死
亡
者
が
４
万
５
千
人

ぐ
ら
い
で
す
。
６
波
の
１
日

の
死
亡
が
２
百
　
、
７
波
が

７０

３
百
　
ぐ
ら
い
。
１
波
は
　

４０

２７

～
　
、
２
波
は
　
、
３
波
は

９１

２０

百
、
４
波
は
百
　
、
５
波
は

１０

　
と
い
う
日
も
あ
っ
た
の

６６で
、
死
亡
数
は
６
波
７
波
が

多
い
訳
で
す
。

◇
　
　
　
◇

　
賛
育
会
病
院
で
も
コ
ロ
ナ

患
者
に
対
応
し
ま
し
た
。
通

常
は
内
科
が
多
い
の
で
す
け

れ
ど
も
、
当
院
は
内
科
だ
け

で
は
な
く
て
、
産
科
、
小
児

科
も
非
常
に
大
事
な
科
で

す
。
コ
ロ
ナ
陽
性
の
妊
婦
さ

ん
で
、
赤
ち
ゃ
ん
を
産
む
時

【
渡
邉
】
最
後
の
ご
講
演
に

な
り
ま
す
。
髙
本
眞
一
先
生

を
簡
単
に
ご
紹
介
し
ま
す

と
、
東
京
大
学
医
学
部
胸
部

外
科
の
教
授
に
就
任
さ
れ
、

そ
の
後
、
三
井
記
念
病
院
の

院
長
、
そ
し
て
現
在
お
ら
れ

る
賛
育
会
病
院
の
院
長
を
務

め
ら
て
お
ら
れ
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
髙
本
】
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ

て
お
話
し
ま
す
。

（
ス
ラ
イ
ド
開
始
）

　
大
ま
か
に
コ
ロ
ナ
の
第
７

波
ま
で
の
感
染
者
の
人
数
を

み
る
と
、
１
波
２
波
は
本
当

に
少
な
い
。
１
日
に
６
百
　４４

と
か
１
千
６
百
ぐ
ら
い
で
、

３
波
は
８
千
、
４
波
が
７

千
、
５
波
が
２
万
６
千
、
６

波
が
　
万
、
７
波
が
　
万
人

１０

２５

ぐ
ら
い
で
す
の
で
、
６
波
か

ら
７
波
、
特
に
７
波
で
非
常

に
感
染
者
の
数
が
多
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
重
症
者
の
人
数
で

す
。
７
波
が
一
番
感
染
者
数

が
多
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、

重
症
者
は
少
な
い
。
１
波
の

重
症
者
は
１
日
３
百
ぐ
ら

い
、
２
波
が
２
百
　
、
３
波

６０

が
１
千
ぐ
ら
い
、
４
波
が
１

千
４
百
、
５
波
が
２
千
２

百
、
６
波
が
１
千
５
百
、
７

波
が
３
百
ぐ
ら
い
で
、
６
波

第
　
回「
国
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健
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２
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パ
ネ
ル
デ
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禾
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禾
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６
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か
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づ
く
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荷
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禾
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禾
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禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾

（
８
面
へ
つ
づ
く
）

を
聞
い
て
非
常
に
勇
気
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

【
小
熊
】
ち
ょ
っ
と
髙
本
先

生
に
肺
移
植
の
件
に
つ
い
て

質
問
を
し
て
い
い
で
し
ょ
う

か
。
ア
メ
リ
カ
で
は
３
千
４

百
例
実
施
し
て
、
コ
ロ
ナ
の

患
者
が
そ
の
う
ち
３
４
０
例

だ
っ
た
と
い
う
デ
ー
タ
を
先

ほ
ど
お
示
し
い
た
だ
い
た
の

で
す
が
、
日
本
の
場
合
は
、

肺
の
移
植
を
受
け
な
き
ゃ
い

け
な
い
よ
う
な
重
症
者
が
高

齢
者
で
あ
っ
て
、
な
お
か
つ

基
礎
疾
患
を
有
し
て
い
る
人

が
す
ご
く
多
い
と
思
う
ん
で

す
よ
ね
。

　
で
す
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の

事
情
は
わ
か
ら
な
い
の
で
す

け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
人
が

肺
移
植
を
し
て
、
健
常
な
人

か
ら
肺
を
も
ら
っ
た
と
し

て
、
移
植
し
て
　
年
生
存
率

１０

が
　
％
で
し
た
か
ね
。
肺
移

６２
植
が
コ
ロ
ナ
の
治
療
方
法
と

し
て
あ
る
と
い
う
の
は
今
ま

で
知
ら
な
く
て
び
っ
く
り
し

た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ

ま
で
成
績
が
上
が
る
の
で
し

ょ
う
か
。

【
髙
本
】
高
齢
の
重
症
者
の

移
植
の
対
応
は
な
か
な
か
難

し
い
と
思
い
ま
す
が
、
例
え

ば
　
～
　
歳
代
、　

歳
代
で

２０

３０

４０

も
そ
う
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
で

非
常
に
状
態
が
悪
く
な
っ
た

人
、
そ
う
い
う
人
に
は
移
植

が
有
効
だ
と
思
う
ん
で
す
。

肺
以
外
の
と
こ
ろ
に
問
題
が

あ
る
場
合
は
無
理
で
す
け
れ

ど
も
、
肺
だ
け
が
問
題
だ
と

い
う
人
が
結
構
い
る
と
思
う

の
で
す
が
、
そ
う
い
う
若
い

人
に
は
移
植
は
適
応
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で

も
何
万
人
も
移
植
の
患
者
さ

に
本
当
の
こ
と
を
言
わ
な
か

っ
た
り
す
る
の
は
問
題
外
で

す
が
、
患
者
中
心
の
医
療
と

い
う
単
に
そ
の
言
葉
だ
け
で

は
な
く
、
患
者
と
と
も
に
生

き
よ
う
と
、
そ
れ
が
本
質
に

あ
れ
ば
自
然
と
患
者
中
心
の

医
療
に
な
る
と
思
う
ん
で
す

ね
。
　
し
か
し
、
我
々
医
療
人
が

パ
ー
フ
ェ
ク
ト
に
全
部
で
き

る
か
と
言
う
と
、
そ
う
で
は

な
い
訳
で
す
。
で
き
る
だ
け

そ
の
患
者
さ
ん
を
助
け
よ
う

と
い
う
こ
と
が
大
事
だ
し
、

も
し
そ
れ
で
患
者
さ
ん
が
亡

く
な
っ
て
も
、
常
に
そ
う
し

て
い
れ
ば
我
々
の
立
場
を
理

解
し
て
く
れ
る
と
思
う
ん
で

す
。
私
は
、
そ
う
い
う
こ
と

が
医
療
人
と
し
て
の
本
質
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
園
田
】
髙
本
先
生
は
、
東

京
大
学
の
心
臓
外
科
・
呼
吸

器
外
科
の
教
授
ま
で
さ
れ
た

最
高
学
府
中
の
最
高
を
極
め

た
先
生
で
す
か
ら
、
そ
の
先

生
自
ら
医
者
は
パ
ー
フ
ェ
ク

ト
じ
ゃ
な
い
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
た
だ
け
る
と
、
私
ど
も

は
あ
る
意
味
安
心
も
し
ま

す
。
し
か
し
、
そ
れ
を
医
師

一
人
一
人
が
言
葉
に
出
し

て
、
患
者
さ
ん
の
前
で
は
言

え
な
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
て
、

そ
こ
で
い
ろ
ん
な
ね
じ
れ
が

生
じ
る
よ
う
な
気
も
い
た
し

ま
す
。

　
特
に
こ
の
コ
ロ
ナ
に
関
し

て
は
、
全
て
の
医
者
が
全
て

を
わ
か
っ
て
い
る
訳
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
も
の
す
ご
く
専

門
の
医
師
も
い
れ
ば
、
そ
う

で
は
な
い
医
師
も
い
る
の

で
、
そ
の
辺
を
素
直
に
表
現

し
な
が
ら
患
者
さ
ん
と
と
も

に
い
い
結
果
を
求
め
て
い
き

た
い
と
、
髙
本
先
生
の
お
話

い
と
い
う
部
分
で
し
て
、
病

院
歯
科
の
先
生
方
に
も
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
に
入
っ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
も
う
一
つ

あ
り
が
た
い
こ
と
は
、
私
立

大
学
と
国
立
大
学
の
両
方
が

あ
る
こ
と
で
す
。
こ
こ
の
口

腔
外
科
の
先
生
方
に
も
出
向

し
て
い
た
だ
い
て
、
必
ず
毎

日
１
人
の
口
腔
外
科
医
が
い

ま
す
。
あ
と
の
部
分
は
歯
科

医
師
会
の
会
員
で
し
っ
か
り

と
体
制
整
備
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
公
衆

衛
生
歯
科
医
と
も
密
な
連
携

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
の
で
、
こ
の
方
々
に
ご

協
力
を
い
た
だ
け
て
い
る
と

い
う
、
そ
う
い
う
環
境
が
整

っ
て
い
る
と
い
う
部
分
と
、

会
員
の
パ
ッ
シ
ョ
ン
が
熱

い
、
熱
意
で
何
と
か
支
え
て

い
ま
す
。

【
園
田
】
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
最
後
に
な
り
ま

し
た
が
、
髙
本
先
生
に
お
伺

い
し
ま
す
け
れ
ど
も
、
先
ほ

ど
コ
ロ
ナ
の
第
１
波
か
ら
７

波
ま
で
の
状
況
、
最
後
は
移

植
の
こ
と
ま
で
幅
広
く
触
れ

て
い
た
だ
い
た
の
で
す
け
れ

ど
も
、
再
度
強
調
し
た
い
こ

と
、
あ
る
い
は
追
加
し
た
い

こ
と
が
お
あ
り
で
し
た
ら
、

ぜ
ひ
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

【
髙
本
】
患
者
中
心
の
医
療

と
い
う
の
が
基
本
的
に
は
理

念
な
の
で
す
け
れ
ど
も
、
一

般
的
に
そ
れ
は
普
通
に
は
考

え
て
い
る
け
れ
ど
も
、
本
質

的
に
そ
こ
ま
で
考
え
て
い
な

い
人
が
結
構
い
る
ん
で
す
。

医
療
の
中
で
患
者
は
大
事
だ

と
考
え
て
は
い
て
も
、
何
か

あ
っ
た
ら
自
分
中
心
主
義
に

な
る
と
い
う
人
が
結
構
い
ま

す
。
医
療
事
故
が
起
き
た
時

の
中
で
は
常
識
に
な
っ
て
い

る
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど

も
、
ま
だ
ま
だ
一
般
の
人
は

知
ら
な
い
で
す
よ
ね
。
何
か

そ
の
辺
の
ア
ピ
ー
ル
で
の
対

策
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。

【
深
田
】
各
都
道
府
県
の
歯

科
医
師
会
で
、
あ
ら
ゆ
る
場

面
で
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
お

伝
え
し
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど

の
ミ
ル
ク
ボ
ー
イ
さ
ん
の
動

画
み
た
い
な
も
の
を
作
っ
た

り
も
し
て
い
ま
す
。
周
知
さ

れ
て
な
い
と
い
う
こ
と
は
真

摯
に
受
け
と
め
ま
し
て
、
今

後
い
ろ
い
ろ
な
展
開
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

【
園
田
】
そ
れ
か
ら
、
大
阪

府
は
全
国
に
先
駆
け
て
夜
間

緊
急
歯
科
診
療
所
を
つ
く
ら

れ
た
と
お
伺
い
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
歯
科
医
師
会
で
つ
く

ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
し
か

も
そ
こ
で
コ
ロ
ナ
の
対
応
も

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
、
す
ご
く
進
ん
で
や
ら
れ

て
い
る
と
思
い
ま
し
た
の
で

す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
歯
科

医
師
会
が
す
ご
く
皆
さ
ん
の

仲
が
よ
く
て
、
一
気
に
決
ま

っ
て
い
っ
た
の
で
す
か
。

【
深
田
】
大
阪
の
特
徴
と
い

い
ま
す
か
、
あ
り
が
た
い
こ

と
に
皆
さ
ん
一
致
団
結
し
て

い
た
だ
け
る
と
い
う
、
府
民

の
健
康
を
お
支
え
す
る
た
め

に
、
今
も
う
全
会
員
で
回
し

て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
大
阪
の
あ
り
が
た

い
と
こ
ろ
は
病
院
歯
科
が
多

の
会
員
が
約
６
万
５
千
人
ぐ

ら
い
い
て
、
日
本
歯
科
医
師

会
の
会
員
じ
ゃ
な
い
先
生
も

い
ま
す
の
で
、
約
６
万
７
千

ぐ
ら
い
だ
と
思
い
ま
す
け
れ

ど
も
…
。

【
園
田
】
そ
ん
な
に
た
く
さ

ん
の
歯
科
医
院
が
あ
っ
て
ク

ラ
ス
タ
ー
が
全
然
出
て
い
な

い
と
い
う
の
に
は
、
私
も
び

っ
く
り
し
た
の
で
す
け
れ
ど

も
、
元
々
そ
う
い
う
ク
ラ
ス

タ
ー
が
出
な
い
状
態
な
の

か
、
そ
れ
と
も
す
ご
く
努
力

を
さ
れ
た
の
か
、
ど
っ
ち
な

ん
で
し
ょ
う
。

【
深
田
】
し
っ
か
り
と
感
染

対
策
を
し
な
い
と
い
け
な
い

と
い
う
部
分
で
、
ベ
ー
ス
と

し
て
の
背
景
は
あ
り
ま
し
た

の
で
、
そ
れ
を
ず
っ
と
努
め

て
き
た
こ
と
と
、
こ
の
コ
ロ

ナ
で
更
に
そ
れ
を
精
密
化
し

た
と
い
う
の
が
現
状
か
と
思

い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
ク
ラ
ス
タ
ー

が
出
て
い
な
い
と
い
う
部
分

と
、
患
者
さ
ん
の
密
を
避
け

る
と
い
う
部
分
で
の
予
約
の

調
整
で
す
ね
。
例
え
ば
　
分
３０

に
１
人
だ
っ
た
予
約
を
１
時

間
に
１
人
に
す
る
と
か
、
そ

う
い
っ
た
部
分
の
対
応
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
し
っ
か
り
と
換
気
を

す
る
と
い
う
部
分
で
対
応
し

て
き
ま
し
た
。

【
園
田
】
邉
見
会
長
が
よ
く

言
わ
れ
る
の
は
、
パ
チ
ン
コ

屋
さ
ん
で
は
１
件
も
ク
ラ
ス

タ
ー
が
発
生
し
て
い
な
い
ん

だ
と
…
。
そ
れ
と
一
緒
に
し

て
は
い
け
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
歯
科
で
も
ク
ラ
ス

タ
ー
が
起
こ
っ
て
い
な
い
。

歯
科
診
療
で
は
、
そ
う
い
う

意
味
で
心
配
な
い
ん
だ
と
い

う
こ
と
が
歯
科
医
の
先
生
方

　
そ
の
一
方
で
コ
ロ
ナ
は
変

異
し
て
変
わ
っ
て
い
き
ま
す

か
ら
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
薬

を
し
っ
か
り
と
つ
く
っ
て
い

た
だ
く
。
そ
う
す
る
と
、
ま

た
波
が
来
る
と
し
て
も
私
た

ち
に
も
武
器
が
幾
つ
か
で
き

て
く
る
と
思
い
ま
す
。
特
効

薬
が
な
い
と
し
て
も
重
症
化

を
防
ぐ
こ
と
も
で
き
て
い
る

の
で
、
い
か
に
上
手
に
使
っ

て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
、

患
者
さ
ん
と
一
緒
に
私
た
ち

が
考
え
て
い
く
べ
き
こ
と
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
小
熊
】
ど
う
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
は
後
半
の
司
会
を

園
田
先
生
に
お
願
い
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

【
園
田
】
そ
れ
で
は
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
後
半

に
入
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

４
番
目
の
演
者
と
し
て
、
歯

科
医
の
代
表
と
し
て
深
田
先

生
に
お
話
い
た
だ
い
た
の
で

す
け
れ
ど
も
、
い
ま
日
本
に

歯
科
診
療
所
は
ど
の
く
ら
い

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

【
深
田
】
日
本
歯
科
医
師
会

と
い
う
こ
と
と
、
処
方
に
使

い
た
い
と
い
う
こ
と
が
ベ
ー

ス
に
あ
る
か
ら
で
す
。

　
さ
て
、
コ
ロ
ナ
に
関
し
て

言
う
と
、
こ
れ
、
今
後
も
続

き
ま
す
よ
ね
。
毎
月
少
し
ず

つ
患
者
さ
ん
が
発
生
し
て
、

冬
に
な
っ
た
ら
バ
ッ
と
増
え

る
と
…
、
そ
う
い
う
状
況
が

し
ば
ら
く
は
続
く
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど

も
、
い
か
が
で
す
か
。

【
室
井
】
そ
の
辺
の
と
こ
ろ

は
む
し
ろ
先
生
方
に
お
聞
き

し
た
い
と
こ
ろ
で
、
私
の
立

場
で
は
予
想
す
る
こ
と
は
出

来
ま
せ
ん
が
、
最
初
の
頃
に

比
べ
て
重
症
化
率
が
低
い
と

い
う
の
は
、
コ
ロ
ナ
の
正
体

が
わ
か
っ
て
き
た
か
ら
と
い

う
こ
と
も
あ
る
と
思
う
ん
で

す
。
薬
に
し
て
も
、
最
初
は

ど
の
薬
が
効
く
か
な
と
か
い

っ
て
調
べ
て
い
た
訳
で
す
け

れ
ど
も
、
し
っ
か
り
と
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
て
、
抗
ウ
イ

ル
ス
薬
で
す
と
か
中
和
抗
体

薬
と
か
、
コ
ロ
ナ
の
ス
パ
イ

ク
タ
ン
パ
ク
の
部
分
に
く
っ

つ
く
よ
う
に
し
た
薬
が
出
て

き
ま
し
た
。

　
国
が
進
め
て
い
る
デ
ー
タ

ヘ
ル
ス
改
革
と
い
う
の
は
、

皆
さ
ん
の
薬
の
情
報
を
し
っ

か
り
と
電
子
化
し
て
い
ろ
ん

な
地
域
、
場
面
、
施
設
で
確

認
で
き
る
、
共
有
し
て
安
全

を
確
保
す
る
と
い
う
こ
と
な

の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
一

つ
と
し
て
電
子
処
方
箋
が
今

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
ニ
ュ

ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。
電

子
処
方
箋
が
こ
れ
か
ら
進
ん

で
い
っ
て
、
病
院
に
紙
を
持

っ
て
い
く
ん
じ
ゃ
な
く
て
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
か

を
持
っ
て
い
く
こ
と
で
処
方

箋
が
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　
で
す
か
ら
薬
局
と
病
院
の

連
携
の
あ
り
方
も
こ
れ
か
ら

は
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
く

と
思
う
ん
で
す
ね
。
私
た
ち

は
そ
の
変
化
に
対
応
し
て
、

薬
局
と
病
院
、
他
の
病
院
と

の
双
方
向
の
情
報
共
有
が
で

き
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の

整
備
に
今
注
力
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

【
小
熊
】
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
医
療
の
デ
ジ
タ
ル

化
の
話
に
つ
い
て
も
触
れ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
も
皆
様
方
で
ど
う
さ

れ
る
か
を
お
考
え
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
医
療
を

提
供
す
る
側
と
し
て
は
、
そ

れ
を
活
用
す
る
方
向
性
は
も

う
決
ま
っ
て
い
ま
し
て
、
そ

れ
は
室
井
先
生
の
お
っ
し
ゃ

っ
た
よ
う
に
、
い
ろ
ん
な
情

報
を
そ
こ
か
ら
活
用
し
た
い

に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
も
や
は
り
早
期
、
５

日
以
内
に
使
わ
な
い
と
ダ
メ

と
い
う
こ
と
で
す
。
患
者
さ

ん
が
来
院
さ
れ
た
時
に
も
う

既
に
２
～
３
日
経
っ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

れ
を
診
察
し
て
早
期
に
届
け

ら
れ
る
体
制
、
病
院
か
ら
届

け
る
、
薬
局
か
ら
届
け
て
い

た
だ
く
、
そ
う
い
う
体
制
を

構
築
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
。
　
今
後
私
ど
も
が
や
っ
て
い

く
べ
き
こ
と
と
し
て
は
、
や

は
り
大
き
な
病
院
だ
け
じ
ゃ

な
く
て
、
地
域
の
病
院
や
診

療
所
、
薬
局
、
行
政
と
の
連

携
体
制
が
大
切
に
な
っ
て
き

ま
す
。
特
に
コ
ロ
ナ
の
患
者

さ
ん
の
場
合
は
入
院
だ
け
で

は
終
わ
り
ま
せ
ん
。
重
症
の

患
者
さ
ん
は
入
院
中
に
生
活

機
能
が
低
下
し
た
り
、
そ
し

て
呼
吸
器
が
悪
く
な
る
と
呼

吸
器
の
リ
ハ
ビ
リ
を
す
る
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

う
し
ま
す
と
、
か
か
り
つ
け

病
院
か
ら
来
た
患
者
さ
ん

が
、
元
の
か
か
り
つ
け
病
院

に
帰
れ
な
い
の
で
、
リ
ハ
ビ

リ
を
す
る
病
院
と
か
重
症
の

治
療
を
す
る
病
院
と
か
に
移

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
う

い
う
時
に
は
、
私
た
ち
が
薬

の
情
報
を
し
っ
か
り
と
病
院

に
伝
え
て
い
く
、
そ
れ
が
薬

剤
師
の
使
命
で
す
。

　
そ
れ
に
は
デ
ジ
タ
ル
化
で

す
。
医
療
の
中
に
も
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
、
い
い
影
響
だ
っ

た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
の
で

す
け
れ
ど
も
、
一
気
に
デ
ジ

タ
ル
化
を
進
め
て
い
る
ん
で

す
ね
。
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
と

か
、
オ
ン
ラ
イ
ン
服
薬
指

導
、
オ
ン
ラ
イ
ン
処
方
箋
な

ど
が
そ
う
で
す
。

と
い
う
問
題
も
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
ど
う
で
す
か
。

【
室
井
】
ま
ず
コ
ロ
ナ
の
治

療
薬
と
い
う
の
が
今
９
種
類

あ
り
ま
す
。
日
本
の
薬
と
い

う
の
は
、
何
年
も
か
け
て
審

査
を
し
て
、
や
っ
と
使
え
る

よ
う
に
な
る
訳
で
す
。
外
国

で
安
全
性
が
確
認
さ
れ
て
い

て
も
、
そ
れ
を
ま
た
日
本
で

臨
床
研
究
し
て
治
験
を
行
っ

て
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
あ
り

ま
し
た
。

　
た
だ
コ
ロ
ナ
に
な
り
ま
し

た
時
に
、
そ
う
い
う
こ
と
を

言
っ
て
も
い
ら
れ
な
く
な
っ

て
、
治
療
薬
が
な
い
、
ど
う

し
よ
う
か
と
な
り
ま
し
て
、

そ
の
制
度
を
変
え
て
、
海
外

で
し
っ
か
り
し
た
臨
床
研
究

が
し
て
あ
れ
ば
、
そ
の
有
効

性
を
確
認
し
て
、
日
本
で
も

認
め
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
こ
の
場
合
、
そ
う
い
う
特

別
な
薬
は
国
が
管
理
し
て
い

る
も
の
で
す
か
ら
、
ど
う
い

う
患
者
さ
ん
に
使
い
ま
す
よ

と
い
う
こ
と
を
そ
の
都
度
、

都
道
府
県
か
ら
国
に
報
告
し

て
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

私
た
ち
薬
剤
師
が
す
べ
き
こ

と
は
、
し
っ
か
り
と
管
理
体

制
を
構
築
し
て
、
そ
の
薬
を

使
え
る
よ
う
に
す
る
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
注
射
薬
も
限
ら
れ
て
く
る

訳
で
す
け
れ
ど
も
、
コ
ロ
ナ

禍
の
第
７
波
の
中
で
や
っ
て

き
ま
し
た
こ
と
は
、
し
っ
か

り
と
コ
ロ
ナ
の
内
服
薬
が
使

え
る
よ
う
な
体
制
を
つ
く
る

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
行
政

と
薬
局
と
病
院
薬
剤
師
会
で

協
議
を
し
ま
し
て
、
ラ
ゲ
ブ

リ
オ
と
か
パ
キ
ロ
ビ
ッ
ド
と

い
う
内
服
薬
を
使
え
る
よ
う

　
少
し
専
門
的
な
こ
と
を
言

い
ま
す
と
、
感
染
症
専
門
職

と
い
う
人
達
が
い
る
訳
で
す

け
れ
ど
も
非
常
に
数
が
少
な

い
ん
で
す
ね
。
医
師
、
看
護

師
、
薬
剤
師
に
し
て
も
そ
う

で
す
が
、
今
後
、
そ
う
い
う

感
染
症
対
応
が
で
き
る
専
門

家
を
ど
う
や
っ
て
養
成
し
て

い
っ
て
地
域
の
医
療
体
制
を

構
築
し
て
い
く
か
が
問
わ
れ

て
い
ま
す
。
国
は
こ
れ
か
ら

や
る
と
言
っ
て
い
ま
す
け
れ

ど
も
、
果
た
し
て
ど
こ
ま
で

の
も
の
に
な
る
か
は
わ
か
り

ま
せ
ん
。

　
次
に
、
室
井
先
生
に
お
聞

き
し
ま
す
。
国
民
の
皆
さ
ん

か
ら
は
、
薬
剤
師
と
い
う
と

薬
の
調
合
だ
け
を
し
て
い
る

と
思
わ
れ
て
い
る
方
が
多
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し

今
の
薬
剤
師
さ
ん
は
、
大
変

な
数
と
量
の
専
門
の
薬
が
あ

り
ま
し
て
、
そ
れ
の
管
理
を

す
る
こ
と
。
そ
れ
か
ら
、
患

者
さ
ん
へ
ど
う
い
う
投
与
の

仕
方
を
す
る
か
と
か
、
地
域

で
ど
う
や
っ
て
対
応
す
る
か

と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
を
考

え
る
業
務
が
ま
す
ま
す
増
え

て
い
ま
す
。

　
ま
た
医
薬
分
業
で
街
に
は

調
剤
薬
局
が
た
く
さ
ん
で
き

て
い
る
の
で
す
が
、
病
院
に

勤
務
す
る
薬
剤
師
は
大
変
不

足
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が

今
、
国
会
で
も
議
論
に
な
っ

て
検
討
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
今
の
と
こ
ろ
コ

ロ
ナ
に
対
し
て
は
残
念
な
が

ら
特
効
薬
が
あ
り
ま
せ
ん

ね
。
重
症
化
を
予
防
す
る
薬

は
あ
っ
て
、
早
期
に
投
与
し

た
い
け
れ
ど
も
、
特
定
の
医

療
機
関
で
な
い
と
使
え
な
い
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問
題
に
対
し
て
、
今
後
へ
の

備
え
を
少
し
は
自
信
を
持
っ

て
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
は

な
い
か
と
、
本
日
の
各
講
師

の
リ
ア
ル
な
報
告
を
聞
い
て

思
っ
た
次
第
で
す
。

　
そ
し
て
、
円
安
だ
の
物
価

高
だ
の
と
言
っ
て
す
っ
か
り

弱
っ
て
し
ま
っ
た
日
本
で
は

あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
ど
う

か
激
励
を
し
て
元
気
な
姿
を

取
り
戻
す
よ
う
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
、
励
ま
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
で
全
国
公
私
病
院
連

盟
の
「
国
民
の
健
康
会
議
」

を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
来
年
も
ま
た
お
元
気

で
、
こ
の
会
で
お
会
い
で
き

る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

本
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に

市
中
か
ら
人
の
姿
が
消
え
て

し
ま
っ
て
、
学
校
も
閉
鎖
に

な
り
ま
し
た
。

　
そ
う
い
う
状
況
の
中
で

も
、
医
療
、
看
護
、
介
護
と

い
う
も
の
は
断
る
訳
に
は
い

き
ま
せ
ん
か
ら
、
髪
を
振
り

乱
し
な
が
ら
対
応
し
て
き
ま

し
た
。
３
年
た
っ
た
現
在
、

今
や
っ
と
と
言
い
ま
す
か
、

何
と
か
落
ち
つ
い
て
対
応
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
と
こ
ろ
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
間
の
コ
ロ
ナ
と
の
闘

い
、
対
峙
の
中
で
、
医
療
・

看
護
・
介
護
な
ど
の
多
く
の

ョ
ン
を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
最
後
に
閉
会
挨
拶
を
本
連

盟
の
副
会
長
、
中
嶋
昭
よ
り

申
し
上
げ
ま
す
。

【
中
嶋
】
長
時
間
、
こ
の
「
国

民
の
健
康
会
議
」
に
ご
参
加

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
こ
の
会
も
コ
ロ

ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
た
め
に

３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。
思
い
起
こ
せ
ば
令
和

２
年
の
初
頭
か
ら
コ
ロ
ナ
感

染
症
が
発
生
し
ま
し
て
、
当

初
、
そ
の
あ
ま
り
に
も
強
力

な
感
染
力
、
伝
播
力
、
重
症

化
率
、
致
死
率
の
高
さ
に
み

ん
な
萎
縮
し
て
し
ま
っ
た
訳

で
す
。
治
療
薬
も
ワ
ク
チ
ン

も
な
く
、
マ
ス
ク
や
消
毒
薬

す
ら
不
足
す
る
と
い
う
状
況

の
中
で
、
た
だ
唯
一
の
感
染

予
防
は
人
と
の
交
流
を
絶
つ

と
い
う
こ
と
だ
け
の
時
期
が

し
か
し
今
後
は
、
感
染
力
が

強
い
し
重
症
化
率
も
高
い
と

い
う
よ
う
な
、
こ
れ
か
ら
い

ろ
ん
な
タ
イ
プ
が
引
き
続
き

出
て
く
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。
本
日
ご
参
集
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
様
に
は
、
ぜ
ひ
感

染
症
と
い
う
も
の
に
対
す
る

基
本
的
な
こ
と
を
理
解
し
て

い
た
だ
い
て
、
で
き
る
だ
け

感
染
し
な
い
方
法
、
発
症
予

防
に
お
努
め
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
出
演
の
先
生
方
、
貴
重

な
お
話
を
ど
う
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
を

も
っ
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
終
了
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

【
事
務
局
】
パ
ネ
ラ
ー
の
先

生
方
、
司
会
の
小
熊
先
生
、

園
田
先
生
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
以
上
で
第
２

部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

に
も
い
ろ
い
ろ
活
躍
し
て
く

れ
る
訳
で
す
か
ら
、
私
は
大

き
な
プ
ラ
ス
に
な
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。

【
園
田
】
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
か
ら
始

ま
っ
た
お
話
が
移
植
ま
で
広

が
っ
て
き
た
訳
で
す
け
れ
ど

も
、
今
日
は
医
、
歯
、
薬
、

看
、
介
、
と
五
つ
の
分
野
の

方
々
か
ら
お
話
を
伺
っ
て
、

コ
ロ
ナ
だ
け
じ
ゃ
な
い
、
い

ろ
ん
な
分
野
の
こ
と
ま
で
も

考
え
る
こ
と
が
で
き
た
よ
い

機
会
に
な
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
小
熊
先
生
に
ま
と

め
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

【
小
熊
】
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
賢
く
て
、
生
き
残
る
た
め

に
す
ぐ
変
異
し
ち
ゃ
う
ん
で

す
ね
。
そ
の
た
め
に
感
染
者

は
た
く
さ
ん
出
る
け
れ
ど
も

重
症
者
は
出
な
い
と
か
…
。

ん
は
い
る
訳
で
、
そ
の
う
ち

３
４
０
人
と
い
う
の
は
数
と

し
て
は
非
常
に
少
な
い
で

す
。
し
か
し
、
日
本
と
比
べ

る
と
圧
倒
的
に
多
い
訳
で
す

ね
。
現
役
の
本
当
に
若
い

人
、　

～
　
歳
代
の
人
で
亡

２０

３０

く
な
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す

の
で
、
そ
う
い
う
人
を
助
け

な
い
と
い
け
な
い
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思
っ
て
い
る
訳
で

す
。
　
火
葬
で
体
の
全
部
が
焼
か

れ
る
と
い
う
よ
り
は
、
生
き

た
臓
器
と
い
う
の
も
あ
る
の

で
す
か
ら
…
。
そ
れ
よ
り

は
、
そ
れ
が
な
か
っ
た
ら
死

ん
で
し
ま
う
よ
う
な
人
に
移

植
し
て
、
そ
の
人
が
　
年
生

１０

き
ら
れ
る
と
い
う
の
で
あ
れ

ば
、
そ
の
人
の
個
人
の
人
生

だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
社
会
的

茄
荷

禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾

（
７
面
か
ら
つ
づ
く
）
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親
し
い
仲
間
で
夏
に
ひ
そ

か
に
催
さ
れ
た
パ
ー
テ
ィ

ー
で
も
署
名
し
て
頂
き
こ

の
本
を
購
入
し
た
が
、
今

回
、
落
款
入
り
を
頂
い

た
。
年
齢
も
小
生
が
少
し

だ
け
上
、
副
知
事
時
代
か

ら
の
親
交
な
の
で
人
生
百

年
時
代
、
あ
と
二
十
年
交

友
し
た
い
と
勝
手
に
一
人

合
点
し
て
い
る
。
小
生
に

お
申
し
付
け
下
さ
れ
ば
手

に
入
れ
て
郵
送
さ
せ
て
頂

く
所
存
で
あ
る
。（
署
名

も
あ
る
か
も
？
）

　
皆
様
今
年
が
ハ
ッ
ピ
ー

な
１
年
に
な
り
ま
す
よ
う

に
！

推
薦
者：

邉
見
公
雄
（
全

国
公
私
病
院
連
盟
会
長
、

赤
穂
市
民
病
院
名
誉
院
長
）

期
、
関
西
広
域
連
合
や
水

害
対
策
、
少
子
化
対
策
、

心
の
ケ
ア
、救
急
医
療
、ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
、
の
じ

ぎ
く
国
体
や
博
物
館
、
芸

術
文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
足

許
の
街
づ
く
り
の
２
期
目
、

３
期
４
期
は
、
も
の
づ
く

り
大
学
校
、農
業
、林
業
、

漁
業
、
商
店
街
再
生
や
未

来
志
向
の
産
学
創
生
な
ど
、

産
学
や
観
光
に
も
目
配

り
、
更
に
国
際
化
や
交
流

人
は
Ｕ
Ｐ
、
日
本
初
の
国

立
公
園
瀬
戸
内
国
立
公
園

や
コ
ウ
ノ
ト
リ
や
六
甲
山

復
活
な
ど
、
環
境
政
策
に

も
軸
足
を
お
き
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
な
か
、
コ
ロ
ナ

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
振
り
回

さ
れ
退
官
パ
ー
テ
ィ
ー
も

な
い
ま
ま
退
任
さ
れ
た
。

掲
載
さ
れ
、
図
・
表
・
グ

ラ
フ
な
ど
が
多
く
、
知
識

補
給
と
い
う
解
説
も
巻
末

に
１
２
０
頁
も
あ
り
、
著

者
の
心
配
り
が
あ
り
が
た

い
。
外
国
と
比
べ
て
公
務

員
の
削
減
し
す
ぎ
、
官
制

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
も
最
近

の
霞
が
関
の
能
力
低
下
を

実
感
し
て
い
る
者
と
し
て
、

そ
ろ
そ
ろ
見
直
さ
な
い
と

大
変
な
事
態
に
と
共
鳴
し

て
い
る
。
三
流
国
家
か
ら

の
脱
却
は
御
用
学
者
に
任

せ
て
お
け
な
い
と
い
う
著

者
の
気
迫
も
感
じ
ら
れ

る
。
ガ
ス
抜
き
に
終
わ
ら

せ
て
は
い
け
な
い
と
読
者

諸
兄
姉
に
語
り
か
け
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。「
社
会
保

障
は
灌
漑
の
よ
う
な
も
の

で
あ
る
」
と
の
比
喩
が
心

に
残
っ
た
１
冊
で
あ
る
。

　
２
冊
目
は
、
井
戸
敏
三

前
県
知
事
よ
り
３
年
ぶ
り

の
赤
穂
義
士
祭
の
折
り

に
、
知
事
時
代
は
　
月
議

１２

会
で
来
て
く
れ
な
く
て
初

の
見
物
に
来
ら
れ
た
時
に

頂
い
た
「
兵
庫
県
政
　
一

歩
い
っ
ぽ
　
二
十
年
」
で

あ
る
。
先
々
代
の
貝
原
俊

民
氏
の
回
想
録
「
惜
福
」

も
読
ん
で
い
る
の
で
比
べ

な
が
ら
読
ん
だ
。
５
期
　２０

年
だ
が
、
各
期
４
年
ご
と

に
選
挙
の
洗
礼
、
毎
期
、

毎
日
一
歩
ず
つ
や
っ
て
来

た
の
で
全
く
長
い
と
感
じ

て
い
な
い
と
の
書
き
出

し
。
阪
神
淡
路
大
震
災
か

ら
の
創
造
的
復
興
の
第
１

が
多
く
、
ま
た
文
章
も
口

語
調
で
講
演
を
直
接
聴
い

て
い
る
よ
う
で
ス
ラ
ス
ラ

読
み
進
む
こ
と
が
で
き

る
。
ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
の
依

存
効
果
と
社
会
的
ア
ン
バ

ラ
ン
ス
は
広
告
・
宣
伝
に

よ
り
需
要
が
産
ま
れ
る
と

い
う
こ
と
で
よ
く
理
解
で

き
た
。
医
師
誘
発
需
要
も

こ
れ
だ
。
個
人
の
富
と
公

共
の
劣
悪
さ
は
米
国
の
分

断
社
会
を
想
起
さ
せ
る
。

社
会
保
障
目
的
税
と
し
て

消
費
税
を
考
え
れ
ば
、
そ

の
逆
進
性
は
否
定
で
き
、

格
差
は
縮
み
ジ
ニ
係
数
は

下
が
る
と
。

　
医
師
の
養
成
の
地
域
枠

は
大
都
市
の
進
学
校
に
よ

る
遠
征
で
空
洞
化
、
地
元

枠
に
し
な
い
と
の
意
見
に

も
同
感
。
偏
差
値
上
位
が

皆
医
学
部
で
は
科
学
技
術

立
国
は
国
難
と
の
意
見
も

共
有
。
過
去
の
社
会
保
障

制
度
の
歴
史
、
特
に
介
護

保
険
の
導
入
過
程
か
ら
、

地
域
医
療
連
携
法
人
に
よ

る
御
当
地
医
療
の
推
進
な

ど
、
最
近
の
制
度
改
革
ま

で
幅
広
く
取
り
上
げ
で
ほ

ぼ
そ
の
全
容
を
網
羅
し
て

い
る
。
ま
た
社
会
的
共
通

資
本
と
い
う
社
会
保
障
の

理
念
と
組
合
主
義
の
理
念

の
衝
突
な
ど
も
詳
細
に
記

さ
れ
て
い
る
。

　
Ｑ
Ｏ
Ｌ
と
Ｑ
Ｏ
Ｄ
の
話

や
小
選
挙
区
制
と
内
閣
人

事
局
の
官
僚
人
事
の
弊
害

な
ど
も
読
者
に
は
興
味
深

い
と
思
わ
れ
る
も
の
多
く

　
皆
様
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
年

初
め
は
越
年
組
の
２
冊
か

ら
始
め
ま
す
。

　
ま
ず
今
年
の
第
１
冊
目

は
「
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る

医
療
と
介
護
　
増
補
版
」

で
す
。
著
者
は
私
が
最
も

信
頼
す
る
社
会
保
障
の
論

客
、権
丈
善
一
氏
で
す
。社

会
保
障
と
い
う
国
の
財
政

の
一
番
大
き
な
部
分
を
国

民
が
あ
ま
り
理
解
し
て
い

な
い
と
い
危
機
感
か
ら
、

以
前
に
第
１
巻
を
出
さ
れ

た
そ
の
増
補
版
で
す
。
医

療
・
介
護
・
年
金
と
い
う
高

齢
化
社
会
で
益
々
増
え
る

財
源
調
達
を
解
り
や
す
く

解
説
、
税
よ
り
保
険
財
源

と
い
う
こ
の
国
の
ポ
ピ
ュ

リ
ズ
ム
的
傾
向
、
少
子
化

に
対
す
る
こ
ど
も
保
険
の

提
言
。
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
フ
リ
ー
ダ
ム
に
は
、

そ
れ
に
伴
う
責
任
が
あ
る

と
の
主
張
。
国
民
就
労
者

の
７
割
を
占
め
る
サ
ー
ビ

ス
産
業
、
特
に
医
療
・
介

護
な
ど
の
生
産
性
を
ど
の

様
に
測
り
評
価
す
る
か
な

ど
、
小
生
が
考
え
て
き
た

こ
と
が
多
く
、
い
つ
も
共

感
す
る
記
述
が
多
い
。

　
健
保
組
合
を
都
道
府
県

単
位
の
協
会
け
ん
ぽ
に
統

合
す
る
と
い
う
大
胆
な
考

え
も
。
小
規
模
多
機
能
型

居
住
介
護
が
託
老
所
か
ら

発
展
し
た
と
い
う
説
明
な

ど
大
変
判
り
や
す
い
解
説

今
月
は
２
冊

『
ち
よ
っ
と
気
に
な
る
医

療
と
介
護
　
増
補
版
』

　
権
丈
善
一
／
著

　
勁
草
書
房
／
刊

『
兵
庫
県
政
　
一
歩
い
っ

ぽ
　
二
十
年
』

　
井
戸
敏
三
／
著

　
兵
庫
ジ
ャ
ー
ナ
ル
社
／
刊
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 第５３４号  公私病連ニュース ２０２３年（令和５年）２月１日（水曜日） （２）

　
昨
年
　
月
　
日
、
厚
生
労
働
省
の
「
第
８
次
医
療
計
画
等
に
関
す
る
検
討
会
」
は
、

１２

２８

こ
れ
ま
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
第
８
次
医
療
計
画
の
「
医
療
計
画
作
成
指
針
」
お
よ

び
「
疾
病
・
事
業
及
び
在
宅
医
療
に
係
る
医
療
提
供
体
制
構
築
に
係
る
指
針
」
等
の

見
直
し
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
事
項
を
中
心
に
意
見
の
と
り
ま
と
め
を
行
っ
た
結
果

を
公
表
し
た
。「
第
８
次
医
療
計
画
等
に
関
す
る
意
見
の
と
り
ま
と
め
」
の
概
要
は
以

下
の
と
お
り
。

に
つ
い
て
、
そ
の
要
因
の
分

析
及
び
評
価
を
行
い
、
そ
の

結
果
を
公
表
す
る
と
と
も

に
、
適
正
な
病
床
機
能
報
告

に
基
づ
き
、
当
該
構
想
区
域

の
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議

の
意
見
を
踏
ま
え
、
病
床
が

全
て
稼
働
し
て
い
な
い
病
棟

等
へ
の
対
応
な
ど
必
要
な
方

策
を
講
じ
る
こ
と
と
す
る
。

　
ま
た
、国
は
、当
該
構
想
区

域
を
有
す
る
都
道
府
県
を
優

先
し
て
、
デ
ー
タ
の
活
用
等

に
係
る
支
援
を
行
う
な
ど
、

都
道
府
県
の
地
域
医
療
構
想

の
達
成
に
向
け
た
取
組
の
支

援
を
行
う
も
の
と
す
る
。

　
な
お
、
現
在
の
地
域
医
療

構
想
は
、
２
０
２
５
年
ま
で

の
取
組
と
し
て
進
め
て
い
る

が
、
第
８
次
医
療
計
画
期
間

中
に
２
０
２
５
年
を
迎
え

る
。
地
域
医
療
構
想
に
よ

り
、
病
床
の
機
能
分
化
・
連

携
が
一
定
進
ん
で
き
て
い
る

こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
２
０
２

５
年
以
降
も
地
域
医
療
構
想

の
取
組
を
継
続
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
と
考
え
ら
れ
、
そ

の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
中
長
期
的
課
題
に
つ
い

て
整
理
し
、
検
討
す
る
。

（
３
）
住
民
へ
の
周
知
・
情

報
提
供
（
略
）

　
Ⅱ
．
５
疾
病
・
６
事
業
及

び
在
宅
医
療
の
そ
れ
ぞ
れ
の

医
療
提
供
体
制
等
に
関
す
る

事
項
（
略
）

　
Ⅲ
．
外
来
医
療
に
か
か
る

医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
関
す

る
事
項
（
略
）

　
Ⅳ
．
医
師
確
保
計
画
策
定

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
関
す
る
事

項
（
略
）

は
、
二
次
医
療
圏
を
１
つ
の

単
位
と
す
る
こ
と
か
ら
、
５

（
１
）
に
記
載
の
と
お
り
、

医
療
圏
の
設
定
に
つ
い
て
優

先
的
に
議
論
を
行
う
必
要
が

あ
る
。

（
２
）
地
域
医
療
構
想
及
び

地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
で

の
議
論
の
進
め
方

　
地
域
医
療
構
想
は
、
医
療

計
画
の
一
部
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
取
組

を
進
め
る
こ
と
を
目
的
に
協

議
の
場
が
構
想
区
域
ご
と
に

設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
が
続
く
中
で
は
あ

る
が
、
地
域
医
療
構
想
の
背

景
で
あ
る
中
長
期
的
な
状
況

や
見
通
し
は
変
わ
っ
て
い
な

い
。
感
染
拡
大
時
の
短
期
的

な
医
療
需
要
に
は
各
都
道
府

県
の
医
療
計
画
に
基
づ
き
機

動
的
に
対
応
す
る
こ
と
を
前

提
に
、
地
域
医
療
構
想
に
つ

い
て
は
そ
の
基
本
的
な
枠
組

み
を
維
持
し
つ
つ
、
着
実
に

取
組
を
進
め
て
い
く
。
特
に

再
検
証
対
象
医
療
機
関
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
方
針

に
従
っ
て
確
実
に
取
組
を
行

う
。
　
具
体
的
に
は
、
都
道
府
県

は
、
毎
年
度
、
対
応
方
針
の

策
定
率
を
目
標
と
し
た
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
通
じ
て
地

域
医
療
構
想
を
推
進
す
る
こ

と
と
し
、
対
応
方
針
の
策
定

率
と
地
域
医
療
構
想
調
整
会

議
に
お
け
る
資
料
や
議
事
録

な
ど
協
議
の
実
施
状
況
を
分

か
り
や
す
く
公
表
を
行
う
こ

と
と
す
る
。
さ
ら
に
、
病
床

機
能
報
告
上
の
病
床
数
と
将

来
の
病
床
数
の
必
要
量
に
つ

い
て
、
デ
ー
タ
の
特
性
だ
け

で
は
説
明
で
き
な
い
ほ
ど
の

差
が
生
じ
て
い
る
構
想
区
域

取
組
を
踏
ま
え
つ
つ
引
き
続

き
検
討
を
行
う
こ
と
と
す

る
。

（
２
）
基
準
病
床
数

　
①
基
準
病
床
の
算
出
に
用

い
る
数
値
に
つ
い
て
（
略
）

　
②
平
均
在
院
日
数
に
つ
い

て
（
略
）

　
③
精
神
病
床
の
基
準
病
床

数
の
算
定
式
に
つ
い
て

　
精
神
病
床
の
基
準
病
床
数

の
算
定
式
に
つ
い
て
は
、

「
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
精
神
保
健
医
療
福
祉
体
制

の
実
現
に
向
け
た
検
討
会
」

に
お
け
る
議
論
を
踏
ま
え
、

近
年
、
精
神
病
床
に
お
け
る

入
院
患
者
数
は
減
少
傾
向
に

あ
る
こ
と
を
勘
案
し
た
も
の

と
す
る
と
と
も
に
、
政
策
効

果
、
政
策
効
果
以
外
の
両
者

の
影
響
を
勘
案
で
き
る
も
の

と
す
る
よ
う
見
直
し
を
行

う
。
　
６
．
医
療
計
画
の
作
成
手

順
等
に
つ
い
て

（
１
）
他
計
画
と
の
関
係

　
医
療
計
画
の
策
定
に
当
た

っ
て
は
、
他
の
法
律
の
規
定

に
よ
る
計
画
で
あ
っ
て
医
療

の
確
保
に
関
す
る
事
項
を
定

め
る
も
の
と
の
調
和
が
保
た

れ
、
関
連
す
る
施
策
と
の
連

携
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
　
ま
た
、
第
８
次
医
療
計
画

の
開
始
時
期
で
あ
る
令
和
６

年
度
は
、
市
町
村
に
お
い
て

策
定
す
る
介
護
保
険
事
業
計

画
等
の
開
始
時
期
で
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
の
計
画

の
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
都

道
府
県
と
市
町
村
と
で
共
有

し
な
が
ら
議
論
を
進
め
る
体

制
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
医
療
計
画
の
一
部

で
あ
る
、
外
来
医
療
計
画
や

医
師
確
保
計
画
に
お
い
て

る
考
え
方
を
踏
襲
し
、
見
直

し
を
行
わ
な
い
場
合
に
お
い

て
は
そ
の
理
由
（
地
理
的
条

件
、
面
積
、
交
通
ア
ク
セ
ス

等
）
を
明
記
す
る
こ
と
と
す

る
。
５
疾
病
・
５
事
業
及
び

在
宅
医
療
に
お
け
る
圏
域
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
弾
力

的
に
設
定
す
る
こ
と
を
可
能

と
す
る
。

　
人
口
１
０
０
万
人
以
上
の

大
規
模
な
二
次
医
療
圏
に
つ

い
て
は
、
二
次
医
療
圏
と
し

て
よ
り
も
構
想
区
域
と
し
て

の
運
用
に
課
題
が
生
じ
て
い

る
場
合
が
多
い
が
、
そ
の
場

合
都
道
府
県
は
協
議
の
場
を

分
割
す
る
な
ど
、
そ
の
運
用

を
工
夫
す
る
こ
と
と
し
つ

つ
、
必
要
に
応
じ
て
二
次
医

療
圏
も
見
直
す
こ
と
と
す
る
。

　
隣
接
す
る
都
道
府
県
の
区

域
を
含
め
た
医
療
圏
の
設
定

に
つ
い
て
は
、
現
在
も
指
針

に
お
い
て
設
定
が
可
能
で
あ

る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る

が
、
実
務
上
の
課
題
か
ら
、

実
際
に
は
そ
の
よ
う
な
医
療

圏
の
設
定
は
さ
れ
て
い
な

い
。
一
方
で
、
医
療
提
供
体

制
の
構
築
に
お
い
て
隣
接
す

る
都
道
府
県
と
連
携
を
取
る

場
合
も
あ
り
、
そ
の
場
合
は

連
携
す
る
都
道
府
県
と
協
議

を
行
い
、
具
体
的
な
内
容
を

医
療
計
画
へ
記
載
す
る
よ
う

努
め
る
こ
と
と
す
る
。

　
都
道
府
県
が
医
療
計
画
を

策
定
す
る
際
は
医
療
圏
の
設

定
に
つ
い
て
優
先
的
に
議
論

を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
検

討
状
況
を
先
ん
じ
て
国
に
報

告
す
る
よ
う
求
め
る
。

　
中
長
期
的
に
は
更
な
る
人

口
動
態
の
変
化
が
予
測
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
将
来
的

な
医
療
圏
の
あ
り
方
に
つ
い

て
は
第
８
次
医
療
計
画
で
の

て
い
く
。

　
ま
た
、
地
域
に
お
け
る
訪

問
看
護
の
需
要
の
増
大
に
対

応
す
る
た
め
、
地
域
の
実
情

を
踏
ま
え
て
、
地
域
医
療
介

護
総
合
確
保
基
金
の
活
用
や

都
道
府
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

に
お
け
る
取
組
の
充
実
な

ど
、
訪
問
看
護
に
従
事
す
る

看
護
職
員
を
確
保
す
る
た
め

の
方
策
を
定
め
る
。

　
感
染
症
の
拡
大
に
迅
速
・

的
確
に
対
応
す
る
と
と
も

に
、
医
師
の
働
き
方
改
革
に

伴
う
タ
ス
ク
シ
フ
ト
／
シ
ェ

ア
の
推
進
の
た
め
、
特
定
行

為
研
修
修
了
者
そ
の
他
の
専

門
性
の
高
い
看
護
師
の
養
成

と
確
保
を
推
進
し
て
い
く
。

特
定
行
為
研
修
に
係
る
指
定

研
修
機
関
及
び
実
習
を
行
う

協
力
施
設
の
確
保
等
の
研
修

体
制
の
整
備
に
向
け
た
具
体

的
な
計
画
の
策
定
を
必
須
と

す
る
と
と
も
に
、
医
道
審
議

会
看
護
師
特
定
行
為
・
研
修

部
会
に
お
け
る
議
論
に
基
づ

き
、
都
道
府
県
ご
と
の
特
定

行
為
研
修
修
了
者
そ
の
他
の

専
門
性
の
高
い
看
護
師
の
就

業
者
数
の
目
標
を
設
定
す

る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
目
標

を
設
定
す
る
際
に
は
、
可
能

な
限
り
二
次
医
療
圏
ご
と
や

分
野
・
領
域
別
の
設
定
を
検

討
す
る
。

　
４
．
医
療
の
安
全
の
確
保

等
に
つ
い
て
（
略
）

　
５
．
二
次
医
療
圏
及
び
基

準
病
床
数
に
つ
い
て

（
１
）
二
次
医
療
圏
の
設
定

　
既
設
の
二
次
医
療
圏
が
、

入
院
に
係
る
医
療
を
提
供
す

る
一
体
の
圏
域
と
し
て
成
り

立
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
そ

の
見
直
し
に
つ
い
て
検
討
す

る
こ
と
と
す
る
。
そ
の
基
準

は
第
７
次
医
療
計
画
に
お
け

（
２
）
医
師
以
外
の
医
療
従

事
者
の
確
保
に
つ
い
て

　
①
歯
科
医
師
の
確
保
に
つ

い
て
（
略
）

　
②
薬
剤
師
の
確
保
に
つ
い

て　
薬
剤
師
の
資
質
向
上
の
観

点
に
加
え
、
薬
剤
師
確
保
の

観
点
か
ら
、
病
院
薬
剤
師
及

び
薬
局
薬
剤
師
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
明
確
に
し
、
薬
剤
師

の
就
労
状
況
の
把
握
及
び
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
薬
剤
師

の
確
保
策
を
講
じ
る
こ
と
、

地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基

金
（
修
学
資
金
貸
与
、
病
院

へ
の
薬
剤
師
派
遣
）
の
積
極

的
な
活
用
、
都
道
府
県
の
薬

務
主
管
課
と
医
療
政
策
主
管

課
が
連
携
し
て
取
り
組
む
こ

と
等
が
必
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、
取
組
の
検
討
及
び

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
都
道

府
県
、
都
道
府
県
薬
剤
師
会

・
病
院
薬
剤
師
会
、
関
係
団

体
等
が
連
携
す
る
。

　
③
看
護
職
員
の
確
保
に
つ

い
て
　
看
護
職
員
の
需
給
の
状
況

は
地
域
（
都
道
府
県
、
二
次

医
療
圏
）
ご
と
に
差
異
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
都
道
府
県
ナ

ー
ス
セ
ン
タ
ー
等
の
関
係
者

と
の
連
携
に
基
づ
き
、
都
道

府
県
・
二
次
医
療
圏
ご
と
の

看
護
職
員
確
保
に
係
る
課
題

を
把
握
し
、
看
護
師
等
養
成

所
に
よ
る
養
成
、「
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
を
活
用
し
た
看

護
職
の
人
材
活
用
シ
ス
テ

ム
」（
令
和
６
年
度
運
用
開

始
予
定
）
等
を
活
用
し
た
都

道
府
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
復
職
支
援
、
医
療
機
関

の
勤
務
環
境
改
善
に
よ
る
離

職
防
止
な
ど
、
新
規
養
成
・

復
職
支
援
・
定
着
促
進
を
三

本
柱
と
し
た
取
組
を
推
進
し

等
の
状
況
も
踏
ま
え
地
域
医

療
支
援
病
院
の
あ
り
方
に
つ

い
て
は
引
き
続
き
議
論
が
必

要
で
あ
る
。

　
３
．
医
療
従
事
者
の
確
保

等
の
記
載
事
項
に
つ
い
て

（
１
）
医
師
の
確
保
に
つ
い

て　
平
成
　
年
医
療
法
改
正
に

３０

よ
り
、
医
療
計
画
に
お
い

て
、
医
師
の
確
保
に
関
す
る

事
項
を
追
記
す
る
こ
と
と

し
、
都
道
府
県
は
令
和
元
年

度
ま
で
に
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
に
基
づ
く
実
効
的
な
医
師

確
保
対
策
を
進
め
る
た
め
の

「
医
師
確
保
計
画
」
を
策
定

し
、
そ
の
他
の
取
組
と
も
連

携
し
な
が
ら
医
師
偏
在
対
策

を
行
っ
て
い
る
。

　
第
８
次
医
療
計
画
に
お
け

る
医
師
確
保
計
画
の
策
定
に

当
た
り
、
三
次
医
療
圏
及
び

二
次
医
療
圏
ご
と
の
医
師
の

多
寡
を
統
一
的
・
客
観
的
に

比
較
・
評
価
す
る
た
め
の
医

師
偏
在
指
標
等
に
つ
い
て
、

「
Ⅳ
医
師
確
保
計
画
策
定
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
関
す
る
事

項
」
の
内
容
に
基
づ
き
見
直

し
を
行
う
。

　
な
お
、
２
０
２
４
年
４
月

に
医
師
の
時
間
外
・
休
日
労

働
の
上
限
規
制
が
施
行
さ

れ
、
そ
の
後
も
、
医
療
機
関

に
お
い
て
、
労
働
時
間
の
短

縮
に
向
け
た
取
り
組
み
が
進

め
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
医
師

の
労
働
時
間
短
縮
と
地
域
医

療
提
供
体
制
を
両
立
さ
せ
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
個
別
の
医
療
機
関
に
お

け
る
医
師
の
働
き
方
改
革
に

関
す
る
取
組
を
推
進
す
る
だ

け
で
な
く
、
地
域
医
療
構
想

に
関
す
る
取
組
や
医
師
確
保

の
取
組
と
を
連
動
さ
せ
、
推

進
す
る
。

確
保
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
関
す
る
事
項
」
の
内
容

を
踏
ま
え
、見
直
し
を
行
う
。

　
な
お
、「
外
来
医
療
に
か

か
る
医
療
提
供
体
制
の
確
保

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

に
お
い
て
、
地
域
で
十
分
に

発
揮
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
る
「
か
か
り
つ
け
医
機

能
」に
つ
い
て
は
、現
在
、そ

の
機
能
が
発
揮
さ
れ
る
た
め

の
具
体
的
な
方
策
に
つ
い
て

検
討
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

今
後
、
そ
れ
ら
の
検
討
を
踏

ま
え
、
必
要
に
応
じ
て
同
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
け
る
取
扱

い
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

（
地
域
医
療
支
援
病
院
の
整

備
）
　
令
和
３
年
の
省
令
改
正
に

よ
り
、
都
道
府
県
知
事
が
地

域
の
実
情
に
応
じ
て
、
地
域

医
療
支
援
病
院
の
責
務
を
追

加
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
を
踏
ま
え
、
医
療
計
画
の

策
定
及
び
見
直
し
の
際
に
は

必
要
に
応
じ
て
責
務
の
見
直

し
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
今

後
感
染
症
法
等
の
改
正
に
よ

り
、
地
域
医
療
支
援
病
院
に

感
染
症
発
生
・
ま
ん
延
時
に

担
う
べ
き
医
療
提
供
が
義
務

づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
地
域
医
療
支
援
病
院
の

整
備
の
目
標
を
定
め
る
際
に

は
、
医
療
計
画
に
お
け
る
新

興
感
染
症
へ
の
対
応
に
関
す

る
事
項
と
の
連
携
に
も
留
意

す
る
。
ま
た
、
紹
介
受
診
重

点
医
療
機
関
と
の
関
係
に
つ

い
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
ほ

か
、
今
後
の
外
来
機
能
報
告

期
医
療
、
小
児
医
療
及
び
新

興
感
染
症
発
生
・
ま
ん
延
時

に
お
け
る
医
療
の
６
事
業
並

び
に
在
宅
医
療
を
、
医
療
計

画
に
定
め
る
こ
と
と
す
る
。

　
ま
た
、
地
域
の
現
状
や
課

題
に
即
し
た
施
策
の
検
討
に

お
い
て
ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル
等

の
ツ
ー
ル
が
有
用
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
た
め
、
第
８
次

医
療
計
画
に
お
い
て
、
都
道

府
県
が
ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル
等

の
ツ
ー
ル
を
活
用
で
き
る
よ

う
指
針
で
示
す
ほ
か
必
要
な

取
組
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

　
な
お
、
慢
性
閉
塞
性
肺
疾

患
、
慢
性
腎
臓
病
に
つ
い
て

は
、
医
療
計
画
に
記
載
す
べ

き
５
疾
病
に
加
え
る
こ
と
と

は
し
な
い
も
の
の
、
現
状
を

把
握
し
た
上
で
、
そ
の
対
策

に
つ
い
て
は
健
康
増
進
施
策

等
関
連
施
策
と
調
和
を
と
り

な
が
ら
講
じ
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

（
外
来
医
療
に
係
る
医
療
提

供
体
制
の
確
保
）

　
平
成
　
年
医
療
法
改
正
に

３０

よ
り
、
医
療
計
画
の
記
載
事

項
と
し
て
「
外
来
医
療
に
係

る
医
療
提
供
体
制
の
確
保
に

関
す
る
事
項
」
が
追
加
さ
れ

た
。
第
８
次
医
療
計
画
に
お

け
る
外
来
医
療
計
画
の
策
定

に
当
た
り
、「
Ⅲ
外
来
医
療

に
か
か
る
医
療
提
供
体
制
の

う
対
応
が
必
要
に
な
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
地
域
医
療
構
想

を
引
き
続
き
着
実
に
推
進

し
、
２
０
４
０
年
を
見
据
え

た
人
口
構
造
の
変
化
へ
の
対

応
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
質
の
高
い
医

療
の
提
供
や
効
率
化
を
図
る

観
点
か
ら
、
情
報
通
信
技
術

の
活
用
や
、
医
療
分
野
の
デ

ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
令
和
６
年
度
か
ら
始
ま
る

第
８
次
医
療
計
画
を
作
成
す

る
際
に
は
、
こ
れ
ら
の
課
題

を
踏
ま
え
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
て
、
関
係
者
の
意
見
を

十
分
に
踏
ま
え
た
上
で
行
う

こ
と
と
す
る
。

　
２
．
医
療
提
供
体
制
に
つ

い
て

（
医
療
連
携
体
制
に
関
す
る

事
項
）

　
令
和
３
年
の
医
療
法
改
正

に
よ
り
、
第
８
次
医
療
計
画

か
ら
医
療
計
画
の
記
載
事
項

と
し
て
、
新
興
感
染
症
へ
の

対
応
に
関
す
る
事
項
が
追
加

さ
れ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
医
療
連
携

体
制
に
関
す
る
事
項
は
、
が

ん
、
脳
卒
中
、
心
筋
梗
塞
等

の
心
血
管
疾
患
、
糖
尿
病
及

び
精
神
疾
患
の
５
疾
病
、
救

急
、
災
害
時
に
お
け
る
医

療
、
へ
き
地
の
医
療
、
周
産

　
Ⅰ
．
医
療
計
画
全
体
に
関

す
る
事
項

　
１
．
医
療
計
画
の
作
成
に

つ
い
て

　
こ
れ
ま
で
、
医
療
の
ア
ク

セ
ス
や
質
を
確
保
し
つ
つ
、

持
続
可
能
な
医
療
提
供
体
制

を
確
保
す
る
た
め
、
医
療
機

能
の
分
化
・
強
化
、
連
携
や
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

推
進
等
の
取
組
を
進
め
て
き

た
。
　
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に

よ
り
、
我
が
国
の
医
療
提
供

体
制
に
多
大
な
影
響
が
生

じ
、
地
域
医
療
の
様
々
な
課

題
が
浮
き
彫
り
と
な
り
、
地

域
に
お
け
る
入
院
・
外
来
・

在
宅
に
わ
た
る
医
療
機
能
の

分
化
・
強
化
、
連
携
等
の
重

要
性
、
地
域
医
療
全
体
を
視

野
に
入
れ
て
適
切
な
役
割
分

担
の
下
で
必
要
な
医
療
を
面

と
し
て
提
供
す
る
こ
と
の
重

要
性
な
ど
が
改
め
て
認
識
さ

れ
た
。

　
一
方
で
、
こ
の
間
も
、
人

口
減
少
・
高
齢
化
は
着
実
に

進
ん
で
お
り
、
医
療
ニ
ー
ズ

の
質
・
量
が
徐
々
に
変
化
す

る
と
と
も
に
、
今
後
は
、
特

に
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に

対
応
す
る
マ
ン
パ
ワ
ー
確
保

や
医
師
の
働
き
方
改
革
に
伴



 （３） ２０２３年（令和５年）２月１日（水曜日） 公私病連ニュース  第５３４号

令
和
５
年
度
厚
労
省
予
算
案

　
兆
１
６
８
６
億
円

３３

医
政
局
分
は
１
７
８
５
億
円
に

務
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

長
時
間
労
働
医
師
が
勤
務
す

る
医
療
機
関
に
お
い
て
、
面

接
指
導
に
必
要
な
知
見
を
習

得
し
た
医
師
を
早
急
に
確
保

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
面

接
指
導
に
係
る
研
修
の
運
用

及
び
研
修
資
材
（
ｅ
ラ
ー
ニ

ン
グ
等
）
の
更
新
を
行
う
。

　
②
勤
務
医
等
を
対
象
と
し

た
働
き
方
改
革
周
知
・
啓
発

事
業
＝
１
０
０
０
万
円

　
医
師
の
働
き
方
改
革
推
進

の
た
め
に
は
、
医
療
機
関
管

理
者
の
み
な
ら
ず
実
際
に
現

場
で
働
く
多
忙
な
勤
務
医
等

の
理
解
も
必
要
と
な
る
。
多

忙
な
勤
務
医
等
が
オ
ン
デ
マ

大
と
修
了
者
の
円
滑
な
活
動

環
境
整
備
に
よ
る
医
療
の
質

の
向
上
、
医
師
の
働
き
方
改

革
に
お
け
る
タ
ス
ク
・
シ
フ

ト
／
シ
ェ
ア
を
推
進
す
る
。

　
ｂ
．
２
０
２
４
年
度
の
医

師
へ
の
時
間
外
労
働
上
限
規

制
導
入
に
伴
う
、
新
た
な
医

師
の
健
康
確
保
措
置
の
仕
組

み
等
、
医
師
の
働
き
方
改
革

の
実
現

　
①
長
時
間
労
働
医
師
へ
の

面
接
指
導
の
実
施
に
係
る
研

修
事
業
＝
１
０
０
０
万
円

　
医
療
機
関
は
時
間
外
・
休

日
労
働
が
月
１
０
０
時
間
以

上
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
長
時
間
労
働
医
師
に
対
し

て
健
康
確
保
の
た
め
に
面
接

指
導
を
実
施
す
る
こ
と
が
義

部
新
規
】（
再
掲
）
＝
７
億
６

４
０
０
万
円

　
「
特
定
行
為
に
係
る
看
護

師
の
研
修
制
度
」（
平
成
　２７

年
　
月
１
日
施
行
）
の
円
滑

１０
な
実
施
及
び
研
修
修
了
者
の

養
成
を
促
進
す
る
た
め
、
研

修
を
実
施
す
る
指
定
研
修
機

関
の
設
置
準
備
や
運
営
に
必

要
な
経
費
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
研
修
を
指
導
す
る
指

導
者
等
育
成
の
た
め
の
支
援

等
を
行
う
。

　
ま
た
、
看
護
師
へ
の
特
定

行
為
研
修
の
受
講
と
研
修
修

了
者
の
活
動
を
推
進
す
る
取

組
を
組
織
的
か
つ
継
続
的
に

実
施
す
る
医
療
機
関
等
を
財

政
的
・
技
術
的
に
支
援
し
、特

定
行
為
研
修
修
了
者
数
の
増

（
１
）
勤
務
医
の
労
働
時
間

短
縮
の
推
進
（
再
掲
）
＝
　９５

億
３
３
０
０
万
円

　
勤
務
医
の
働
き
方
改
革
を

推
進
す
る
た
め
、
地
域
医
療

に
お
い
て
特
別
な
役
割
が
あ

り
、
か
つ
過
酷
な
勤
務
環
境

と
な
っ
て
い
る
と
都
道
府
県

知
事
が
認
め
る
医
療
機
関
を

対
象
と
し
、
医
師
の
労
働
時

間
短
縮
に
向
け
た
総
合
的
な

取
組
に
対
し
て
助
成
を
行
う
。

　
ａ
．
働
き
や
す
く
働
き
が

い
の
あ
る
職
場
づ
く
り
に
向

け
た
環
境
の
整
備

　
①
医
療
従
事
者
勤
務
環
境

改
善
推
進
事
業
＝
１
９
０
０

万
円
　
２
０
２
４
年
４
月
の
医
師

に
対
す
る
時
間
外
労
働
の
上

限
規
制
の
適
用
開
始
に
向

け
、
各
都
道
府
県
に
設
置
さ

れ
て
い
る
医
療
勤
務
環
境
改

善
支
援
セ
ン
タ
ー
が
行
う
管

内
の
医
療
機
関
に
対
す
る
助

言
等
の
機
能
を
更
に
強
化
し
、

医
療
勤
務
環
境
改
善
支
援
セ

ン
タ
ー
の
体
制
の
充
実
を
図

る
た
め
、
研
修
会
の
実
施
や

有
識
者
等
の
派
遣
を
行
う
。

　
②
医
療
専
門
職
支
援
人
材

確
保
・
定
着
支
援
事
業
＝
１

０
０
０
万
円

　
医
師
・
看
護
師
等
の
医
療

専
門
職
か
ら
医
師
事
務
作
業

補
助
者
や
看
護
補
助
者
等
の

医
療
専
門
職
支
援
人
材
へ
の

タ
ス
ク
・
シ
フ
テ
ィ
ン
グ
の

推
進
を
図
る
た
め
、
医
療
専

門
職
支
援
人
材
の
業
務
内
容

や
魅
力
の
紹
介
を
行
う
と
と

も
に
、
定
着
支
援
に
資
す
る

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
や

医
療
機
関
向
け
の
研
修
等
を

行
う
。

　
③
特
定
行
為
に
係
る
看
護

師
の
研
修
制
度
の
推
進
【
一

り
一
層
の
取
り
組
み
を
推
進

・
充
実
さ
せ
る
た
め
、
専
門

医
の
認
定
と
養
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
評
価
・
認
定
を
行
う
一

般
社
団
法
人
日
本
専
門
医
機

構
へ
の
支
援
を
図
る
。

（
３
）
キ
ャ
リ
ア
形
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
等
運
用
支
援
事
業

【
新
規
】
＝
５
０
０
０
万
円

　
都
道
府
県
に
お
け
る
キ
ャ

リ
ア
形
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
円

滑
な
運
用
の
た
め
、
各
都
道

府
県
の
キ
ャ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
対
象
と
し
た
、

統
一
的
な
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
全

国
の
キ
ャ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
等
か
ら
の
相
談
受
付

や
研
修
の
実
施
等
を
通
じ

て
、
地
域
枠
医
師
等
の
キ
ャ

リ
ア
形
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の

定
着
を
促
進
す
る
取
組
に
対

し
て
支
援
を
行
う
。

　
４
．
医
師
・
医
療
従
事
者

の
働
き
方
改
革
の
推
進

　
２
０
２
４
年
４
月
か
ら
の

医
師
に
対
す
る
時
間
外
労
働

の
上
限
規
制
の
適
用
開
始
に

向
け
、
働
き
方
改
革
に
関
す

る
制
度
の
周
知
を
行
う
と
と

も
に
、
引
き
続
き
、
医
療
機

関
に
お
け
る
労
務
管
理
の
徹

底
と
と
も
に
、
特
定
行
為
研

修
制
度
の
更
な
る
推
進
に
よ

る
タ
ス
ク
・
シ
フ
ト
等
に
よ

り
医
師
の
労
働
時
間
の
短
縮

を
強
力
に
推
進
す
る
。

　
さ
ら
に
、
今
般
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流

行
を
踏
ま
え
、
今
後
の
新
興

・
再
興
感
染
症
の
拡
大
期
に

お
い
て
必
要
な
医
療
提
供
体

制
を
確
保
す
る
観
点
か
ら

も
、
平
時
か
ら
医
師
の
労
働

時
間
短
縮
や
医
療
従
事
者
の

勤
務
環
境
改
善
に
取
り
組
む

医
療
機
関
を
支
援
す
る
。

た
め
の
支
援
等
を
行
う
。

　
ま
た
、
看
護
師
へ
の
特
定

行
為
研
修
の
受
講
と
研
修
修

了
者
の
活
動
を
推
進
す
る
取

組
を
組
織
的
か
つ
継
続
的
に

実
施
す
る
医
療
機
関
等
を
財

政
的
・
技
術
的
に
支
援
し
、

特
定
行
為
研
修
修
了
者
数
の

増
大
と
修
了
者
の
円
滑
な
活

動
環
境
整
備
に
よ
る
医
療
の

質
の
向
上
を
推
進
す
る
。

　
３
．
医
師
の
地
域
間
・
診

療
科
間
偏
在
の
解
消
な
ど
医

師
偏
在
対
策
の
推
進

　
平
成
　
年
に
成
立
し
た
医

３０

療
法
・
医
師
法
改
正
法
に
よ

り
、
都
道
府
県
に
お
け
る
実

効
的
な
医
師
確
保
対
策
を
進

め
る
た
め
、
令
和
元
年
度
に

各
都
道
府
県
が
「
医
師
確
保

計
画
」
を
策
定
し
て
お
り
、

令
和
２
年
度
よ
り
同
計
画
に

基
づ
く
医
師
偏
在
対
策
が
実

施
さ
れ
て
い
る
。
引
き
続
き

こ
の
確
実
な
実
施
に
向
け
必

要
な
施
策
を
講
じ
る
。

（
１
）
総
合
的
な
診
療
能
力

を
持
つ
医
師
養
成
の
推
進
事

業
＝
３
億
４
２
０
０
万
円

　
地
域
に
お
い
て
幅
広
い
領

域
の
疾
患
等
を
総
合
的
に
診

る
こ
と
が
で
き
る
総
合
診
療

医
を
養
成
・
確
保
す
る
た
め

の
拠
点
を
整
備
し
、
一
貫
し

た
指
導
体
制
の
も
と
、
医
学

教
育
か
ら
卒
後
の
専
門
研
修

以
降
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
ま
で

継
続
的
に
行
う
こ
と
に
よ

り
、
地
域
枠
の
活
用
を
含

め
、
医
師
の
地
域
偏
在
、
診

療
科
偏
在
の
是
正
を
一
層
推

進
さ
せ
る
。

（
２
）
専
門
医
認
定
支
援
事

業
＝
１
億
７
１
０
０
万
円

　
医
師
の
地
域
偏
在
、
診
療

科
偏
在
の
是
正
に
向
け
た
よ

（
６
）
災
害
医
療
体
制
の
推

進
【
一
部
新
規
】
＝
　
億
９

１７

６
０
０
万
円
（
う
ち
、
デ
ジ

タ
ル
庁
計
上
予
算
２
億
８
０

０
０
万
円
）

（
７
）
小
児
・
周
産
期
医
療

体
制
の
推
進
＝
４
億
８
０
０

万
円
　
地
域
で
安
心
し
て
産
み
育

て
る
こ
と
の
で
き
る
医
療
提

供
体
制
の
確
保
を
図
る
た

め
、
総
合
周
産
期
母
子
医
療

セ
ン
タ
ー
や
そ
れ
を
支
え
る

地
域
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン

タ
ー
の
新
生
児
集
中
治
療
室

（
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）、
母
体
・
胎
児

集
中
治
療
室
（
Ｍ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）

等
へ
必
要
な
支
援
を
行
う
。

（
８
）
へ
き
地
保
健
医
療
対

策
の
推
進
＝
　
億
５
０
０
万

２２

円　
無
医
地
区
等
の
へ
き
地
に

居
住
す
る
住
民
に
対
す
る
医

療
提
供
体
制
の
確
保
を
図
る

た
め
、
へ
き
地
診
療
所
や
巡

回
診
療
等
を
行
う
へ
き
地
医

療
拠
点
病
院
へ
の
支
援
を
行

う
と
と
も
に
、
無
医
地
区
等

か
ら
高
度
・
専
門
医
療
機
関

を
有
す
る
都
市
部
の
医
療
機

関
へ
患
者
を
長
距
離
輸
送
す

る
航
空
機
（
メ
デ
ィ
カ
ル
ジ

ェ
ッ
ト
）
の
運
航
等
に
必
要

な
経
費
を
支
援
す
る
。

（
９
）
特
定
行
為
に
係
る
看

護
師
の
研
修
制
度
の
推
進

【
一
部
新
規
】
＝
７
億
６
４

０
０
万
円

　
「
特
定
行
為
に
係
る
看
護

師
の
研
修
制
度
」（
平
成
　２７

年
　
月
１
日
施
行
）
の
円
滑

１０
な
実
施
及
び
研
修
修
了
者
の

養
成
を
促
進
す
る
た
め
、
引

き
続
き
、
研
修
を
実
施
す
る

指
定
研
修
機
関
の
設
置
準
備

や
運
営
に
必
要
な
経
費
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
研
修
を

指
導
す
る
指
導
者
等
育
成
の

る
こ
と
で
、
院
内
感
染
の
発

生
を
減
少
さ
せ
る
。

（
４
）
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
導
入

促
進
事
業
＝
　
億
８
０
０
０

８６

万
円
　
地
域
に
お
い
て
必
要
な
救

急
医
療
が
適
時
適
切
に
提
供

で
き
る
体
制
の
構
築
を
目
指

し
、
早
期
の
治
療
開
始
、
迅

速
な
搬
送
を
可
能
と
す
る
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
に
必
要

な
経
費
の
支
援
を
拡
充
す
る

と
と
も
に
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

に
よ
る
診
療
の
効
果
検
証
を

行
う
た
め
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

の
症
例
デ
ー
タ
の
収
集
等
を

行
う
。

（
５
）
救
急
医
療
体
制
の
推

進
【
一
部
新
規
】
＝
６
億
７

０
０
万
円

　
救
急
医
療
体
制
の
整
備
を

図
る
た
め
、
重
篤
な
救
急
患

者
を
　
時
間
体
制
で
受
け
入

２４

れ
る
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
な

ど
へ
の
支
援
を
行
う
ほ
か
、

効
率
的
・
効
果
的
な
ド
ク
タ

ー
カ
ー
の
運
用
方
法
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
る
。

　
ま
た
、
２
０
２
３
年
に
開

催
さ
れ
る
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
に

お
い
て
、
過
去
の
開
催
同

様
、
要
人
等
に
対
す
る
救
急

医
療
体
制
の
確
保
を
図
る
。

【
救
急
医
療
関
係
の
主
な
予

算
の
内
訳
】

　
・
遠
隔
Ｉ
Ｃ
Ｕ
体
制
整
備

促
進
事
業
＝
５
２
０
０
万
円

　
・
救
急
医
療
体
制
強
化
事

業
＝
３
億
５
９
０
０
万
円

　
・
救
急
医
療
業
務
実
地
修

練
事
業
＝
１
５
０
０
万
円

　
・
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
運
用

事
例
等
に
関
す
る
調
査
研
究

事
業
＝
１
４
０
０
万
円

　
・
２
０
２
３
年
Ｇ
７
サ
ミ

ッ
ト
開
催
に
伴
う
救
急
医
療

提
供
体
制
整
備
事
業
＝
１
億

４
０
０
０
万
円

へ
き
地
医
療
、
在
宅
医
療
、

医
師
偏
在
対
策
等
に
お
い
て

も
更
な
る
幅
広
い
活
用
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

状
況
を
踏
ま
え
、
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
を
含
む
遠
隔
診
療
を

幅
広
く
適
正
に
活
用
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
、
遠
隔
医

療
を
活
用
し
た
好
事
例
の
収

集
・
効
果
検
証
や
遠
隔
医
療

に
関
す
る
啓
発
を
行
う
。

（
２
）
医
業
等
に
係
る
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
の
調
査
・
監
視
体

制
強
化
事
業
＝
８
４
０
０
万

円　
本
事
業
に
よ
る
周
知
に
よ

り
、
約
９
割
の
機
関
が
半
年

以
内
に
違
反
広
告
を
改
善
し

て
い
る
が
、
１
年
以
上
改
善

の
な
い
機
関
も
認
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
、
第
２
０
４
回
通

常
国
会
で
悪
質
な
広
告
に
対

す
る
対
応
を
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
、
過
年
度
の
通
報
事

案
が
未
処
理
で
蓄
積
し
て
い

る
実
態
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、

本
事
業
に
よ
る
医
療
広
告
へ

の
対
応
を
強
化
し
、
対
応
可

能
件
数
を
増
加
さ
せ
る
。

（
３
）
院
内
感
染
対
策
講
習

会
＝
１
２
０
０
万
円

　
地
域
全
体
の
院
内
感
染
対

策
の
質
の
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
院
内
感
染
対

策
に
関
し
て
、
医
療
従
事
者

と
行
政
担
当
者
が
最
新
の
科

学
的
知
見
に
基
づ
い
た
適
切

な
知
識
を
習
得
し
、
各
地
域

に
お
い
て
普
及
・
徹
底
を
図

　
ま
た
、
勤
務
医
の
働
き
方

改
革
を
推
進
す
る
た
め
、
勤

務
環
境
改
善
に
取
り
組
む
医

療
機
関
に
対
し
、
地
域
医
療

介
護
総
合
確
保
基
金
に
よ
る

支
援
を
行
う
。

（
２
）
地
域
医
療
構
想
の
実

現
に
向
け
た
医
療
機
能
分
化

・
連
携
支
援
事
業
＝
１
億
６

８
０
０
万
円

　
地
域
医
療
構
想
の
実
現
に

向
け
、
病
床
の
機
能
分
化
・

連
携
の
取
組
を
推
進
す
る
た

め
に
、
重
点
支
援
区
域
に
加

え
、
再
編
を
企
画
・
検
討
す

る
区
域
（
再
編
検
討
区
域
）

を
拡
充
し
、
国
に
よ
る
助
言

や
集
中
的
な
支
援
を
行
う
。

　
２
．
医
療
計
画
等
に
基
づ

く
医
療
体
制
の
推
進

　
各
地
に
お
住
ま
い
の
方
々

が
、
必
要
な
と
き
に
適
切
な

医
療
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
よ
う
な
新
興

感
染
症
等
の
感
染
拡
大
時
へ

の
対
応
も
含
め
、
各
地
域
に

お
け
る
医
療
提
供
体
制
の
整

備
の
た
め
の
取
組
を
推
進
す

る
。

（
１
）
遠
隔
医
療
の
普
及
推

進
に
か
か
る
事
業
【
新
規
】

＝
２
０
０
０
万
円

　
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
に
お
い
て

遠
隔
医
療
は
そ
の
有
用
性
が

改
め
て
認
識
さ
れ
、
今
後
は

　
令
和
５
年
度
の
厚
生
労
働

省
予
算
案
は
前
年
度
額
か
ら

５
３
８
２
億
円
増
の
　
兆
１

３３

６
８
６
億
円
と
な
っ
た
。
な

お
、
医
政
局
分
は
前
年
度
度

予
算
額
と
ほ
ぼ
同
額
の
１
７

８
５
億
９
３
０
０
万
円
と
な

っ
て
い
る
。

　
令
和
５
年
度
予
算
案
の
概

要
（
厚
生
労
働
省
医
政
局
分
）

は
以
下
の
と
お
り
。

　
　
　
◆
　
　
　
◆
　
　

令
和
５
年
度
予
算
案
の
概
要

【
厚
生
労
働
省
医
政
局
分
】

●
　
主
要
施
策

　
Ⅰ
．
将
来
の
医
療
需
要
等

を
見
据
え
た
医
療
提
供
体
制

の
整
備
・
強
化

　
１
．
地
域
医
療
構
想
の
実

現
に
向
け
た
取
組
の
推
進

（
１
）
地
域
医
療
介
護
総
合

確
保
基
金
＝
公
費
１
０
２
８

億
６
６
０
０
万
円
（
国
７
５

０
億
７
７
０
０
万
円
、
地
方

２
７
７
億
８
９
０
０
万
円
）

　
将
来
を
見
据
え
た
地
域
医

療
構
想
の
実
現
に
向
け
、
病

床
の
機
能
分
化
・
連
携
等
に

関
す
る
取
組
を
進
め
る
た

め
、
令
和
３
年
度
に
新
た
に

位
置
付
け
た
「
病
床
機
能
再

編
支
援
事
業
」
を
は
じ
め
、

引
き
続
き
、
地
域
医
療
介
護

総
合
確
保
基
金
に
よ
る
支
援

を
行
う
。

茄
荷

禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾

４
面
へ
つ
づ
く
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３
面
か
ら
つ
づ
く

茄
荷

禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾

タ
ル
庁
計
上
予
算
４
０
０
０

万
円
）

（
３
）
国
立
病
院
機
構
に
お

け
る
政
策
医
療
等
の
実
施
＝

　
億
９
８
０
０
万
円

１１（
４
）
経
済
連
携
協
定
に
基

づ
く
取
組
み
等
の
円
滑
な
実

施
＝
１
億
６
６
０
０
万
円

　
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）

に
基
づ
き
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
か

ら
入
国
す
る
外
国
人
看
護
師

候
補
者
に
つ
い
て
、
そ
の
円

滑
か
つ
適
正
な
受
入
れ
及
び

受
入
れ
の
拡
大
の
た
め
、
看

護
導
入
研
修
を
行
う
と
と
も

に
、
受
入
施
設
に
対
す
る
巡

回
指
導
や
学
習
環
境
の
整

備
、
候
補
者
へ
の
日
本
語
や

専
門
知
識
の
習
得
に
向
け
た

支
援
等
を
行
う
。

（
５
）「
統
合
医
療
」
の
情
報

発
信
に
向
け
た
取
組
＝
１
０

０
０
万
円

【
新
規
】
＝
８
０
０
万
円

（
３
）
医
薬
品
安
定
供
給
支

援
事
業
＝
１
０
０
０
万
円

（
４
）
医
療
用
医
薬
品
供
給

情
報
緊
急
調
査
事
業
【
新
規
】

＝
１
５
０
０
万
円

　
Ⅱ
．
医
薬
品
・
医
療
機
器

産
業
の
国
際
競
争
力
強
化
、

研
究
開
発
・
国
際
展
開
の
推

進
（
略
）

　
Ⅲ
．
医
療
Ｄ
Ｘ
、
デ
ー
タ

ヘ
ル
ス
改
革
の
推
進
（
略
）

　
Ⅳ
．
各
種
施
策

（
１
）
死
因
究
明
等
の
推
進

＝
２
億
５
５
０
０
万
円
（
う

ち
、
デ
ジ
タ
ル
庁
計
上
予
算

１
０
０
０
万
円
）

（
２
）
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療

養
所
に
お
け
る
良
好
な
療
養

環
境
の
整
備
＝
３
１
５
億
４

６
０
０
万
円
（
う
ち
、
デ
ジ

療
機
関
の
構
築
に
向
け
た
支

援
を
行
う
。

　
③
地
域
医
療
介
護
総
合
確

保
基
金
（
再
掲
）
＝
７
５
０

億
７
７
０
０
万
円
の
内
数

　
女
性
医
療
職
等
の
離
職
防

止
及
び
再
就
業
を
促
進
す
る

た
め
、
地
域
医
療
介
護
総
合

確
保
基
金
を
活
用
し
、
病
院

内
保
育
所
の
運
営
費
や
施
設

整
備
に
対
す
る
支
援
を
実
施

す
る
。

　
５
．
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
知
見
を

踏
ま
え
た
対
応

（
１
）
新
型
コ
ロ
ナ
な
ど
新

興
感
染
症
等
に
係
る
看
護
職

員
等
確
保
事
業
【
新
規
】
＝

５
３
０
０
万
円
、
令
和
４
年

度
第
二
次
補
正
予
算
３
０
０

０
万
円

（
２
）
マ
ス
ク
等
国
内
生
産
・

輸
入
実
態
把
握
調
査
事
業

円　
平
成
　
年
１
月
　
日
に
開

１９

３０

設
し
た
女
性
医
師
バ
ン
ク
に

お
い
て
、
再
就
業
を
希
望
す

る
女
性
医
師
の
就
職
相
談
及

び
就
業
斡
旋
等
の
再
就
業
支

援
を
行
う
。

　
育
児
休
業
中
の
女
性
医
師

の
代
替
医
師
確
保
な
ど
男
性

医
師
も
含
む
人
材
確
保
が
必

要
な
こ
と
か
ら
、
女
性
医
師

等
再
就
業
講
習
会
を
開
催
す

る
と
と
も
に
、
女
性
医
師
バ

ン
ク
事
業
の
拡
充
及
び
女
性

医
師
等
の
就
業
促
進
等
の
た

め
の
調
査
を
実
施
す
る
。

　
・
子
育
て
世
代
の
医
療
職

支
援
事
業
＝
５
２
０
０
万
円

　
出
産
・
育
児
・
介
護
等
に

お
け
る
女
性
医
師
等
を
は
じ

め
と
し
た
医
療
職
の
キ
ャ
リ

ア
支
援
に
取
り
組
む
医
療
機

関
を
普
及
さ
せ
る
た
め
、
中

核
的
な
役
割
を
担
う
拠
点
医

う
と
と
も
に
、
医
療
機
関
の

申
請
書
や
、
医
師
が
作
成
す

る
技
能
研
修
計
画
の
審
査
業

務
に
係
る
全
般
的
な
事
務
業

務
等
の
ほ
か
、
申
請
デ
ー
タ

の
整
理
及
び
分
析
を
行
う
。

　
ｃ
．
女
性
医
師
支
援
・
組

織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
改
革
の
推

進
等
　
①
病
院
長
等
を
対
象
と
し

た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
事
業

＝
３
２
０
０
万
円

　
医
師
の
働
き
方
改
革
の
推

進
に
向
け
、
病
院
長
の
意
識

改
革
や
勤
務
環
境
・
処
遇
な

ど
の
労
務
管
理
に
関
す
る
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
向
上
を

図
る
た
め
、
地
域
医
療
に
お

け
る
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
や
病

院
長
向
け
の
研
修
を
行
う
。

　
②
女
性
医
療
職
に
関
す
る

取
組
＝
２
億
１
３
０
０
万
円

　
・
女
性
医
師
支
援
セ
ン
タ

ー
事
業
＝
１
億
６
１
０
０
万

ン
ド
で
医
師
の
働
き
方
改
革

の
趣
旨
等
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
ン
テ

ン
ツ
等
を
作
成
し
、
Ｈ
Ｐ
等

に
掲
載
す
る
等
の
効
果
的
な

周
知
啓
発
を
行
う
。

　
③
医
療
機
関
勤
務
環
境
評

価
セ
ン
タ
ー
運
営
費
＝
１
億

３
３
０
０
万
円

　
医
療
法
に
基
づ
き
「
医
療

機
関
勤
務
環
境
評
価
セ
ン
タ

ー
」
に
指
定
さ
れ
た
公
益
社

団
法
人
日
本
医
師
会
に
対

し
、
安
定
的
な
組
織
運
営
を

図
る
観
点
か
ら
一
定
の
財
政

支
援
を
行
う
。

　
④
集
中
的
技
能
向
上
水
準

の
適
用
に
向
け
た
対
応
事
業

＝
５
６
０
０
万
円

　
令
和
４
年
度
に
構
築
し
た

審
査
業
務
関
連
シ
ス
テ
ム
等

の
運
用
及
び
保
守
管
理
を
行
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今
年
の
正
月
に
最
初
に

い
た
だ
い
た
の
は
、
京
都

大
学
の
一
年
後
輩
、
枚
方

市
で
地
域
医
療
を
急
性
期

か
ら
看
取
り
ま
で
、
ま
さ

に
「
揺
り
籠
か
ら
墓
場
ま

で
」
実
践
さ
れ
て
い
る
松

谷
之
義
氏
の
『
私
と
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

と
の
歩
み
』
で
あ
る
。
確

か
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
の
団
体
を
立
ち
上

げ
、
初
代
理
事
長
、
名
誉

会
長
と
し
て
活
動
を
周

知
、
拡
散
、
徹
底
の
た
め

に
こ
の
本
を
配
ら
れ
て
い

る
も
の
と
拝
察
し
て
い

る
。
団
体
立
ち
上
げ
の
頃

は
「
こ
ん
な
も
の
流
行
ら

な
い
か
も
」
と
眉
唾
も
の

で
見
て
い
た
が
徐
々
に
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
し
、
今
で
は

人
生
百
年
時
代
に
最
適
の

運
動
か
も
と
捉
え
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　
ま
ず
、
著
者
が
始
め
る

動
機
と
な
っ
た
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
で
の
経
験
に
始
ま

り
、
続
い
て
初
心
者
向
け

の
用
具
の
紹
介
へ
と
。
研

究
成
果
の
医
療
へ
の
応

用
、
な
か
で
も
リ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
や
認
知
症
へ
の

適
応
も
有
意
差
あ
り
と
。

健
康
寿
命
の
延
伸
、
地
元

枚
方
で
の
介
護
予
防
で
締

め
括
っ
て
い
る
。
図
や
写

真
、
グ
ラ
フ
も
多
く
解
り

や
す
い
。
こ
の
稿
が
出
る

頃
に
は
私
も
嵌
っ
て
い
る

か
も
？
高
齢
者
な
ら
皆
、

自
身
も
や
り
た
く
な
る
ハ

ウ
ツ
ウ
本
と
し
て
お
勧
め

し
た
い
。

　
２
冊
目
は
佐
藤
賢
一
氏

の
『
遺
訓
』
で
あ
る
。
話

は
庄
内
藩
か
ら
廃
藩
置
県

で
酒
田
県
に
な
っ
た
鶴
岡

の
夜
か
ら
始
ま
る
。
戊
申

の
役
で
奥
羽
越
列
藩
同
盟

に
加
わ
り
会
津
藩
敗
退
で

無
敗
の
ま
ま
降
伏
し
た
庄

内
藩
は
、
官
軍
の
将
西
郷

隆
盛
に
よ
っ
て
温
情
の
処

分
に
留
ま
っ
た
。
そ
れ
以

来
、
庄
内
と
薩
摩
は
特
別

な
関
係
で
結
ば
れ
て
い
た

の
で
あ
る
が
、
私
が
そ
れ

を
知
っ
た
の
は
自
治
体
病

院
の
中
の
独
立
行
政
法
人

の
会
が
栗
谷
義
樹
先
生
を

世
話
人
と
し
て
酒
田
市
で

開
催
さ
れ
た
時
で
あ
っ

た
。
鶴
岡
市
の
藤
沢
周
平

記
念
館
や
ク
ラ
ゲ
の
賀
茂

水
族
館
を
見
学
し
、
鶴
岡

城
址
に
て
こ
の
歴
史
を
知

っ
た
の
で
あ
る
。

　
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
廃
刀

令
後
も
旧
藩
士
達
は
武
士

を
捨
て
切
れ
ず
、
佐
賀
の

乱
の
江
藤
新
平
や
萩
の
乱

へ
と
進
み
最
後
は
西
南
の

役
に
進
む
。
主
人
公
は
幕

末
新
選
組
の
沖
田
総
司
の

甥
、
芳
次
郎
と
い
う
無
類

の
剣
客
で
あ
る
。
こ
の
主

人
公
が
西
郷
暗
殺
を
防
ぐ

べ
く
薩
摩
に
向
か
い
西
南

の
役
に
も
加
わ
る
の
で
あ

る
が
、
庄
内
藩
の
士
族
で

鬼
玄
蕃
の
異
名
を
持
つ
猛

将
酒
井
玄
蕃
や
西
郷
な
ど

旧
両
藩
を
警
戒
し
て
密
偵

を
送
り
込
み
、
二
人
や
そ

の
周
り
の
要
人
の
暗
殺
を

図
る
。
清
国
と
戦
う
べ
き

か
を
調
べ
る
た
め
に
大
陸

へ
の
渡
航
も
。
東
京
政
府

と
の
暗
闘
な
ど
「
０
０
７
」

や
「
ゴ
ル
ゴ
　
」
の
明
治

１３

版
の
よ
う
な
箇
所
も
あ

る
。
征
韓
論
や
征
露
論
な

ど
旧
士
族
の
働
き
場
所
を

求
め
た
と
い
う
俗
論
も
あ

る
が
、
私
学
校
の
創
立
や

開
墾
な
ど
の
興
産
事
業
を

行
っ
て
い
た
西
郷
は
若
者

達
に
担
ぎ
出
さ
れ
た
被
害

者
、
と
の
物
語
で
あ
る
。

ま
た
、
薩
摩
伊
集
院
の
元

郷
士
で
明
治
政
府
の
東
京

警
視
に
な
っ
た
男
の
妹

（
な
つ
）
と
の
悲
恋
も
散

り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。

　
も
う
一
方
の
主
人
公
は

大
久
保
利
通
で
あ
る
。
守

旧
派
と
革
新
派
、
武
か
ら

文
へ
の
移
行
期
の
物
語

で
、
刀
剣
と
銃
砲
と
武
器

も
入
り
乱
れ
て
い
る
。
山

県
や
大
隅
、
伊
藤
、
三
条
、

岩
倉
な
ど
明
治
の
元
老
達

も
脇
役
的
に
出
て
く
る

が
、
彼
が
暗
殺
さ
れ
た
紀

尾
井
坂
の
変
ま
で
ず
っ
と

影
の
主
人
公
で
あ
る
。
こ

の
紀
尾
井
坂
は
私
の
東
京

で
の
常
宿
「
ル
ポ
ー
ル
麹

町
（
旧
麹
町
会
館
）
」
の

す
ぐ
近
く
に
あ
り
、
私
の

散
歩
コ
ー
ス
の
一
部
と
い

う
の
も
何
か
の
縁
。
著
者

が
鶴
岡
生
ま
れ
と
い
う
こ

と
も
こ
の
本
で
知
っ
た
。

藤
沢
周
平
や
森
敦
、
阿
部

次
郎
、
齋
藤
茂
吉
、
丸
谷

才
一
、
井
上
ひ
さ
し
、
高

山
樗
牛
、
小
川
糸
な
ど
鶴

岡
や
そ
の
周
辺
縁
の
者
は

枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

こ
の
本
も
必
読
、
一
押

し
。

推
薦
者：

邉
見
公
雄
（
全

国
公
私
病
院
連
盟
会
長
、

赤
穂
市
民
病
院
名
誉
院

長
）

港

硬

甲

稿

溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝

溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝
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皇
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皇
皇
皇
皇
皇
皇
皇
皇
皇
皇
皇
皇
皇
皇
皇
皇
皇
皇
皇
皇
皇
皇
皇
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皇
皇
皇
皇
皇
皇
皇
皇
皇
皇
皇
皇
皇
皇
皇
皇
皇
皇
皇
皇
皇
皇
皇
皇
皇
皇
皇
皇
皇
皇
皇
皇

今
月
も
２
冊
で
～
す

『
私
と
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
と
の
歩
み
』

　
松
谷
之
義
／
著

　
み
ず
ほ
出
版
新
社
／
刊

『
遺
訓
』

　
佐
藤
賢
一
／
著

　
新
潮
社
／
刊

全
国
公
私
病
院
連
盟
 

　
　
役
員
会
だ
よ
り

日
時
　
１
月
　
日
（
金
）

２０

　
　
　
午
後
１
時
　
分
～

３０

　
　
　
３
時
　
分
３０

会
場
　
ス
ク
ワ
ー
ル
麹
町

　
　
　
「
錦
華
」

【
主
な
報
告
事
項
】

　
①
日
病
協
「
診
療
報
酬

実
務
者
会
議
」（
　
月
　

１２

１４

日
、
１
月
　
日
）

１８

　
②
日
病
協
「
代
表
者
会

議
」（
　
月
　
日
）

１２

１６

　
③
小
熊
副
会
長
か
ら
の

報
告
　
▼
「
地
域
医
療
構
想
及

び
医
師
確
保
計
画
に
関
す

る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
」（
　
月
　
日
）
▼
社
会

１２

１４

保
障
審
議
会
「
医
療
部
会
」

（
　
月
　
日
）
▼
社
会
保

１２

２３

障
審
議
会
医
療
部
会
「
医

療
提
供
体
制
の
改
革
に
関

す
る
意
見
」（
　
月
　
日
）

１２

２８

　
④
邉
見
会
長
か
ら
の
報

告【
主
な
協
議
事
項
】

　
①
令
和
５
年
度
事
業
計

画
（
案
）

　
②
令
和
５
年
度
理
事
会

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
案
）

　
③
令
和
５
年
度
定
時
総

会
、
記
念
講
演
に
つ
い
て

　
④
令
和
６
年
度
診
療
報

酬
改
定
要
望
書
の
提
出
状

況
に
つ
い
て
　
他

以
上

災

砦

犀

祭

采采采

采采采

砕
砕
砕
砕
砕
砕
砕
砕
砕
砕
砕
砕

砕
砕
砕
砕
砕
砕
砕
砕
砕
砕
砕
砕
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新
型
コ
ロ
ナ
の
類
型
変
更
で
は

診
療
報
酬
上
の
十
分
な
対
応
と
  

適
切
な
補
助
金
の
継
続
を

院
内
感
染
を
で
き
る
限
り
防

止
す
る
体
制
を
継
続
す
る
た

め
に
も
診
療
報
酬
上
の
十
分

な
対
応
と
適
切
な
補
助
金
の

継
続
を
要
望
し
て
い
る
。

物
価
の
上
昇
に
対
応
す
る
た

め
の
医
療
従
事
者
へ
の
処
遇

の
改
善
も
現
在
の
経
営
環
境

で
は
困
難
で
あ
り
、
医
療
提

供
人
材
の
確
保
に
支
障
が
出

か
ね
な
い
状
況
に
な
っ
て
い

る
と
指
摘
。
①
医
療
機
関

が
、
光
熱
費
含
む
医
療
提
供

に
必
要
な
コ
ス
ト
の
上
昇
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
②
医
療

機
関
が
、
医
療
従
事
者
に
対

し
て
適
切
に
処
遇
を
改
善
で

き
る
よ
う
―
必
要
な
財
政
措

置
を
講
じ
る
こ
と
を
要
望
し

て
い
る
。

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
症
法
上
の
位
置
づ
け

変
更
に
際
し
て
の
要
望
」
で

は
、
政
府
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
症
法

上
の
分
類
変
更
を
決
定
し
た

こ
と
に
対
し
て
、
特
に
病
院

に
入
院
し
て
い
る
患
者
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

に
よ
り
亡
く
な
る
可
能
性
の

高
い
方
々
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

圧
迫
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
で
、
光
熱
費
の
上
昇
だ
け

で
な
く
給
食
委
託
費
含
む
委

託
費
の
上
昇
、
諸
物
価
の
上

昇
に
よ
り
医
療
提
供
コ
ス
ト

は
大
幅
な
上
昇
を
続
け
て
い

る
こ
と
を
訴
え
て
い
る
。
諸

　
「
病
院
に
お
け
る
医
療
提

供
コ
ス
ト
の
急
激
な
上
昇
に

対
し
て
の
要
望
書
」
で
は
、

光
熱
費
の
上
昇
に
関
し
て
四

病
院
団
体
協
議
会
が
行
っ
た

調
査
で
も
、
電
気
、
ガ
ス
等

の
価
格
上
昇
が
病
院
経
営
を

　
就
任
時
に
は
「
人
の
話
を

聞
く
総
理
」
が
、
１
年
後
に

は
「
話
を
聞
か
な
い
独
善
、

独
断
総
理
」
に
な
っ
て
し
ま

っ
て
い
る
。
防
衛
予
算
を
Ｎ

Ａ
Ｔ
Ｏ
並
み
に
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比

２
％
に
増
額
。
そ
の
財
源
を

増
税
に
て
行
う
。
専
守
防
衛

か
ら
敵
基
地
反
撃
能
力
の
確

保
。
そ
の
た
め
に
当
面
米
国

よ
り
ト
マ
ホ
ー
ク
購
入
。「
守

っ
て
や
る
か
ら
金
を
出
せ
」

一
体
ど
こ
の
や
く
ざ
か
。
ま

し
て
諸
物
価
が
高
騰
の
お
り
、

増
税
の
話
を
す
れ
ば
、
庶
民

の
財
布
の
紐
は
ま
す
ま
す
固

く
な
る
▼
新
型
コ
ロ
ナ
を
２

類
か
ら
５
類
に
下
げ
る
案
も
、

感
染
者
数
が
減
っ
た
。
若
者

は
か
か
っ
て
も
死
な
な
い
。

死
ぬ
の
は
年
寄
り
ば
か
り
。

本
音
は
補
助
金
中
止
（
削
減
）

か
、
経
済
復
活
優
先
か
。
屋

内
、
屋
外
で
の
マ
ス
ク
不
要

論
は
（
の
ち
に
医
療
者
側
の

意
見
で
「
個
人
の
判
断
」
に

言
い
換
え
た
が
）、国
民
は
す

ぐ
に
可
能
と
勘
違
い
す
る
。

ウ
イ
ル
ス
が
い
な
く
な
っ
た

わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
で
は

感
染
者
増
加
は
確
実
で
あ
る

▼
す
べ
て
の
医
療
者
が
診
ら

れ
る
と
言
う
が
、
陰
圧
病
室

の
あ
る
病
院
は
ど
れ
ぐ
ら
い

あ
る
の
か
。
一
般
病
室
に
入

れ
れ
ば
、
病
院
ク
ラ
ス
タ
ー

必
至
。
ミ
ス
リ
ー
ド
が
多
す

ぎ
る
。
高
齢
者
が
死
ん
で
も

経
済
が
復
活
す
れ
ば
よ
い
と

い
う
の
か
。
こ
れ
で
は
ま
る

で
姥
捨
て
山
。
そ
れ
と
も
高

齢
者
が
死
ね
ば
年
金
が
減
る

と
で
も
思
っ
て
い
る
の
か
。

こ
れ
は
後
期
高
齢
者
の
ひ
が

み
か
。　
　
　
　
（
Ｋ
・
Ｍ
）

　
前
号
で
副
会
長
の
富
所

先
生
が
供
異
次
元
の
診
療

報
酬
改
定
僑
を
お
書
き
い

た
だ
い
た
の
で
、供
異
次

元
僑
シ
リ
ー
ズ
で
す
。

　
岸
田
内
閣
は
供
異
次
元

の
少
子
化
対
策
僑
と
銘
打

っ
て
、
防
衛
費
増
額
と
と

も
に
少
子
化
対
策
を
含
む

子
供
関
連
予
算
を
倍
増
す

る
と
い
う
。
そ
も
そ
も
現

在
の
少
子
高
齢
化
な
ど
、

　
年
も
　
年
も
前
か
ら
分

２０

３０

か
り
切
っ
て
い
た
こ
と
な

の
に
、
今
更
の
感
は
あ
る

（
対
策
を
し
な
い
よ
り
は

ま
し
で
あ
る
が
、
仮
に
こ

れ
か
ら
行
う
異
次
元
の
少

子
化
対
策
が
功
を
奏
し
て

も
、
そ
の
成
果
が
出
る
ま

で
数
十
年
か
か
る
）
。
も

っ
と
も
今
ま
で
何
も
し
て

こ
な
か
っ
た
訳
で
は
な

い
。
　
１
９
９
０
年
に
は
合
計

特
殊
出
生
率
が
過
去
最
低

を
下
回
り
、
政
府
は
色
々

な
子
育
て
応
援
施
策
を
行

っ
た
。
自
民
党
に
変
わ
り

２
０
０
９
年
に
政
権
交
代

し
た
民
主
党
は
、
所
得
制

限
を
撤
廃
し
た
子
ど
も
手

当
を
導
入
し
た
。
こ
の
時

所
得
制
限
無
し
の
子
ど
も

手
当
に
対
し供
ば
ら
ま
き
僑

と
非
難
し
た
自
民
党
も
、

今
回
は
所
得
制
限
な
し
の

政
策
を
立
案
し
、
今
ブ
ー

メ
ラ
ン
の
よ
う
に
批
判
が

返
っ
て
き
て
い
る
。

　
残
念
な
が
ら
、
こ
れ
ま

で
の
少
子
化
対
策
は
全
く

成
果
が
出
て
い
な
い
。
政

府
に
任
せ
て
い
ら
れ
な
い

と
い
う
事
か
、
各
自
治
体

も
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
競
争
の
よ
う
に
子
育
て

支
援
策
を
打
ち
出
し
て
き

た
。
　
コ
ロ
ナ
禍
で
昨
年
の
出

生
数
が
　
万
人
を
割
り
、

８０

人
口
減
少
曲
線
が
さ
ら
に

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
、
政

府
も
お
し
り
に
火
が
付
い

た
の
で
あ
ろ
う
。供
異
次

元
の
僑
と
な
っ
た
わ
け
で

あ
る
が
、供
異
次
元
の
金

融
緩
和
僑
が
賛
否
両
論
あ

る
た
め
か
否
か
不
明
で
あ

る
が
、
首
相
は
そ
の
後

供
次
元
の
異
な
る
僑
と
言

い
改
め
た
。

　
よ
け
い
な
心
配
で
あ
る

が
、
お
隣
の
韓
国
、
中
国

で
は
今
後
、
日
本
よ
り
も

遥
か
に
早
い
ス
ピ
ー
ド
で

少
子
高
齢
化
が
進
む
。
１

人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
日
本

を
抜
い
た
と
喜
ん
で
い
る

韓
国
も
、
合
計
特
殊
出
生

率
は
現
在
０
・
　

と
、
我

８１

が
国
（
１
・
　
）
よ
り
遙

３０

か
に
低
く
、
明
日
は
我
が

身
で
あ
る
。
中
国
も
い
よ

い
よ
人
口
減
少
の
フ
ェ
ー

ズ
に
入
り
、　

～
　
年
後

２０

３０

に
は
現
在
の
日
本
と
同
じ

状
況
と
な
る
と
思
わ
れ

る
。
　
も
う
一
つ
気
が
か
り
な

の
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
リ
モ

ー
ト
ワ
ー
ク
が
進
み
、
地

方
へ
の
若
者
の
流
出
が
始

ま
っ
た
と
思
い
き
や
、
昨

年
は
東
京
へ
の
流
入
人
口

が
再
び
流
出
人
口
を
上
回

っ
た
と
の
事
で
あ
る
。
コ

ロ
ナ
禍
を
機
に
、
地
方
再

生
へ
の
道
が
開
く
こ
と
を

期
待
し
て
い
た
私
と
し
て

は
残
念
で
あ
る
。

　
確
か
に
都
会
は
住
み
や

す
い
。
特
に
高
齢
に
な
れ

ば
な
る
ほ
ど
住
み
や
す

い
。
車
が
な
く
と
も
、
電

車
、
地
下
鉄
、
バ
ス
等
乗

り
継
げ
ば
ど
こ
に
で
も
行

け
る
し
、
地
方
の
よ
う
に

１
時
間
に
１
本
と
い
う
こ

と
な
く
、
５
分
お
き
位
に

次
か
ら
次
へ
と
電
車
が
来

る
。
　
こ
れ
か
ら
東
京
は
、
独

居
老
人
と
若
い
独
身
貴

族
、
外
国
人
労
働
者
の
街

へ
と
変
貌
し
て
い
く
の
だ

ろ
う
か
。

（
国
保
直
営
総
合
病
院
君

津
中
央
病
院
・
院
長
）

頃

墾

困

婚

今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今

今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今

坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤

坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤

異
次
元
の
少
子
化
対
策
の
行
方

常
務
理
事
　

海
　
保
　
　
　
隆

　
本
連
盟
な
ど
　
病
院
団
体
が
加
盟
す
る
「
日
本
病
院
団
体
協
議
会
（
日
病
協
）
」

１５

は
２
月
９
日
、「
病
院
に
お
け
る
医
療
提
供
コ
ス
ト
の
急
激
な
上
昇
に
対
し
て
の
要

望
書
」
と
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
法
上
の
位
置
づ
け
変
更
に
際
し
て
の

要
望
」
を
加
藤
厚
生
労
働
大
臣
宛
に
提
出
し
た
。

く
な
ら
れ
る
可
能
性
の
高
い

方
々
で
あ
り
、
我
々
は
で
き

る
限
り
、
そ
う
い
う
方
々
を

守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
は
入
院
医

療
が
必
要
な
方
に
、
適
切
に

入
院
医
療
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
院
内
感
染
を
で
き
る

限
り
防
止
す
る
体
制
を
継
続

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
後
の
Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
コ
ロ
ナ

に
向
け
て
の
移
行
に
際
し
て

医
療
機
関
へ
の
配
慮
が
不
十

分
な
場
合
、
地
域
の
医
療
提

供
体
制
に
大
き
な
問
題
が
生

じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

移
行
に
際
し
て
は
、
病
院
が

患
者
に
適
切
に
対
応
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
診

療
報
酬
上
の
十
分
な
対
応
な

ら
び
に
適
切
な
補
助
金
の
継

続
を
お
願
い
し
ま
す
。

続
し
な
が
ら
全
国
の
病
院

は
、
コ
ロ
ナ
診
療
と
一
般
診

療
を
両
立
す
る
よ
う
最
大
限

の
努
力
を
継
続
し
て
お
り
ま

す
。
先
日
、
政
府
に
よ
り
感

染
症
法
上
の
分
類
の
変
更
方

針
が
決
定
さ
れ
、
今
後
、
社

会
は
Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
コ
ロ
ナ
に
向

か
っ
て
動
い
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
現
在
も
、
多
く

の
病
院
に
お
い
て
ク
ラ
ス
タ

ー
、
す
な
わ
ち
院
内
に
お
け

る
集
団
感
染
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
感
染
に
関
連
し
て

多
く
の
死
亡
者
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
多
く
が

高
齢
者
や
基
礎
疾
患
の
あ
る

患
者
で
す
。
病
院
に
入
院
し

て
い
る
患
者
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
り
亡

る
。
　
上
記
、
病
院
経
営
環
境
の

急
激
な
変
化
に
対
応
す
る
た

め
、
以
下
を
要
望
す
る
。

　
　
　
記

　
１
．
医
療
機
関
が
、
光
熱

費
含
む
医
療
提
供
に
必
要
な

コ
ス
ト
の
上
昇
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
必
要
な
財
政
措
置

を
講
じ
る
こ
と
。

　
２
．
医
療
機
関
が
、
医
療

従
事
者
に
対
し
て
適
切
に
処

遇
を
改
善
で
き
る
よ
う
、
必

要
な
財
政
措
置
を
講
じ
る
こ

と
。
　
　
　
◆
　
　
　
◆
　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
症
法
上
の
位
置
づ
け
変
更

に
際
し
て
の
要
望

（
２
／
９
　
日
病
協
）

　
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
を
継

昇
、
諸
物
価
の
上
昇
に
よ

り
、
医
療
提
供
コ
ス
ト
は
大

幅
な
上
昇
を
続
け
て
い
る
。

光
熱
費
の
上
昇
に
関
し
て
病

院
団
体
が
行
っ
た
調
査
で

は
、
電
気
、
ガ
ス
の
価
格
上

昇
の
み
で
医
業
利
益
率
が
約

半
減
す
る
ほ
ど
の
影
響
が
出

て
い
る
（
参
考
資
料

四
病

院
団
体
協
議
会
実
施
「
電
気
・

ガ
ス
料
金
値
上
が
り
調
査
」

の
概
要
は
左
上
図
）。

　
ま
た
、
岸
田
首
相
が
年
頭

に
経
済
界
に
要
請
さ
れ
た
よ

う
に
、
諸
物
価
の
上
昇
に
対

応
す
る
た
め
の
医
療
従
事
者

へ
の
処
遇
の
改
善
も
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
現
在
の
経
営
環
境
で
の
対

応
は
困
難
で
あ
り
医
療
提
供

人
材
の
確
保
に
も
支
障
が
出

か
ね
な
い
状
況
と
な
っ
て
い

病
院
に
お
け
る
医
療
提
供
コ

ス
ト
の
急
激
な
上
昇
に
対
し

て
の
要
望
書（２

／
９
　
日
病
協
）

　
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
を
継

続
し
な
が
ら
全
国
の
病
院

は
、
コ
ロ
ナ
診
療
と
一
般
診

療
を
両
立
す
る
よ
う
最
大
限

の
努
力
を
継
続
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
１
年
、
医

療
機
関
の
経
営
環
境
は
大
き

く
変
化
し
て
き
た
。
光
熱
費

の
上
昇
だ
け
で
な
く
、
給
食

委
託
費
含
む
委
託
費
の
上
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調
査
の
概
要

調
査
結
果
の
概
要

３
面
へ
つ
づ
く

茄
荷

禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾

円
、
呼
吸
器
内
科
１
万
７
５

８
５
円
な
ど
が
高
額
で
あ
る

の
に
対
し
、
最
も
小
額
な
の

は
麻
酔
科
の
２
６
６
８
円
で

あ
る
。

　
Ｄ
Ｐ
Ｃ
の
病
院
に
お
け
る

主
な
診
療
科
別
の
患
者
１
人

１
日
当
た
り
診
療
収
入
を
み

る
と
、
入
院
で
は
心
臓
血
管

外
科
の
　
万
２
９
３
３
円
が

１７

特
に
高
額
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
最
も
小
額
な
の
は
精
神

科
の
２
万
４
２
５
９
円
で
あ

る
。
外
来
で
は
呼
吸
器
内
科

の
４
万
１
０
６
０
円
を
は
じ

め
、
消
化
器
外
科
３
万
４
２

８
６
円
、
呼
吸
器
外
科
３
万

３
４
５
５
円
な
ど
が
高
額
で

あ
る
の
に
対
し
、
最
も
小
額

な
の
は
リ
ハ
ビ
リ
科
の
４
８

と
な
っ
て
い
る
。
診
療
科
別

で
み
る
と
、
外
来
で
比
較
的

高
額
な
の
は
、
泌
尿
器
科
　２２

万
３
千
円
、
呼
吸
器
内
科
　２１

万
３
千
円
、
内
科
　
万
４
千

１８

円
、
眼
科
　
万
３
千
円
、
消

１７

化
器
内
科
　
万
円
な
ど
で
あ

１５

る
。

（
８
）
主
な
診
療
科
別
の
患

者
１
人
１
日
当
た
り
診
療
収

入　
Ｄ
Ｐ
Ｃ
以
外
の
病
院
に
お

け
る
主
な
診
療
科
別
の
患
者

１
人
１
日
当
た
り
診
療
収
入

を
み
る
と
、
入
院
で
は
心
臓

血
管
外
科
の
　
万
９
３
３
８

１２

円
が
高
額
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
最
も
小
額
な
の
は
精
神

科
の
２
万
７
０
１
円
で
あ

る
。
外
来
で
は
、
放
射
線
科

３
万
２
３
６
円
を
は
じ
め
、

消
化
器
外
科
２
万
２
８
１

　
Ｄ
Ｐ
Ｃ
以
外
の
病
院
に
お

け
る
外
来
の
平
均
は
　
万
３

１１

千
円
と
な
っ
て
い
る
。
診
療

科
別
で
み
る
と
、
外
来
で
比

較
的
高
額
な
の
は
、
泌
尿
器

科
　
万
７
千
円
、
消
化
器
外

１７
科
　
万
７
千
円
、
消
化
器
内

１６
科
　
万
２
千
円
、
呼
吸
器
外

１３
科
　
万
１
千
円
な
ど
で
あ

１３
る
。
　
Ｄ
Ｐ
Ｃ
の
病
院
に
お
け
る

入
院
の
平
均
は
　
万
１
千
円

２２

と
な
っ
て
い
る
。
診
療
科
別

で
み
る
と
、
入
院
で
比
較
的

高
額
な
の
は
、
心
臓
血
管
外

科
　
万
３
千
円
、
リ
ハ
ビ
リ

５０
科
　
万
４
千
円
、
整
形
外
科

４９
　
万
４
千
円
、
循
環
器
内
科

４４　
万
４
千
円
、
脳
神
経
外
科

４２　
万
９
千
円
な
ど
で
あ
る
。

４１　
Ｄ
Ｐ
Ｃ
の
病
院
に
お
け
る

外
来
の
平
均
は
　
万
５
千
円

１１

者
が
多
い
の
は
皮
膚
科
　
・
１３

３
人
、
眼
科
　
・
６
人
、
歯

１２

科
　
・
２
人
、
泌
尿
器
科
９

１０
・
９
人
、
整
形
外
科
９
・
０

人
、
耳
鼻
い
ん
こ
う
科
８
・

７
人
な
ど
が
多
く
、
少
な
い

の
は
麻
酔
科
１
・
８
人
、
小

児
外
科
２
・
３
人
、
心
臓
血

管
外
科
２
・
６
人
、
呼
吸
器

外
科
３
・
０
人
な
ど
で
あ

る
。

（
７
）
医
師
１
人
１
日
当
た

り
診
療
収
入

　
Ｄ
Ｐ
Ｃ
以
外
の
病
院
に
お

け
る
入
院
の
平
均
は
　
万
２

２８

千
円
と
な
っ
て
い
る
。
診
療

科
別
で
み
る
と
、
入
院
で
比

較
的
高
額
な
の
は
、
リ
ハ
ビ

リ
科
　
万
４
千
円
、
心
臓
血

５２

管
外
科
　
万
円
、
整
形
外
科

４９

　
万
９
千
円
、
神
経
内
科
　

４０

４０

万
７
千
円
な
ど
で
あ
る
。

に
比
べ
て
１
病
院
１
カ
月
当

た
り
９
６
０
人
の
増
加
で
あ

る
。
こ
れ
を
年
次
別
に
み
る

と
図
１
上
の
折
れ
線
グ
ラ
フ

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

（
６
）
医
師
１
人
１
日
当
た

り
取
扱
い
患
者
数

　
入
院
の
平
均
は
３
・
６
人

（
前
年
６
月
３
・
６
人
）
と

な
っ
て
い
る
。
診
療
科
別
で

み
る
と
、
入
院
で
取
扱
う
患

者
が
多
い
の
は
リ
ハ
ビ
リ
科

　
・
６
人
、
精
神
科
　
・
５

１２

１２

人
、
整
形
外
科
６
・
７
人
な

ど
で
、
少
な
い
の
は
小
児
外

科
１
・
４
人
、
麻
酔
科
お
よ

び
歯
科
１
・
６
人
な
ど
で
あ

る
。
　
外
来
の
平
均
は
６
・
５
人

（
前
年
６
月
６
・
７
人
）
と

な
っ
て
い
る
。
診
療
科
別
で

み
る
と
、
外
来
で
取
扱
う
患

ち
看
護
師
　
・
５
人
（
前
年

９１

６
月
　
・
８
人
）
と
な
っ
て

８８

い
る
。
そ
の
他
、
薬
剤
部
門

職
員
５
・
９
人
、
放
射
線
部

門
職
員
５
・
４
人
、
検
査
部

門
職
員
７
・
０
人
、
リ
ハ
ビ

リ
部
門
職
員
　
・
０
人
、
栄

１０

養
（
食
事
）
部
門
職
員
３
・

６
人
と
な
っ
て
い
る
。

（
４
）
６
月
中
の
１
病
院
当

た
り
入
院
患
者
数

　
病
院
総
数
で
み
る
と
、
６

月
中
の
１
病
院
当
た
り
入
院

患
者
数
は
、
７
０
３
７
人

（
前
年
６
月
６
３
４
６
人
）

と
な
っ
て
お
り
、
前
年
に
比

べ
て
１
病
院
１
カ
月
当
た
り

６
９
１
人
の
増
加
で
あ
る
。

こ
れ
を
年
次
別
に
み
る
と
図

１
下
の
折
れ
線
グ
ラ
フ
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

（
５
）
６
月
中
の
１
病
院
当

た
り
外
来
患
者
数

　
病
院
総
数
で
み
る
と
、
６

月
中
の
１
病
院
当
た
り
外
来

患
者
数
は
、
１
万
１
７
０
８

人
（
前
年
６
月
１
万
７
４
８

人
）
と
な
っ
て
お
り
、
前
年

　
・
　

％
、
③
１
０
０
～
１

６９

６０

９
９
床
　
・
　

％
、
④
７
０

６９

５４

０
床
以
上
　
・
　

％
、
⑤
４

６８

５１

０
０
～
４
９
９
床
　
　
・
　

６８

１２

％
、
⑥
２
０
０
～
２
９
９
床

　
・
　

％
、
⑦
３
０
０
～
３

６６

３７

９
９
床
　
・
　

％
、
⑧
　
～

６４

９１

２０

　
床
　
・
　

％
と
な
っ
て
い

９９

６２

００

る
。
こ
れ
を
病
床
規
模
別
に

み
る
と
表
２
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

（
３
）
一
般
病
院
に
お
け
る

１
０
０
床
当
た
り
職
員
数

　
職
員
総
数
は
１
８
９
・
９

人
（
前
年
６
月
１
８
４
・
７

人
）
と
な
っ
て
お
り
、
職
種

別
に
み
る
と
、
医
師
　
・
６

２４

人
（
前
年
６
月
　
・
２
人
）、

２３

看
護
部
門
職
員
１
０
２
・
５

人
（
前
年
６
月
１
０
０
・
７

人
）
、
看
護
部
門
職
員
の
う

（
１
）
平
均
在
院
日
数

　
病
院
総
数
で
み
る
と
　
・
１３

　
日
（
前
年
６
月
　
・
　
日
）

５３

１４

０６

と
な
っ
て
お
り
、
開
設
者
別

に
み
る
と
、
自
治
体
病
院
は

　
・
　

日
（
前
年
６
月
　
・

１３

１３

１３

　
日
）
、
そ
の
他
公
的
病
院

５１は
　
・
　

日
（
前
年
６
月
　

１２

５８

１２

・
　
日
）、
私
的
病
院
は
　
・

９６

１６

　
日
（
前
年
６
月
　
・
　
日
）

３３

１７

６５

と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
一
般
病
院
の
病
床

規
模
別
に
平
均
在
院
日
数
の

短
い
方
か
ら
順
に
み
る
と
、

①
６
０
０
～
６
９
９
床
　
・
１０

　
日
、
②
５
０
０
～
５
９
９

６８床
　
・
　

日
、
③
４
０
０
～

１１

１４

４
９
９
床
　
・
　

日
、
④
７

１１

５８

０
０
床
以
上
　
・
　

日
、
⑤

１１

７１

３
０
０
～
３
９
９
床
　
・
　

１２

５６

日
、
⑥
２
０
０
～
２
９
９
床

　
・
　

日
、
⑦
　
～
　
床
　

１５

４９

２０

９９

２２

・
　

日
、
⑧
１
０
０
～
１
９

０７
９
床
　
・
　

日
と
な
っ
て
い

２２

８２

る
。
こ
れ
を
開
設
者
別
病
床

規
模
別
に
み
る
と
表
１
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

（
２
）
病
床
利
用
率

　
病
院
総
数
で
み
る
と
　
・
６７

　
％
（
前
年
６
月
　
・
　
％
）

９４

６５

７６

と
な
っ
て
お
り
、
病
院
の
種

類
別
に
み
る
と
、
一
般
病
院

　
・
　

％
（
前
年
６
月
　
・

６７

８６

６５

　
％
）、
精
神
科
病
院
　
・
　

８３

６９

４８

％
（
前
年
６
月
　
・
　

％
）

６４

１１

と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
一
般
病
院
の
病
床

規
模
別
に
病
床
利
用
率
の
高

い
方
か
ら
順
に
み
る
と
、
①

６
０
０
～
６
９
９
床
　
・
　

７１

１０

％
、
②
５
０
０
～
５
９
９
床

大
学
付
属
病
院
等
　
で
あ
る
。

３６

（
※
国
立
・
大
学
付
属
病
院

等
は
、
こ
の
概
要
に
お
け
る

掲
載
を
省
略
し
て
い
る
。
）

そ
の
内
訳
は
開
設
者
別
に
み

る
と
、自
治
体
病
院
３
６
２
、

そ
の
他
公
的
病
院
２
０
１
、

私
的
病
院
１
６
４
、
国
立
・

社
団
法
人
全
国
公
私
病
院
連

盟
に
加
盟
し
て
い
る
団
体
に

所
属
す
る
病
院
と
本
調
査
に

協
力
す
る
病
院
で
あ
る
。

　
ま
た
、
今
回
の
調
査
に
お

い
て
集
計
対
象
と
し
た
病
院

数
は
７
６
３
（
調
査
協
力
を

依
頼
し
た
病
院
数
２
９
３
７
、

回
答
率
　
・
０
％
）
で
あ
り
、

２６

の
実
態
を
把
握
し
て
病
院
の

運
営
管
理
改
善
の
資
料
と
す

る
と
と
も
に
、
診
療
報
酬
体

系
改
善
の
た
め
の
資
料
を
得

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
、
調
査
の
対
象
は
、
一
般

　
こ
の
調
査
は
、
一
般
社
団

法
人
全
国
公
私
病
院
連
盟
が

例
年
６
月
を
対
象
に
実
施
し

て
い
る
調
査
で
、
病
院
運
営

　
全
国
公
私
病
院
連
盟
が
例
年
６
月
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
「
病
院
運
営
実
態
分

析
調
査
」
の
令
和
４
年
６
月
調
査
の
結
果
が
ま
と
ま
っ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
６
月

中
の
１
０
０
床
当
た
り
「
総
費
用
」
は
２
億
３
５
８
７
万
１
千
円
（
前
年
６
月
比
・

伸
び
率
３
・
８
％
増
）
、「
医
業
費
用
」
は
２
億
３
３
２
３
万
円
（
前
年
６
月
比
・
伸

び
率
４
・
３
％
増
）
と
な
っ
た
一
方
、
６
月
中
の
「
総
収
益
」
は
２
億
２
２
２
０
万

円
（
前
年
６
月
比
・
伸
び
率
６
・
８
％
増
）
、「
医
業
収
益
」
は
２
億
１
７
６
１
万
８

千
円
（
前
年
６
月
比
・
伸
び
率
６
・
７
％
増
）
と
な
り
、
収
益
面
で
の
回
復
傾
向
が

み
ら
れ
た
も
の
の
、
総
収
益
か
ら
総
費
用
を
差
し
引
い
た
１
０
０
床
当
た
り
の
「
総

損
益
差
額
」
は
１
３
６
７
万
１
千
円
の
赤
字
、
医
業
収
益
か
ら
医
業
費
用
を
差
し
引

い
た
「
医
業
損
益
差
額
」
も
１
５
６
１
万
２
千
円
の
赤
字
と
な
り
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍

で
の
病
院
経
営
が
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
な
お
、
同

調
査
の
結
果
は
３
冊
の
報
告
書
に
ま
と
め
ら
れ
、
本
年
３
月
下
旬
に
発
刊
を
予
定
し

て
い
る
。
同
調
査
の
概
要
は
、
以
下
の
と
お
り
。
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２
面
か
ら
つ
づ
く

茄
荷

禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾

・
４
％
（
　
病
院
）
で
あ
っ

６５

た
。

（
　
）
常
勤
職
員
１
人
当
た

１３
り
平
均
給
与
月
額

　
常
勤
職
員
１
人
当
た
り
平

均
給
与
額
は
　
万
２
千
円
で

４４

あ
り
、
職
種
別
に
み
る
と
、

医
師
１
０
８
万
４
千
円
、
看

護
師
　
万
円
、
准
看
護
師
　

３７

３２

万
３
千
円
、
看
護
業
務
補
助

者
　
万
５
千
円
、
薬
剤
師
　

２２

３８

万
３
千
円
、
そ
の
他
の
医
療

技
術
員
　
万
９
千
円
、
事
務

３３

職
員
　
万
６
千
円
、
技
能
労

３０

務
員
　
万
３
千
円
と
な
っ
て

２７

い
る
。

ち
　
・
２
％
（
　
病
院
）
が

１１

２４

黒
字
と
な
っ
て
い
て
、
赤
字

病
院
は
　
・
８
％
（
１
９
１

８８

病
院
）
で
あ
っ
た
。（
こ
の
場

合
、
不
採
算
部
門
等
の
医
療

に
対
し
、
地
方
公
営
企
業
法

に
基
づ
き
地
方
公
共
団
体
が

負
担
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て

い
る
負
担
金
や
補
助
金
等
は

総
収
益
か
ら
除
い
て
仮
定
計

算
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
法

令
に
基
づ
く
病
院
決
算
時
点

で
の
黒
字
・
赤
字
と
は
異
な

る
。
）
そ
の
他
公
的
病
院
で

は
、
１
６
１
病
院
の
う
ち
　３２

・
３
％
（
　
病
院
）
が
黒
字

５２

と
な
っ
て
い
て
、
赤
字
病
院

は
　
・
７
％
（
１
０
９
病
院
）

６７
で
あ
り
、
私
的
病
院
で
は
、

１
２
４
病
院
の
う
ち
　
・
６

４７

％
（
　
病
院
）
が
黒
字
と
な

５９

っ
て
い
て
、
赤
字
病
院
は
　５２

っ
て
い
る
。

（
　
）
６
月
１
カ
月
分
の
総

１２
損
益
差
額
か
ら
み
た
黒
字
・

赤
字
病
院
の
数
の
割
合

（
※
他
会
計
負
担
金
・
補
助

金
等
は
総
収
益
か
ら
控
除
し

た
。
ま
た
、
６
月
１
カ
月
分

の
総
費
用
と
総
収
益
の
差
額

に
よ
り
黒
字
・
赤
字
状
況
を

判
別
し
た
場
合
の
病
院
数
の

割
合
で
あ
る
。
）

　
今
回
の
調
査
に
お
い
て
回

答
の
あ
っ
た
病
院
５
０
０
病

院
の
う
ち
　
・
０
％
（
１
３

２７

５
病
院
）
の
病
院
が
黒
字
と

な
っ
て
い
て
、
赤
字
病
院
数

の
割
合
は
　
・
０
％
（
３
６

７３

５
病
院
）
で
あ
っ
た
。
こ
れ

を
年
次
別
に
み
る
と
図
４
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
開
設
者
別
で
み
る
と
、
自

治
体
病
院
２
１
５
病
院
の
う

材
料
費
は
　
・
９
（
前
年
６

２８

月
　
・
７
）
で
あ
り
、
そ
の

２８
う
ち
薬
品
費
は
　
・
２
（
前

１７

年
６
月
　
・
４
）、
経
費
は
　

１７

１６

・
３
（
前
年
６
月
　
・
６
）、
そ

１６

の
う
ち
委
託
費
は
８
・
６
（
前

年
６
月
８
・
８
）
と
な
っ
て

い
る
。

　
ま
た
、
総
収
益
は
１
０
２

・
１
（
前
年
６
月
１
０
２
・

０
）
と
な
っ
て
い
る
の
に
対

し
て
、
入
院
収
入
は
　
・
３

６５

（
前
年
６
月
　
・
１
）、
外
来

６４

収
入
は
　
・
５
（
前
年
６
月

３１

　
・
３
）
と
な
っ
て
い
る
。

３２（
　
）
１
０
０
床
当
た
り
総

１１
損
益
差
額
お
よ
び
医
業
損
益

差
額
の
状
況

　
総
費
用
は
２
億
３
５
８
７

万
１
千
円
（
前
年
６
月
比
・

伸
び
率
３
・
８
％
増
）
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
総
収
益
は

２
億
２
２
２
０
万
円
（
前
年

６
月
比
・
伸
び
率
６
・
８
％

増
）
と
な
っ
て
お
り
、
総
収

益
か
ら
総
費
用
を
差
し
引
く

と
△
１
３
６
７
万
１
千
円

（
前
年
６
月
△
１
９
１
５
万

６
千
円
）
の
赤
字
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
結
果
、
総
費
用

対
総
収
益
比
率
は
、
１
０
６

・
２
％
（
前
年
６
月
１
０
９

・
２
％
）
に
な
っ
て
い
る
。

　
医
業
費
用
は
２
億
３
３
２

３
万
円
（
前
年
６
月
比
・
伸

び
率
４
・
３
％
増
）
で
あ
る

の
に
対
し
て
、
医
業
収
益
は

２
億
１
７
６
１
万
８
千
円

（
前
年
６
月
比
・
伸
び
率
６
・

７
％
増
）
と
な
っ
て
お
り
、

医
業
収
益
か
ら
医
業
費
用
を

差
し
引
く
と
△
１
５
６
１
万

２
千
円
（
前
年
６
月
△
１
９

７
８
万
８
千
円
）
の
赤
字
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

医
業
費
用
対
医
業
収
益
比
率

は
、
１
０
７
・
２
％
（
前
年

６
月
１
０
９
・
７
％
）
に
な

６
１
万
３
千
円
（
前
年
６
月

比
・
伸
び
率
４
・
３
％
増
）

と
な
っ
て
い
る
。

　
６
月
中
の
総
収
益
は
２
億

２
２
２
０
万
円
（
前
年
６
月

比
・
伸
び
率
６
・
８
％
増
）、

医
業
収
益
は
２
億
１
７
６
１

万
８
千
円
（
前
年
６
月
比
・

伸
び
率
６
・
７
％
増
）
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
医
業
収

益
の
う
ち
、
入
院
収
入
は
１

億
４
２
０
４
万
４
千
円
（
前

年
６
月
比
・
伸
び
率
８
・
７

％
増
）
、
外
来
収
入
は
６
８

４
９
万
１
千
円
（
前
年
６
月

比
・
伸
び
率
４
・
０
％
増
）

と
な
っ
て
い
る
。

　
１
０
０
床
当
た
り
収
支
金

額
を
科
目
・
年
次
別
に
み
る

と
表
３
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。

（
　
）
医
業
収
益
１
０
０
対

１０
収
支
金
額
割
合

　
医
業
収
益
を
１
０
０
・
０

と
し
た
場
合
、
総
費
用
は
１

０
８
・
４
（
前
年
６
月
１
１

１
・
４
）
で
、
前
年
に
比
し

て
費
用
の
割
合
が
減
少
し
て

い
る
。
総
費
用
の
う
ち
給
与

費
が
　
・
８
（
前
年
６
月
　

５４

５６

・
６
）
と
５
割
以
上
を
占
め
、

７
９
円
で
あ
る
。

　
患
者
１
人
１
日
当
た
り
診

療
収
入
を
主
な
診
療
科
別
に

み
る
と
図
２
―
１
、
２
―
２

お
よ
び
図
３
―
１
、
３
―
２

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

（
９
）
１
０
０
床
当
た
り
収

支
金
額

　
６
月
中
の
総
費
用
は
２
億

３
５
８
７
万
１
千
円
（
前
年

６
月
比
・
伸
び
率
３
・
８
％

増
）
、
医
業
費
用
は
２
億
３

３
２
３
万
円
（
前
年
６
月
比
・

伸
び
率
４
・
３
％
増
）
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
医
業
費

用
の
う
ち
給
与
費
は
１
億
１

９
３
２
万
４
千
円
（
前
年
６

月
比
・
伸
び
率
３
・
４
％
増
）、

材
料
費
は
６
２
８
５
万
円

（
前
年
６
月
比
・
伸
び
率
７
・

３
％
増
）
、
経
費
は
３
５
４

１
万
５
千
円
（
前
年
６
月
比
・

伸
び
率
４
・
８
％
増
）
と
な

っ
て
い
る
。

　
な
お
、
材
料
費
の
う
ち
薬

品
費
は
３
７
４
２
万
５
千
円

（
前
年
６
月
比
・
伸
び
率
５
・

２
％
増
）
と
な
っ
て
お
り
、

経
費
の
う
ち
委
託
費
は
１
８

拭

織

殖

職

植植植植植植植植植植植植植植植植

植植植植植植植植植植植植植植植植

燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭

燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭

本
連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
本
概
要
を
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

注
意
事
項

（
１
）
調
査
に
お
け
る
基
礎

数
値
は
、
６
月
分
の
集
計
数

値
ま
た
は
６
月
　
日
現
在
の

３０

数
値
で
あ
る
。

（
２
）
集
計
対
象
病
院
数
が

表
に
よ
っ
て
異
な
る
の
は
、

回
答
が
な
か
っ
た
設
問
を
集

計
対
象
か
ら
除
い
て
い
る
た

め
で
あ
る
。

（
３
）
概
要
の
中
で
、「
自
治

体
」
と
は
、
都
道
府
県
・
指

定
都
市
・
市
町
村
・
組
合
が

開
設
す
る
病
院
な
ら
び
に
地

方
独
立
行
政
法
人
立
の
病

院
、「
そ
の
他
公
的
」
と
は
、

日
赤
・
済
生
会
・
厚
生
連
・

社
会
保
険
関
係
団
体
等
が
開

設
す
る
病
院
、「
私
的
」
と

は
、
医
療
法
人
・
個
人
等
が

開
設
す
る
病
院
で
あ
る
。
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人
口
動
態
や
社
会
情
勢
の
変

化
、
医
療
提
供
体
制
改
革
等

を
踏
ま
え
検
討
を
進
め
る
。

　
例
年
と
は
異
な
る
事
項
に

つ
い
て
は
、
①
令
和
６
年
度

の
同
時
報
酬
改
定
に
向
け
た

意
見
交
換
会
は
、
令
和
５
年

３
月
頃
よ
り
数
回
程
度
開
催

②
中
医
協
総
会
に
お
い
て
、

ま
ず
は
第
８
次
医
療
計
画
、

医
師
の
働
き
方
改
革
、
医
療

Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
、
そ
の
後
、

入
院
、
外
来
、
在
宅
、
歯
科
、

調
剤
、
感
染
症
、
個
別
事
項

等
に
つ
い
て
を
４
月
頃
か
ら

夏
頃
ま
で
に
広
く
意
見
交
換

を
行
う
③
Ｓ
ａ
Ｍ
Ｄ
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て

は
、
保
険
医
療
材
料
等
専
門

組
織
の
下
に
設
置
次
第
、
検

討
を
開
始
す
る
④
秋
頃
よ

り
、
個
別
具
体
的
な
改
定
項

目
に
つ
い
て
、
議
論
を
深
め

る
―
こ
と
と
し
た
。

行
う
第
８
次
医
療
計
画
が
令

和
６
年
度
か
ら
開
始
▼
医
師

の
働
き
方
改
革
と
し
て
２
０

２
４
年
４
月
に
労
働
時
間
上

限
規
制
等
、
改
正
労
働
基
準

法
お
よ
び
改
正
医
療
法
が
施

行
▼
医
療
Ｄ
Ｘ
の
実
現
に
向

け
て
推
進
本
部
等
に
お
い
て

議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
▼

革
新
的
な
医
薬
品
や
医
療
ニ

ー
ズ
の
高
い
医
薬
品
の
日
本

へ
の
早
期
上
市
や
医
薬
品
の

安
定
的
な
供
給
を
図
る
観
点

か
ら
、「
医
薬
品
の
迅
速
・
安

定
供
給
実
現
に
向
け
た
総
合

対
策
に
関
す
る
有
識
者
検
討

会
」
に
お
い
て
、
流
通
、
薬

価
制
度
、
産
業
構
造
の
検
証

な
ど
幅
広
く
議
論
し
、
と
り

ま
と
め
が
行
わ
れ
る
▼
プ
ロ

グ
ラ
ム
医
療
機
器
（
Ｓ
ａ
Ｍ

Ｄ
）の
評
価
体
系
を
検
証
し
、

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検

討
が
求
め
ら
れ
て
い
る
―
等
、

令
和
６
年
度
改
定
に
向
け
 

た
検

討
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
１
月
　
日
に
開
か
れ
た
中

１８

医
協
「
総
会
」
で
、「
令
和
６

年
度
診
療
報
酬
改
定
に
向
け

た
検
討
の
進
め
方
」
が
了
承

さ
れ
た
。

　
令
和
６
年
度
の
診
療
報
酬

改
定
に
向
け
て
は
、
▼
ポ
ス

ト
２
０
２
５
年
も
見
据
え
た

介
護
報
酬
及
び
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
等
報
酬
と
の
同
時
改

定
▼
２
０
２
５
年
に
向
け
て

地
域
医
療
構
想
の
取
組
を
進

め
る
と
と
も
に
、
医
療
介
護

総
合
確
保
促
進
会
議
で
「
ポ

ス
ト
２
０
２
５
年
の
医
療
・

介
護
提
供
体
制
の
姿
」
が
と

り
ま
と
め
ら
れ
る
▼
感
染
症

法
・
医
療
法
改
正
に
よ
り
新

た
に
追
加
さ
れ
た
「
新
興
感

染
症
へ
の
対
応
」
を
含
む
５

疾
病
６
事
業
等
の
見
直
し
を
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皇
皇
皇
皇
皇
皇
皇
皇
皇
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皇
皇
皇
皇
皇
皇

今
月
の
３
冊

全
国
公
私
病
院
連
盟
 

　
　
役
員
会
だ
よ
り

日
時
　
２
月
　
日
（
金
）

１０

　
　
　
午
後
２
時
～
４
時

会
場
　
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る

　
　
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催

【
主
な
報
告
事
項
】

　
①
日
病
協
「
代
表
者
会

議
」（
１
月
　
日
）

２７

　
牧
野
副
会
長
と
邉
見
会

長
よ
り
報
告
が
あ
っ
た
。

　
②
邉
見
会
長
か
ら
の
報

告【
主
な
協
議
事
項
】

　
①
令
和
４
年
度
「
病
院

運
営
実
態
分
析
調
査
の
概

要
」（
案
）

　
事
務
局
よ
り
、
令
和
４

年
度
「
病
院
運
営
実
態
分

析
調
査
の
概
要
」（
案
）
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
了
承

さ
れ
た
。

　
②
令
和
５
年
度
定
時
総

会
（
６
月
　
日
）

１４

　
令
和
５
年
度
定
時
総
会

に
お
い
て
採
決
す
る
「
決

議
」
に
つ
い
て
、
邉
見
会

長
に
一
任
す
る
こ
と
が
了

承
さ
れ
た
。
　
　
　
以
上

災

砦

犀

祭

采采采采采采采

采采采采采采采

砕
砕
砕
砕
砕
砕

砕
砕
砕
砕
砕
砕

糠
甲 絞

溝
溝
溝
溝
溝
溝
溝
溝
皇 皇 皇 皇 皇 皇 皇 皇 皇 皇 皇 皇 皇 皇 皇 皇 皇 皇 皇 皇 皇 皇 皇 皇 皇 皇 皇

ツ
ー
ル
研
究
所
も
出
て
く

る
。
今
回
の
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
で
見
直
さ
れ
た
保
健
衛

生
の
重
要
性
を
子
供
達
や

爺
さ
ん
婆
さ
ん
に
も
判
り

や
す
い
入
門
書
で
も
あ

る
。
無
茶
振
り
か
も
し
れ

な
い
が
少
子
化
対
策
は

供
赤
ち
ゃ
ん
僑
や
供
子
供

の
病
気
僑
が
間
接
的
に
関

わ
っ
て
い
る
。
会
員
諸
兄

姉
は
必
ず
一
冊
を
ご
家
庭

に
。
　
さ
て
、
来
月
の
本
欄
で

は
少
子
化
の
根
源
に
迫
る

世
界
的
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
、

イ
ス
ラ
エ
ル
の
女
性
の
著

作
を
掲
載
予
定
で
あ
る
。

推
薦
者

邉
見
公
雄
（
全

国
公
私
病
院
連
盟
会
長
、

赤
穂
市
民
病
院
名
誉
院

長
）

畏
友
斎
藤
信
雄
君
の
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
で
知
っ
た

『R
A
C
O
N
T
E
-

 
 
 
 
 
 
 
 M  

O
I
L
A
S
A
N
T
E

 
 
   
 
   
 
 
 
 
』

（
ラ
コ
ン
ト
・
モ
ア
・
サ

ン
テ

保
健
衛
生
っ
て
な

あ
に
？
）
で
あ
る
。
フ
ラ

ン
ス
の
ロ
ー
ヌ
県
、
ヴ
ォ

ー
・
ア
ン
・
ヴ
ラ
ン
市
、

マ
・
デ
ユ
・
ト
ロ
ー
地
区

の
「
路
上
図
書
館
」
参
加

の
子
供
達
の
作
。
訳
は
斎

藤
君
の
知
人
で
あ
る
儀
我

久
美
子
さ
ん
と
飛
幡
祐
規

さ
ん
で
あ
る
。
ペ
ー
ジ
を

め
く
る
と
私
の
孫
達
の
描

く
絵
と
同
じ
よ
う
な
図
画

が
満
載
。
私
が
星
和
夫
先

輩
（
当
連
盟
副
会
長
で
「
い

ろ
鉛
筆
」
の
Ｈ
・
Ｋ
、
私

は
 

・
 

）
に
引
率
さ

れ
て
医
学
史
の
旅
で
訪
れ

た
オ
テ
ル
デ
ュ
ー
や
パ
ス

，Ｈ

，Ｋ

父
義
時
に
流
さ
れ
殺
さ
れ

た
悲
劇
の
武
士
（
も
の
の

ふ
）
で
あ
る
。
静
か
に
手

を
合
わ
せ
た
。
物
語
に
は

こ
の
２
人
も
登
場
す
る
。

「
鎌
倉
殿
の
　
人
」
で
の

１３

三
谷
幸
喜
の
才
能
を
再
認

識
。
最
近
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は

朝
ド
ラ
「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」

の
ク
ド
カ
ン
と
双
璧
で
あ

ろ
う
。
面
作
り
の
師
、
夜

叉
王
を
主
人
公
と
し
て
物

語
は
進
む
が
、
ス
ト
ー
リ

ー
は
読
ん
で
の
お
楽
し
み

に
…
。
こ
れ
ら
２
冊
は
文

庫
本
で
も
発
行
さ
れ
て
お

り
サ
ラ
ッ
と
読
め
る
。

　
３
冊
目
は
、
私
が
大
学

に
入
学
し
た
　
歳
か
ら
の

１８

ず
」
と
い
う
立
札
に
象
徴

さ
れ
る
。
旧
制
一
高
の
学

生
だ
っ
た
主
人
公
が
少
し

世
を
拗
ね
、
漱
石
曰
く
鬼

し
か
住
ま
な
い
箱
根
以
西

の
伊
豆
へ
逃
避
行
的
旅

行
。
そ
の
道
す
が
ら
踊
子

一
行
と
出
会
い
、
共
に
癒

さ
れ
初
恋
的
感
情
で
ウ
ィ

ン
ウ
ィ
ン
の
関
係
と
な

る
。
再
開
を
約
す
も
最
終

的
に
は
別
れ
る
と
い
う
情

緒
溢
れ
る
小
説
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
再
認
識
さ
せ

ら
れ
た
。

　
２
冊
目
は
岡
本
綺
堂
の

『
修
禅
寺
物
語
』
で
あ

る
。
こ
の
小
説
は
ど
ち
ら

か
と
言
え
ば
妖
怪
物
に
分

類
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

私
は
今
回
の
旅
行
で
初
め

て
修
禅
寺
を
訪
れ
、
頼
朝

に
流
さ
れ
た
異
母
弟
範
頼

の
墓
を
訪
れ
た
。
桂
川
を

見
下
ろ
す
小
高
い
丘
の
上

の
寂
れ
た
位
置
に
あ
り
、

往
復
　
分
位
誰
に
も
会
う

３０

こ
と
は
な
か
っ
た
。
川
向

い
の
丘
の
上
に
は
鎌
倉
二

代
将
軍
頼
家
の
墓
も
あ
る

が
、
こ
こ
も
苔
む
す
道
の

奥
に
あ
る
。
母
政
子
、
叔

　
先
月
末
、
私
的
な
会
で

あ
る
僻
地
研
究
会
で
中
嶋

昭
先
生
の
入
会
審
査
会

（
笑
）
を
兼
ね
て
天
城
を

訪
れ
、
我
が
国
初
の
ノ
ー

ベ
ル
文
学
賞
受
賞
作
家
川

端
康
成
氏
の
執
筆
宿
で
あ

る
湯
ヶ
島
温
泉
湯
本
館
に

宿
泊
。
翌
日
に
は
『
伊
豆

の
踊
子
』
の
舞
台
と
な
っ

た
地
を
巡
っ
た
。
こ
の
物

語
は
高
校
時
代
に
受
験
勉

強
の
息
抜
き
と
し
て
拾
い

読
み
か
斜
め
読
み
し
た
こ

と
が
あ
り
凡
そ
の
粗
筋
は

知
っ
て
い
た
。
今
回
じ
っ

く
り
読
み
返
し
て
み
る
と

色
々
な
こ
と
が
浮
か
び
上

が
っ
て
き
た
。
当
時
の
旅

芸
人
の
地
位
の
低
さ
は
町

の
入
口
の
辻
々
に
立
て
ら

れ
て
い
た「
捨
て
犬
、
猫
、

旅
芸
人
立
ち
入
る
べ
か
ら

糠甲

絞

溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝
皇
皇
皇

糠 甲

絞

溝溝溝溝溝溝溝溝
皇
皇
皇
皇
皇
皇
皇
皇
皇
皇
皇
皇

糠甲

絞

溝溝溝溝
皇
皇
皇
皇
皇
皇

『RACONTE-MOI LA SANTE』
儀我久美子、飛幡祐規／翻訳
薬事日報社／刊

『
伊
豆
の
踊
子
』（
新
装

版
）
　
川
端
康
成
／
著

　
新
潮
文
庫
／
刊

『
修
禅
寺
物
語
』（
新
装

増
補
版
）

　
岡
本
綺
堂
／
著

　
光
文
社
時
代
小
説
文
庫

／
刊

令和６年度診療報酬改定に向けた中医協等の検討スケジュール
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 （３） ２０２３年（令和５年）４月１日（土曜日） 公私病連ニュース  第５３６号

全
国
公
私
病
院
連
盟

第
　
回「
Ｄ
Ｐ
Ｃ
セ
ミ
ナ
ー
」開
く

１８

　
全
国
公
私
病
院
連
盟
は
２
月
３
日
、
Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
研
修
セ
ン
タ
ー
日
本
橋
に
お
い

て
「
第
　
回
Ｄ
Ｐ
Ｃ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
た
。
当
日
は
、
大
西
祥
男
先
生
（
加

１８

古
川
中
央
市
民
病
院
、
理
事
長
・
院
長
）、
柏
倉
夏
枝
先
生
（
山
形
市
立
病
院
済
生

館
・
医
療
情
報
管
理
室
）
、
阪
本
研
一
先
生
（
美
濃
市
立
美
濃
病
院
・
院
長
）
、
竹

田
寛
先
生
（
桑
名
市
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
・
理
事
長
）
の
４
氏
を
講
師
に
お
迎
え

し
て
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。今
号
で
は
講
演
の
要
旨
を
掲
載
す
る
こ
と
と
し
た
。

Ｄ
Ｐ
Ｃ
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
機
動
的

病
院
運
営
　
～
企
画
情
報
部
門
に
よ
る

分
析
か
ら
実
践
ま
で
～

大
　
西
　
祥
　
男

Ｄ
Ｐ
Ｃ
デ
ー
タ
に
よ
る
病
院
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
考
え
る
　
～
診
療
情
報
デ
ー
タ

を
扱
う
実
務
者
か
ら
医
療
職
へ
伝
え
た
い
こ
と
～

柏
　
倉
　
夏
　
枝

地
域
医
療
を
活
性
化
す
る
た
め
に

　
～
病
院
の
法
人
化
と
再
編
統
合
～

竹
　
田
　
　
　
寛

地
域
密
着
型
中
小
病
院
で
の

Ｄ
Ｐ
Ｃ
へ
の
取
り
組
み

阪
　
本
　
研
　
一

生
カ
ル
テ
作
成
な
ど
病
院
運

営
に
欠
か
せ
な
い
情
報
の
一

元
化
や
見
え
る
化
な
ど
の
病

院
運
営
支
援
ツ
ー
ル
の
開
発

も
行
っ
て
い
る
。

　
公
開
さ
れ
た
Ｄ
Ｐ
Ｃ
デ
ー

タ
を
利
用
し
て
、
東
播
磨
圏

域
で
の
今
後
の
人
口
予
測
と

当
院
に
お
け
る
疾
患
領
域
毎

の
医
療
需
要
予
測
を
行
い
、

医
師
の
働
き
方
改
革
が
進
む

中
、
地
域
医
療
提
供
体
制
や

当
院
の
方
向
性
並
び
に
医
師

確
保
の
考
え
方
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
る
。

　
以
上
、
当
院
の
企
画
情
報

部
門
に
よ
る
医
療
情
報
処
理

と
分
析
か
ら
目
標
を
立
て
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
し
て
パ
ス

の
見
直
し
、
患
者
支
援
セ
ン

タ
ー
の
関
与
並
び
に
チ
ー
ム

医
療
の
推
進
等
に
よ
り
実
践

に
移
し
、
目
標
を
達
成
す
る

ま
で
の
過
程
に
つ
き
概
説
し

た
い
。

を
用
い
て
目
標
を
た
て
る
。

そ
れ
を
基
に
年
３
回
、
院
内

　
部
門
に
対
し
て
院
長
ヒ
ア

７０リ
ン
グ
を
実
施
し
、
実
績
の

分
析
と
改
善
策
や
今
後
の
取

り
組
み
に
関
し
て
の
意
見
交

換
を
お
こ
な
い
、
医
療
の
質

向
上
と
経
営
改
善
を
図
っ
て

い
る
。
Ｄ
Ｐ
Ｃ
係
数
の
推

移
、
と
り
わ
け
機
能
評
価
係

数
Ⅱ
の
推
移
に
つ
い
て
も
解

説
す
る
。

　
そ
の
他
、
外
来
・
検
査
予

約
枠
取
得
状
況
、
外
来
患
者

混
雑
緩
和
対
策
、
手
術
室
稼

働

状

況
、C
o
v
id
 

 
 
  -

 

1
9  

 
職

員
休
職
管
理
、
医
学
部
実
習

し
分
析
を
加
え
て
、
フ
ァ
イ

ル
メ
ー
カ
ー
を
用
い
た
Ｂ
Ｉ

（B
u
s
in
e
s
s
I
n
t
e
l
l

 
 
 
  
 
 
 
   
 
 
 
 
 i

 

g
e
n
c
e

 
 
 
 
 
）
と
し
て
提
供
し
て

い
る
。
Ｂ
Ｉ
は
電
子
カ
ル
テ

上
で
職
員
全
員
が
閲
覧
、
情

報
共
有
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
各
部
署
で
は
そ
の
デ
ー

タ
に
基
づ
き
Ｂ
Ｓ
Ｃ
（B

a  
 l

 

a
n
c
e
d
S
c
o
r
e
C
a
r
d

 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
   
 
 
 
）

度
急
性
期
・
急
性
期
総
合
病

院
で
あ
る
。

　
当
院
で
は
、
開
院
当
初
よ

り
、
目
標
管
理
制
度
を
採
用

し
て
お
り
、
理
念
、
年
間
重

点
行
動
方
針
に
沿
っ
て
各
部

門
で
目
標
を
立
て
て
実
践
し

て
い
る
。
目
標
を
立
案
す
る

に
あ
た
り
必
要
な
多
く
の
医

療
情
報
を
日
々
収
集
し
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
、
分
析
、
企
画
立

案
、
シ
ス
テ
ム
開
発
な
ど
の

業
務
を
担
っ
て
い
る
の
が
企

画
情
報
部
門
で
、
上
級
医
療

情
報
技
師
を
は
じ
め
５
名
の

医
療
情
報
技
師
と
看
護
師
な

ど
　
名
で
構
成
さ
れ
て
い

１０
る
。
院
内
他
部
門
に
も
　
名
１０

の
医
療
情
報
技
師
が
在
籍

し
、
各
々
の
部
門
で
能
力
を

発
揮
し
て
い
る
。

　
企
画
情
報
部
で
は
Ｄ
Ｐ
Ｃ

に
関
わ
る
院
内
の
最
新
デ
ー

タ
等
を
日
々
収
集
し
、
整
理

　
２
０
１
１
年
、
加
古
川
市

民
病
院
と
神
鋼
加
古
川
病
院

は
統
合
し
、
地
方
独
立
行
政

法
人
加
古
川
市
民
病
院
機
構

を
設
立
し
た
。
５
年
間
は
加

古
川
西
市
民
病
院
と
加
古
川

東
市
民
病
院
の
２
病
院
体
制

で
運
営
し
た
後
、
２
０
１
６

年
に
加
古
川
中
央
市
民
病
院

を
開
院
し
た
。
現
在
、
６
０

０
床
、
６
大
セ
ン
タ
ー
（
心

臓
血
管
セ
ン
タ
ー
、
消
化
器

セ
ン
タ
ー
、
呼
吸
器
セ
ン
タ

ー
、
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
、
周

産
母
子
セ
ン
タ
ー
、
が
ん
集

学
的
治
療
セ
ン
タ
ー
）
を
中

心
に
　
診
療
科
の
総
合
力
で

３３

救
急
に
力
を
入
れ
て
い
る
高

迅
陣

尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋

薬
剤
（
添
付
文
書
上
の
禁
忌
）

に
対
す
る
薬
剤
管
理
指
導
、

⑥
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
受
入
状
況
の
把
握
と
院

内
感
染
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の

実
施
を
紹
介
す
る
。

　
適
切
な
時
期
に
、
対
策
に

必
要
な
資
料
を
提
供
す
る
こ

と
は
改
善
へ
の
近
道
と
な

る
。
Ｄ
Ｐ
Ｃ
デ
ー
タ
は
、
保

険
診
療
に
お
け
る
病
院
活
動

を
反
映
し
て
い
る
た
め
、
Ｅ

Ｆ
フ
ァ
イ
ル
・
様
式
１
を
使

用
し
、
病
院
活
動
の
全
体
像

と
細
部
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
で
き
、
本
来
対
策
が
必

要
な
も
の
を
抽
出
で
き
る
。

本
講
演
で
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
デ
ー
タ

を
利
用
し
た
医
療
の
質
向
上

へ
の
具
体
的
な
リ
ス
ク
へ
の

対
応
と
付
加
価
値
の
増
大
を

提
案
し
た
い
。

る
医
療
行
為
を
イ
メ
ー
ジ
出

来
な
い
と
、
実
態
に
即
し
た

も
の
に
な
ら
な
い
。
ま
た
、

Ｄ
Ｐ
Ｃ
デ
ー
タ
に
含
ま
れ
な

い
診
療
デ
ー
タ
に
つ
い
て

も
、
文
字
の
記
録
で
は
な
く

コ
ー
ド
化
さ
れ
た
記
録
を
残

し
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
デ
ー
タ
分
析
を

補
完
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
　
本
講
演
で
は
、
①
病
理
確

定
例
に
お
け
る
が
ん
治
療
開

始
遅
延
防
止
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
、
こ
の
方
法
を
利
用
し
た

②
画
像
診
断
に
お
け
る
が
ん

診
断
等
の
見
落
と
し
の
チ
ェ

ッ
ク
、
③
免
疫
抑
制
剤
・
抗

が
ん
剤
使
用
患
者
に
お
け
る

Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
再
活

性
化
対
策
、
④
ク
リ
ニ
カ
ル

パ
ス
適
応
率
の
改
善
に
向
け

て
、
⑤
定
期
検
査
が
必
要
な

剤
、
検
査
な
ど
、
様
々
な
デ

ー
タ
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
が
Ｄ
Ｐ
Ｃ
デ
ー
タ
の

強
み
で
あ
る
。
各
病
院
で
の

工
夫
に
よ
り
多
様
に
活
用
で

き
、
病
院
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
医
療
安
全

や
医
療
の
質
向
上
に
寄
与
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
Ｄ
Ｐ
Ｃ
デ
ー
タ
の
分
析

は
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
制
度
や
診
療
報

酬
請
求
の
理
解
、
デ
ー
タ
加

工
の
ス
キ
ル
、
現
場
に
お
け

　
Ｄ
Ｐ
Ｃ
デ
ー
タ
は
分
析
可

能
な
全
国
統
一
形
式
の
患
者

臨
床
情
報
、
診
療
情
報
で
あ

り
、
１
入
院
中
の
プ
ロ
セ
ス

が
把
握
で
き
る
。
入
院
時
と

退
院
時
の
状
態
、
入
院
中
の

診
療
行
為
、
使
用
さ
れ
た
薬

開
設
さ
れ
ま
す
。
ま
た
医
師

だ
け
で
な
く
、
看
護
師
、
技

術
職
員
、
事
務
職
員
な
ど
の

数
も
増
え
ま
す
の
で
、
診
療

の
質
の
向
上
は
も
と
よ
り
、

患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
職

員
の
待
遇
改
善
な
ど
、
病
院

全
体
と
し
て
の
機
能
が
向
上

し
ま
す
。
さ
ら
に
組
織
が
大

き
く
な
り
、
充
実
す
る
こ
と

に
よ
り
三
重
大
学
か
ら
の
医

師
派
遣
な
ど
の
支
援
も
強
力

と
な
り
ま
し
た
。
医
師
の
派

遣
は
、
３
病
院
へ
分
散
し
て

行
う
よ
り
も
、
統
合
さ
れ
大

き
く
な
っ
た
１
病
院
へ
ま
と

め
て
行
う
方
が
、
大
学
側
に

も
赴
任
す
る
医
師
に
も
喜
ば

れ
る
か
ら
で
す
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
病
院

の
法
人
化
と
再
編
・
統
合
の

メ
リ
ッ
ト
を
中
心
に
お
話
し

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
桑
名
市
総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
で
は
、
病
院
の
再
編

統
合
も
経
験
し
ま
し
た
。
当

院
の
前
身
は
病
床
数
２
０
０

床
前
後
の
桑
名
市
民
病
院
と

民
間
２
病
院
で
す
が
、
そ
の

官
民
３
病
院
を
統
合
し
て
病

床
数
４
０
０
床
の
地
方
独
立

行
政
法
人
の
新
病
院
と
し
、

２
０
１
８
（
平
成
　
）
年
、

３０

新
病
棟
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
統
合
に
よ
る
最
大
の
利
点

は
、
医
師
、
特
に
若
い
医
師

が
増
え
る
こ
と
で
す
。
統
合

す
る
前
の
医
師
数
は
３
病
院

合
わ
せ
て
　
人
ほ
ど
で
し
た

６５

が
、
統
合
後
は
１
２
５
人
前

後
と
約
２
倍
に
増
え
ま
し

た
。
医
師
が
増
え
る
こ
と
に

よ
り
、
既
存
の
診
療
科
に
お

け
る
診
療
の
質
・
量
と
も
に

向
上
し
、
新
し
い
診
療
科
も

常
勤
医
の
着
任
と
い
う
形
で

や
院
長
の
裁
量
権
が
大
幅
に

増
大
す
る
こ
と
で
す
。
職
員

の
定
数
管
理
が
な
く
な
り
、

必
要
な
部
署
へ
の
増
員
や
部

署
を
新
設
す
る
た
め
の
増
員

も
容
易
と
な
り
ま
す
。
ま
た

施
設
や
設
備
投
資
は
も
と
よ

り
、
職
員
に
対
す
る
手
当
や

特
別
賞
与
の
支
給
な
ど
も
、

理
事
長
や
院
長
の
裁
量
で
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
職
員
の

就
労
意
欲
が
向
上
し
、
よ
り

良
い
診
療
の
実
現
、
患
者
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
、
収
益
性
の

改
善
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
私
は
、
病
院
の
法
人
化
を

２
度
経
験
し
ま
し
た
。
１
度

は
三
重
大
学
医
学
部
附
属
病

院
の
院
長
と
し
て
、
も
う
１

度
は
桑
名
市
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
の
理
事
長
と
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
法
人
化
の
仕
事
に

携
わ
り
ま
し
た
。
法
人
化
の

最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
組
織

の
自
由
度
が
増
し
、
理
事
長

迅
陣

尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋

用
し
て
分
析
し
、
運
用
シ
フ

ト
に
お
い
て
は
、
現
場
に
混

乱
を
来
さ
な
い
、
分
か
り
易

く
、
明
確
な
運
用
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
職
員
で
共
有
す
る
こ
と

が
重
要
で
、
シ
フ
ト
後
も
継

続
的
に
モ
ニ
タ
ー
し
て
随
時

修
正
を
加
え
る
必
要
が
あ

る
。
地
域
か
ら
求
め
ら
れ
る

自
院
の
役
割
を
適
正
に
把
握

す
る
こ
と
が
出
発
点
で
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
未
曾
有
の
少
子
高
齢
化
が

進
む
中
で
、
限
ら
れ
た
資
源

で
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
如
何
に

し
て
対
応
す
る
か
と
い
う
本

邦
全
分
野
に
共
通
す
る
課
題

へ
の
対
応
と
し
て
、
地
域
密

着
型
中
小
病
院
に
お
け
る
Ｄ

Ｐ
Ｃ
を
は
じ
め
と
し
た
効
率

化
の
取
り
組
み
の
一
例
を
提

示
し
た
い
。

同
病
床
の
制
度
廃
止
に
伴
い

２
０
１
４
年
に
地
域
包
括
ケ

ア
病
棟
（
１
病
棟
　
床
）
と

４５

し
た
。

　
２
０
１
８
年
に
は
地
域
包

括
ケ
ア
病
棟
を
２
病
棟
　
床
７７

と
し
、
急
性
期
Ｄ
Ｐ
Ｃ
病
棟

（
１
病
棟
　
床
）
と
共
に
運

４５

用
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
病

床
運
用
の
効
率
化
に
よ
り
、

入
院
患
者
の
平
均
年
齢
が
２

０
０
５
年
の
　
・
１
歳
か
ら

６６

２
０
１
９
年
に
は
　
・
３
歳

７７

ま
で
高
齢
化
が
進
み
、
要
介

助
率
が
　
％
以
上
と
な
る

５０

中
、　

日
以
上
の
長
期
入
院

９０

率
を
同
じ
く
　
・
４
％
→
８
・

１９

５
％
に
抑
制
し
つ
つ
、
入
院

収
益
効
率
を
大
幅
に
向
上
さ

せ
る
こ
と
で
経
営
安
定
化
の

基
盤
を
確
保
す
る
こ
と
が
出

来
て
い
る
。

　
病
床
設
計
に
際
し
て
は
、

Ｄ
Ｐ
Ｃ
デ
ー
タ
を
十
分
に
活

し
て
の
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

お
よ
び
院
内
外
の
医
療
提
供

体
制
の
効
率
化
に
続
く
病
床

運
用
の
効
率
化
が
経
営
基
盤

を
確
保
す
る
た
め
に
は
特
に

重
要
で
あ
る
。
当
院
は
、
出

来
高
診
療
・
診
療
科
別
病
棟

か
ら
包
括
診
療
・
病
期
別
病

棟
に
徐
々
に
病
床
運
用
を
シ

フ
ト
さ
せ
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
病
床
／

亜
急
性
期
　
地
域
包
括
ケ
ア

or

病
床
の
比
率
を
変
化
さ
せ
る

こ
と
で
、
入
院
患
者
の
高
齢

化
に
対
応
し
て
き
た
。

　
２
０
０
６
年
に
Ｄ
Ｐ
Ｃ
導

入
を
決
定
し
、
コ
ス
ト
管
理

や
医
療
の
標
準
化
の
徹
底
を

進
め
、
２
０
０
８
年
か
ら
Ｄ

Ｐ
Ｃ
を
導
入
し
た
。
ま
た
、

回
復
期
・
慢
性
期
患
者
の
受

け
皿
と
し
て
、
２
０
０
６
年

か
ら
亜
急
性
期
病
床
を
４
床

で
稼
働
さ
せ
、
そ
の
後
、
段

階
的
に
　
床
ま
で
増
や
し
、

２６

り
２
０
３
０
年
に
ピ
ー
ク
を

迎
え
る
。
同
年
齢
人
口
は
２

０
２
５
年
に
は
２
０
０
５
年

比
で
　
％
増
、
２
０
３
０
年

３６

に
は
同
じ
く
　
％
増
と
な
る

４７

が
、
医
療
提
供
側
の
人
的
資

源
が
不
足
し
て
お
り
２
０
０

４
年
の
新
医
師
臨
床
研
修
制

度
、
２
０
１
７
年
の
新
専
門

医
制
度
の
影
響
で
医
師
確
保

に
窮
す
る
状
況
が
続
い
て
き

た
。
　
限
ら
れ
た
医
療
資
源
で
地

域
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応
す

る
べ
く
様
々
な
効
率
化
を
図

っ
て
き
た
が
、
初
期
改
革
と

　
美
濃
市
立
美
濃
病
院
（
以

下
、
当
院
）
は
、
人
口
約
２

万
人
の
岐
阜
県
美
濃
市
で
唯

一
病
床
を
持
つ
１
２
２
床
の

地
域
密
着
型
中
小
病
院
で
あ

る
。
美
濃
市
の
総
人
口
は
減

少
傾
向
に
あ
る
が
医
療
介
護

の
対
象
年
齢
層
で
あ
る
　
歳
７５

以
上
の
人
口
は
増
加
し
て
お

中
島
昭
・
連
盟
副
会
長
。

　
会
場
の
も
よ
う
。（
右
下
）

司
会
・
座
長
の
邉
見
公
雄
・

連
盟
会
長
。（
左
隣
）
座
長
の

◇
　
　
◇
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療
報
酬
請
求
事
務
セ
ミ
ナ

ー
」「
医
療
事
故
防
止
セ
ミ

ナ
ー
」「
看
護
管
理
セ
ミ
ナ

ー
」「
Ｄ

Ｐ

Ｃ

セ

ミ

ナ

ー
」
）
、
令
和
６
年
度
改
定

診
療
報
酬
点
数
表
説
明
会

　
９
．
保
険
事
業
の
推
進

　
①
病
院
賠
償
責
任
保
険
の

取
り
扱
い
、
②
勤
務
医
師
賠

償
責
任
保
険
の
取
り
扱
い
、

③
看
護
職
賠
償
責
任
保
険
の

取
り
扱
い
、
④
医
療
機
関
用

サ
イ
バ
ー
保
険
の
取
り
扱

い
、
⑤
居
宅
事
業
者
総
合
保

険
の
取
り
扱
い
、
⑥
株
式
会

社
公
私
病
連
共
済
会
（
保
険

代
理
店
）
と
の
連
携
、
⑦
特

定
退
職
金
共
済
制
度
の
推
進

と
取
り
扱
い

　
　
．
医
療
・
福
祉
関
係
団

１０
体
と
の
連
携
強
化

　
　
．
そ
の
他
必
要
な
活
動

１１
の
推
進

以
上

　
①
加
盟
団
体
の
組
織
強
化

の
推
進
、
②
日
本
病
院
団
体

協
議
会
と
の
連
携
（
日
病
協

「
代
表
者
会
議
」
の
対
応
、

日
病
協
「
診
療
報
酬
実
務
者

会
議
」
の
対
応
）、
③
委
員
会

活
動
の
活
性
化

　
５
．
病
院
経
営
改
善
対
策

の
推
進

　
①
病
院
の
経
営
改
善
対

策
、
②
税
制
対
策
の
推
進

　
６
．
調
査
活
動
の
推
進

　
①
令
和
５
年
６
月
病
院
運

営
実
態
分
析
調
査
の
実
施
お

よ
び
報
告
書
の
発
行
、
②
病

院
経
営
健
全
化
の
た
め
に
必

要
な
調
査
の
実
施

　
７
．
広
報
活
動
の
推
進

　
①
「
公
私
病
連
ニ
ュ
ー
ス
」

の
発
行
、
②
「
国
民
の
健
康

会
議
」
の
開
催
、
③
「
広
報

委
員
会
」
の
運
営

　
８
．
研
修
活
動
の
推
進

　
①
講
習
会
の
開
催
（
「
診

　
２
．
医
療
制
度
対
策
の
推

進　
①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
推
進
、
②
医

療
保
険
制
度
対
策
の
推
進
、

③
専
門
医
制
度
対
策
、
④
勤

務
医
師
確
保
対
策
お
よ
び
労

働
負
担
軽
減
対
策
、
⑤
医
療

提
供
体
制
対
策
の
推
進
（
地

域
医
療
構
想
対
策
、
看
護
師

確
保
対
策
、
療
養
病
床
の
あ

り
方
の
検
討
）
、
⑥
医
療
基

本
法
制
定
に
向
け
た
対
応

　
３
．
高
齢
者
医
療
・
介
護

対
策
の
推
進

　
①
介
護
保
険
制
度
対
策
の

推
進
、
②
適
正
な
高
齢
者
医

療
対
策
の
研
究
お
よ
び
提
言

　
４
．
組
織
強
化
対
策
の
推

進

　
全
国
公
私
病
院
連
盟
の

「
理
事
会
」
で
「
令
和
５
年

度
事
業
計
画
書
」
が
了
承
さ

れ
ま
し
た
。
本
連
盟
で
は
、

国
民
医
療
の
確
保
と
会
員
病

院
は
も
と
よ
り
全
国
の
病
院

の
医
療
・
保
健
・
福
祉
活
動

に
資
す
る
た
め
、
下
記
の
事

業
を
推
進
し
ま
す
。

　
　
　
記

　
１
．
診
療
報
酬
お
よ
び
介

護
報
酬
対
策
運
動
の
推
進

　
①
令
和
６
年
度
診
療
報
酬

改
定
に
向
け
た
対
策
の
推

進
、
②
消
費
税
損
税
解
消
対

策
の
推
進
、
③
中
央
社
会
保

険
医
療
協
議
会
へ
の
病
院
の

意
見
反
映
、
④
令
和
６
年
度

介
護
報
酬
改
定
に
向
け
た
対

策
の
推
進 令

和
５
年
度
事
業
計
画
書

―
　
全
国
公
私
病
院
連
盟
　
―

く
な
い
と
い
う
考
え
の
培
養

土
に
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い

現
在
の
考
え
で
あ
る
。

　
表
紙
の
絵
に
あ
る
カ
ナ
リ

ア
風
の
黄
色
い
鳥
（
コ
ウ
ノ

ト
リ
や
ペ
リ
カ
ン
で
は
な

い
）は
、
女
性
を
一
人
の
女
、

人
と
し
て
の
全
て
を
隠
し
て

し
ま
う
の
を
後
悔
し
て
い
る

姿
で
あ
ろ
う
か
？
　
こ
の
本

の
冒
頭
に
あ
る
ド
イ
ツ
で
の

オ
ン
ラ
イ
ン
討
論
で
の
コ
メ

ン
ト
に
は
「
こ
の
女
を
通
り

に
引
き
ず
り
出
し
て
釘
抜
で

歯
を
引
っ
こ
抜
き
、
町
の
子

供
全
員
を
並
ば
せ
、
ナ
イ
フ

で
女
の
肉
片
を
切
り
落
と
さ

せ
る
べ
き
だ
。
そ
の
後
女
は

生
き
た
ま
ま
焼
か
れ
る
べ
き

だ
」
と
い
う
よ
う
な
魔
女
狩

り
論
的
な
も
の
も
書
か
れ
て

い
る
。
著
者
の
論
に
同
調
は

し
な
い
も
の
の
「
こ
う
い
う

人
も
い
る
の
か
。
い
て
も
い

い
ん
だ
」
く
ら
い
の
知
識
と

し
て
は
保
守
本
流
の
私
と
し

て
も
納
得
し
て
い
る
。

　
こ
の
本
の
書
評
を
書
く
べ

き
か
相
当
悩
み
も
し
た
が
、

昨
年
の
報
道
の
自
由
度
世
界

　
位
を
知
り
国
民
と
し
て
書

７１こ
う
と
決
め
た
次
第
で
あ

る
。
会
員
諸
兄
姉
の
読
後
感

を
是
非
お
伺
い
し
た
い
。

推
薦
者：

邉
見
公
雄
（
全
国

公
私
病
院
連
盟
会
長
、
赤
穂

市
民
病
院
名
誉
院
長
）

る
」
に
続
く
。
こ
の
子
達
が

い
な
け
れ
ば
自
分
は
も
っ
と

別
の
豊
か
な
人
生
を
と
考
え

つ
つ
も
、
や
は
り
マ
ザ
ー
リ

ン
グ
に
没
頭
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
母
親
達
の
ア
ン
ビ

バ
レ
ン
ス
が
描
か
れ
て
い

る
。
注
目
す
べ
き
は
、
も
し

子
供
を
手
離
せ
る
な
ら
最
愛

の
夫
と
別
れ
る
こ
と
も
考
え

る
と
い
う
母
が
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。（
１
９
４
～

１
９
５
ペ
ー
ジ
）

　
第
５
章
「
で
も
子
供
た
ち

は
ど
う
な
る
？
」
で
は
、
子

供
達
に
母
が
後
悔
し
て
い
る

と
い
う
の
を
知
ら
せ
な
い
と

い
う
結
論
。
マ
ス
ク
と
は
桁

違
い
の
同
調
圧
力
で
あ
る
。

「
子
供
を
守
る
、
子
供
と
の

絆
を
守
る
、
自
分
を
守
る
」

た
め
に
も
。
そ
し
て
第
６
章

で
主
体
と
し
て
の
母
。
現
代

の
西
洋
社
会
で
は
、
主
と
し

て
家
の
外
で
の
有
給
労
働
を

目
指
す
キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン

と
家
庭
で
の
無
給
労
働
を
主

と
す
る
ス
ー
パ
ー
マ
ザ
ー
と

い
う
２
つ
の
流
れ
が
区
分
で

き
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

加
え
て
、
新
自
由
主
義
的
資

本
主
義
の
「
完
璧
で
あ
れ
」

と
い
う
精
神
で
あ
る
（
２
６

９
ペ
ー
ジ
）
。
ど
ん
な
恵
ま

れ
た
環
境
で
も
母
に
な
り
た

見
る
と
良
き
母
親
、
女
性
像

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
こ
と

が
ど
こ
の
国
で
も
一
般
的
で

あ
る
。
そ
れ
が
正
し
い
母
、

女
で
あ
る
と
。
産
後
う
つ
病

な
ど
は
母
親
未
満
の
弱
い
人

と
思
わ
れ
、
セ
ラ
ピ
ー
に
も

行
き
づ
ら
い
と
の
声
も
。
父

と
違
っ
て
母
は
常
に
子
供
の

傍
に
居
な
い
と
と
い
う
考
え

も
未
だ
普
遍
的
で
あ
り
、
ゴ

ミ
を
捨
て
に
行
っ
て
永
久
に

戻
ら
な
い
父
の
様
に
は
な
か

な
か
な
れ
な
い
。

　
第
３
章
は
テ
ー
マ
の
核

心
、
母
に
な
っ
た
後
悔
で
あ

る
。「
そ
れ
は
ひ
ど
い
間
違

い
で
し
た
」
と
い
う
の
が
　２３

人
全
員
の
答
え
で
あ
る
。
質

問
を
終
え
る
前
に
答
え
た
と

い
う
人
も
多
か
っ
た
。
タ
ブ

ー
視
さ
れ
て
い
て
言
え
な
か

っ
た
こ
と
を
言
う
の
で
フ
ラ

イ
ン
グ
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

お
母
さ
ん
で
あ
る
こ
と
に
我

慢
で
き
ま
せ
ん
、
耐
え
ら
れ

ま
せ
ん
。「
マ
マ
、
マ
マ
、
マ

マ
」
は
や
め
て
、
一
人
き
り

に
し
て
！
「
奴
隷
、
退
屈
な

重
労
働
な
の
で
す
」
。
母
で

あ
る
こ
と
を
後
悔
す
る
こ
と

を
明
確
に
表
現
す
る
言
葉
が

無
い
と
い
う
こ
と
が
こ
の
問

題
の
深
刻
さ
を
浮
き
彫
り
に

し
て
い
る
と
私
は
捉
え
た
。

（
１
３
４
ペ
ー
ジ
）

　
一
般
に
は
、
子
供
を
持
つ

こ
と
（
母
に
な
る
）
の
メ
リ

ッ
ト
が
デ
メ
リ
ッ
ト
よ
り
多

い
の
で
、
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド

に
な
る
ま
で
の
我
慢
と
い
う

ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
が
、
こ

の
本
で
は
第
４
章
「
許
さ
れ

な
い
感
情
を
持
っ
て
生
き

を
悔
い
て
い
る
。　

人
が
離

１４

婚
や
別
居
を
し
て
お
り
、
バ

イ
ア
ス
が
か
か
っ
た
調
査
と

指
摘
す
る
の
は
簡
単
だ
が

供
殆
ど
病
院
、
時
々
在
宅
僑

の
人
生
で
、
育
児
の
大
部
分

を
家
内
に
任
せ
っ
き
り
の
私

は
目
を
つ
ぶ
る
し
か
な
い
。

　
本
は
６
章
建
て
、
ま
ず
第

１
章
で
は
社
会
常
識
と
し
て

女
は
結
婚
し
て
母
親
に
な
る

と
い
う
不
文
律
を
疑
わ
な

い
。
特
に
イ
ス
ラ
エ
ル
で
は

母
に
な
る
こ
と
は
名
誉
な
こ

と
で
あ
る
と
国
民
全
体
が
思

っ
て
お
り
、
自
然
の
摂
理
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
更
に
高

度
な
生
殖
医
療
も
相
俟
っ

て
、
高
い
出
生
率
を
保
っ
て

い
る
。
同
じ
よ
う
な
国
と
し

て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
著
者

は
挙
げ
て
い
る
。
２
０
０
４

年
ピ
ー
タ
ー
カ
ス
テ
ロ
財
務

大
臣
は
少
子
化
と
年
金
費
用

増
加
を
理
由
に
「
一
人
は
母

の
為
、
一
人
は
父
の
為
、
そ

し
て
一
人
は
国
の
為
に
」

「
家
に
帰
っ
て
今
夜
愛
国
的

義
務
を
果
た
す
よ
う
に
」

と
。
か
つ
て
我
が
国
の
大
臣

に
も
同
様
の
発
言
を
さ
れ
た

方
が
お
ら
れ
物
議
を
醸
し
た

が
…
。
家
族
や
社
会
の
約
束

と
し
て
受
動
的
ラ
イ
フ
コ
ー

ス
と
し
て
ほ
と
ん
ど
の
人
が

母
に
な
る
と
著
者
は
説
く
。

　
第
２
章
は
、
要
求
の
多
い

母
親
業
。
産
ん
で
か
ら
育
児

も
殆
ど
一
人
で
や
ら
な
い
と

い
け
な
い
。
良
い
母
親
像
に

は
聖
母
マ
リ
ア
の
様
な
存
在

か
ら
性
的
対
象
ま
で
多
く
が

求
め
ら
れ
る
。
オ
ム
ツ
や
離

乳
食
、
粉
ミ
ル
ク
の
広
告
を

　
今
月
は
『
母
親
に
な
っ
て

後
悔
し
て
る
（R

e
g
r
e
t
t
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n
g
m
o
t
h
e
r
h
o
o

 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 d

 
）』、

オ
ル
ナ
・
ド
ー
ナ
ト
著
、
鹿

田
昌
美
訳
で
あ
る
。
数
年
前

話
題
に
な
っ
た
の
を
知
っ
て

い
た
が
、
今
回
異
次
元
の
少

子
化
対
策
を
岸
田
氏
が
打
ち

出
し
、
ま
た
当
連
盟
の
「
国

民
の
健
康
会
議
」
で
テ
ー
マ

に
少
子
化
を
取
り
上
げ
る
と

決
ま
り
、
是
非
一
読
必
須
と

読
ん
だ
。
読
後
感
は
な
る
ほ

ど
と
納
得
す
る
一
方
、
も
や

も
や
感
も
多
く
、
傍
線
を
付

け
た
り
、
折
っ
た
ペ
ー
ジ
を

読
み
直
し
て
み
て
も
す
っ
き

り
し
な
い
。
や
は
り
著
者
の

言
う
想
像
力
の
植
民
地
化
さ

れ
た
人
に
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
ん
だ
と
自
嘲
し
た
り
し

て
こ
の
文
章
を
書
い
て
い

る
。
　
著
者
は
合
計
特
殊
出
生
率

３
を
誇
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の

「
私
は
子
供
を
持
た
な
い
」

と
決
意
し
た
女
性
社
会
学
者

で
あ
る
。
男
女
を
問
わ
ず
一

定
期
間
の
徴
兵
制
や
供
キ
ブ

ツ
僑
と
い
う
集
団
生
活
も
あ

る
中
東
に
あ
る
ユ
ダ
ヤ
人
国

家
で
第
二
次
世
界
大
戦
後
に

で
き
た
特
殊
な
国
で
あ
る
。

こ
の
本
は
「
今
の
知
識
と
経

験
を
踏
ま
え
て
過
去
に
戻
る

こ
と
が
で
き
た
ら
、
そ
れ
で

も
母
に
な
り
ま
す
か
？
」
と

の
問
い
に
「
Ｎ
Ｏ
」
と
答
え

た
　
人
の
女
性
と
の
面
談
か

２３
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
女
性

の
年
齢
は
　
歳
か
ら
　
歳
、

２６

７３

５
人
は
祖
母
で
あ
る
。
祖
母

に
な
っ
て
可
愛
い
孫
が
い
て

も
や
は
り
母
に
な
っ
た
こ
と

母
親
に
な
っ
て
後
悔
し
て
る
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治
療
・
院
内
感
染
対
策
・
マ
ス
ク
・

面
会
・
療
養
期
間
 
に
つ
い
て
周
知

　
ど
な

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
流
行
も
３
年
が
経
過

し
、
５
月
に
は
制
度
上
は

供
５
類
感
染
症
僑
と
な
り

ま
す
が
、
今
後
も
流
行
の

消
長
を
経
て
い
ず
れ
供c

 o

 

m
m
o
n
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o
l
d

 
 
 
 
   
 
 
 
僑
と
な

っ
て
行
く
の
で
し
ょ
う

か
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
に
あ

っ
て
地
域
の
各
医
療
機
関

の
真
の
機
能
・
能
力
と
使

命
感
が
明
ら
か
に
な
っ
た

の
は
当
地
に
限
ら
な
い
で

し
ょ
う
し
、
ま
た
特
に
当

初
は
行
政
サ
イ
ド
の
旧
態

然
た
る
紙
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電

話
文
化
、
か
た
や
行
政
サ

イ
ド
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー

ト
と
し
て
対
応
し
た
地
域

医
師
会
の
理
解
不
足
に
悩

ま
さ
れ
た
医
療
機
関
も
少

な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

我
が
国
の
医
療
体
制
の
歪

み
と
脆
弱
性
が
十
二
分
に

曝
け
出
さ
れ
た
３
年
間
で

し
た
。

　
診
療
報
酬
改
定
の
た
び

に
供
厚
労
省
の
意
図
を
読

ん
だ
僑
解
説
を
耳
に
し
ま

す
が
、
こ
の
国
の
医
療
が

目
指
す
姿
、
全
体
像
は
ど

こ
に
示
さ
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
、
あ
る
い
は
何

処
に
隠
さ
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
国
、
厚
労
省

が
示
す
総
論
・
抽
象
的
表

現
に
は
大
い
に
賛
同
で
き

る
点
が
多
い
の
で
す
が
、

し
か
し
社
会
構
造
や
医
療

需
要
の
変
化
を
受
け
止
め

る
医
療
体
制
の
具
体
的
全

体
像
と
到
達
の
た
め
の
プ

ロ
セ
ス
は
充
分
に
議
論
さ

れ
語
り
尽
く
さ
れ
て
は
い

な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

供
地
域
医
療
構
想
僑
の
議

論
も
医
療
需
要
推
計
を
示

し
、
掛
け
声
を
か
け
た
だ

け
で
は
遅
々
と
し
て
進
み

ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
長

期
的
到
達
目
標
を
明
確
に

せ
ず
部
分
部
分
を
積
み
上

げ
て
の
漂
流
を
続
け
る
の

で
し
ょ
う
か
。
不
安
に
駆

ら
れ
ま
す
。

　
重
要
課
題
で
あ
る
「
か

か
り
つ
け
医
機
能
」
の
整

備
に
は
前
提
と
し
て
医
療

機
能
分
担
と
医
療
情
報
の

共
有
が
必
須
で
あ
り
、
前

者
は
診
療
報
酬
体
系
で
誘

導
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
見

え
ま
す
が
、
後
者
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
甚
だ
不

安
で
す
。
た
と
え
ば
開
業

医
は
グ
ル
ー
プ
化
し
て

「
か
か
り
つ
け
医
機
能
」

を
発
揮
し
て
い
た
だ
こ
う

と
の
考
え
を
耳
に
し
ま
す

が
、
開
業
医
が
使
用
し
て

い
る
電
子
カ
ル
テ
は
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
を
想
定
し
て

い
な
い
も
の
が
多
く
、
頻

用
さ
れ
て
い
る
情
報
共
有

ア
プ
リ
は
チ
ャ
ッ
ト
の
域

を
出
ず
、
診
療
録
で
は
あ

り
得
ま
せ
ん
。供
医
療
Ｄ

Ｘ
の
推
進
に
関
す
る
工
程

表
（
骨
子
案
）
僑
が
示
さ

れ
ま
し
た
が
、
ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
、
地
域
の
す
べ
て

の
医
療
機
関
が
情
報
を
共

有
で
き
、
全
国
ど
こ
で
医

療
を
受
け
る
事
に
な
っ
て

も
必
要
な
医
療
情
報
を
即

座
に
入
手
で
き
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
を
加
速
し

て
頂
き
た
い
も
の
で
す
。

僅
か
な
補
助
金
と
僅
か
な

診
療
報
酬
加
算
で
推
進

し
、
結
果
と
し
て
病
院
間

の
情
報
共
有
に
役
立
た

ず
、
青
息
吐
息
で
更
新
を

繰
り
返
さ
ね
ば
な
ら
な
い

供
電
子
カ
ル
テ
僑の
轍
を
踏

む
事
な
く
、
Ｄ
Ｘ
の
基
盤

で
あ
る
強
固
な
情
報
イ
ン

フ
ラ
へ
の
充
分
な
初
期
投

資
と
持
続
可
能
な
運
用
体

制
の
構
築
を
期
待
し
ま
す
。

（
Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連
　

帯
広
厚
生
病
院
・
名
誉
院

長
）

頃

墾

困

婚

今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今

今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今

坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤

坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤

今
こ
そ
情
報
イ
ン
フ
ラ
整
備

連
盟
　
常
務
理
事
　

菊
　
池
　
英
　
明

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
５
月
８
日
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
感
染
症
法
上
の
位
置

づ
け
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
コ
ロ
ナ
診
療
に
対
応
し
て
い
な
か
っ

た
医
療
機
関
も
含
め
て
幅
広
い
医
療
機
関
に
コ
ロ
ナ
診
療
に
当
た
っ
て
い
た
だ
け
る

環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
重
要
と
し
て
、
医
療
機
関
向
け
の
啓
発
資
材
（
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
）
を
提
供
（
Ｈ
Ｐ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
）
し
て
い
る
の
で
、
今
号
で
は
そ
の
一

部
を
掲
載
（
１
面
と
４
面
）
し
ま
す
。
ま
た
、
療
養
期
間
の
考
え
方
等
に
つ
い
て
、

４
月
　
日
付
で
事
務
連
絡
が
発
出
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
２
面
に
掲
載
し
ま
す
。

１４

ビ
ル
（
商
品
名

パ
キ
ロ
ビ

ッ
ド
パ
ッ
ク
）
】
の
投
与
が

考
慮
さ
れ
ま
す
。

　
▽
発
症
か
ら
３
日
以
内
、

か
つ
重
症
化
リ
ス
ク
因
子
が

な
く
、
発
熱
、
咽
頭
痛
、
咳

な
ど
の
症
状
が
強
い
患
者
に

は
、
エ
ン
シ
ト
レ
ル
ビ
ル

（
商
品
名

ゾ
コ
ー
バ
錠
）

ま
し
い
が
コ
ホ
ー
テ
ィ
ン
グ

（
同
じ
感
染
症
の
患
者
同
士

を
同
室
）
も
可

　
●
疑
い
患
者

コ
ロ
ナ
以

外
の
疾
患
の
可
能
性
が
あ
る

た
め
確
定
患
者
と
別
の
病
室

と
な
る
よ
う
原
則
と
し
て
個

室
に
収
容

　
●
ゾ
ー
ニ
ン
グ
は
病
室
単

位
で
行
う
（
図
略
）

　
●
換
気

病
室
内
か
ら
廊

下
へ
空
気
が
流
れ
な
い
よ

う
、
空
調
換
気
設
備
の
吸
排

気
の
設
定
や
適
切
な
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
、
必
要
に
応
じ
た
ク

リ
ー
ン
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
を

利
用

 　
■
マ
ス
ク
に
つ
い
て
、
医

医
療
機
関
に
お
け
る
マ
ス

ク
・
面
会
に
つ
い
て

　
２
．
診
察
・
検
体
採
取
時

の
工
夫
（
例
）


　
・
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
に
よ

る
簡
易
な
分
離
、
空
き
部
屋

等
の
活
用

　
・
検
体
採
取
を
屋
外
や
駐

車
場
の
車
中
で
実
施
（
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
に
配
慮
）

　
・
発
熱
患
者
の
導
線
を
分

離
（
矢
印
等
で
解
り
や
す
く

表
示
）

　
３
．
上
記
の
空
間
的
分
離

が
構
造
的
に
困
難
な
場
合
は

時
間
的
分
離
で
対
応

院
内
感
染
対
策
に
つ
い
て
②

病
床
の
考
え
方
・
換
気

　
１
．
病
棟

病
棟
全
体
の

ゾ
ー
ニ
ン
グ
（
専
用
病
棟
化
）

は
基
本
的
に
不
要

　
２
．
病
室

以
下
の
点
に

留
意
す
る

　
●
確
定
患
者

個
室
が
望

箇
所
に
直
接
接
触
す
る
可
能

性
が
あ
る
場
合
に
装
着
（
患

者
お
よ
び
患
者
周
囲
の
汚
染

箇
所
に
直
接
接
触
し
な
い
場

合
は
不
要
）

　
４
．
Ｎ
　
マ
ス
ク

エ
ア

９５

ロ
ゾ
ル
産
生
手
技
（
＝
気
管

挿
管
・
抜
管
、
気
道
吸
引
、

ネ
ー
ザ
ル
ハ
イ
フ
ロ
ー
装

着
、
Ｎ
Ｐ
Ｐ
Ｖ
装
着
、
気
管

切
開
術
、
心
肺
蘇
生
、
用
手

換
気
、
上
部
消
化
管
、
内
視

鏡
、
気
管
支
鏡
検
査
、
ネ
ブ

ラ
イ
ザ
ー
療
法
、
誘
発
採
痰

な
ど
）
を
実
施
す
る
場
合
や

激
し
い
咳
の
あ
る
患
者
や
大

き
な
声
を
出
す
患
者
に
対
応

す
る
場
合
に
装
着

外
来
に
お
け
る
院
内
の
ゾ
ー

ニ
ン
グ
・
動
線
分
離

　
１
．
待
合
の
工
夫
（
例
）


自
家
用
車
で
来
院
し
て
い

る
患
者
は
車
中
で
待
機

を
診
療
す
る
場
合
の
感
染
対

策
は
、
学
会
等
の
感
染
対
策

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
い
つ
つ

効
率
性
も
考
慮
し
た
対
応
を

お
願
い
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
患
者
・
疑
い
患

者
診
療
時
の
個
人
防
護
具
の

選
択
に
つ
い
て
（
入
院
・
外

来
共
通
）

　
１
．
サ
ー
ジ
カ
ル
マ
ス
ク


常
に
着
用
（
交
換
は
汚
染

し
た
場
合
や
勤
務
終
了
時

等
）
　
２
．
ゴ
ー
グ
ル
・
フ
ェ
イ

ス
シ
ー
ル
ド

飛
沫
曝
露
の

リ
ス
ク
が
あ
る
場
合
（
＝
患

者
が
マ
ス
ク
の
着
用
が
で
き

な
い
場
合
、
近
い
距
離
で
の

処
置
、
検
体
採
取
時
等
）
に

装
着
（
交
換
は
サ
ー
ジ
カ
ル

マ
ス
ク
と
同
様
）

　
３
．
手
袋
と
ガ
ウ
ン

患

者
お
よ
び
患
者
周
囲
の
汚
染

の
投
与
も
考
慮
さ
れ
ま
す
。

　
▽
４
剤
の
抗
ウ
イ
ル
ス
薬

の
う
ち
ど
れ
を
選
択
す
る
か

は
、
発
症
か
ら
の
日
数
と
重

症
化
リ
ス
ク
因
子
の
有
無
に

加
え
て
、
妊
娠
の
有
無
、
腎

機
能
、
常
用
薬
、
点
滴
可
能

か
ど
う
か
、
変
異
株
の
流
行

状
況
を
み
て
判
断
し
ま
し
ょ

う
（
【
参
考
】
軽
症
か
ら
中

等
症
Ⅰ
の
患
者
に
対
す
る
薬

物
療
法
の
考
え
方
を
参
照
）。

院
内
感
染
対
策
に
つ
い
て
①

　
■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
患
者
・
疑
い
患
者

　
昨
年
、
安
部
元
首
相
が
暗

殺
さ
れ
た
が
、
幕
末
維
新
の

頃
が
最
も
テ
ロ
や
暗
殺
が
横

行
し
、
坂
本
龍
馬
や
佐
久
間

象
山
、
大
久
保
利
通
ら
多
く

の
優
れ
た
人
材
を
失
っ
た
。

岡
田
以
蔵
や
田
中
新
兵
衛
ら

が
テ
ロ
リ
ス
ト
と
し
て
有
名

だ
が
、
最
大
の
テ
ロ
リ
ス
ト

は
大
老
井
伊
直
弼
で
あ
る
▼

彼
は
「
戌
午
の
密
勅
」
が
、

水
戸
藩
に
下
さ
れ
た
こ
と
に

激
怒
。
京
に
い
た
腹
臣
長
野

主
膳
は
、
強
権
を
発
動
し
、

奉
行
所
や
佐
幕
派
公
家
等
を

総
動
員
し
徹
底
的
な
探
索
を

強
行
。
が
、
密
勅
の
主
謀
者

を
特
定
で
き
ず
、「
密
勅
は
水

戸
斉
昭
の
陰
謀
」
と
捏
造
し

報
告
。
こ
れ
を
真
に
受
け
た

大
老
井
伊
は
、
水
戸
・
一
橋

派
に
大
弾
圧
を
強
行
。
安
政

の
大
獄
で
あ
る
。
水
戸
藩
重

臣
や
橋
本
左
内
ら
多
く
の
無

実
の
人
々
を
刑
死
や
獄
中
死

さ
せ
た
▼
権
力
者
の
テ
ロ
に

は
テ
ロ
で
と
、
水
戸
脱
藩
浪

士
達
の
反
撃
が
「
桜
田
門
外

の
変
」
で
あ
る
。
大
老
井
伊

は
、
元
来
、
守
旧
派
で
、
開

国
に
は
消
極
的
で
、
古
き
徳

川
幕
藩
体
制
の
維
持
と
、
己

の
権
力
し
か
眼
中
に
な
か
っ

た
。
彦
根
藩
で
は
名
君
も
、

一
国
の
宰
相
は
、
失
格
で
あ

っ
た
。
そ
れ
が
今
「
開
国
の

父
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
は

歴
史
の
皮
肉
で
あ
る
▼
そ
れ

か
ら
一
世
紀
半
、
今
も
世
界

各
地
で
権
力
者
の
テ
ロ
が
頻

発
し
、
多
く
の
人
々
の
生
命

が
奪
わ
れ
て
い
る
。
人
間
の

本
性
に
進
歩
は
な
い
の
か
と
、

暗
澹
た
る
気
持
に
な
る
。

（
Ｋ
・
Ｙ
）

２
面
へ
つ
づ
く

茄
荷

禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾

　
▽
発
症
か
ら
５
日
以
内
、

か
つ
重
症
化
リ
ス
ク
が
高
く

病
状
の
進
行
が
予
期
さ
れ
る

場
合
に
は
、
抗
ウ
イ
ル
ス
薬

【
レ
ム
デ
シ
ビ
ル
（
ベ
ク
ル

リ
ー
点
滴
静
注
用
）
、
モ
ル

ヌ
ピ
ラ
ビ
ル
（
商
品
名

ラ

ゲ
ブ
リ
オ
カ
プ
セ
ル
）
、
ニ

ル
マ
ト
レ
ル
ビ
ル
／
リ
ト
ナ

せ
ん
妄
な
ど
が
出
現
し
、
入

院
治
療
が
必
要
と
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
（
軽
症
か
ら
、

中
等
症
Ｉ
／
Ⅱ
ま
た
は
重
症

へ
の
移
行
）
。
高
齢
以
外
の

重
症
化
の
リ
ス
ク
因
子
の
あ

る
方
も
、
入
院
治
療
が
必
要

と
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

治
療
に
つ
い
て

軽
症
患
者
に
お
け
る
抗
ウ
イ

ル
ス
薬
選
択
の
考
え
方

　
▽
軽
症
患
者
で
は
、
抗
ウ

イ
ル
ス
薬
な
ど
の
特
別
な
治

療
に
よ
ら
な
く
て
も
自
然
に

軽
快
す
る
こ
と
が
多
く
、
そ

の
場
合
に
は
経
過
観
察
の

み
、
ま
た
は
解
熱
鎮
痛
薬
や

鎮
咳
薬
な
ど
の
対
症
療
法
を

必
要
に
応
じ
て
行
い
ま
す
。

　
▽
初
診
時
に
、
酸
素
飽
和

度
を
含
め
た
バ
イ
タ
ル
サ
イ

ン
、
発
病
か
ら
何
日
経
過
し

て
い
る
か
、
症
状
は
軽
快
し

て
い
る
か
、
年
齢
・
基
礎
疾

患
（
重
症
化
リ
ス
ク
因
子
）、

ワ
ク
チ
ン
接
種
歴
な
ど
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

　
▽
診
察
時
は
軽
症
と
判
断

さ
れ
て
も
、
発
症
２
週
目
ま

で
に
急
速
に
症
状
が
進
行
す

る
こ
と
が
あ
り
、
高
齢
者
で

は
衰
弱
の
進
行
、
細
菌
性
肺

炎
や
誤
嚥
性
肺
炎
の
合
併
、
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１
面
か
ら
つ
づ
く

茄
荷

禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾

療
機
関
へ
の
受
診
時
や
訪
問

時
は
マ
ス
ク
の
着
用
が
推
奨

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
■
医
療
機
関
に
お
け
る
面

会
に
つ
い
て
は
、
面
会
の
重

要
性
と
院
内
感
染
対
策
の
両

方
に
留
意
し
、
患
者
及
び
面

会
者
の
交
流
の
機
会
を
可
能

な
範
囲
で
確
保
す
る
よ
う
各

医
療
機
関
で
検
討
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
●
地
域
に
お
け
る
感
染
の

拡
大
状
況
や
入
院
患
者
の
状

況
等
の
ほ
か
、
患
者
及
び
面

会
者
の
体
調
等
を
総
合
的
に

考
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

院
内
感
染
対
策
に
留
意
し
つ

つ
面
会
を
実
施
す
る
流
れ

　
１
．
面
会
者
へ
の
対
応

　
●
体
調
や
、
直
近
の
発
熱

患
者
等
と
の
接
触
歴
を
確
認

　
●
必
要
な
場
合
は
、
人
数

や
時
間
に
条
件
を
設
定

　
●
面
会
者
の
マ
ス
ク
着
用

や
手
指
衛
生
を
徹
底

　
２
．
面
会
場
所
の
工
夫

（
図
略
）

　
●
大
部
屋
患
者
の
場
合
は

デ
イ
ル
ー
ム
等
を
面
会
場
所

と
す
る

　
●
患
者
・
面
会
者
と
も
に

常
に
マ
ス
ク
を
装
着

　
●
常
時
換
気
す
る

　
３
．
そ
の
他

　
●
上
記
の
よ
う
な
対
応
で

も
対
面
面
会
が
困
難
な
場
合

オ
ン
ラ
イ
ン
面
会
を
実
施

　
●
新
型
コ
ロ
ナ
患
者
に
つ

い
て
も
、
状
況
に
応
じ
て
、

可
能
な
範
囲
で
、
オ
ン
ラ
イ

ン
面
会
や
、
面
会
者
に
個
人

防
護
具
の
着
用
を
指
導
し
た

上
で
の
対
面
面
会
等
の
対
応

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

◇
　
　
　
◇

し
て
、
特
に
５
日
間
は
ご
自

身
の
体
調
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。
７
日
目
ま
で
は
発
症

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
間
は
、
手
洗
い
等

の
手
指
衛
生
や
換
気
等
の
基

本
的
感
染
対
策
の
ほ
か
、
不

織
布
マ
ス
ク
の
着
用
や
高
齢

者
等
ハ
イ
リ
ス
ク
者
と
接
触

を
控
え
る
等
の
配
慮
を
し
ま

し
ょ
う
。
も
し
症
状
が
見
ら

れ
た
場
合
に
は
、
Ｑ
２
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

っ
た
ら
、
ど
う
し
た
ら
よ
い

で
す
か
？

　
ご
家
族
、
同
居
さ
れ
て
い

る
方
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
か
か
っ
た
ら
、

可
能
で
あ
れ
ば
部
屋
を
分

け
、
感
染
さ
れ
た
ご
家
族
の

お
世
話
は
で
き
る
だ
け
限
ら

れ
た
方
で
行
う
こ
と
な
ど
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
上
で
、
外
出
す
る
場

合
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
か
か

っ
た
方
の
発
症
日
を
０
日
と

「
濃
厚
接
触
者
」
の
取
扱
は

ど
の
よ
う
に
な
り
ま
す
か
？

　
令
和
５
年
５
月
８
日
以
降

は
、
５
類
感
染
症
に
移
行
す

る
こ
と
か
ら
、
一
般
に
保
健

所
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
患
者
の

「
濃
厚
接
触
者
」
と
し
て
特

定
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、「
濃
厚
接
触
者
」

と
し
て
法
律
に
基
づ
く
外
出

自
粛
は
求
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

【
Ｑ
４
】
家
族
が
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
か
か

接
触
は
控
え
る
等
、
周
り
の

方
へ
う
つ
さ
な
い
よ
う
配
慮

し
ま
し
ょ
う
。
発
症
後
　
日
１０

を
過
ぎ
て
も
咳
や
く
し
ゃ
み

等
の
症
状
が
続
い
て
い
る
場

合
に
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
な

ど
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

　
※
学
校
に
お
け
る
取
扱
い

に
つ
い
て
は
、
文
部
科
学
省

に
お
い
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
予
定
。

【
Ｑ
３
】
５
月
８
日
以
降
の

か
れ
て
も
、
個
人
の
主
体
的

な
判
断
が
尊
重
さ
れ
る
よ

う
、
ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま

す
。
　
各
医
療
機
関
や
高
齢
者
施

設
等
に
お
い
て
は
、
以
下
の

情
報
を
参
考
に
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
罹
患
し
た
従

事
者
の
就
業
制
限
を
考
慮
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
高
齢

者
施
設
等
に
つ
い
て
は
、
重

症
化
リ
ス
ク
を
有
す
る
高
齢

者
が
多
く
生
活
す
る
こ
と
も

考
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
感
染
が
大
き
く
拡

大
し
て
い
る
場
合
に
は
、
一

時
的
に
よ
り
強
い
お
願
い
を

行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（
１
）
外
出
を
控
え
る
こ
と

が
推
奨
さ
れ
る
期
間

　
特
に
発
症
後
５
日
間
が
他

人
に
感
染
さ
せ
る
リ
ス
ク
が

高
い
こ
と
か
ら
、
発
症
日
を

０
日
目
（
※
１
）
と
し
て
５

日
間
は
外
出
を
控
え
る
こ
と

（
※
２
）、
か
つ
、
５
日
目
に

症
状
が
続
い
て
い
た
場
合

は
、
熱
が
下
が
り
、
痰
や
喉

の
痛
み
な
ど
の
症
状
が
軽
快

し
て
　
時
間
程
度
が
経
過
す

２４

る
ま
で
は
、
外
出
を
控
え
様

子
を
見
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ

ま
す
。
症
状
が
重
い
場
合

は
、
医
師
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

（
※
１
）
無
症
状
の
場
合
は

検
体
採
取
日
を
０
日
目
と
し

ま
す
。（
※
２
）
こ
う
し
た
期

間
に
や
む
を
得
ず
外
出
す
る

場
合
で
も
、
症
状
が
な
い
こ

と
を
確
認
し
、
マ
ス
ク
着
用

等
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

（
２
）
周
り
の
方
へ
の
配
慮

　
　
日
間
が
経
過
す
る
ま
で

１０
は
、
ウ
イ
ル
ス
排
出
の
可
能

性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
不
織

布
マ
ス
ク
を
着
用
し
た
り
、

高
齢
者
等
ハ
イ
リ
ス
ク
者
と

の
症
状
が
軽
快
す
る
と
と
も

に
減
少
し
ま
す
が
、
症
状
軽

快
後
も
一
定
期
間
ウ
イ
ル
ス

を
排
出
す
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

（
※
参
考
１
）
国
立
感
染
症

研
究
所
の
デ
ー
タ
に
よ
れ

ば
、
感
染
力
の
あ
る
ウ
イ
ル

ス
を
排
出
す
る
患
者
の
割
合

は
、
症
状
が
続
い
て
い
る
患

者
も
含
め
、
発
症
日
を
０
日

目
と
し
て
８
日
目
（
７
日
間

経
過
後
）
で
　
％
程
度
、　

１５

１１

日
目
（
　
日
間
経
過
後
）
で

１０

４
％
程
度
と
な
り
ま
す
。

（
※
参
考
２
）
国
立
感
染
症

研
究
所
の
デ
ー
タ
に
よ
れ

ば
、
感
染
力
の
あ
る
ウ
イ
ル

ス
を
排
出
す
る
患
者
に
つ
い

て
、
発
症
日
を
０
日
目
と
し

て
３
日
間
程
度
は
平
均
的
に

高
い
ウ
イ
ル
ス
量
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
４
日
目
（
３
日

間
経
過
後
）
か
ら
６
日
目
（
５

日
間
経
過
後
）
に
か
け
て
大

き
く
減
少
し
、
ウ
イ
ル
ス
の

検
出
限
界
に
近
づ
き
ま
す

（
６
日
目
（
５
日
間
経
過
後
）

前
後
の
ウ
イ
ル
ス
排
出
量
は

発
症
日
の
　
分
の
１
～
　
分

２０

５０

の
１
）
。
一
般
に
、
ウ
イ
ル

ス
排
出
量
が
下
が
る
と
、
他

の
人
に
う
つ
し
に
く
く
な
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
Ｑ
２
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
か
か
っ
た

ら
、
ど
の
く
ら
い
の
期
間
外

出
を
控
え
れ
ば
よ
い
の
で
し

ょ
う
か
？

　
令
和
５
年
５
月
８
日
以

降
、
新
型
コ
ロ
ナ
患
者
は
、

法
律
に
基
づ
く
外
出
自
粛
は

求
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
外
出
を

控
え
る
か
ど
う
か
は
、
個
人

の
判
断
に
委
ね
ら
れ
ま
す
。

そ
の
際
、
以
下
の
情
報
を
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
周
囲
の
方
や
事
業
者
に
お

し
添
え
ま
す
。

（
参
考
）
療
養
期
間
に
関
す

る
現
行
の
取
扱
い
（
略
）
＝

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
患
者
に
対
す
る
療
養
解

除
基
準
に
つ
い
て
（
厚
生
労

働
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）

（
参
考
）
患
者
の
ウ
イ
ル
ス

排
出
量
に
関
す
る
分
析
結
果

（
左
下
図
）
＝
オ
ミ
ク
ロ
ン

系
統
感
染
者
鼻
咽
頭
検
体
中

の
感
染
性
ウ
イ
ル
ス
の
定
量

（
令
和
５
年
４
月
５
日
第
１

２
０
回
厚
生
労
働
省
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
専

門
家
提
出
資
料
）

 別
紙
（
５
月
８
日
以
降
の
取

扱
）

　
感
染
症
法
上
の
位
置
づ
け

変
更
後
の
療
養
に
関
す
る
Ｑ

＆
Ａ

【
Ｑ
１
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
は
、
他
の
人
に

う
つ
す
リ
ス
ク
は
ど
れ
く
ら

い
あ
り
ま
す
か
？

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
で
は
、
鼻
や
の
ど
か
ら

の
ウ
イ
ル
ス
の
排
出
期
間
の

長
さ
に
個
人
差
が
あ
り
ま
す

が
、
発
症
２
日
前
か
ら
発
症

後
７
～
　
日
間
は
感
染
性
の

１０

ウ
イ
ル
ス
を
排
出
し
て
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
（
※
参

考
１
）。

　
発
症
後
３
日
間
は
、
感
染

性
の
ウ
イ
ル
ス
の
平
均
的
な

排
出
量
が
非
常
に
多
く
、
５

日
間
経
過
後
は
大
き
く
減
少

す
る
こ
と
か
ら
、
特
に
発
症

後
５
日
間
が
他
人
に
感
染
さ

せ
る
リ
ス
ク
が
高
い
こ
と
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
（
※
参

考
２
）。

　
ま
た
、
排
出
さ
れ
る
ウ
イ

ル
ス
量
は
発
熱
や
せ
き
な
ど

た
だ
く
こ
と
を
推
奨
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
後
も
　
日
間

１０

が
経
過
す
る
ま
で
は
、
マ
ス

ク
着
用
や
ハ
イ
リ
ス
ク
者
と

の
接
触
は
控
え
て
い
た
だ
く

こ
と
を
推
奨
す
る
こ
と
を
情

報
提
供
し
ま
す
。

　
ま
た
、
位
置
づ
け
変
更
後

は
、
一
般
に
保
健
所
か
ら
新

型
コ
ロ
ナ
患
者
の
「
濃
厚
接

触
者
」
と
し
て
特
定
さ
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、「
濃
厚
接
触
者
」
と
し
て

法
律
に
基
づ
く
外
出
自
粛
は

求
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
本
内
容

に
つ
い
て
御
了
知
の
上
、
関

係
各
所
へ
周
知
の
程
、
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、

お
示
し
し
た
考
え
方
は
、
本

年
５
月
８
日
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
症

法
上
の
位
置
付
け
の
変
更
が

行
わ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し

た
取
扱
い
で
あ
り
、
個
人
の

療
養
や
事
業
者
の
取
組
み
に

当
た
っ
て
参
考
と
な
る
よ

う
、
事
前
に
情
報
提
供
を
行

う
も
の
で
す
。
本
取
扱
い

は
、
同
日
の
前
に
改
め
て
、

予
定
ど
お
り
位
置
付
け
の
変

更
を
行
う
か
の
確
認
を
行
っ

た
後
に
確
定
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
を
申
し
添
え
ま
す
。

ま
た
、
文
部
科
学
省
に
お
い

て
、
学
校
で
新
型
コ
ロ
ナ
に

罹
患
し
た
児
童
等
に
つ
い

て
、
学
校
保
健
安
全
法
に
基

づ
く
出
席
停
止
期
間
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
る
こ
と
を
申

に
、
個
人
の
判
断
に
委
ね
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
判
断
に
資
す
る
情

報
（
位
置
づ
け
変
更
後
の
Ｑ

＆
Ａ
、
新
た
な
分
析
結
果
、

諸
外
国
の
事
例
【
略
】
）
を

別
紙
の
と
お
り
お
示
し
し
ま

す
。
　
令
和
５
年
４
月
５
日
の
厚

生
労
働
省
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
ア
ド
バ
イ

ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
に
提
出
さ
れ

た
新
た
な
分
析
結
果
を
踏
ま

え
る
と
、
発
症
後
３
日
間
は

感
染
性
の
ウ
イ
ル
ス
排
出
量

が
非
常
に
多
く
、
５
日
間
経

過
後
は
大
き
く
減
少
す
る
こ

と
か
ら
、
特
に
発
症
後
５
日

間
が
他
人
に
感
染
さ
せ
る
リ

ス
ク
が
高
い
こ
と
に
注
意
が

必
要
で
す
。

　
位
置
付
け
変
更
後
は
、
政

府
と
し
て
一
律
に
外
出
自
粛

を
要
請
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
個
人
や
事
業
者

の
判
断
に
資
す
る
よ
う
、
こ

の
分
析
結
果
や
諸
外
国
の
事

例
を
踏
ま
え
、
発
症
後
５
日

を
経
過
し
、
か
つ
、
症
状
軽

快
か
ら
　
時
間
経
過
す
る
ま

２４

で
の
間
は
外
出
を
控
え
て
い

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
症
法
上
の
位
置
付

け
変
更
後
の
療
養
期
間
の
考

え
方
等
に
つ
い
て
（
令
和
５

年
５
月
８
日
以
降
の
取
扱
い

に
関
す
る
事
前
の
情
報
提

供
）

（
令
和
５
年
４
月
　
日
事
務

１４

連
絡
・
厚
生
労
働
省
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

推
進
本
部
）

　
平
素
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
御

尽
力
、
御
協
力
を
賜
り
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

感
染
症
法
に
基
づ
き
、
一
定

期
間
の
自
宅
療
養
（
外
出
自

粛
）
を
求
め
て
い
ま
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
症
法
上
の
位
置
づ
け

の
変
更
後
は
、
感
染
症
法
に

基
づ
き
、
行
政
が
患
者
に
対

し
、
外
出
自
粛
を
要
請
す
る

こ
と
は
な
く
な
り
、
外
出
を

控
え
る
か
ど
う
か
は
、
季
節

性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
様

感
染
症
位
置
付
け
変
更
後
の

療
養
期
間
の
考
え
方
等
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
推
進
本
部

　
厚
生
労
働
省
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
推
進
本
部
」
は
４
月
　
日
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

１４

感
染
症
の
感
染
症
法
上
の
位
置
付
け
変
更
後
の
療
養
期

間
の
考
え
方
等
に
つ
い
て
」
を
発
出
し
た
。
５
月
８
日

以
降
、
政
府
が
患
者
に
対
し
外
出
自
粛
を
要
請
す
る
こ

と
は
な
く
な
り
、
外
出
を
控
え
る
か
ど
う
か
は
個
人
の

判
断
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
判

断
に
資
す
る
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。



 （３） ２０２３年（令和５年）５月１日（月曜日） 公私病連ニュース  第５３７号

全
国
公
私
病
院
連
盟

　令
和
４
年
度
事
業
報
告
書（
案

令
和
４
年
度
事
業
報
告
書（
案
））

　
全
国
公
私
病
院
連
盟
で
は
、
令
和
４
年
度
事
業
計
画

書
に
基
づ
き
令
和
４
年
度
の
諸
活
動
を
展
開
し
ま
し

た
。
今
号
で
は
「
令
和
４
年
度
事
業
報
告
書
（
案
）
」

の
概
要
を
掲
載
し
ま
す
。
な
お
、
同
報
告
書
（
案
）
は
、

６
月
　
日
（
水
）
に
全
国
町
村
会
館
で
開
催
さ
れ
る

１４

「
令
和
５
年
度
（
第
　
回
）
全
国
公
私
病
院
連
盟
定
時

６４

総
会
」
に
諮
ら
れ
ま
す
。

第３２回「国民の健康会議」のもよう

　
③
第
　
回
「
看
護
管
理
セ

３３

ミ
ナ
ー
」（
期
日

令
和
４

年
　
月
　
日
、
会
場

Ｃ
Ｉ

１１

３０

Ｖ
Ｉ
研
修
セ
ン
タ
ー
日
本
橋
）

　
④
第
　
回
「
Ｄ
Ｐ
Ｃ
セ
ミ

１８

ナ
ー
」（
期
日

令
和
５
年

２
月
３
日
、
会
場

Ｃ
Ｉ
Ｖ

Ｉ
研
修
セ
ン
タ
ー
日
本
橋
）

　
　
．
保
険
事
業
の
推
進

１１
　
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、

本
年
度
加
入
数
は
、
病
院
賠

償
責
任
保
険
等
２
０
３
４

（
う
ち
勤
務
医
個
人
１
０
５

３
）
、
居
宅
事
業
者
総
合
保

険
等
１
８
０
と
な
っ
た
。

　
　
．
医
療
・
福
祉
関
係
団

１２
体
と
の
連
携
強
化

　
本
連
盟
が
加
盟
す
る
日
本

病
院
団
体
協
議
会
（
日
病
協
）

か
ら
以
下
の
要
望
書
を
提
出

す
る
と
と
も
に
、
日
病
協
を

構
成
す
る
病
院
団
体
、
医
療

・
福
祉
関
係
団
体
と
の
連
携

強
化
に
努
め
た
。

　
①
日
病
協
「
電
子
処
方
箋

導
入
に
伴
う
予
算
措
置
及
び

制
度
改
定
の
要
望
書
」（
令

和
４
年
　
月
　
日
）
要
望
先

１１

２８


厚
労
大
臣

　
②
日
病
協
「
病
院
に
お
け

る
医
療
提
供
コ
ス
ト
の
急
激

な
上
昇
に
対
し
て
の
要
望

書
」（
令
和
５
年
２
月
９
日
）

要
望
先

厚
労
大
臣

　
③
日
病
協
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
法
上
の

位
置
づ
け
変
更
に
際
し
て
の

要
望
」（
令
和
５
年
２
月
９

日
）
要
望
先

厚
労
大
臣

　
④
日
病
協
「
令
和
６
年
度

（
２
０
２
４
年
度
）
診
療
報

酬
改
定
に
係
る
要
望
書
【
第

１
報
】
」（
令
和
５
年
３
月

　
日
）
要
望
先

厚
労
大
臣

２４

課
題
　
～
医
・
歯
・
薬
・
看

・
介
～

　
第
１
部
（
講
演
）

　
総
合
司
会


　
行
天
良
雄
氏
（
医
事
評
論

家
）
　
座
長


　
渡
邉
古
志
郎
氏
（
横
浜
市

立
市
民
病
院
名
誉
院
長
）

　
出
演
者


　
田
中
志
子
氏
（
医
療
法
人

大
誠
会
内
田
病
院
理
事
長
）

　
成
田
康
子
氏
（
公
益
社
団

法
人
兵
庫
県
看
護
協
会
会
長
）

　
室
井
延
之
氏
（
公
益
社
団

法
人
全
国
自
治
体
病
院
協
議

会
薬
剤
部
会
長
）

　
深
田
拓
司
氏
（
一
般
社
団

法
人
大
阪
府
歯
科
医
師
会
会

長
）
　
髙
本
眞
一
氏
（
社
会
福
祉

法
人
賛
育
会
賛
育
会
病
院
院

長
）
　
第
２
部
（
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
）

　
座
長


　
小
熊
　
豊
氏
（
公
益
社
団

法
人
全
国
自
治
体
病
院
協
議

会
会
長
）

　
園
田
孝
志
氏
（
済
生
会
唐

津
病
院
院
長
）

　
出
演
者

上
記
５
氏
（
田

中
・
成
田
・
室
井
・
深
田
・

髙
本
）

　
　
．
研
修
活
動
の
推
進

１０
　
研
修
活
動
に
つ
い
て
は
各

種
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

　
①
第
　
回
「
診
療
報
酬
請

３１

求
事
務
セ
ミ
ナ
ー
」（
期
日


令
和
４
年
８
月
１
日
～
８

月
　
日
ま
で
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
）

３１
　
②
第
　
回
「
医
療
事
故
防

３０

止
セ
ミ
ナ
ー
」（
期
日

令

和
４
年
９
月
　
日
、
会
場


３０

Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
研
修
セ
ン
タ
ー
日

本
橋
）

況
お
よ
び
最
新
の
医
療
界
の

情
報
な
ど
を
提
供
し
た
。

　
な
お
、「
理
事
会
」
終
了
後

に
「
理
事
会
」
の
概
要
を
と

り
ま
と
め
た
「
紙
上
記
者
会

見
要
旨
」
を
作
成
し
、
厚
労

省
の
記
者
ク
ラ
ブ
に
公
表
し

て
本
連
盟
の
活
動
の
周
知
に

努
め
た
。

　
９
．
国
民
の
健
康
会
議

　
国
民
に
対
し
て
医
療
の
諸

問
題
に
つ
い
て
関
心
を
高
め

理
解
を
得
る
と
い
う
観
点
か

ら
、
感
染
防
止
対
策
を
行
っ

た
う
え
で
令
和
４
年
　
月
　

１０

２７

日
に
第
　
回
「
国
民
の
健
康

３２

会
議
」
を
日
本
教
育
会
館
一

ツ
橋
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催

し
、
市
民
を
は
じ
め
医
療
関

係
者
・
団
体
な
ど
か
ら
１
５

９
名
が
参
加
し
た
。

【
第
　
回
「
国
民
の
健
康
会

３２

議
」
の
概
要
】

　
テ
ー
マ


　
コ
ロ
ナ
で
み
え
た
医
療
の

正
要
望
に
つ
い
て
」

　
要
望
先

厚
生
労
働
省
・

政
策
統
括
官
（
令
和
４
年
７

月
４
日
）、
自
民
党
（
令
和
４

年
　
月
８
日
）

１１
（
２
）
調
査
結
果
の
公
表

　
①
「
令
和
４
年
　
病
院
運

営
実
態
分
析
調
査
（
令
和
４

年
６
月
調
査
）
の
概
要
」（
令

和
５
年
２
月
　
日
）

２２

　
公
表
先

厚
生
労
働
大
臣

・
副
大
臣
・
政
務
官
以
下
関

係
局
長
・
審
議
官
・
課
長
、

中
医
協
委
員
、
自
民
党
、
衆

参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
委

員
な
ど

　
８
．
広
報
活
動
の
推
進

　
広
報
活
動
に
つ
い
て
は
、

毎
月
「
広
報
委
員
会
」
を
開

催
し
て
内
容
の
充
実
を
行
い

な
が
ら
「
公
私
病
連
ニ
ュ
ー

ス
」
を
第
５
２
４
号
か
ら
第

５
３
５
号
ま
で
　
回
発
行

１２

し
、
本
連
盟
の
諸
活
動
の
状

　
ま
た
、
消
費
税
は
最
終
消

費
者
に
関
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
国
民
に
説
得
す
る
と

と
も
に
、
過
去
の
診
療
報
酬

補
填
分
に
関
し
て
は
２
年
毎

の
診
療
報
酬
改
定
に
よ
っ
て

修
正
し
て
い
く
こ
と
が
可
能

と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
医
療

に
掛
か
る
控
除
不
能
消
費
税

は
課
税
と
す
る
こ
と
を
令
和

４
年
７
月
４
日
に
厚
労
省

へ
、
同
年
　
月
８
日
に
自
民

１１

党
へ
要
望
書
を
提
出
し
た
。

　
６
．
調
査
活
動
の
推
進

　
調
査
活
動
に
つ
い
て
は
、

毎
年
６
月
を
調
査
対
象
月
と

し
て
い
る
「
病
院
運
営
実
態

分
析
調
査
」
を
実
施
し
、
令

和
５
年
２
月
に
「
令
和
４
年

病
院
運
営
実
態
分
析
調
査

（
令
和
４
年
６
月
調
査
）
の

概
要
」
を
取
り
ま
と
め
公
表

す
る
と
と
も
に
、
報
告
書

「
病
院
経
営
実
態
調
査
報

告
」「
病
院
経
営
分
析
調
査

報
告
」
お
よ
び
「
病
院
概
況

調
査
報
告
書
」を
発
刊
し
た
。

　
７
．
要
望
・
調
査
結
果
の

公
表

　
以
下
の
要
望
、
調
査
結
果

等
の
公
表
を
行
っ
た
。

（
１
）
要
望
等

　
①
「
令
和
４
年
度
（
第
　６３

回
）
定
時
総
会
『
決
議
』
」

（
令
和
４
年
６
月
　
日
）

２４

　
要
望
先

厚
生
労
働
大
臣

・
副
大
臣
・
政
務
官
以
下
関

係
局
長
・
審
議
官
・
課
長
、

中
医
協
委
員
、
自
民
党
、
衆

参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
委

員
な
ど

　
②
「
令
和
５
年
度
税
制
改

ら
、
実
効
性
（
即
効
性
）
の

あ
る
医
師
の
偏
在
対
策
を
講

じ
る
と
と
も
に
、
地
域
医
療

の
確
保
に
支
障
が
生
じ
な
い

よ
う
必
要
な
対
策
を
講
じ
る

よ
う
、
政
府
、
厚
労
省
な
ど

に
要
望
し
た
。

　
ま
た
、
電
子
カ
ル
テ
に
つ

い
て
、
多
額
の
病
院
負
担
が

経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
医
療
を
支
え
る
基
盤

と
し
て
の
電
子
カ
ル
テ
標
準

化
と
そ
の
費
用
の
公
的
支
援

お
よ
び
サ
イ
バ
ー
攻
撃
対
策

を
国
策
と
し
て
行
う
よ
う
、

厚
労
省
に
要
望
し
た
。

　
４
．
介
護
保
険
対
策
の
推

進　
介
護
職
を
志
す
若
者
の
離

職
率
が
高
く
、
加
え
て
少
子

化
等
に
よ
り
そ
の
確
保
が
一

層
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
看
護
職
を
は
じ
め
と
す

る
多
職
種
も
人
手
不
足
が
深

刻
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
介
護

報
酬
本
体
で
そ
の
処
遇
を
担

保
す
る
こ
と
を
政
府
、
厚
労

省
な
ど
に
要
望
し
た
。

　
５
．
病
院
経
営
改
善
対
策

の
推
進

　
病
院
経
営
改
善
対
策
に
つ

い
て
は
、
病
院
経
営
改
善
の

一
助
と
な
る
よ
う
病
院
関
係

者
の
知
識
向
上
を
目
的
と
し

た
「
診
療
報
酬
請
求
事
務
セ

ミ
ナ
ー
」
お
よ
び
「
Ｄ
Ｐ
Ｃ

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
て
対

策
を
講
じ
た
。

総
会
」
で
決
議
し
、
政
府
、

厚
労
省
、
各
政
党
、
中
医
協

委
員
な
ど
に
提
出
し
、
そ
の

実
現
に
向
け
た
要
望
活
動
を

し
た
。

　
２
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
お
い
て
は
、
同

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
依
然

と
し
て
患
者
数
の
減
少
お
よ

び
医
療
事
業
損
益
が
赤
字
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同

感
染
症
に
対
応
す
る
た
め
の

体
制
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
、
令
和
５
年
度
予
算
に
お

い
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
関
連
補
助
事
業
を

継
続
す
る
よ
う
、
政
府
、
厚

労
省
な
ど
に
要
望
し
た
。

　
３
．
医
療
提
供
体
制
対
策

の
推
進

　
医
師
の
働
き
方
改
革
に
つ

い
て
は
、
令
和
６
年
４
月
か

ら
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制

等
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
特
に
地
方
の
病
院
で
医

師
確
保
が
一
層
困
難
に
な
り

地
域
医
療
を
維
持
で
き
な
く

な
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か

　
１
．
診
療
報
酬
改
定
運
動

の
推
進

　
診
療
報
酬
改
定
の
議
論
に

お
い
て
は
、
社
会
保
障
審
議

会
の
「
医
療
保
険
部
会
」
で

の
議
論
が
先
行
し
、「
医
療

部
会
」
が
こ
れ
を
後
追
い
す

る
形
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ

で
決
め
ら
れ
た
「
診
療
報
酬

改
定
の
基
本
方
針
」
が
中
央

社
会
保
険
医
療
協
議
会
（
中

医
協
）
の
議
論
の
終
盤
に
提

示
さ
れ
、
年
末
の
慌
た
だ
し

い
予
算
編
成
過
程
で
改
定
率

が
決
定
さ
れ
る
た
め
、
中
医

協
で
の
検
討
内
容
が
十
分
に

反
映
さ
れ
難
い
。
ま
た
、
改

定
点
数
や
具
体
的
内
容
等
が

示
さ
れ
な
い
ま
ま
行
わ
れ
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
募

集
や
公
聴
会
の
開
催
も
形
骸

化
し
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
社
会
保

障
審
議
会
「
医
療
部
会
」
と

「
中
医
協
」
の
議
論
を
先
行

さ
せ
る
と
と
も
に
、
予
算
原

案
提
示
前
に
改
定
予
定
項
目

の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
国
民
に

示
し
、
そ
の
積
算
根
拠
も
明

ら
か
に
し
て
広
く
国
民
の
理

解
を
得
る
た
め
の
十
分
な
時

間
と
機
会
を
設
け
る
よ
う
、

本
連
盟
「
令
和
４
年
度
定
時



 第５３７号  公私病連ニュース ２０２３年（令和５年）５月１日（月曜日） （４）

和
　
年
法
律
第
２
０
１
号
）

２３
第
　
条
第
１
項
及
び
歯
科
医

１９
師
法
（
昭
和
　
年
法
律
第
２

２３

０
２
号
）
第
　
条
第
１
項
に

１９

お
け
る
診
療
を
拒
否
す
る

「
正
当
な
事
由
」
に
該
当
し

な
い
た
め
、
発
熱
等
の
症
状

を
有
す
る
患
者
を
受
け
入
れ

る
た
め
の
適
切
な
準
備
を
行

う
こ
と
と
し
、
そ
れ
で
も
な

お
診
療
が
困
難
な
場
合
に

は
、
少
な
く
と
も
診
療
可
能

な
医
療
機
関
へ
の
受
診
を
適

切
に
勧
奨
し
ま
し
ょ
う
。

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
位
置
づ
け
変
更
に

伴
う
主
な
診
療
報
酬
上
の

特
例
の
取
扱
い
に
つ
い
て

　
■
令
和
５
年
５
月
８
日
以

降
、
以
下
の
考
え
方
の
下
、

診
療
報
酬
上
の
特
例
に
つ
い

て
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

熱
や
上
気
道
症
状
を
有
し
て

い
る
又
は
コ
ロ
ナ
に
り
患
し

て
い
る
若
し
く
は
そ
の
疑
い

が
あ
る
と
い
う
こ
と
の
み
を

理
由
に
、
当
該
患
者
の
診
療

を
拒
否
す
る
こ
と
は
、
応
招

義
務
を
定
め
た
医
師
法
（
昭

感
染
症
に
係
る
医
師
等
の
応

招
義
務
に
つ
い
て
は
、
緊
急

対
応
が
必
要
で
あ
る
か
否
か

な
ど
、
個
々
の
事
情
を
総
合

的
に
勘
案
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
■
そ
の
上
で
、
患
者
が
発

ー
フ
レ
ッ
ト
が
入
手
で
き
ま

す
）

◎
位
置
づ
け
変
更
後
の
応
招

義
務
の
考
え
方
に
つ
い
て

　
■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
症
法
上
の
位
置
づ
け
の

変
更
に
伴
う
啓
発
資
材
に
つ

い
て
（
第
二
報
）
」
を
発
出

し
て
い
る
の
で
、
そ
の
一
部

を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
厚
労

省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
リ

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
感
染

症
法
上
の
位
置
づ
け
の
変
更

に
伴
う
啓
発
資
材
（
第
二
報
）

　
厚
労
省
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
推
進
本
部

は
４
月
　
日
付
で
、「
新
型

１７

今
月
は
再
び
２
冊
御
紹
介

糠
紅

溝
溝
溝
溝
溝
溝
溝
溝
溝
溝
溝
溝
溝
溝
溝
溝
溝
溝
溝
溝
溝
溝
溝
溝
溝
溝
溝
溝
溝
溝

い
。
２
０
２
４
年
は
診
療
・

介
護
報
酬
に
障
害
者
医
療
も

加
え
た
ト
リ
プ
ル
改
定
で
あ

る
。
こ
の
章
は
延
伸
、
拡
張

部
門
で
あ
ろ
う
。

　
全
体
的
に
図
や
表
も
多
く

解
り
や
す
く
、
更
に
コ
ラ
ム

で
ち
ょ
っ
と
一
息
と
い
う
編

者
の
ウ
ィ
ッ
ト
に
富
む
コ
ー

ナ
ー
も
散
り
ば
め
ら
れ
ス
ラ

っ
と
読
め
る
。
私
の
講
演
で

は
最
後
に
必
ず
こ
の
本
を
掲

げ
「
私
の
講
演
で
足
り
な
い

所
は
こ
れ
を
読
ん
で
勉
強
し

て
」
と
言
う
こ
と
に
し
て
い

る
。
大
助
か
り
、
と
い
う
の

が
本
当
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。

蛇
足
で
は
あ
る
が
「
日
本
医

療
経
営
機
構
」
の
２
代
目
理

事
長
は
大
学
の
同
級
生
で
甲

賀
病
院
名
誉
院
長
の
冨
永
芳

徳
先
生
。
恥
ず
か
し
な
が
ら

私
も
理
事
の
端
く
れ
に
名
を

連
ね
て
い
る
。

推
薦
者

邉
見
公
雄
（
全
国

公
私
病
院
連
盟
会
長
、
赤
穂

市
民
病
院
名
誉
院
長
）

の供
生
の
声
僑。
原
価
計
算
な

ど
の
基
本
は
勿
論
、
病
院
Ｄ

Ｘ
や
働
き
方
改
革
な
ど
喫
緊

の
課
題
も
。
章
Ⅱ
「
病
院
の

組
織
と
機
能
」
で
は
病
院
の

専
門
職
と
そ
の
役
割
が
　
節
２４

に
亘
っ
て
詳
述
さ
れ
て
い

る
。
章
Ⅲ
は
「
病
院
経
営
と

制
度
・
政
策
」。
Ｄ
Ｐ
Ｃ
な
ど

診
療
報
酬
制
度
、
関
連
法
規

や
医
療
安
全
対
策
、
更
に
は

最
近
よ
く
起
こ
る
サ
イ
バ
ー

攻
撃
な
ど
診
療
情
報
管
理
、

天
災
の
多
い
我
が
国
経
済
特

有
の
リ
ス
ク
管
理
や
危
機
管

理
、
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

で
俄
然
重
要
性
が
増
し
た
感

染
制
御
ま
で
抜
か
り
が
な

い
。
章
Ⅳ
は
「
介
護
シ
ス
テ

ム
な
ど
と
の
連
携
」。
訪
問
・

通
所
リ
ハ
や
老
健
、
介
護
医

療
院
ま
で
。
人
生
百
年
時
代

を
迎
え
ポ
ス
ト
ホ
ス
ピ
タ
ル

ケ
ア
の
重
要
性
も
見
逃
せ
な

て
、
同
じ
く
京
大
名
誉
教
授

の
吉
田
修
先
生
を
理
事
長
と

し
て
「
日
本
医
療
経
営
機
構
」

と
い
う
も
の
を
立
ち
上
げ

た
。
目
的
は
、
医
学
・
医
療

を
あ
る
程
度
解
る
事
務
職
や

経
営
者
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

解
る
医
師
や
コ
メ
デ
ィ
カ
ル

の
養
成
で
あ
る
。
そ
の
た
め

の
医
療
経
営
人
材
育
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
策
定
。
発
足
は
２

０
０
８
年
　
月
　
日
、
吉
良

１２

１２

邸
討
ち
入
り
の
赤
穂
義
士
祭

の
２
日
前
の
こ
と
で
あ
る
。

　
あ
れ
か
ら
　
年
。
プ
ロ
グ

１５

ラ
ム
修
了
者
の
中
に
は
院
長

な
ど
ト
ッ
プ
に
な
っ
て
い
る

人
も
多
い
。
今
回
の
執
筆
者

に
は
石
川
賀
代
、
沖
野
孝
、

木
矢
克
造
、
貞
弘
光
章
、
佐

藤
信
明
、
高
原
秀
典
、
土
肥

直
文
、
外
間
浩
の
各
先
生
を

始
め
全
国
各
地
で
ト
ッ
プ
と

し
て
活
躍
し
て
い
る
錚
々
た

る
方
々
の
お
名
前
が
多
い
。

こ
れ
ら
の
方
々
か
ら
ヒ
ン
ト

を
い
た
だ
き
実
践
す
れ
ば
、

医
療
の
質
と
経
営
の
質
の
バ

ラ
ン
ス
が
と
れ
た
良
い
病
院

づ
く
り
が
必
ず
実
現
で
き
る

筈
で
あ
る
。
当
然
、
地
域
特

性
と
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
は
必
要

で
あ
る
が
。

　
内
容
に
少
し
触
れ
る
と
構

成
は
４
章
立
て
。
章
Ⅰ
「
病

院
長
の
役
割
」
で
は
経
験
者

以
て
し
て
も
レ
ヒ
ト
（
権
利
）

と
マ
ハ
ト
（
権
力
）、
文
化
や

文
明
が
進
ん
で
も
結
局
戦
う

の
は
動
物
の
本
性
か
、
と
納

得
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
寂
し

く
心
細
い
思
い
と
な
る
読
後

感
で
あ
る
。

　
国
際
連
盟
は
独
・
伊
の
フ

ァ
シ
ズ
ム
と
日
本
の
帝
国
主

義
に
よ
り
無
力
化
し
て
し
ま

っ
た
が
、
今
の
国
際
連
合
も

プ
ー
チ
ン
や
そ
の
支
持
者
、

利
得
者
の
国
々
に
よ
っ
て
同

じ
道
を
進
み
つ
つ
あ
る
。
兵

器
が
進
み
無
人
機
や
Ａ
Ｉ
、

サ
イ
バ
ー
、
核
な
ど
で
地
球

の
終
末
時
計
は
過
去
最
短
の

　
秒
。
皆
様
方
の
英
知
で
こ

９０の
星
を
救
い
、
助
け
て
い
た

だ
け
る
こ
と
を
切
に
願
う
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
２
冊
目
は
医
療
関
係
者
、

特
に
病
院
に
関
わ
る
方
々
に

是
非
お
読
み
い
た
だ
き
た
い

珠
玉
の
一
冊
で
あ
る
。
今
中

雄
一
氏
編
集
『
「
病
院
」
の

教
科
書
　
第
２
版
』で
あ
る
。

褒
め
殺
し
的
に
な
っ
て
は
困

る
が
本
当
に
よ
く
出
来
て
い

る
。
執
筆
者
が
夫
々
の
得
意

分
野
に
絞
っ
て
書
い
て
い
る

か
ら
で
あ
ろ
う
。
今
中
氏
は

十
数
年
前
、
京
大
名
誉
教
授

で
日
本
学
士
院
長
も
務
め
た

井
村
裕
夫
先
生
を
顧
問
と
し

　
ま
ず
１
冊
目
は
『
ヒ
ト
は

な
ぜ
戦
争
を
す
る
の
か
？
』。

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
フ
ロ

イ
ト
と
の
往
復
書
簡
の
み
の

分
薄
い

・

・

・

本
で
あ
る
。
１
９
３

２
年
、
当
時
の
国
際
連
盟
が

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
「
現

在
喫
緊
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て

一
番
意
見
を
交
換
し
た
い
相

手
と
書
簡
を
交
わ
し
て
く
だ

さ
い
」
と
の
依
頼
に
選
ん
だ

テ
ー
マ
が
本
の
題
名
。
そ
し

て
そ
の
相
手
が
フ
ロ
イ
ト
。

し
か
し
そ
の
後
、
ヒ
ト
ラ
ー

な
ど
に
よ
る
第
二
次
世
界
大

戦
が
あ
り
、
今
や
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
（
侵

攻
で
は
な
い
）
の
真
っ
た
だ

中
で
第
三
次
世
界
大
戦
寸

前
。「
今
で
し
ょ
」
と
こ
の
本

を
読
ん
だ
。

　
養
老
孟
司
氏
（
解
剖
学
者
）

と
齋
藤
環
氏
（
精
神
科
医
）

の
お
二
人
が
解
説
し
て
い
る

が
、
生
と
死
へ
の
欲
能
が
あ

る
限
り
戦
い
は
な
く
な
ら
な

い
と
あ
っ
さ
り
か
つ
楽
天
的

な
も
の
で
、
今
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
を
見
て
い
る
と
書
簡
の
遣

り
取
り
の
方
が
ず
っ
と
リ
ス

キ
ー
感
が
あ
る
。
ア
イ
ン
シ

ュ
タ
イ
ン
と
フ
ロ
イ
ト
の
二

人
が
ユ
ダ
ヤ
系
ド
イ
ツ
人

で
、
来
る
べ
き
亡
命
へ
の
前

触
れ
を
感
じ
て
い
た
の
だ
ろ

う
か
？
当
時
の
二
大
巨
頭
を

『
ひ
と
は
な
ぜ
戦
争
を
す
る

の
か
』

　
Ａ
・
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
、

Ｓ
・
フ
ロ
イ
ト
／
著

　
浅
見
昇
吾
／
訳

　
講
談
社
学
術
文
庫
／
刊

『
「
病
院
」
の
教
科
書
　
第

２
版
　
組
織
・
機
能
と
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
』

　
今
中
雄
一
／
著

　
医
学
書
院
／
刊
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診
療
報
酬
改
定
Ｄ
Ｘ
で

改
定
時
作
業
負
荷
の
平
準
化
を

　
新
年
度
に
入
り
、
４
月
に

参
加
し
た
日
本
内
科
学
会
総

会
と
日
本
医
学
総
会
で
新
し

い
知
識
を
入
手
。ゲ
ノ
ム（
遺

伝
子
）
解
析
に
よ
る
医
学
の

進
歩
で
あ
る
。
２
０
０
０
年

に
人
体
の
全
遺
伝
子
　
億
個

３０

が
同
定
さ
れ
て
か
ら
、
疾
患

と
の
関
係
、
生
活
習
慣
病
や

が
ん
疾
患
と
の
関
係
が
明
ら

か
に
な
っ
て
き
た
。
特
に
が

ん
ゲ
ノ
ム
と
い
わ
れ
て
い
る

研
究
は
診
断
面
と
治
療
面
で

日
米
欧
と
も
盛
ん
に
行
わ
れ

て
お
り
、
２
０
１
５
年
の
オ

バ
マ
大
統
領
の
一
般
教
書
演

説
で
プ
レ
シ
ジ
ョ
ン
メ
デ
ィ

シ
ン
（
精
密
医
療
）
に
言
及

し
加
速
。
個
人
の
ゲ
ノ
ム
情

報
の
違
い
に
基
づ
い
た
個
別

化
ゲ
ノ
ム
医
療
が
が
ん
医
療

で
主
流
に
な
っ
た
。
一
方
、

生
活
習
慣
病
を
は
じ
め
と
す

る
多
因
子
疾
患
で
は
、
２
０

１
８
年
か
ら
米
の
Ｍ
Ｇ
Ｈ
を

中
心
に
多
因
子
疾
患
の
発
症

リ
ス
ク
を
数
値
化
し
た
Ｐ
Ｒ

Ｓ
（
ポ
リ
ジ
ェ
ニ
ッ
ク
リ
ス

ク
ス
コ
ア
）
の
計
算
式
を
発

表
、そ
の
後
進
化
し
て
き
た
。

な
お
、
Ｐ
Ｒ
Ｓ
は
生
ま
れ
た

時
点
で
の
疾
患
発
症
リ
ス
ク

で
あ
り
、
糖
尿
病
や
冠
動
脈

疾
患
、
疾
症
性
腸
疾
患
な
ど

で
は
幼
少
児
期
か
ら
発
症
予

防
へ
の
介
入
が
可
能
と
な
り
、

そ
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

当
然
、
遺
伝
素
因
に
関
し
て

は
人
種
差
が
あ
り
Ｐ
Ｒ
Ｓ
で

の
人
種
別
の
計
算
式
が
異
な

っ
て
い
る
。
今
後
と
も
こ
の

分
野
の
研
究
が
進
歩
・
発
展

す
る
こ
と
で
、
今
後
の
疾
患

の
診
断
・
治
療
が
飛
躍
す
る

こ
と
を
望
む
。 
（
Ｈ
・
Ｓ
）

２
面
へ
つ
づ
く

茄
荷

禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾

　
「
徒
然
草
」
第
百
九
段

「
高
名
の
木
登
り
」
は
「
木

登
り
名
人
が
弟
子
を
高
い

木
に
登
ら
せ
て
梢
を
切
ら

せ
た
時
、
高
所
作
業
中
に

は
黙
っ
て
い
た
の
に
、
降

り
る
際
に
飛
降
り
も
可
能

な
位
置
に
な
っ
た
頃
に

『
気
を
付
け
て
降
り
ろ
』

と
声
掛
け
し
た
の
で
、
理

由
を
問
う
と
『
高
所
の
危

険
な
う
ち
は
本
人
が
恐
れ

て
用
心
す
る
の
で
声
掛
け

は
不
要
だ
が
、
失
敗
は
安

心
だ
と
思
う
時
に
す
る
も

の
で
す
』
と
答
え
た
」
と

い
う
話
。

　
５
月
８
日
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
〔
以

下
コ
ロ
ナ
〕
が
５
類
移
行

さ
れ
、
診
療
報
酬
上
の
特

例
縮
小
や
病
床
確
保
料
等

補
助
金
の
減
額
が
な
さ
れ

ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
自
体

が
変
わ
っ
た
わ
け
で
な
い

の
で
医
療
施
設
内
で
は
従

来
通
り
の
感
染
対
策
の
継

続
は
必
要
で
す
。
院
内
ク

ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
て
非

コ
ロ
ナ
一
般
患
者
入
院
制

限
に
よ
り
大
き
な
収
入
減

と
な
っ
て
も
特
例
や
補
助

金
で
経
常
収
支
的
に
大
き

な
赤
字
を
回
避
で
き
た
今

迄
と
は
異
な
り
、今
後
は
、

院
内
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生

は
病
院
経
営
上
の
直
接
的

な
大
ダ
メ
ー
ジ
と
な
り
ま

す
。
世
間
が
経
済
優
先
で

す
っ
か
り
コ
ロ
ナ
は
終
息

し
た
よ
う
な
雰
囲
気
に
あ

る
今
こ
そ
、
医
療
者
は

「
ク
ラ
ス
タ
ー
を
発
生
さ

せ
な
い
」
対
策
を
再
度
徹

底
す
る
の
が
肝
心
で
す
。

　
「
高
名
の
木
登
り
」
の

話
に
は
、
木
登
り
名
人
の

発
言
の
後
に
「
身
分
の
低

い
卑
し
い
者
（
木
登
り
名

人
）
で
も
聖
人
の
教
え
に

値
す
る
発
言
だ
」
と
い
う

作
者
の
感
じ
た
一
文
が
続

き
ま
す
。
今
よ
り
も
身
分

社
会
だ
っ
た
当
時
に
お
い

て
、
作
者
が
言
い
た
か
っ

た
の
は
、
前
段
の
「
安
心

し
た
時
に
事
故
は
起
き
や

す
い
」
と
い
う
よ
り
も
、

む
し
ろ
「
身
な
り
や
位
で

人
を
判
断
し
て
は
い
け
な

い
」
と
い
う
教
訓
だ
っ
た

と
い
う
解
説
者
も
い
ま

す
。
　
２
０
２
２
年
４
月
の

「
改
正
労
働
施
策
総
合
推

進
法
（
い
わ
ゆ
る
パ
ワ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
〔
以
下
パ

ワ
ハ
ラ
〕
防
止
法
）
」
施

行
か
ら
１
年
が
た
ち
ま
し

た
。
職
位
的
上
位
者
や
医

学
的
知
識
の
豊
富
な
者

が
、
職
位
的
下
位
者
や
医

学
的
知
識
が
乏
し
い
者

に
、
緊
急
性
や
生
命
に
関

与
す
る
重
要
性
を
優
先
し

て
正
論
を
い
う
状
況
で
は

「
自
分
は
パ
ワ
ハ
ラ
的
言

動
を
し
て
も
許
さ
れ
る
」

と
錯
覚
し
易
い
の
だ
そ
う

で
、
医
師
は
そ
の
よ
う
な

錯
覚
し
易
い
状
況
に
置
か

れ
る
機
会
が
多
く
、
医
師

の
パ
ワ
ハ
ラ
は
ど
こ
も
院

内
問
題
の
１
つ
か
と
思
わ

れ
ま
す
。
た
と
え
職
位
的

下
位
の
者
で
も
、
医
学
的

知
識
に
乏
し
い
者
で
も
、

聖
人
の
教
え
に
値
す
る
言

動
も
あ
り
得
る
こ
と
を
理

解
し
て
、「
誰
に
対
し
て

も
リ
ス
ペ
ク
ト
を
持
っ
て

接
す
る
」
こ
と
を
心
掛
け

る
よ
う
な
風
土
・
文
化
の

院
内
構
築
が
重
要
と
な
り

ま
す
。

（
前
橋
赤
十
字
病
院
・
院

長
）

頃

墾

困

婚

今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今

今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今
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坤

坤
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坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤

高

名

の

木

登

り

連
盟
　
常
務
理
事
　

中
  野
　
　
実

　
③
「
共
通
算
定
マ
ス
タ
・

コ
ー
ド
の
整
備
と
電
子
点
数

表
の
改
善
」

　
▽
基
本
マ
ス
タ
を
充
足
化

し
共
通
算
定
マ
ス
タ
・
コ
ー

ド
を
整
備

　
▽
地
単
公
費
マ
ス
タ
の
作

成
と
運
用
ル
ー
ル
を
整
備

　
④
「
診
療
報
酬
改
定
施
行

時
期
の
後
ろ
倒
し
」

　
▽
診
療
報
酬
改
定
の
施
行

時
期
を
後
ろ
倒
し
し
、
シ
ス

テ
ム
改
修
コ
ス
ト
を
低
減

　
▽
診
療
報
酬
点
数
表
の
ル

ー
ル
の
明
確
化
・
簡
素
化

　
　
―
・
―
・
―
・
―
　
　

　
厚
労
省
（
案
）
で
は
、
こ

れ
に
よ
る
財
政
効
果
に
つ
い

て
、
ベ
ン
ダ
に
生
じ
る
負
荷

軽
減
効
果
、
運
用
保
守
経
費

等
の
軽
減
を
通
じ
て
医
療
機

関
に
確
実
に
還
元
さ
れ
る
よ

診
療
所
等
に
お
い
て
も
負
担

が
極
小
化
で
き
る
よ
う
、
標

準
型
レ
セ
プ
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
の
提
供
―
を
検
討
す
る
こ

と
を
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
最
終
ゴ
ー
ル
を
目

指
す
た
め
に
次
の
「
４
つ
の

テ
ー
マ
」
が
示
さ
れ
た
。

　
①
「
共
通
算
定
モ
ジ
ュ
ー

ル
の
開
発
・
運
用
」

　
▽
診
療
報
酬
の
算
定
と
患

者
負
担
金
の
計
算
を
実
施

　
▽
次
の
感
染
症
危
機
に
備

え
て
情
報
収
集
で
き
る
仕
組

み
も
検
討

　
②
「
標
準
様
式
の
ア
プ
リ

化
と
デ
ー
タ
連
携
」

　
▽
各
種
帳
票
（
医
療
機
関

で
作
成
す
る
診
療
計
画
書
や

同
意
書
な
ど
）
の
標
準
様
式

を
ア
プ
リ
で
提
供

　
▽
施
設
基
準
届
出
の
電
子

申
請
を
シ
ス
テ
ム
改
修
に
よ

り
更
に
推
進

連
の
作
業
が
平
準
化
で
き
な

い
か
、
施
行
時
期
の
後
ろ
倒

し
も
含
め
て
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　
今
回
、「
診
療
報
酬
改
定
Ｄ

Ｘ
対
応
方
針（
案
）」
が
示
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
る

と
、「
最
終
ゴ
ー
ル
」
は
、
進

化
す
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
最

大
限
に
活
用
し
、
医
療
機
関

に
お
け
る
負
担
の
極
小
化
を

目
指
す
こ
と
。
そ
の
た
め

に
、
①
共
通
の
マ
ス
タ
・
コ

ー
ド
及
び
共
通
算
定
モ
ジ
ュ

ー
ル
を
提
供
し
つ
つ
、
全
国

医
療
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
と
連
携
、
②
中
小
病
院
・

よ
う
に
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
改

修
す
る
必
要
が
あ
る
。
②
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
の
リ
リ
ー
ス
後

も
、
４
月
診
療
分
レ
セ
プ
ト

の
初
回
請
求
（
５
月
　
日
）

１０

ま
で
に
解
釈
通
知
が
発
出
さ

れ
る
た
め
、
こ
の
対
応
も
必

要
。
―
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

２
月
上
旬
の
中
医
協
・
答
申

か
ら
始
ま
る
こ
の
期
間
の
一

負
荷
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を

説
明
し
て
い
る
。

　
特
に
、
①
改
定
施
行
日

（
４
月
１
日
）
か
ら
の
患
者

負
担
金
の
計
算
に
間
に
合
う

へ
の
対
応
状
況
（
現
状
）
」

を
示
し
、
ベ
ン
ダ
や
医
療
機

関
に
お
い
て
、
診
療
報
酬
改

定
時
に
短
期
間
で
集
中
的
に

対
応
す
る
た
め
大
き
な
業
務

　
４
月
　
日
に
開
催
さ
れ
た

２６

中
医
協
「
総
会
」
で
「
医
療

Ｄ
Ｘ
」
の
議
論
が
始
ま
っ

た
。
当
日
の
資
料
で
厚
生
労

働
省
は
、「
診
療
報
酬
改
定
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は
、
　
▼
共
有
で
き
る
情
報
の
範

囲
を
広
げ
る
た
め
、
標
準
規

格
を
定
め
る
情
報
の
範
囲
を

拡
大
。

　
▼
医
療
機
関
に
て
作
成
さ

れ
る
文
書
の
う
ち
行
政
手
続

に
使
用
さ
れ
る
も
の
を
標
準

化
・
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
行
政

手
続
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
の

促
進
を
検
討
。

　
▼
小
規
模
な
医
療
機
関
向

け
に
、
標
準
規
格
に
準
拠
し

た
ク
ラ
ウ
ド
ベ
ー
ス
の
電
子

カ
ル
テ
の
開
発
を
検
討
。
―

な
ど
で
、
こ
れ
に
よ
り
全
国

医
療
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
拡
大
に
寄
与
す
る
と
し

て
い
る
。

お
り
、
令
和
４
年
３
月
に
、

医
療
現
場
に
お
け
る
有
用
性

等
の
観
点
を
踏
ま
え
、
ま
ず

は
３
文
書
６
情
報
（
略
）
に

つ
い
て
、
情
報
の
共
有
に
あ

た
っ
て
の
標
準
規
格
を
決
定

し
、
ま
ず
は
診
療
情
報
提
供

書
・
退
院
時
サ
マ
リ
ー
に
関

し
て
交
換
・
共
有
の
仕
組
み

に
取
り
組
む
。
―
と
し
て
い

る
が
、「
課
題
」
と
さ
れ
て
い

る
、
①
標
準
化
さ
れ
て
い
る

情
報
の
種
類
が
限
定
的
。
②

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
て
い
る
医
療
機
関
が
限

定
的
。
―
に
つ
い
て
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。

　
「
今
般
の
医
療
Ｄ
Ｘ
の
推

進
に
よ
り
実
現
す
る
こ
と
」

取
得
で
き
る
仕
組
み
と
し
て

の
活
用
も
見
込
ま
れ
る
。
―

と
し
て
い
る
。

　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　

　
電
子
カ
ル
テ
情
報
の
標
準

化
、
標
準
型
電
子
カ
ル
テ
の

検
討
」
で
は
、「
現
状
」
と
し

て
、
　
▼
電
子
カ
ル
テ
に
つ
い
て

は
、
ベ
ン
ダ
ご
と
に
異
な
る

情
報
の
出
入
力
方
式
が
採
用

さ
れ
て
お
り
、
異
な
る
ベ
ン

ダ
の
電
子
カ
ル
テ
を
導
入
し

て
い
る
医
療
機
関
の
間
で

は
、
情
報
の
共
有
が
困
難
。

　
▼
こ
れ
ま
で
、
デ
ー
タ
ヘ

ル
ス
改
革
に
お
い
て
、
電
子

カ
ル
テ
情
報
の
標
準
化
を
進

め
る
べ
く
取
り
組
ん
で
き
て

　
▼
全
国
医
療
情
報
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
適
切
か
つ
効

率
的
な
運
用
を
実
現
す
べ
く

検
討
。
―
が
急
務
と
し
て
い

る
が
、実
現
す
る
こ
と
で
、

　
◎
誕
生
か
ら
現
在
ま
で
の

生
涯
に
わ
た
る
保
健
医
療
デ

ー
タ
が
自
分
自
身
で
一
元
的

に
把
握
可
能
と
な
り
、
個
人

の
健
康
増
進
に
寄
与
。

　
◎
本
人
同
意
の
下
で
、
全

国
の
医
療
機
関
等
が
必
要
な

診
療
情
報
を
共
有
す
る
こ
と

に
よ
り
、
切
れ
目
な
く
質
の

高
い
医
療
の
受
療
が
可
能
。

　
◎
保
健
医
療
デ
ー
タ
を
活

用
し
た
質
の
高
い
健
康
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
や
二
次
利
用
に

よ
る
創
薬
、
治
験
等
の
促

進
。
―
す
る
と
し
て
い
る
。

　
な
お
、
こ
の
「
全
国
医
療

情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

は
将
来
的
に
、

　
▼
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

シ
ス
テ
ム
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
拡
充
し
、
レ
セ
プ
ト
・
特

定
健
診
情
報
に
加
え
、
予
防

接
種
、
電
子
処
方
箋
情
報
、

電
子
カ
ル
テ
等
の
医
療
機
関

等
が
発
生
源
と
な
る
医
療
情

報
に
つ
い
て
、
ク
ラ
ウ
ド
間

連
携
を
実
現
し
、
自
治
体
や

介
護
事
業
者
等
間
を
含
め
、

必
要
な
と
き
に
必
要
な
情
報

を
共
有
・
交
換
で
き
る
全
国

的
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と

す
る
。

　
▼
こ
れ
に
よ
り
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
受
診
し
た

患
者
は
本
人
同
意
の
下
、
こ

れ
ら
の
情
報
を
医
師
や
薬
剤

師
と
共
有
す
る
こ
と
が
で

き
、
よ
り
良
い
医
療
に
つ
な

が
る
と
と
も
に
、
国
民
自
ら

の
予
防
・
健
康
づ
く
り
を
促

進
で
き
る
。
さ
ら
に
、
次
の

感
染
症
危
機
に
お
い
て
必
要

な
情
報
を
迅
速
か
つ
確
実
に

的
」「
共
有
さ
れ
る
情
報
の
種

類
が
限
定
的
」「
全
国
医
療

情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の

運
用
主
体
等
の
考
え
方
の
整

理
が
必
要
」
と
い
う
こ
と
。

　
「
今
般
の
医
療
Ｄ
Ｘ
の
推

進
に
よ
り
実
現
す
る
こ
と
」

で
は
、

　
▼
情
報
の
提
供
・
共
有
を

行
う
主
体
に
つ
い
て
、
医
療

機
関
・
薬
局
に
加
え
、
自
治

体
や
介
護
事
業
者
等
へ
の
拡

大
を
検
討
。

　
▼
共
有
が
可
能
な
情
報
の

範
囲
に
つ
い
て
、
令
和
５
年

１
月
の
電
子
処
方
箋
情
報
を

皮
切
り
に
、
電
子
カ
ル
テ
情

報
、
予
防
接
種
情
報
等
へ
の

拡
大
を
検
討
。

　
▼
令
和
５
年
３
月
末
ま
で

に
、
全
国
の
概
ね
全
て
の
医

療
機
関
及
び
薬
局
が
、
安
全

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
が

る
。
　
▼
ま
た
、
レ
セ
プ
ト
情
報

に
つ
い
て
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
を
通
じ
、
国
民
本
人
、
及

び
本
人
の
同
意
の
下
で
の
医

療
機
関
等
に
よ
る
閲
覧
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
。

　
▼
さ
ら
に
、国
民
本
人
は
、

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
、

予
防
接
種
情
報
、
自
治
体
検

診
情
報
等
の
閲
覧
が
可
能
。

―
と
な
る
こ
と
か
ら
、
今
後

の「
課
題
」と
し
て
あ
げ
た
の

は
、「
本
人
の
同
意
の
下
で
情

報
を
共
有
す
る
主
体
が
限
定

　
そ
の
「
骨
格
」
と
し
て
あ

げ
た
の
は
「
全
国
医
療
情
報

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」「
電

子
カ
ル
テ
情
報
の
標
準
化
、

標
準
型
電
子
カ
ル
テ
の
検

討
」「
診
療
報
酬
改
定
Ｄ
Ｘ
」

　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
こ
の
う
ち
、「
全
国
医
療

情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

で
は
、「
現
状
」
と
し
て
、

　
▼
平
成
　
年
よ
り
デ
ー
タ

２９

ヘ
ル
ス
改
革
が
ス
タ
ー
ト
。

そ
の
中
で
、
自
身
の
保
健
医

療
情
報
を
把
握
で
き
る
よ
う

に
す
る
と
と
も
に
、
患
者
本

人
が
閲
覧
で
き
る
情
報
に
つ

い
て
は
、
医
療
機
関
等
で
も

閲
覧
可
能
と
す
る
仕
組
み
を

整
備
。

保
健
・
医
療
情
報
の
利
活
用

を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く

こ
と
は
非
常
に
重
要
。

　
▼
ま
た
、
今
般
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行

へ
の
対
応
を
踏
ま
え
認
識
さ

れ
た
課
題
と
し
て
、
平
時
か

ら
の
デ
ー
タ
収
集
の
迅
速
化

や
収
集
範
囲
の
拡
充
、
医
療

の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
業
務

効
率
化
や
デ
ー
タ
共
有
を
通

じ
た
医
療
の
「
見
え
る
化
」

の
推
進
等
に
よ
り
、
次
の
感

染
症
危
機
に
お
い
て
迅
速
に

対
応
可
能
な
体
制
を
構
築
で

き
る
こ
と
と
し
て
お
く
こ
と

が
急
務
。
―
と
い
う
こ
と
。

　
そ
の「
方
向
性
」
と
し
て
、

　
▼
国
民
に
よ
る
自
ら
の
保

健
・
医
療
情
報
へ
の
容
易
な

ア
ク
セ
ス
を
可
能
と
し
、
自

ら
の
健
康
維
持
・
増
進
に
活

用
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、

健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
る
と

と
も
に
、
医
療
の
効
率
的
か

つ
効
果
的
な
提
供
に
よ
り
、

診
療
の
質
の
向
上
や
治
療
等

の
最
適
化
を
推
進
。

　
▼
ま
た
、
今
般
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行

に
際
し
て
開
発
さ
れ
た
既
存

の
シ
ス
テ
ム
も
活
用
し
つ

つ
、
医
療
情
報
に
係
る
シ
ス

テ
ム
全
体
と
し
て
、
次
の
感

染
症
危
機
に
お
い
て
必
要
な

情
報
を
迅
速
か
つ
確
実
に
取

得
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
。

　
▼
さ
ら
に
、
医
療
情
報
の

適
切
な
利
活
用
に
よ
る
創
薬

や
治
療
法
の
開
発
の
加
速
化

に
よ
り
、
関
係
す
る
分
野
の

産
業
振
興
に
つ
な
が
る
こ
と

や
、
医
療
の
デ
ジ
タ
ル
化
に

よ
る
業
務
効
率
化
等
に
よ

り
、
Ｓ
Ｅ
人
材
を
含
め
た
人

材
の
よ
り
有
効
な
活
用
に
つ

な
が
る
こ
と
等
が
期
待
さ
れ

る
。
―
と
し
て
い
る
。

全
体
最
適
さ
れ
た
基
盤
を
通

し
て
、保
健
・
医
療
や
介
護
関

係
者
の
業
務
や
シ
ス
テ
ム
、

デ
ー
タ
保
存
の
外
部
化
・
共

通
化
・
標
準
化
を
図
り
、
国

民
自
身
の
予
防
を
促
進
し
、

よ
り
良
質
な
医
療
や
ケ
ア
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
社
会

や
生
活
の
形
を
変
え
る
こ
と

と
』
と
定
義
し
て
い
る
。

　
「
医
療
Ｄ
Ｘ
の
方
向
性
」

の
「
背
景
」
と
し
て
あ
げ
ら

れ
て
い
る
の
は
、

　
▼
世
界
に
先
駆
け
て
少
子

高
齢
化
が
進
む
我
が
国
に
お

い
て
、
国
民
の
健
康
増
進
や

切
れ
目
の
な
い
質
の
高
い
医

療
の
提
供
に
向
け
、
医
療
分

野
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
、

速
策
を
実
施
。

　
▼
診
療
所
向
け
に
は
、
一

部
の
計
算
機
能
よ
り
、
総
体

的
な
シ
ス
テ
ム
提
供
に
よ
る

支
援
の
方
が
コ
ス
ト
削
減
効

果
が
高
く
得
ら
れ
る
た
め
、

標
準
型
電
カ
ル
と
一
体
型
の

モ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
み
入
れ
た

標
準
型
レ
セ
コ
ン
を
ク
ラ
ウ

ド
上
に
構
築
し
て
利
用
可
能

な
環
境
を
提
供
。
―
と
な
っ

て
い
る
。

　
　
　
◆
　
　
　
◆
　
　
　

　
「
医
療
Ｄ
Ｘ
令
和
ビ
ジ
ョ

ン
２
０
３
０
」
厚
生
労
働
省

推
進
チ
ー
ム
で
は
、「
医
療
Ｄ

Ｘ
」
と
は
、『
保
健
・
医
療
・

介
護
の
各
段
階
に
お
い
て
発

生
す
る
情
報
や
デ
ー
タ
を
、

う
求
め
る
べ
く
、
令
和
６
年

度
か
ら
段
階
的
に
実
現
す
る

と
し
て
い
る
。

　
こ
れ
に
と
も
な
い
、
令
和

６
年
度
以
降
の
「
診
療
報
酬

改
定
Ｄ
Ｘ
対
応
方
針
、
取
組

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル（
案
）」
が
示

さ
れ
て
い
て
、

　
▼
共
通
算
定
モ
ジ
ュ
ー
ル

は
、
導
入
効
果
が
高
い
と
考

え
ら
れ
る
中
小
規
模
の
病
院

を
対
象
に
提
供
を
開
始
し

徐
々
に
拡
大
。
ま
た
、
医
療

機
関
等
の
新
設
の
タ
イ
ミ
ン

グ
や
、
シ
ス
テ
ム
更
改
時
期

に
合
わ
せ
て
導
入
を
促
進
。

費
用
対
効
果
を
勘
案
し
て
加

１
面
か
ら
つ
づ
く

茄
荷

禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
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電
子
処
方
箋
の
導
入
状
況

公
的
病
院
の
２
１
４
で
導
入
予
定

４
１
４
病
院
が
導
入
時
期
未
定

迅
陣

尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋

取
得
状
況
把
握
が
煩
雑
。

　
▽
ベ
ン
ダ
の
対
応
が
間
に

合
っ
て
い
な
い
。
カ
ー
ド
レ

ス
認
証
に
つ
い
て
、
現
在
ベ

ン
ダ
見
積
提
示
の
目
途
が
立

っ
て
い
な
い
た
め
、
運
用
開

始
は
「
未
定
」
と
し
た
。

用
停
止
や
医
師
へ
の
説
明
が

必
要
。
あ
る
程
度
固
ま
っ
た

状
態
で
導
入
を
促
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
▽
大
病
院
で
は
医
師
・
薬

剤
師
の
人
数
も
多
く
、
Ｈ
Ｐ

Ｋ
Ｉ
カ
ー
ド
の
申
請
作
業
や

整
。
　
▽
費
用
負
担
が
大
き
く
予

算
確
保
が
出
来
て
い
な
い
。

　
▽
電
子
処
方
箋
の
機
能
拡

充
は
良
い
が
、
大
き
く
変
わ

る
場
合
は
そ
の
度
に
費
用
や

導
入
の
手
続
き
、
現
場
の
運

院
機
構
等
の
計
７
１
４
施
設

か
ら
回
答
、
４
月
　

日
時

２０

点
）
の
う
ち
、
令
和
５
年
度

中
に
電
子
処
方
箋
導
入
予
定

の
病
院
は
２
１
４
施
設
、
未

定
の
病
院
は
４
１
４
施
設
と

な
っ
て
い
た
。

　
同
調
査
に
回
答
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
導
入
時
期
未

定
の
施
設
も
多
く
、
周
辺
薬

局
の
導
入
状
況
や
ベ
ン
ダ
対

応
状
況
、
費
用
負
担
等
が
導

入
の
課
題
と
指
摘
。
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用
促
進

と
あ
わ
せ
、
電
子
処
方
箋
の

関
連
取
組
と
連
携
し
た
対
応

が
必
要
と
の
意
見
が
あ
が
っ

て
い
る
。

　
主
な
意
見
で
は
以
下
の
よ

う
な
回
答
が
あ
っ
た
。

　
▽
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

等
シ
ス
テ
ム
利
用
が
伸
び
悩

ん
で
お
り
、
導
入
後
に
電
子

処
方
箋
の
利
用
が
伸
び
る
の

か
疑
問
。

　
▽
周
辺
薬
局
の
対
応
が
ま

だ
で
き
て
い
な
い
の
で
、
翌

年
度
に
導
入
す
る
方
向
で
調

町
村
内
に
少
な
く
と
も
１
カ

所
以
上
、
医
療
機
関
・
薬
局

で
電
子
処
方
箋
導
入
完
了
し

て
お
り
、
今
後
、
導
入
意
欲

の
高
い
医
療
機
関
等
を
中
心

に
更
な
る
導
入
拡
大
を
目
指

す
と
し
て
い
る
。

　
な
お
、
事
前
の
利
用
申
請

を
し
た
施
設
数
は
５
万
４
１

２
施
設
（
４
月
　
日
時
点
）、

２３

内
訳
は
、
病
院
が
１
１
９

４
、
医
科
診
療
所
１
万
９
２

１
６
、
歯
科
診
療
所
１
万
１

０
８
４
、
薬
局
１
万
８
９
１

８
と
な
っ
て
い
た
。

　
一
方
で
、
公
的
病
院
へ
の

導
入
計
画
に
係
る
調
査
で
回

答
の
あ
っ
た
施
設
（
地
域
医

療
機
能
推
進
機
構
、
日
本
赤

十
字
社
、恩
賜
財
団
済
生
会
、

自
治
体
病
院
協
議
会
、
労
働

者
健
康
安
全
機
構
、
国
立
病

　
厚
生
労
働
省
の
「
電
子
処

方
箋
推
進
協
議
会
」
が
４
月

　
日
に
開
催
さ
れ
、「
電
子

２８処
方
箋
の
導
入
状
況
・
普
及

拡
大
に
向
け
た
対
応
等
」
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
議
論
し

た
。
　
「
電
子
処
方
箋
」
は
全
国

３
３
５
２
施
設
（
４
月
　
日
２３

時
点
）
が
運
用
を
開
始
し
、

そ
の
内
訳
は
、
病
院
が
９
、

医
科
診
療
所
が
２
５
０
、
歯

科
診
療
所
　
、
薬
局
３
０
８

１１

２
と
な
っ
て
い
る
。
Ｈ
Ｐ
Ｋ

Ｉ
カ
ー
ド
の
発
行
枚
数
は
約

７
万
２
千
枚（
３
月
末
時
点
）。

３
月
末
に
早
期
発
行
窓
口
を

開
設
す
る
な
ど
対
応
中
で
、

う
ち
昨
年
　
月
か
ら
３
月
末

１０

ま
で
の
発
行
枚
数
は
約
４
万

６
千
枚
。
概
ね
全
て
の
都
道

府
県
に
お
い
て
、
同
一
市
区

で
、
小
児
入
院
医
療
管
理
料

等
に
よ
り
小
児
救
急
医
療
の

体
制
を
評
価
す
る
と
と
も

に
、
診
療
情
報
提
供
料
等
に

よ
る
医
療
的
ケ
ア
児
へ
の
対

応
に
お
け
る
関
係
機
関
と
の

連
携
に
対
す
る
評
価
等
を
行

っ
て
い
る
。

論
点

【
救
急
医
療
に
つ
い
て
】

　
増
加
す
る
高
齢
者
の
救
急

搬
送
等
も
踏
ま
え
、
適
切
な

急
性
期
入
院
医
療
の
提
供
及

び
機
能
分
化
の
観
点
か
ら
、

転
院
搬
送
を
含
め
、
救
急
医

療
に
係
る
評
価
の
在
り
方
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
。

【
へ
き
地
医
療
に
つ
い
て
】

　
今
後
も
地
方
に
お
い
て
人

口
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
、

へ
き
地
に
お
け
る
遠
隔
医
療

及
び
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
推

進
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

【
周
産
期
医
療
に
つ
い
て
】

　
周
産
期
医
療
に
つ
い
て
医

療
機
関
・
機
能
の
集
約
化
・

重
点
化
を
進
め
る
観
点
や
、

ハ
イ
リ
ス
ク
妊
産
婦
及
び
精

神
医
療
が
必
要
な
妊
産
婦
へ

の
対
応
等
の
観
点
か
ら
、
周

産
期
医
療
や
精
神
科
を
含
め

た
総
合
的
な
診
療
体
制
に
係

る
評
価
の
在
り
方
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

【
小
児
医
療
に
つ
い
て
】

　
少
子
化
が
進
行
す
る
中
、

医
療
的
ケ
ア
児
を
含
む
小
児

患
者
に
対
し
て
救
急
や
レ
ス

パ
イ
ト
も
含
め
た
必
要
な
医

療
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
す

る
観
点
か
ら
、
小
児
医
療
に

係
る
評
価
の
在
り
方
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

◇
　
　
　
　
◇

も
に
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
や
専
門
医

な
ど
の
機
能
や
人
材
の
集
約

化
・
重
点
化
な
ど
を
通
じ
て
、

総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン

タ
ー
を
中
心
と
し
て
、
母
体

又
は
児
の
リ
ス
ク
が
高
い
妊

娠
に
対
応
す
る
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、集
約
化
・
重
点
化
に
よ

り
分
娩
施
設
ま
で
の
ア
ク
セ

ス
が
悪
化
し
た
地
域
に
居
住

す
る
妊
産
婦
に
対
し
て
、地
域

の
実
情
に
応
じ
て
対
策
を
検

討
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　
▽
社
会
的
ハ
イ
リ
ス
ク
妊

産
婦
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
介

入
を
必
要
と
す
る
妊
産
婦
を

含
め
た
ハ
イ
リ
ス
ク
妊
産
婦

の
増
加
へ
の
対
応
の
必
要
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
診
療

報
酬
で
は
こ
れ
ま
で
、
ハ
イ

リ
ス
ク
妊
娠
管
理
加
算
、
ハ

イ
リ
ス
ク
分
娩
管
理
加
算
や

ハ
イ
リ
ス
ク
妊
産
婦
連
携
指

導
料
に
加
え
、
複
数
の
診
療

科
等
に
よ
る
総
合
的
な
入
院

医
療
体
制
に
つ
い
て
総
合
入

院
体
制
加
算
に
よ
り
評
価
を

行
っ
て
い
る
。

【
小
児
医
療
に
つ
い
て
】

　
▽
少
子
化
と
と
も
に
小
児

医
療
の
集
約
化
が
進
む
中
、

医
療
計
画
に
お
い
て
は
、
小

児
診
療
所
よ
る
地
域
の
医
療

・
保
健
・
福
祉
等
と
の
橋
渡

し
の
機
能
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
集
約
化
さ
れ
た
地
域

に
お
い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

も
活
用
し
医
療
へ
の
ア
ク
セ

ス
を
確
保
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
医
療
的

ケ
ア
児
が
増
加
す
る
中
、
対

応
す
る
医
療
機
関
は
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
と
の
連

携
や
緊
急
入
院
・
レ
ス
パ
イ

ト
受
入
等
の
体
制
を
整
備
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　
▽
診
療
報
酬
で
は
こ
れ
ま

事
対
応
の
観
点
か
ら
、
国
は

自
治
体
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
を
含
む
遠
隔
医
療
の

活
用
に
つ
い
て
支
援
を
行
う

と
と
も
に
、
へ
き
地
医
療
拠

点
病
院
の
主
要
３
事
業
（
へ

き
地
へ
の
巡
回
診
療
、
医
師

派
遣
、
代
診
医
派
遣
）
の
実

績
向
上
に
向
け
て
、
巡
回
診

療
・
代
診
医
派
遣
に
つ
い
て

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
の
活
用
が
可
能

で
あ
る
こ
と
を
示
す
等
へ
き

地
の
医
療
の
確
保
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
医
師

少
数
区
域
な
ど
に
お
け
る
医

師
確
保
の
取
組
み
に
つ
い
て

も
医
療
計
画
の
項
目
と
し
て

含
ま
れ
て
い
る
。

　
▽
令
和
４
年
度
の
診
療
報

酬
改
定
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
料
が
、
初

診
及
び
再
診
に
お
け
る
情
報

通
信
機
器
を
用
い
た
診
療
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
た
。

へ
き
地
の
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

は
、D
 

t
o
P
w
it
h

   
 
   
   
  
 
  

N

 

の
様
式
が
有
効
と
さ
れ
て
お

り
、D

t
o
P
w
it
h

 

   
 
   
   
  
 
 

N

 

の
供
Ｎ
僑
と
し
て
訪
問
看
護

が
提
供
さ
れ
た
と
き
は
、
医

師
の
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
と
訪

問
看
護
の
費
用
を
そ
れ
ぞ
れ

算
定
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

【
周
産
期
医
療
に
つ
い
て
】

　
▽
医
療
計
画
に
お
い
て

は
、
基
幹
施
設
を
中
心
と
し

た
医
療
機
関
・
機
能
の
集
約

化
・
重
点
化
を
進
め
る
と
と

診
療
を
担
う
こ
と
と
な
っ

た
。
　
▽
救
急
搬
送
の
う
ち
高
齢

者
が
占
め
る
割
合
が
　
・
３

６２

％
に
達
し
て
お
り
、
軽
症
、

中
等
症
の
患
者
の
患
者
、
疾

病
分
類
別
で
「
症
状
・
兆
候

診
断
名
不
明
確
」
や
「
そ
の

他
」
に
分
類
さ
れ
る
患
者
が

特
に
増
加
し
て
い
る
。（
小

児
や
成
人
は
軽
症
、
中
等
症

の
救
急
搬
送
件
数
は
減
少
傾

向
）
　
▽
第
三
次
救
急
医
療
機
関

及
び
第
二
次
救
急
医
療
機
関

に
お
い
て
は
、
救
急
搬
送
の

受
入
件
数
に
つ
い
て
医
療
機

関
間
の
偏
り
が
大
き
い
。

　
▽
特
に
軽
症
あ
る
い
は
中

等
症
の
単
身
や
要
介
護
高
齢

者
が
第
三
次
救
急
医
療
機
関

に
入
院
し
、
退
院
調
整
が
滞

る
な
ど
の
「
出
口
問
題
」
の

存
在
及
び
入
院
し
た
高
齢
者

の
Ａ
Ｄ
Ｌ
低
下
の
懸
念
な
ど

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
▽
こ
れ
ま
で
診
療
報
酬
で

は
、
救
急
医
療
管
理
加
算
や

地
域
医
療
体
制
確
保
加
算
等

に
よ
り
救
急
搬
送
の
受
入
を

評
価
し
、
ま
た
令
和
４
年
度

診
療
報
酬
改
定
で
は
、
地
域

包
括
ケ
ア
病
棟
を
有
す
る
医

療
機
関
に
お
い
て
救
急
医
療

の
体
制
を
要
件
化
す
る
等
の

対
応
を
行
っ
て
い
る
。

【
へ
き
地
医
療
に
つ
い
て
】

　
▽
医
療
計
画
に
お
い
て

は
、
へ
き
地
に
お
け
る
医
療

人
材
の
効
率
的
な
活
用
や
有

中
医
協
「
総
会
」
で
、
第
８

次
医
療
計
画
に
関
連
す
る
項

目
の
課
題
と
論
点
を
議
論

　
５
月
　
日
に
開
か
れ
た
中

１７

医
協
の
「
総
会
」
で
、
第
８

次
医
療
計
画
に
関
連
す
る

「
救
急
医
療
」「
災
害
医
療
」

「
へ
き
地
医
療
」「
周
産
期

医
療
」「
小
児
医
療
」
に
つ
い

て
事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り

議
論
が
行
わ
れ
た
。
こ
こ
で

は
「
救
急
医
療
」「
へ
き
地
医

療
」「
周
産
期
医
療
」「
小
児

医
療
」
の
課
題
と
論
点
を
掲

載
す
る
こ
と
と
す
る
。

課
題

【
救
急
医
療
に
つ
い
て
】

　
▽
第
８
次
医
療
計
画
に
お

い
て
は
、
増
加
す
る
高
齢
者

の
救
急
や
、
特
に
配
慮
を
要

す
る
救
急
患
者
を
受
け
入
れ

る
た
め
に
、
地
域
に
お
け
る

救
急
医
療
機
関
の
役
割
を
明

確
化
し
、
初
期
救
急
医
療
機

関
は
、
主
に
独
歩
で
来
院
す

る
自
覚
症
状
が
軽
い
患
者
へ

の
夜
間
及
び
休
日
に
お
け
る

外
来
診
療
を
担
い
、
第
二
次

救
急
医
療
機
関
は
高
齢
者
救

急
を
は
じ
め
地
域
で
発
生
す

る
救
急
患
者
の
初
期
診
療
と

入
院
治
療
を
主
に
担
い
、
第

三
次
救
急
医
療
機
関
は
重
篤

患
者
に
対
す
る
高
度
な
専
門

的
医
療
を
総
合
的
に
実
施
す

る
こ
と
を
基
本
と
し
つ
つ
、

他
の
医
療
機
関
で
は
治
療
の

継
続
が
困
難
な
救
急
患
者
の
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は
ア
ナ
ロ
グ
人
の
私
に
も

解
る
が
、
詳
し
く
は
著
書

を
読
ん
で
欲
し
い
。

　
第
５
章
は
コ
ロ
ナ
で
も

変
わ
ら
な
か
っ
た

・
・
・
・
・
・
・
「
か
か

り
つ
け
医
制
度
」
を
実
現

す
る
た
め
の
　
の
ポ
イ
ン

１０

ト
が
記
さ
れ
て
い
る
。
著

者
が
最
も
強
調
し
た
か
っ

た
部
分
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
あ
る
程
度
の
ス
ピ
ー

ド
で
緩
や
か
な
義
務
化
を

実
現
し
な
い
と
、
人
口

減
、
東
京
一
極
集
中
の
こ

の
国
の
社
会
保
障
制
度
や

世
界
文
化
遺
産
級
の
国
民

皆
保
険
制
度
の
崩
壊
は
早

ま
る
一
方
と
愚
考
、
危
惧

す
る
昨
今
で
あ
る
。

推
薦
者

邉
見
公
雄
（
全

国
公
私
病
院
連
盟
会
長
、

赤
穂
市
民
病
院
名
誉
院

長
）

り
つ
け
医
で
あ
る
家
庭
医

を
詳
述
し
て
い
る
。
著
者

が
留
学
し
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
立
大
学
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
家
庭
医
療
科
で
の
経
験

や
、
Ｅ
Ｒ
か
ら
精
神
科

医
、
在
宅
医
療
ま
で
幅
広

く
学
ぶ
制
度
。
オ
バ
マ
ケ

ア
や
Ａ
Ｃ
Ｏ
（
ア
カ
ウ
ン

タ
ブ
ル
・
ケ
ア
・
オ
ー
ガ

ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
）
の
地
域

医
療
な
ど
、
そ
し
て
日
本

医
師
会
が
最
も
嫌
う
制
度

の
英
国
の
Ｇ
Ｐ
と
Ｎ
Ｈ
Ｓ

な
ど
。
さ
ら
に
フ
ラ
ン
ス

や
ド
イ
ツ
の
家
庭
医
も
紹

介
し
て
い
る
。

　
第
４
章
は
韓
・
台
か
ら

１
周
遅
れ
、
米
中
の
背
中

も
見
え
ず
迷
走
ば
か
り
の

医
療
Ｄ
Ｘ
。
こ
の
重
要
性

報
告
制
度
や
そ
れ
に
基
づ

く
外
来
版
地
域
医
療
構
想

を
第
１
章
で
述
べ
て
い

る
。
４
月
か
ら
開
始
さ
れ

た
紹
介
受
診
重
点
病
院
に

も
触
れ
て
い
る
。
２
０
０

床
以
上
と
い
う
大
病
院
に

範
囲
が
拡
大
さ
れ
た
。
ま

た
ま
た
病
院
バ
ッ
シ
ン
グ

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
応
す

る
為
の
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト

を
あ
げ
て
い
る
の
で
、
是

非
ト
ラ
イ
し
て
欲
し
い
。

　
第
２
章
は
今
回
の
コ
ロ

ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
政
府

・
与
党
や
マ
ス
コ
ミ
、
患

者
市
民
か
ら
の
「
か
か
り

つ
け
医
っ
て
何
だ
っ
た
の

か
？
」
と
い
う
声
が
今
回

の
制
度
の
見
直
し
の
契
機

に
な
っ
た
。「
発
熱
者
お

断
り
」
や
病
床
の
逼
迫
が

記
さ
れ
て
い
る
が
、
保
険

料
や
税
で
診
療
報
酬
を
頂

い
て
い
る
開
業
医
に
は
も

う
少
し
公
的
貢
献
を
義
務

付
け
す
べ
き
で
は
な
い
か

と
。
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
オ
ー
ト
ノ
ミ
ー
は
看
板

倒
れ
で
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
羊
頭

狗
肉
で
は
と
失
礼
な
が
ら

感
じ
て
い
る
。
私
は
医
療

従
事
者
以
外
か
ら
は
い
つ

も
そ
う
い
う
批
判
の
言
葉

を
頂
戴
し
続
け
て
い
る
。

私
に
は
言
い
易
い
の
か
も

と
感
じ
て
い
る
。
新
専
門

医
制
度
で
目
玉
で
あ
る
総

合
診
療
医
が
増
え
な
い
の

も
今
後
の
感
染
症
へ
の
危

惧
と
述
べ
て
い
る
。

　
第
３
章
は
海
外
の
か
か

戸
時
代
の
様
子
が
よ
く
解

る
読
み
物
で
あ
る
。

　
写
真
が
な
く
交
通
手
段

も
不
便
な
時
代
に
、
庶
民

に
浮
世
絵
風
景
で
夢
を
与

え
満
足
さ
せ
る
。
特
に
震

災
後
の
惨
憺
た
る
被
害
の

江
戸
を
昔
の
写
生
帳
で
勇

気
付
け
る
と
い
う
終
章
に

は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

な
ど
を
経
験
し
た
筆
者
に

も
よ
く
共
感
で
き
る
段
で

あ
っ
た
。
著
者
の
「
葵
の

月
」
や
「
北
斎
ま
ん
だ
ら
」

も
面
白
か
っ
た
が
、
今
回

も
あ
っ
と
い
う
間
に
読
了

し
た
。

◆
　
　
◆

　
２
冊
目
は
畏
友
　
武
藤

正
樹
先
生
の
最
新
作
『
コ

ロ
ナ
で
変
わ
る
「
か
か
り

つ
け
医
」
制
度
』
で
あ
る
。

適
確
な
筆
致
で
喫
緊
の
医

療
界
の
課
題
や
今
後
の
予

想
を
著
わ
す
筆
者
の
本
は

全
て
読
ん
で
い
る
。『
２

０
２
５
年
へ
の
カ
ウ
ン
ト

ダ
ウ
ン
』
は
書
評
も
用
意

し
て
い
た
が
、
紙
幅
の
関

係
で
ボ
ツ
に
な
っ
た
事
が

あ
る
。
今
回
は
リ
ベ
ン
ジ

の
つ
も
り
で
掲
載
を
お
願

い
し
た
。

　
ま
ず
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る

外
来
患
者
の
減
少
は
読
者

も
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
増
加

促
進
は
怪
我
の
功
名
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
元
々

余
裕
が
あ
る
入
院
病
床
の

減
反
政
策
は
も
う
限
界

で
、
私
見
で
は
も
っ
と
早

く
始
め
る
べ
き
外
来
機
能

　
今
月
の
１
冊
目
は
『
広

重
ぶ
る
う
』
梶
よ
う
子

著
。
北
斎
や
歌
麿
よ
り
少

し
遅
く
、
国
貞
や
国
芳
と

同
年
代
の
歌
川
派
の
浮
世

絵
師
、
広
重
の
物
語
で
あ

る
。
役
者
絵
や
美
人
画
な

ど
で
は
芽
が
出
ず
、
名
所

絵
と
い
う
風
景
画
、
特
に

そ
の
頃
流
行
っ
た
十
返
舎

一
九
の
東
海
道
中
膝
栗
毛

の
風
景
画
で
世
に
出
た

供
行
か
ず
の
名
所
絵
僑
と

い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
造
っ
た

歌
川
広
重
の
物
語
で
あ

る
。
定
火
消
同
心
と
い
う

下
級
武
士
の
内
職
的
絵
師

か
ら
ゴ
ッ
ホ
に
も
認
め
ら

れ
た
日
本
を
代
表
す
る
絵

師
に
な
る
物
語
で
あ
る
。

　
目
標
は
東
都
江
戸
の
抜

け
る
よ
う
な
青
空
を
描
き

切
る
こ
と
。
ベ
ロ
藍
（
ベ

ル
リ
ン
ブ
ル
ー
、
プ
ル
シ

ア
ン
ブ
ル
ー
）
と
い
う
ド

イ
ツ
製
の
顔
料
に
出
会

い
、
若
手
摺
師
の
寛
治
と

次
々
に
傑
作
を
出
版
す
る

物
語
で
あ
る
。
版
元
、
彫

師
、
摺
師
と
の
や
り
と

り
、
ラ
イ
バ
ル
や
御
上
に

よ
る
取
り
締
ま
り
、
特
に

水
野
忠
邦
の
天
保
の
改
革

に
よ
る
取
り
締
ま
り
は
今

の
コ
ロ
ナ
と
同
じ
よ
う
に

遊
び
の
消
え
る
社
会
。
弟

子
や
師
匠
と
の
間
合
い
、

コ
ロ
リ
や
労
咳
な
ど
今
で

は
治
る
病
気
で
弟
子
や
身

近
な
人
物
が
亡
く
な
っ

た
。
地
震
や
火
事
な
ど
今

と
同
じ
災
害
も
多
発
。
江

今
月
は
２
冊
を
ご
紹
介
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年
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る

４０
後
期
高
齢
者
の
増
加
を
見
据

え
、「
か
か
り
つ
け
医
（
カ

医
）
」
制
度
に
つ
い
て
長
く

議
論
さ
れ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ

禍
で
必
要
性
が
顕
に
な
り
、

骨
太
の
方
針
で
も
採
り
あ
げ

ら
れ
た
。
ど
ん
な
病
気
で
も

ま
ず
相
談
で
き
る
カ
医
を
身

近
に
持
つ
制
度
実
現
の
た
め

に
は
多
く
の
課
題
が
あ
る
。

カ
医
の
認
定
、
登
録
、
情
報

公
開
に
つ
い
て
、
日
医
、
健

保
、
省
庁
で
見
解
の
相
違
が

あ
り
、
ま
だ
着
地
点
が
見
え

な
い
▼
カ
医
機
能
と
し
て
幅

広
い
診
療
領
域
に
対
応
で
き

る
能
力
が
必
須
だ
が
、
わ
が

国
で
は
元
々
の
専
門
医
が
開

業
し
各
専
門
診
療
科
を
標
榜

す
る
歴
史
が
あ
り
、
分
野
に

偏
ら
な
い
総
合
医
は
多
く
は

な
い
。
欧
州
に
習
え
ば
、
専

門
医
と
一
般
医
を
研
修
段
階

で
振
り
分
け
、
半
数
ず
つ
養

成
す
る
教
育
の
大
改
革
が
必

要
だ
が
、
そ
れ
に
は
長
い
年

月
を
要
す
る
。
現
状
に
鑑

み
、
カ
医
へ
の
緩
い
登
録
制

度
の
下
に
複
数
の
専
門
科
受

診
を
容
認
し
、
面
と
し
て
対

応
す
る
意
見
が
あ
る
▼
診
療

所
の
地
域
偏
在
も
深
刻
で
、

東
京
と
北
海
道
過
疎
地
で
は

人
口
比
密
度
で
　
倍
も
の
開

１０

き
が
あ
る
。
独
仏
並
み
の
規

制
に
よ
る
配
置
調
整
は
難
し

い
だ
ろ
う
が
、
病
院
、
診
療

所
、
患
者
と
も
に
享
受
し
て

き
た
自
由
度
の
高
い
日
本
の

医
療
が
曲
が
り
角
に
き
て
い

る
の
は
間
違
い
な
い
。
地
域

包
括
ケ
ア
の
要
を
カ
医
が
担

う
シ
ス
テ
ム
の
早
期
の
実
現

が
待
た
れ
る
。 億
 （
Ｓ
・
Ｓ
）

　
こ
の
度
、
計
ら
ず
も

「
会
長
と
し
て
も
う
少
し

頑
張
れ
」
と
会
長
再
任
の

大
役
を
仰
せ
付
か
り
ま
し

た
。
来
年
４
月
の
診
療
報

酬
・
介
護
報
酬
・
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
等
報
酬
の
ト

リ
プ
ル
改
定
に
向
け
て
頑

張
れ
と
い
う
エ
ー
ル
か
と

受
け
取
っ
て
お
り
ま
す
。

相
澤
孝
夫
日
本
病
院
会
会

長
初
め
、
他
の
病
院
団
体

も
異
例
の
続
投
が
大
勢
で

す
の
で
、
無
能
な
私
も
そ

れ
に
倣
え
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
か
。

　
新
た
な
事
務
局
体
制
の

も
と
、
長
年
住
み
慣
れ
た

事
務
所
も
建
築
基
準
法
の

耐
震
基
準
以
下
で
取
り
壊

す
た
め
、
年
明
け
に
は
浅

草
へ
移
転
予
定
。
色
々
と

慎
重
か
つ
無
難
な
対
応
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

供
無
事
こ
れ
名
馬
僑
か
も

で
す
ね
。

　
来
年
は
当
連
盟
の
創
立

　

周

年

で

６０す
。
今
年
の

総
会
が
第
　６４

回
だ
っ
た
の

で
、　

周
年

６５

と
会
長
挨
拶

で
早
合
点
し

て
新
会
長
失

言
集
第
一
号

に
登
録
さ
れ
た
様
で
す
。

是
非
多
く
の
仲
間
と
一
緒

に
祝
い
た
い
と
念
じ
て
お

り
ま
す
。
少
し
で
も
一
瞬

で
も
関
わ
り
の
あ
っ
た
方

に
は
、
是
非
ご
参
加
下
さ

い
ま
す
よ
う
謹
ん
で
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
会
の
組
織
強
化

に
つ
い
て
で
す
が
、
構
成

団
体
に
中
島
豊
爾
会
長
の

日
本
公
的
病
院
精
神
科
協

会
を
加
え
８
団
体
と
し
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
頑
張
っ

て
も
う
２
つ
増
や
し
　
団
１０

体
を
目
指
し
ま
す
。
団
体

相
互
の
絆
を
強
め
る
べ

く
、
各
団
体
の
学
会
や
総

会
に
は
他
の
加
盟
団
体
代

表
が
勝
手
連
的
に
押
し
掛

け
る
活
動
を
推
進
し
ま

す
。
　
ま
た
、
光
熱
費
や
食
材

等
す
べ
て
の
物
価
の
高
騰

に
鑑
み
、
納
入
業
者
や
関

連
業
界
を
賛
助
会
と
し
て

取
り
込
み
、
巻
き
込
み
、

引
き
込
む
構
想
を
検
討
中

で
す
。
相
手
の
あ
る
事
で

す
の
で
、
Ｗ
ｉ
ｎ-

 
Ｗ
ｉ

ｎ
に
し
な
け
れ
ば
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
国
民
の
負
託

に
こ
た
え
る
国
会
議
員
こ

そ
味
方
に
し
な
け
れ
ば
、

病
院
の
窮
状
を
一
般
市
民

は
理
解
し
て
く
れ
ま
せ

ん
。
欲
張
り
村
の
村
長
さ

ん
と
誤
解
さ
れ
る
の
が
落

ち
で
す
。
報
道
の
自
由
度

世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
　

位
６８

（
統
一
教
会
報
道
が
評
価

さ
れ
た
の
か
　
位
か
ら
３

７１

つ
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
）
の
我

が
国
の
メ
デ
ィ
ア
は
、
医

療
界
の
窮
状
を
伝
え
ま
せ

ん
。
前
世
紀
か
ら
ず
っ
と

そ
の
被
害
者
で
あ
り
続
け

て
い
る
の
が
、
我
々
病
院

界
な
の
で
す
。
医
療
は
医

師
会
中
心
で
あ
る
と
曲
解

さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の

で
は
と
危
惧
し
て
お
り
ま

す
。
勤
務
医
の
働
き
方
改

革
な
の
に
医
師
の
働
き
方

改
革
。
こ
れ
で
は
歯
ぐ
き

を
磨
く
の
に
歯
磨
き
を
勧

め
て
い
る
様
な
も
の
と
同

じ
で
す
。

　
国
民
の
健
康
会
議
は
昨

年
度
か
ら
再
開
し
て
お
り

ま
す
が
、
今
年
度
も
日
本

教
育
会
館
「
一
ツ
橋
ホ
ー

ル
」
で
行
天
良
雄
先
生
の

総
合
司
会
で

「
少
子
化
を

考
え
る
～
こ

ど
も
た
ち
は

何
処
へ
行
っ

た
？
～
」
を

テ
ー
マ
に
し

て
開
催
し
ま

す
。
ア
メ
リ

カ
の
賢
人
イ
ー
ロ
ン
・
マ

ス
ク
氏
か
ら
消
滅
予
定
国

家
と
名
指
し
さ
れ
た
Ｊ
Ａ

Ｐ
Ａ
Ｎ
を
ど
う
再
興
さ
せ

る
か
。
皆
様
と
熱
く
議
論

さ
せ
て
頂
け
る
こ
と
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。
例

年
、
若
い
女
性
の
参
加
が

少
な
い
の
で
、
是
非
お
誘

い
し
て
子
供
と
一
緒
に
多

く
の
皆
様
方
の
御
来
場
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
移
動
理
事
会
に
つ

き
ま
し
て
は
、
昨
年
度
は

岡
田
俊
英
監
事
に
お
世
話

頂
き
、
大
変
有
意
義
な
会

に
な
り
ま
し
た
。
今
年
度

は
園
田
孝
志
顧
問
、
来
年

度
は
浦
田
士
郎
副
会
長
が

担
当
し
て
下
さ
る
予
定
で

す
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
役
員
は
一
騎
当
千
の

能
力
の
高
い
方
々
ば
か
り

で
す
の
で
、
役
職
員
、
力

を
併
せ
て
活
力
あ
る
業
務

運
営
を
進
め
て
行
く
所
存

で
す
。
会
員
諸
兄
姉
の
御

指
導
御
支
援
を
謹
ん
で
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
赤
穂
市
民
病
院
・
名
誉

院
長
）

頃

墾

困

婚

今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今

今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今
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坤
坤
坤
坤

会
　
長
　
所
　
信

邉
見
公
雄
会
長
を
再
選

入
院
基
本
料
の
大
幅
引
き
上
げ
を
決
議

読
し
、
満
場
一
致
で
承
認
さ

れ
た
。
最
後
に
小
熊
豊
副
会

長
（
砂
川
市
立
病
院
・
名
誉

院
長
）
が
閉
会
挨
拶
を
行
っ

て
総
会
は
終
了
し
、会
場
を
移

し
て
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
。

邉
見
会
長
の
再
選
が
了
承
さ

れ
て
い
る
。

　
な
お
、
再
開
さ
れ
た
総
会

で
第
５
号
議
案
の
「
決
議
案
」

を
園
田
孝
志
副
会
長
（
済
生

会
唐
津
病
院
・
院
長
）
が
朗

の
候
補
者
が
了
承
さ
れ
た

後
、「
会
長
・
副
会
長
・
常
務

理
事
」
の
互
選
を
行
う
た
め

に
総
会
を
一
時
中
断
し
て
改

選
後
の
新
理
事
に
よ
る
臨
時

の
「
理
事
会
」
が
開
催
さ
れ
、

監
査
報
告
が
あ
り
、
続
い
て

上
程
さ
れ
た
「
令
和
４
年
度

当
期
未
処
分
残
余
金
処
分
計

算
書
案
」
と
一
括
し
て
了
承

さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
３
月
の
理
事
会

で
す
で
に
承
認
を
受
け
て
い

た
「
令
和
５
年
度
事
業
計
画

書
」
と
「
令
和
５
年
度
収
支

予
算
書
」
に
つ
い
て
、
難
波

義
夫
副
会
長
（
金
光
病
院
理

事
長
・
院
長
）
と
牧
野
憲
一

副
会
長
（
旭
川
赤
十
字
病
院
・

院
長
）
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
報

告
が
あ
っ
た
。

　
続
い
て
、
本
年
度
は
２
年

に
１
度
の
改
選
期
に
あ
た
る

た
め
第
３
号
議
案
の
「
役
員

の
選
任
案
」
が
邉
見
会
長
か

ら
提
案
さ
れ
、
加
盟
団
体
か

ら
推
薦
さ
れ
た
理
事
と
監
事

案
、
財
産
目
録
案
」
は
、
中

嶋
昭
副
会
長
（
玉
川
病
院
・

理
事
長
）
か
ら
上
程
さ
れ
、

遠
山
正
博
監
事
（
佐
倉
厚
生

園
病
院
・
名
誉
院
長
）
よ
り

石
原
淳
副
会
長
（
平
塚
市
病

院
事
業
管
理
者
）
よ
り
上
程

が
あ
り
了
承
さ
れ
、
第
２
号

議
案
の
「
令
和
４
年
度
収
支

計
算
書
案
、
貸
借
対
照
表

が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
、

両
氏
に
よ
り
そ
の
後
の
議
事

が
進
め
ら
れ
た
。

　
第
１
号
議
案
の
「
令
和
４

年
度
事
業
報
告
書
案
」
は
、

し
て
い
る
。

　
当
日
は
、
富
所
隆
副
会
長

（
長
岡
中
央
綜
合
病
院
・
名

誉
院
長
）
が
開
会
宣
言
を
行

っ
た
後
、
邉
見
公
雄
会
長
が

開
会
挨
拶
を
行
っ
た
。
次
に

議
長
団
の
選
出
が
行
わ
れ
、

事
前
に
全
国
自
治
体
病
院
協

議
会
か
ら
推
薦
さ
れ
て
い
た

松
岡
伸
一
先
生
（
苫
小
牧
市

立
病
院
・
院
長
）
と
全
国
厚

生
農
業
協
同
組
合
連
合
会
か

ら
推
薦
さ
れ
て
い
た
渡
辺
仁

先
生
（
Ｊ
Ａ
長
野
厚
生
連
佐

久
総
合
病
院
・
統
括
院
長
）

　
全
国
公
私
病
院
連
盟
の

「
定
時
総
会
」
が
６
月
　
日
１４

（
水
）
に
「
全
国
町
村
会
館
」

で
開
催
さ
れ
た
。
連
盟
の
役

員
の
任
期
は
２
年
間
で
本
年

が
改
選
の
年
に
あ
た
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
互
選
を
行
っ
た

結
果
、
邉
見
公
雄
会
長
（
赤

穂
市
民
病
院
・
名
誉
院
長
）

が
再
選
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
総
会
で
は
入
院
基
本
料

の
大
幅
な
引
き
上
げ
を
求
め

る
な
ど
５
項
目
に
わ
た
る

『
決
議
』（
２
面
に
全
文
を

掲
載
）
を
満
場
一
致
で
採
択

令和５年度（第６４回）定時総会のもよう

一
般
社
団
法
人

　
全
国
公
私
病
院
連
盟

会
　
長
　

邉
　
見
　
公
　
雄

【
  記
念
講
演
  】

尾
身
  茂
  先
生
が
講
演

　
全
国
公
私
病
院
連
盟
の

「
定
時
総
会
」
に
先
立
ち
、

尾
身
茂
先
生
（
公
益
財
団
法

人
結
核
予
防
会
・
理
事
長
）

を
お
迎
え
し
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
こ
れ
ま
で
」
を

テ
ー
マ
に
「
記
念
講
演
」
が

行
わ
れ
た
。

　
尾
身
先
生
は
、
我
が
国
に

お
け
る
対
策
の
特
徴
、
そ
の

評
価
、
直
面
し
た
課
題
に
つ

い
て
解
説
し
、
こ
れ
か
ら
の

見
通
し
に
つ
い
て
見
解
を
述

べ
た
。
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決
　
議

　
世
界
情
勢
と
異
例
の
円
安

な
ど
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料

な
ど
輸
入
を
中
心
と
す
る
物

価
高
が
我
が
国
を
襲
っ
て
お

り
、
我
々
病
院
も
光
熱
費
や

入
院
患
者
の
食
材
・
医
療
材

料
な
ど
を
中
心
に
未
曾
有
の

高
騰
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
昨
年
４
月
の
診
療
報

酬
改
定
は
実
質
マ
イ
ナ
ス
で

あ
り
、
過
去
　
年
間
を
振
り

１５

返
っ
て
も
殆
ど
上
昇
し
て
い

な
い
。

　
特
に
食
事
療
養
費
は
人
生

１
０
０
年
時
代
で
高
齢
者
や

障
害
者
に
対
し
て
き
ざ
み

食
、
と
ろ
み
食
、
ア
レ
ル
ギ

ー
対
策
な
ど
多
種
少
量
で
多

大
な
手
間
と
技
術
を
費
や
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
全

く
評
価
さ
れ
て
お
ら
ず
コ
ス

ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
極
め

て
悪
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

少
種
大
量
生
産
、
コ
ン
ビ
ナ

ー
ト
的
な
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
的
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
業
界

で
さ
え
数
回
値
上
げ
し
て
い

る
の
に
病
院
は
い
か
が
か
と

栄
養
士
や
調
理
師
か
ら
問
わ

れ
る
事
も
多
い
。
医
食
同
源

で
重
要
な
位
置
を
占
め
る
の

が
こ
の
分
野
で
あ
り
、
こ
の

分
野
を
評
価
し
な
い
と
回
復

治
癒
が
遅
れ
入
院
日
数
の
短

縮
に
繋
が
ら
な
い
。

　
病
院
は
医
療
安
全
や
チ
ー

ム
医
療
、
快
適
療
養
、
効
率

化
、
働
き
方
改
革
、
地
域
連

携
な
ど
で
臨
床
工
学
士
、
診

療
情
報
管
理
士
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
、
看
護
補
助
者

等
々
、
多
職
種
の
人
材
を
採

用
し
て
き
た
。
し
か
し
そ
れ

ら
は
殆
ど
評
価
さ
れ
て
お
ら

ず
、
評
価
さ
れ
て
も
微
々
た

る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
今
回
、
政
府
の
唱
え
る

「
新
し
い
資
本
主
義
」
達
成

の
た
め
に
は
、
そ
の
中
核
部

隊
で
あ
る
医
療
・
介
護
に
対

し
て
手
厚
い
処
遇
が
絶
対
必

要
条
件
で
あ
る
と
考
え
る
。

故
に
入
院
基
本
料
の
大
幅
ア

ッ
プ
を
希
望
す
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
な
お
、
介
護
報
酬
に

対
し
て
も
人
材
確
保
の
た
め

に
は
抜
本
的
改
善
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
付
言
す
る
。

　
以
上
の
こ
と
に
鑑
み
本
連

盟
で
は
、
効
率
至
上
主
義
、

経
済
財
政
を
重
視
し
て
き
た

昨
今
の
政
策
か
ら
の
転
換
を

強
く
求
め
る
と
と
も
に
、
国

民
が
将
来
に
わ
た
っ
て
安
心

で
き
る
社
会
的
共
通
資
本
と

し
て
の
医
療
制
度
を
確
立
す

る
た
め
に
も
、
次
の
事
項
の

実
現
を
期
し
、
こ
こ
に
決
議

す
る
。

記

　
１
．
診
療
報
酬
に
関
す
る

こ
と

（
１
）
食
材
・
医
療
材
料
な

ど
を
中
心
に
未
曾
有
の
高
騰

に
見
舞
わ
れ
て
い
る
が
、
病

院
の
原
資
で
あ
る
入
院
基
本

料
は
過
去
　
年
間
殆
ど
上
昇

１５

し
て
い
な
い
。

　
ま
た
、
今
回
政
府
の
唱
え

る
「
新
し
い
資
本
主
義
」
の

中
核
を
な
す
医
療
・
介
護
職

に
対
し
て
手
厚
い
処
遇
（
給

与
の
引
き
上
げ
等
）
が
必
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
入
院
基

本
料
の
大
幅
ア
ッ
プ
を
要
望

す
る
。

（
２
）
ま
た
、
診
療
報
酬
改

定
の
議
論
は
、
社
会
保
障
審

議
会
の「
医
療
保
険
部
会
」で

の
議
論
が
い
つ
も
先
行
し
、

「
医
療
部
会
」が
こ
れ
を
後
追

い
す
る
形
に
な
っ
て
お
り
、

事
業
計
画
よ
り
収
支
予
算
あ

り
き
の
議
論
に
な
っ
て
い
る

の
は
本
末
転
倒
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
決
め
ら
れ
た
「
診

療
報
酬
改
定
の
基
本
方
針
」

が
、
中
央
社
会
保
険
医
療
協

議
会
（
中
医
協
）
の
議
論
の

終
盤
に
提
示
さ
れ
、
診
療
報

酬
改
定
率
も
年
末
の
慌
た
だ

し
い
予
算
編
成
過
程
で
決
定

さ
れ
る
た
め
、
中
医
協
で
の

検
討
内
容
が
十
分
に
反
映
さ

れ
難
く
な
っ
て
い
る
う
え

に
、
改
定
点
数
や
具
体
的
内

容
等
が
示
さ
れ
な
い
ま
ま
行

わ
れ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
募
集
や
公
聴
会
の
開
催

も
形
骸
化
し
て
い
る
。

　
つ
い
て
は
、
診
療
報
酬
の

改
定
に
あ
た
っ
て
は
、
社
会

保
障
審
議
会
「
医
療
部
会
」

と
「
中
医
協
」
の
議
論
を
先

行
さ
せ
、
そ
の
議
論
に
基
づ

き
社
会
保
障
審
議
会
「
医
療

保
険
部
会
」
で
の
議
論
を
進

め
る
べ
き
で
あ
り
、
加
え

て
、
予
算
原
案
提
示
前
に
改

定
予
定
項
目
の
ア
ウ
ト
ラ
イ

ン
を
国
民
に
示
す
と
と
も

に
、
そ
の
積
算
根
拠
を
明
ら

か
に
し
、
広
く
国
民
の
理
解

を
得
る
た
め
に
十
分
な
時
間

と
機
会
を
設
け
る
こ
と
。

（
３
）
な
お
、
中
・
長
期
的

に
は
、
病
院
と
診
療
所
の
診

療
報
酬
体
系
を
別
に
す
る
こ

と
の
検
討
も
始
め
る
べ
き
で

あ
る
。

　
２
．
医
療
に
掛
か
る
控
除

対
象
外
消
費
税
に
関
す
る
こ

と　
医
療
に
掛
か
る
消
費
税
を

無
税
と
し
て
い
る
た
め
の
問

題
点
、
矛
盾
点
な
ど
は
繰
り

返
し
指
摘
し
、
根
本
的
解
決

す
な
わ
ち
課
税
へ
の
転
換
を

要
望
し
て
き
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
無
税
か
ら
課
税
へ
の

国
民
の
反
発
、
過
去
に
重
積

し
て
し
ま
っ
て
い
る
診
療
報

酬
へ
の
上
乗
せ
に
よ
る
補
填

の
解
消
が
困
難
で
あ
る
こ

と
、
な
ど
を
理
由
に
放
置
を

続
け
て
き
た
。

　
し
か
し
、
今
後
さ
ら
に
引

き
上
げ
ら
れ
て
い
く
で
あ
ろ

う
消
費
税
に
対
し
、
そ
の
度

ご
と
に
行
わ
れ
る
診
療
報
酬

に
よ
る
補
填
作
業
、
各
医
療

機
関
に
お
け
る
納
税
作
業
及

び
補
填
の
妥
当
性
の
検
証
な

ど
理
不
尽
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

強
い
て
い
る
。

　
つ
い
て
は
、
広
く
国
民
に

対
し
消
費
税
は
最
終
消
費
者

に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

を
説
得
し
、
医
療
に
掛
か
る

控
除
対
象
外
消
費
税
は
課
税

と
す
る
こ
と
を
強
く
要
望
す

る
。
　
な
お
、
過
去
の
診
療
報
酬

補
填
分
に
関
し
て
は
２
年
ご

と
の
診
療
報
酬
改
定
に
よ
っ

て
修
正
し
て
い
く
こ
と
が
可

能
と
考
え
る
。

　
３
．
医
師
の
偏
在
是
正
及

び
医
師
の
働
き
方
改
革
の
対

応
に
つ
い
て

　
医
師
の
働
き
方
改
革
に
つ

い
て
は
、
令
和
６
年
４
月
か

ら
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制

等
が
適
用
さ
れ
る
が
、
大
学

病
院
か
ら
医
師
を
引
き
揚
げ

ら
れ
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ

る
。
特
に
、
地
方
の
病
院

は
、
医
師
確
保
が
一
層
困
難

に
な
る
と
い
う
悪
循
環
に
陥

り
、
地
域
医
療
を
維
持
で
き

な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

　
こ
の
た
め
、
地
域
ご
と
の

医
師
偏
在
の
実
態（
診
療
科
、

病
院
と
診
療
所
、
昼
夜
等
）

や
、
医
療
現
場
の
取
組
の
現

状
（
労
働
時
間
、
宿
日
直
許

可
の
取
得
や
医
師
の
業
務
改

善
状
況
、
タ
ス
ク
・
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
及
び
タ
ス
ク
・
シ
フ

テ
ィ
ン
グ
の
推
進
等
）
を
把

握
し
て
、
必
要
に
応
じ
柔
軟

に
実
効
性
（
即
効
性
）
の
あ

る
対
策
を
講
じ
る
と
と
も

に
、
地
域
医
療
の
確
保
に
支

障
が
生
じ
な
い
よ
う
必
要
な

配
慮
を
す
る
こ
と
。

　
４
．
医
療
Ｄ
Ｘ
（
電
子
カ

ル
テ
な
ど
）
に
関
す
る
こ
と

　
医
療
Ｄ
Ｘ
は
今
後
さ
ら
に

展
開
し
重
要
性
が
増
す
。
中

で
も
多
職
種
に
よ
る
共
同
活

動
が
進
む
病
院
医
療
に
お
い

て
、
電
子
カ
ル
テ
は
指
示
の

徹
底
、
情
報
の
共
有
、
複
数

に
よ
る
安
全
確
認
な
ど
最
重

要
機
器
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
地
域
医
療
体
制
や
医
療
連

携
が
進
む
現
状
に
と
っ
て
情

報
交
換
は
正
確
で
迅
速
で
あ

る
必
要
が
あ
り
、
電
子
カ
ル

テ
は
必
須
と
な
っ
て
い
る
。

　
政
府
が
進
め
る
医
療
Ｄ
Ｘ

に
は
期
待
し
て
い
る
が
、
診

療
報
酬
改
定
の
度
に
起
こ
る

ソ
フ
ト
の
改
変
、
約
５
年
ご

と
と
さ
れ
る
機
種
の
更
新
な

ど
の
病
院
負
担
は
多
大
で
あ

り
、
健
全
な
医
療
活
動
を
圧

迫
し
て
い
る
。ま
た
、サ
イ
バ

ー
攻
撃
対
策
は
高
い
費
用
を

要
し
、
現
在
の
診
療
報
酬
で

は
地
方
の
中
小
病
院
を
は
じ

め
多
く
の
病
院
に
は
実
施
不

可
能
で
あ
る
の
で
、こ
れ
ら
費

用
の
公
的
支
援
を
要
望
す
る
。

　
５
．
感
染
症
対
策
に
つ
い

て　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
つ
い
て
は
、
５
類
変

更
後
も
引
き
続
き
、
同
感
染

症
に
対
応
す
る
た
め
の
体
制

（
病
床
の
確
保
、
検
査
、
人

材
の
確
保
・
教
育
等
）
を
維

持
す
る
必
要
性
が
生
じ
て
い

る
の
で
、
現
在
措
置
さ
れ
て

い
る
診
療
報
酬
上
の
特
例
を

令
和
６
年
度
診
療
報
酬
改
定

ま
で
継
続
す
る
と
と
も
に
、

令
和
６
年
度
に
お
い
て
も
、

必
要
に
応
じ
て
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連
補
助

事
業
を
継
続
す
る
こ
と
。

　
ま
た
、
第
８
次
医
療
計
画

に
お
い
て
、
新
興
感
染
症
の

発
生
・
ま
ん
延
時
に
感
染
症

対
応
と
通
常
の
医
療
を
両
立

で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
た

め
に
都
道
府
県
と
医
療
機
関

が
病
床
確
保
等
の
協
定
を
結

ぶ
に
あ
た
っ
て
は
、
医
療
機

関
へ
の
財
政
的
な
支
援
、
人

材
確
保
や
養
成
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
上
記
決
議
す
る
。

　
　
令
和
５
年
６
月
　
日
１４

　
　
全
国
公
私
病
院
連
盟

　
　
令
和
５
年
度
定
時
総
会

全
国
公
私
病
院
連
盟

定
時
総
会「
決
議
」

令
和
５
年
６
月
　
日
１４

解

廻

塊

快

回回回回回回回

回回回回回回回

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊



 （３） ２０２３年（令和５年）７月１日（土曜日） 公私病連ニュース  第５３９号

　
６
月
　
日
（
水
）
に
開
催
さ
れ
た
全
国
公
私
病

１４

院
連
盟
「
定
時
総
会
」
で
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、

会
長
に
は
邉
見
公
雄
氏
（
赤
穂
市
民
病
院
・
名
誉

院
長
）
が
再
選
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
名
誉
会
長

・
顧
問
・
特
別
参
与
の
推
戴
も
同
日
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
各
名
簿
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

一
般
社
団
法
人

全
国
公
私
病
院
連
盟

役
員
名
簿

会
　
長
＝
邉
見
公
雄
（
赤
穂

市
民
病
院
・
名
誉
院
長
）

副
会
長
＝
小
熊
　
豊
（
砂
川

市
立
病
院
・
名
誉
院
長
）

副
会
長
＝
牧
野
憲
一
（
旭
川

赤
十
字
病
院
・
院
長
）

副
会
長
＝
三
角
隆
彦
（
神
奈

川
県
済
生
会
横
浜
市
東
部
病

院
・
院
長
）

常
務
理
事
＝
海
保
　
隆
（
国

保
直
営
総
合
病
院
君
津
中
央

病
院
・
院
長
）

常
務
理
事
＝
川
嶋
成
乃
亮

（
大
阪
府
済
生
会
中
津
医
療

福
祉
セ
ン
タ
ー
・
総
長
）

副
会
長
＝
辻
井
正
彦
（
地
方

独
立
行
政
法
人
市
立
東
大
阪

医
療
セ
ン
タ
ー
・
総
長
）

副
会
長
＝
浦
田
士
郎
（
愛
知

県
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合

会
安
城
更
生
病
院
・
名
誉
院

長
）

副
会
長
＝
難
波
義
夫
（
医
療

法
人
社
団
同
仁
会
金
光
病
院

理
事
長
・
院
長
）

副
会
長
＝
中
村
哲
也
（
医
療

法
人
社
団
明
芳
会
板
橋
中
央

総
合
病
院
・
理
事
長
）

常
務
理
事
＝
新
谷
史
明
（
い

わ
き
市
病
院
事
業
管
理
者
）

常
務
理
事
＝
水
上
泰
延
（
静

岡
県
厚
生
農
業
協
同
組
合
連

合
会
遠
州
病
院
・
名
誉
院
長
）

常
務
理
事
＝
佐
能
量
雄
（
社

会
医
療
法
人
光
生
病
院
理
事

長
・
院
長
）

常
務
理
事
＝
女
屋
光
基
（
独

立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構

下
総
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
・

院
長
）

副
会
長
＝
中
島
豊
爾
（
地
方

独
立
行
政
法
人
岡
山
県
精
神

科
医
療
セ
ン
タ
ー
理
事
長
・

名
誉
院
長
）

常
務
理
事
＝
中
野
　
実
（
前

橋
赤
十
字
病
院
・
院
長
）

理
　
事
＝
木
原
康
樹
（
地
方

独
立
行
政
法
人
神
戸
市
民
病

院
機
構
神
戸
市
立
医
療
セ
ン

タ
ー
中
央
市
民
病
院
・
院
長
）

理
　
事
＝
鎌
田
修
博
（
神
奈

川
県
厚
生
農
業
協
同
組
合
連

合
会
伊
勢
原
協
同
病
院
・
院

長
）

迅
陣

尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋

理
　
事
＝
黒
田
啓
史
（
地
方

独
立
行
政
法
人
京
都
市
立
病

院
機
構
京
都
市
立
病
院
・
院

長
）

理
　
事
＝
松
浦
　
弘
（
福
岡

県
済
生
会
福
岡
総
合
病
院
・

院
長
）

理
　
事
＝
辻
　
尚
志
（
岡
山

赤
十
字
病
院
・
院
長
）

理
　
事
＝
中
房
祐
司
（
福
岡

赤
十
字
病
院
・
院
長
）

理
　
事
＝
相
馬
正
義
（
公
益

財
団
法
人
佐
々
木
研
究
所
附

属
杏
雲
堂
病
院
・
前
院
長
）

理
　
事
＝
石
川
悦
久
（
御
殿

場
石
川
病
院
・
理
事
長
）

理
　
事
＝
内
藤
嘉
之
（
介
護

老
人
保
健
施
設
く
に
さ
き
苑

・
施
設
長
）

監
　
事
＝
岡
田
俊
英
（
石
川

県
立
中
央
病
院
・
院
長
）

監
　
事
＝
伊
藤
　
博
（
深
谷

赤
十
字
病
院
・
院
長
）

理
　
事
＝
北
村
　
立
（
石
川

県
立
こ
こ
ろ
の
病
院
・
院
長
）

監
　
事
＝
遠
山
正
博
（
公
益

財
団
法
人
日
産
厚
生
会
佐
倉

厚
生
園
病
院
・
名
誉
院
長
）

迅
陣

尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋

枝
市
立
総
合
病
院
・
名
誉
院

長
）

特
別
参
与
＝
渡
邉
古
志
郎

（
横
浜
市
立
市
民
病
院
・
名

誉
院
長
）

特
別
参
与
＝
原
澤
　
茂
（
済

生
会
川
口
総
合
病
院
・
名
誉

院
長
）

赤
十
字
病
院
・
名
誉
院
長
）

顧
　
問
＝
吉
田
茂
夫
（
北
見

赤
十
字
病
院
　
名
誉
院
長
・

特
別
顧
問
）

顧
　
問
＝
寺
坂
禮
治
（
福
岡

赤
十
字
病
院
・
名
誉
院
長
）

顧
　
問
＝
石
原
　
淳
（
平
塚

市
病
院
事
業
管
理
者
）

顧
　
問
＝
富
所
　
隆
（
Ｊ
Ａ

新
潟
厚
生
連
長
岡
中
央
綜
合

病
院
・
名
誉
院
長
）

顧
　
問
＝
園
田
孝
志
（
済
生

会
唐
津
病
院
・
院
長
）

顧
　
問
＝
中
嶋
　
昭
（
公
益

財
団
法
人
日
産
厚
生
会
玉
川

病
院
・
理
事
長
）

特
別
参
与
＝
阿
曽
佳
郎
（
藤

島
県
病
院
事
業
管
理
者
）

顧
　
問
＝
村
上
信
乃
（
地
方

独
立
行
政
法
人
総
合
病
院
国

保
旭
中
央
病
院
・
名
誉
院
長
）

顧
　
問
＝
行
天
良
雄
（
医
事

評
論
家
）

顧
　
問
＝
岡
留
健
一
郎
（
済

生
会
福
岡
総
合
病
院
・
名
誉

院
長
）

顧
　
問
＝
瀬
戸
嗣
郎
（
地
方

独
立
行
政
法
人
静
岡
県
立
病

院
機
構
静
岡
県
立
こ
ど
も
病

院
・
名
誉
院
長
）

顧
　
問
＝
加
藤
幸
男
（
Ｊ
Ａ

愛
知
厚
生
連
江
南
厚
生
病
院

・
名
誉
院
長
）

顧
　
問
＝
加
藤
　
誠
（
成
田

名
誉
会
長
＝
今
泉
暢
登
志

（
福
岡
赤
十
字
病
院
・
名
誉

院
長
）

顧
　
問
＝
相
澤
孝
夫（
一
般
社

団
法
人
日
本
病
院
会
・
会
長
）

顧
　
問
＝
堺
　
常
雄
（
一
般

社
団
法
人
日
本
病
院
会
・
名

誉
会
長
）

顧
　
問
＝
山
本
修
三
（
一
般

社
団
法
人
日
本
病
院
会
・
名

誉
会
長
）

顧
　
問
＝
土
井
章
弘
（
公
益

財
団
法
人
操
風
会
・
総
院
長
）

顧
　
問
＝
大
濱
紘
三
（
前
広

名
誉
会
長
・
顧
問
・

特
別
参
与
名
簿
（
敬
称
略
）
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 第５３９号  公私病連ニュース ２０２３年（令和５年）７月１日（土曜日） （４）

日
本
病
院
団
体
協
議
会
（
加

盟
団
体
）

　
▽
国
立
大
学
病
院
長
会
議

▽
国
立
病
院
機
構
▽
全
国
公

私
病
院
連
盟
▽
全
国
自
治
体

病
院
協
議
会
▽
全
日
本
病
院

協
会
▽
地
域
医
療
機
能
推
進

機
構
▽
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟

協
会
▽
日
本
医
療
法
人
協
会

▽
日
本
社
会
医
療
法
人
協
議

会
▽
日
本
私
立
医
科
大
学
協

会
▽
日
本
精
神
科
病
院
協
会

▽
日
本
病
院
会
▽
日
本
慢
性

期
医
療
協
会
▽
日
本
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
・
施
設

協
会
▽
労
働
者
健
康
安
全
機

構

同
様
に
賃
上
げ
等
の
取
組
を

進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
国
民
に
不
可
欠
な
医
療
・

介
護
を
確
保
す
る
た
め
「
骨

太
の
方
針
」
に
令
和
６
年
度

の
ト
リ
プ
ル
改
定
で
の
物
価

高
騰
と
賃
上
げ
へ
の
対
応
を

明
記
し
て
い
た
だ
き
、
必
要

財
源
を
確
保
す
る
こ
と
を
強

く
求
め
ま
す
。

　
併
せ
て
、
適
切
な
財
源
の

も
と
、
全
て
の
国
民
へ
良
質

か
つ
効
果
的
な
医
療
・
介
護

を
提
供
す
る
体
制
の
確
立
の

た
め
に
必
要
な
診
療
報
酬
改

定
を
実
施
す
る
こ
と
を
求
め

ま
す
。

に
な
っ
て
い
ま
す
。
少
子
化

対
策
の
財
源
を
単
に
社
会
保

障
費
の
中
で
の
付
け
替
え
に

よ
り
捻
出
す
る
こ
と
は
病
や

障
害
に
苦
し
む
方
、
高
齢
者

の
方
な
ど
の
財
源
を
切
り
崩

す
こ
と
に
な
り
許
容
で
き
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、医
療
・
介
護
分
野
で

働
く
人
々
が
国
民
の
生
命
と

健
康
を
守
る
と
い
う
責
務
を

果
た
す
た
め
、
他
の
分
野
と

　
少
子
化
対
策
を
充
実
す
る

こ
と
は
未
来
の
日
本
の
た
め

に
極
め
て
重
要
な
政
策
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。
子
育
て
世

代
が
安
心
し
て
生
活
す
る
た

め
の
社
会
基
盤
と
し
て
医
療

は
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
充

実
は
大
切
で
す
。

　
一
方
で
、
医
療
を
取
り
巻

く
環
境
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
価

格
、
物
価
、
賃
金
等
の
高
騰

に
よ
り
非
常
に
厳
し
い
も
の

　
全
国
公
私
病
院
連
盟
な
ど

　
病
院
団
体
が
加
盟
す
る
日

１５本
病
院
団
体
協
議
会
で
は
、

６
月
７
日
に
「
良
質
な
医
療
・

介
護
を
守
る
た
め
に
必
要
な

財
源
確
保
に
係
る
緊
急
声

明
」
を
発
出
し
た
。
緊
急
声

明
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
。

「
良
質
な
医
療
・
介
護
を
守

る
た
め
に
必
要
な
財
源
確
保

に
係
る
緊
急
声
明
」

　
１
冊
目
は
『
が
ん
ば
っ

て
い
き
ま
っ
し
ょ
い
』
。

松
山
市
主
催
、
第
４
回
坊

っ
ち
ゃ
ん
文
学
賞
大
賞
で

あ
る
。
松
山
東
高
校
の
女

子
ボ
ー
ト
部
を
描
い
た
青

春
物
で
あ
る
。
こ
の
高
校

は
文
武
両
道
で
知
ら
れ
る

学
校
、
旧
制
松
山
中
学
の

後
継
校
で
あ
る
。

　
主
人
公
は
受
験
か
ら
の

逃
避
と
し
て
女
子
ボ
ー
ト

部
を
創
立
す
る
。
ナ
ッ
ク

ル
フ
ォ
ア
と
い
う
ボ
ー

ト
、
コ
ッ
ク
ス
（
舵
手
）

を
含
め
た
５
人
が
な
か
な

か
揃
わ
ず
、
メ
ン
バ
ー
募

集
か
ら
の
苦
労
。
親
と
同

年
齢
の
先
輩
達
か
ら
の
支

援
。
個
性
的
な
ク
ル
ー
が

出
来
た
が
、
最
初
は
断
ト

ツ
の
ビ
リ
。
だ
ん
だ
ん
と

力
を
付
け
て
朝
日
レ
ガ
ッ

タ
に
ま
で
出
場
し
、
一
次

予
選
通
過
の
ハ
ッ
ピ
ー
エ

ン
ド
。
私
も
主
人
公
の
悦

子
と
同
じ
様
に
大
学
へ
入

学
後
、
勉
強
に
も
ボ
ー
ト

に
も
熱
中
出
来
ず
、
ど
っ

ち
つ
か
ず
の
時
代
が
あ
り

共
感
出
来
る
。
ま
た
私
は

四
国
で
育
っ
た
の
で
、
地

理
も
か
な
り
判
り
、
親
密

度
も
あ
り
ス
ラ
ス
ラ
読
め

た
。
イ
ー
ジ
ー
オ
ー
ル

（
漕
ぎ
方
休
め
）
の
声
を

聞
く
と
今
で
も
ホ
ッ
と
す

る
。
ボ
ー
ト
用
語
も
多

く
、
少
し
解
説
も
必
要
だ

が
、
ボ
ー
ト
競
技
に
親
し

み
を
持
っ
て
欲
し
い
と
い

う
思
い
も
あ
り
紹
介
さ
せ

て
頂
い
た
。
主
人
公
の
家

族
も
面
白
い
。
特
に
祖
母

が
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。

　
今
月
の
２
冊
目
は
Ｎ
Ｈ

Ｋ
１
０
０
分
ｄ
ｅ
名
著
で

放
映
さ
れ
た
『
シ
ョ
ッ
ク

ド
ク
ト
リ
ン
』で
あ
る
。訳

者
の
堤
未
果
さ
ん
か
ら
署

名
入
り
で
贈
ら
れ
て
来
た
。

惨
事
便
乗
型
の
強
欲
資
本

主
義
の
実
態
を
実
例
を
挙

げ
な
が
ら
説
い
て
い
る
。

　
ま
ず
、「
セ
プ
テ
ン
バ

ー
イ
レ
ブ
ン
」
で
ア
メ
リ

カ
の
言
論
の
自
由
が
ほ
ぼ

消
え
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
、
イ
ラ
ク
侵
攻
が
ス
ピ

ー
デ
ィ
ー
に
国
連
決
議
も

な
し
に
行
わ
れ
た
事
か
ら

書
き
始
め
て
い
る
。
ハ
リ

ケ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
ニ
ュ

ー
オ
ー
リ
ン
ズ
、
ア
ジ
ェ

ン
デ
政
権
崩
壊
工
作
成
功

後
の
チ
リ
、
東
日
本
大
震

災
後
の
三
陸
の
漁
業
な

ど
、
フ
リ
ー
ド
マ
ン
の
新

自
由
主
義
の
忠
実
な
信
奉

者
シ
カ
ゴ
ボ
ー
イ
ズ
に
よ

っ
て
実
行
さ
れ
る
様
子
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。
Ｗ
Ｔ

Ｏ
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
、
世
界
銀
行
、

多
国
籍
企
業
が
そ
の
実
行

役
で
す
。
民
営
化
と
い
う

美
名
で
国
や
自
治
体
の
仕

事
を
次
々
に
奪
っ
て
い
く

の
で
す
。
マ
ス
コ
ミ
ま
で

も
が
毒
さ
れ
、
イ
ラ
ク
の

大
量
破
壊
兵
器
保
持
の
ニ

ュ
ー
ス
で
湾
岸
戦
争
が
始

ま
り
フ
セ
イ
ン
が
倒
さ
れ

ま
す
。
国
民
（
一
般
民
衆
）

が
シ
ョ
ッ
ク
状
態
で
正
気

に
戻
る
前
に
次
々
と
普
段

出
来
な
い
政
策
を
や
っ
て

い
く
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
に
乗
じ
て
憲
法

第
９
条
の
形
骸
化
に
成
功

し
、
専
守
防
衛
路
線
を
国

会
で
も
審
議
せ
ず
に
変
更

し
た
現
政
権
も
こ
れ
を
見

習
っ
た
優
等
生
で
し
ょ

う
。
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で

は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
か
ら
抜
け
出
し
、
協

同
組
合
や
同
盟
で
シ
カ
ゴ

学
派
へ
の
対
抗
も
成
功
し

つ
つ
あ
る
様
で
す
。
合
言

葉
は
「
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ

ム
の
ま
や
か
し
に
打
ち
勝

と
う
」
と
、
シ
ョ
ッ
ク
ド

ク
ト
リ
ン
に
打
ち
勝
つ
の

は
人
間
の
知
性
と
い
う
の

が
、こ
の
本
の
結
論
で
す
。

　
色
々
と
考
え
さ
せ
ら
れ

る
事
の
多
い
著
作
で
す
。

是
非
お
読
み
下
さ
い
。
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
か
見

逃
し
配
信
で
も
良
い
か

も
。

推
薦
者

邉
見
公
雄
（
全

国
公
私
病
院
連
盟
会
長
、

赤
穂
市
民
病
院
名
誉
院

長
）

良
質
な
医
療
・
介
護
を
守
る
た
め
に

必
要
な
財
源
確
保
に
係
る
緊
急
声
明

『
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
っ

し
ょ
い
』

　
敷
村
良
子
／
著

　
幻
冬
舎
文
庫
／
刊

『
堤
未
果
の
シ
ョ
ッ
ク
・

ド
ク
ト
リ
ン
』

　
堤
未
果
／
著

　
幻
冬
舎
新
書
／
刊

日病協
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今
月
は
２
冊
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 第５４０号  公私病連ニュース ２０２３年（令和５年）８月１日（火曜日） （２）

全
国
公
私
病
院
連
盟

第
　
回「
診
療
報
酬
請
求
事
務
セ
ミ
ナ
ー
」開
く

３２
　
全
国
公
私
病
院
連
盟
は
７
月
　
日
（
金
）
に
「
（
第
　
回
）
診
療
報
酬
請
求
事
務

２１

３２

セ
ミ
ナ
ー
」
を
「
Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
研
修
セ
ン
タ
ー
日
本
橋
」（
東
京
都
中
央
区
）
に
お
い
て

開
催
し
ま
し
た
。
講
師
に
は
、
中
林
梓
先
生
（
Ａ
Ｓ
Ｋ
梓
診
療
報
酬
研
究
所
・
代
表

取
締
役
）
と
酒
井
麻
由
美
先
生
（
リ
ン
ク
ア
ッ
プ
ラ
ボ
・
代
表
取
締
役
）
を
お
迎
え

し
、
中
林
先
生
に
「
２
０
２
２
年
度
改
定
の
振
り
返
り
と
２
０
２
４
年
度
同
時
改
定

に
お
け
る
診
療
報
酬
改
定
の
方
向
性
」、
酒
井
先
生
に
「
精
神
科
に
関
す
る
２
０
２
２

年
度
改
定
内
容
の
再
確
認
と
２
０
２
４
年
度
診
療
報
酬
改
定
予
測
と
対
応
」
を
テ
ー

マ
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
号
で
は
両
先
生
の
講
演
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

Ａ
Ｓ
Ｋ
梓
診
療
報
酬
研
究
所
・
代
表
取
締
役

中
 林
　
　
 梓
 先
生

リ
ン
ク
ア
ッ
プ
ラ
ボ
・
代
表
取
締
役

　
酒
井
　
麻
由
美
 先
生

迅
陣

尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋

題
と
な
っ
て
、
診
療
報
酬
改

定
の
中
に
反
映
さ
れ
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
振
り
回
さ
れ

た
前
回
改
定
を
振
り
返
り
、

実
現
出
来
た
も
の
と
出
来
な

か
っ
た
も
の
、
コ
ロ
ナ
禍
で

滞
っ
て
し
ま
っ
た
改
定
内
容

改
定
も
更
に
進
め
ら
れ
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
２
０
２
４
年
度

は
介
護
報
酬
、
障
害
者
支
援

報
酬
と
の
ト
リ
プ
ル
改
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
為
今

年
の
３
月
～
５
月
ま
で
の
間

に
、
医
療
・
介
護
・
障
害
の

３
分
野
の
報
酬
を
検
討
す
る

委
員
か
ら
な
る
意
見
交
換
会

が
３
回
行
わ
れ
ま
し
た
。
高

齢
者
医
療
や
介
護
、
認
知

症
、
リ
ハ
ビ
リ
、
口
腔
ケ
ア
、

栄
養
等
、
医
療
や
介
護
、
障

害
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
る

も
の
に
共
通
す
る
項
目
な
ど

の
方
向
性
を
定
め
る
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。
意
見
交
換

会
で
の
テ
ー
マ
も
重
要
な
課

療
の
機
能
分
化
や
か
か
り
つ

け
医
機
能
の
発
揮
を
促
す
施

策
が
出
て
く
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
前
回
改
定
で
、
働
き
方
改

革
の
推
進
が
重
点
課
題
と
し

て
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。
タ
ス

ク
シ
ェ
ア
・
タ
ス
ク
シ
フ
ト

や
Ｉ
Ｔ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
に
よ

る
効
率
化
推
進
な
ど
は
次
回

２
５
年
は
待
っ
て
く
れ
ま
せ

ん
。
少
子
高
齢
化
に
よ
り
人

口
構
造
の
変
化
は
加
速
度
的

に
訪
れ
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
に
よ
り
患
者
の
受
診

動
向
が
大
き
く
変
わ
っ
た
訳

で
は
無
く
、
そ
れ
以
上
に
人

口
動
向
の
変
化
や
地
域
偏
差

の
状
況
な
ど
が
大
き
く
医
療

ニ
ー
ズ
に
影
響
し
て
き
て
い

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
２
０
２
４
年
度
は
地
域
医

療
構
想
実
現
ま
で
の
最
後
の

改
定
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

急
性
期
や
回
復
期
並
び
に
慢

性
期
入
院
機
能
の
再
構
築
に

最
後
の
施
策
が
取
り
込
ま
れ

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
も
待
っ
た
な
し

で
す
。
住
み
慣
れ
た
地
域
で

継
続
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た

め
に
、
在
宅
医
療
を
は
じ
め

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ

の
中
で
医
療
機
関
の
外
来
医

２
０
２
２
年
度
改
定
の
振
り

返
り
と
２
０
２
４
年
度
同
時

改
定
に
お
け
る
診
療
報
酬
改

定
の
方
向
性

　
２
０
２
２
年
度
診
療
報
酬

改
定
の
動
き
が
顕
著
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
も
５
類
に
分
類
さ

れ
、
臨
時
的
な
診
療
報
酬
も

段
階
的
に
解
除
さ
れ
て
い
ま

す
。
過
去
２
回
の
改
定
は
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
翻
弄
さ

れ
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
等
の
主
な
改
革
は

ま
ま
な
ら
な
い
状
況
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
れ
で
も
２
０

会場のもよう

　
２
．
病
院
―
診
療
所
別
に

み
た
診
療
行
為
の
状
況

（
１
）
医
科
の
入
院
に
お
け

る
１
件
当
た
り
点
数
は
、
病

院
６
万
１
０
５
０
・
０
点
、

診
療
所
２
万
２
２
５
８
・
９

点
と
な
っ
て
い
る
。

　
１
日
当
た
り
点
数
は
、
病

院
３
８
８
２
・
８
点
、
診
療

所
２
６
０
３
・
４
点
で
、
病

院
を
種
類
別
に
み
る
と
、

「
特
定
機
能
病
院
」
８
３
８

０
・
４
点
が
最
も
高
く
、「
精

神
科
病
院
」
１
４
３
２
・
３

点
が
最
も
低
く
な
っ
て
い

る
。「
療
養
病
床
を
有
す
る

病
院
」
と
「
一
般
病
院
」
で

診
療
行
為
別
の
構
成
割
合
を

比
べ
る
と
、「
療
養
病
床
を

有
す
る
病
院
」
で
「
入
院
料

等
」「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
」
が
高
く
、「
手
術
」「
診

断
群
分
類
に
よ
る
包
括
評
価

等
」
は
低
く
な
っ
て
い
る
。

（
表
１
参
照
）

（
２
）
医
科
の
入
院
外
に
お

け
る
１
件
当
た
り
点
数
は
、

病
院
２
６
６
４
・
９
点
、
診

療
所
１
１
１
３
・
８
点
と
な

っ
て
い
る
。

　
１
日
当
た
り
点
数
は
、
病

院
１
８
１
９
・
５
点
、
診
療

所
７
５
９
・
６
点
で
、
病
院

を
種
類
別
に
み
る
と
、「
特

定
機
能
病
院
」
３
４
６
０
・

１
点
が
最
も
高
く
、「
精
神

科
病
院
」
８
６
２
・
９
点
が

最
も
低
く
な
っ
て
い
る
。
診

療
行
為
別
の
構
成
割
合
を
み

る
と
、
診
療
所
は
、
病
院
と

比
べ
「
初
・
再
診
」「
医
学
管

理
等
」
が
高
く
、「
画
像
診

断
」「
注
射
」
は
低
く
な
っ
て

い
る
。（
表
２
参
照
）

べ
１
４
１
・
４
点
、
３
・
８

％
増
加
し
て
い
る
。
診
療
行

為
別
に
み
る
と
、「
入
院
料

等
」
１
３
８
５
・
２
点
が
最

も
高
く
、
次
い
で
「
診
断
群

分
類
に
よ
る
包
括
評
価
等
」

１
１
４
９
・
３
点
、「
手
術
」

６
９
９
・
８
点
の
順
と
な
っ

て
い
る
。

（
２
）
医
科
の
入
院
外
に
お

け
る
１
件
当
た
り
点
数
は
１

４
８
１
・
５
点
で
、
前
年
に

比
べ
　
・
４
点
、
１
・
８
％

２６

増
加
し
て
い
る
。

　
１
日
当
た
り
点
数
は
１
０

１
０
・
６
点
で
、
前
年
に
比

べ
　
・
７
点
、
２
・
３
％
増

２２
加
し
て
い
る
。
診
療
行
為
別

に
み
る
と
、「
検
査
」
１
９
５

・
１
点
が
最
も
高
く
、
次
い

で
「
初
・
再
診
」
１
３
８
・

１
点
、「
注
射
」
１
２
５
・
１

点
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

　
厚
生
労
働
省
は
６
月
　２１

日
、「
令
和
４
年
社
会
医
療
診

療
行
為
別
統
計
」
の
結
果
を

公
表
し
た
。
同
調
査
は
、
社

会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金

と
国
保
連
合
会
に
提
出
さ
れ
、

令
和
４
年
６
月
分
で
審
査
さ

れ
た
レ
セ
プ
ト
の
う
ち
、
Ｎ

Ｄ
Ｂ
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
医

科
約
８
２
９
６
万
件
、
歯
科

約
１
８
９
０
万
件
、
保
険
薬

局
約
５
３
７
４
万
件
に
つ
い

て
集
計
し
た
も
の
。
主
な
結

果
は
以
下
の
と
お
り
。

　
１
．
診
療
行
為
の
状
況

（
１
）
医
科
の
入
院
に
お
け

る
１
件
当
た
り
点
数
は
５
万

９
３
０
４
・
４
点
で
、
前
年

に
比
べ
１
０
７
０
・
５
点
、

１
・
８
％
増
加
し
て
い
る
。

　
１
日
当
た
り
点
数
は
３
８

５
１
・
７
点
で
、
前
年
に
比

み
の
充
実
、
医
療
保
護
入
院

か
ら
任
意
入
院
へ
の
移
行
、

退
院
促
進
に
向
け
た
制
度
・

支
援
の
充
実
、
行
政
か
ら
の

精
神
科
病
院
に
入
院
す
る
患

者
へ
の
訪
問
相
談
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
在
院

日
数
の
短
縮
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
２
０
２
２
年
は
救

急
、
急
性
期
病
棟
が
主
体
で

あ
っ
た
在
院
日
数
短
縮
が
、

次
回
改
定
で
は
慢
性
期
病
棟

に
も
何
ら
か
の
報
酬
上
の
影

響
を
及
ぼ
す
可
能
性
も
あ

る
。
　
ま
ず
は
、
退
院
と
い
う
文

言
が
含
ま
れ
て
い
る
診
療
報

酬
の
施
設
基
準
を
ク
リ
ア
し

て
お
く
こ
と
が
事
前
準
備
の

一
つ
に
な
ろ
う
。

す
る
精
神
科
病
院
の
関
わ
り

を
強
化
し
た
。

　
２
０
２
４
年
よ
り
外
来
医

療
構
想
が
開
始
す
る
。
精
神

科
か
か
り
つ
け
医
、
専
門
的

な
疾
患
へ
の
取
り
組
み
の
評

価
は
よ
り
強
化
さ
れ
る
た

め
、
再
確
認
を
お
こ
な
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
２
．
２
０
２
４
年
診
療
報

酬
改
定
予
測
と
対
応

　
令
和
４
年
６
月
の
「
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
精
神

医
療
福
祉
体
制
の
実
現
に
向

け
た
報
告
書
」に
お
い
て
は
、

医
療
保
護
入
院
患
者
へ
の
具

体
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し

て
、
入
院
医
療
を
最
小
限
に

す
る
た
め
の
予
防
的
取
り
組

療
法
に
「
療
養
生
活
継
続
支

援
加
算
」
を
新
設
し
た
。
行

政
と
も
連
携
し
な
が
ら
多
職

種
で
患
者
の
相
談
・
支
援
を

行
う
こ
と
を
評
価
し
て
い

る
。
　
質
が
高
く
効
果
的
な
医
療

と
し
て
、
う
つ
病
患
者
へ
の

経
頭
蓋
磁
気
刺
激
療
法
や
依

存
症
患
者
へ
の
専
門
的
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
等
に
よ
る
治
療
が

評
価
さ
れ
た
。
そ
の
他
、
精

神
科
在
宅
患
者
支
援
管
理
料

の
対
象
に
引
き
こ
も
り
や
未

治
療
患
者
を
加
え
、
女
性
や

若
者
の
自
殺
者
数
が
増
え
て

い
る
こ
と
よ
り
、
一
般
科
と

連
携
し
て
患
者
を
診
る
「
こ

こ
ろ
の
連
携
指
導
料
」
が
新

設
さ
れ
、
社
会
的
問
題
に
対

点
で
は
、
日
常
の
診
療
と
救

急
時
の
診
療
体
制
の
整
備
が

不
可
欠
と
い
う
こ
と
。

　
そ
の
た
め
、
２
０
２
２
年

改
定
で
は
、
こ
の
２
つ
の
体

制
整
備
と
し
て
、
ま
ず
ひ
と

つ
目
に
精
神
科
救
急
入
院
料

の
施
設
基
準
が
強
化
さ
れ
、

名
称
も
「
精
神
科
救
急
急
性

期
医
療
入
院
料
」に
変
わ
り
、

急
性
期
治
療
や
救
急
合
併
症

入
院
料
も
同
時
に
　
日
内
の

３０

入
院
料
を
引
き
上
げ
、　

日
６１

以
上
の
入
院
料
を
引
き
下

げ
、
よ
り
早
期
の
治
療
を
評

価
し
た
。
ふ
た
つ
目
に
、
精

神
科
か
か
り
つ
け
医
の
機
能

と
し
て
、
病
の
治
療
だ
け
で

は
な
く
暮
ら
し
も
支
え
る
べ

く
と
し
て
、
通
院
在
宅
精
神

　
２
０
２
１
年
３
月
の
「
精

神
障
害
に
も
対
応
し
た
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

に
係
る
検
討
報
告
書
」
の
中

で
、
精
神
科
医
療
の
提
供
体

制
と
し
て
、
①
精
神
科
か
か

り
つ
け
医
機
能
の
充
実
、
②

精
神
科
救
急
医
療
体
制
整
備

を
は
じ
め
と
す
る
精
神
症
状

の
急
性
増
悪
や
精
神
疾
患
の

急
性
発
症
等
へ
の
対
応
が
掲

げ
ら
れ
た
。
精
神
障
害
の
有

無
や
程
度
に
関
わ
ら
ず
、
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
と
い
う
視

精
神
科
に
関
す
る
２
０
２
２

年
改
定
内
容
の
再
確
認
と
２

０
２
４
年
診
療
報
酬
改
定
予

測
と
対
応

　
１
．
精
神
科
に
関
す
る
２

０
２
２
年
改
定
内
容
の
再
確

認

な
ど
を
検
証
す
る
こ
と
で
、

次
回
２
０
２
４
年
度
改
定
の

方
向
性
が
見
え
て
く
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
現
段

階
で
読
み
取
れ
る
次
回
改
定

の
方
向
性
に
つ
い
て
お
話
し

し
て
い
く
こ
と
に
し
ま
す
。

令
和
４
年
社
会
医
療
診
療
行
為
別
統

令
和
４
年
社
会
医
療
診
療
行
為
別
統
計計



 （３） ２０２３年（令和５年）８月１日（火曜日） 公私病連ニュース  第５４０号

　
「
日
本
病
院
団
体
協
議

会
」
と
「
日
本
病
院
薬
剤
師

会
」は
７
月
　
日
に
連
名
で
、

１１

「
病
院
薬
剤
師
確
保
に
係
る

要
望
書
」
を
厚
生
労
働
省
に

提
出
し
た
。
要
望
書
で
は
、

薬
剤
師
確
保
が
困
難
に
な
っ

て
い
る
状
況
に
強
い
危
機
感

を
抱
い
て
お
り
、
国
家
レ
ベ

ル
の
迅
速
な
対
応
を
求
め
て

い
る
。
同
要
望
書
の
内
容
は

以
下
の
と
お
り
。

病
院
薬
剤
師
確
保
 

に
係
る
要
望
書

　
少
子
高
齢
化
の
さ
ら
な
る

進
行
や
、
今
後
人
口
減
少
地

域
が
増
大
す
る
こ
と
が
予
測

さ
れ
る
中
で
、
人
口
構
造
の

変
化
や
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
医
薬
品
提
供
体
制
を
確
保

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
病
院
薬
剤
師
は
院
内
に

お
け
る
薬
剤
の
専
門
家
と
し

て
、
薬
物
療
法
の
プ
ロ
ト
コ

ル
策
定
、
医
師
へ
の
処
方
提

案
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

薬
物
療
法
の
有
効
性
・
安
全

性
の
向
上
や
タ
ス
ク
シ
ェ
ア

に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
令
和
３
年
６
月

に
公
表
さ
れ
た
「
薬
剤
師
の

養
成
及
び
資
質
向
上
等
に
関

す
る
検
討
会
と
り
ま
と
め
」

で
は
、
薬
剤
師
の
従
事
先
に

は
地
域
偏
在
や
業
態
偏
在
が

あ
り
、
特
に
病
院
薬
剤
師
の

確
保
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す

（
令
和
２
年
の
薬
剤
師
統
計

に
よ
る
と
、「
薬
局
の
従
事

者
」
は
　
万
８
９
８
２
人
（
総

１８

数
の
　
・
７
％
）
で
、「
医
療

５８

施
設
の
従
事
者
」
は
６
万
１

６
０
３
人
（
同
　
・
１
％
））。

１９

さ
ら
に
、
薬
剤
師
の
偏
在
状

況
を
調
べ
た
厚
生
労
働
省
の

最
新
の
調
査
で
は
、
全
て
の

都
道
府
県
で
医
療
需
要
に
対

す
る
病
院
薬
剤
師
が
充
足
し

て
い
な
い
状
況
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
（
令
和
５
年

３
月
　
日
薬
剤
師
の
養
成
及

２９

び
資
質
向
上
等
に
関
す
る
検

討
会
）。

　
「
第
８
次
医
療
計
画
等
に

関
す
る
検
討
会
」
の
意
見
の

と
り
ま
と
め
に
お
い
て
も
、

「
薬
剤
師
の
資
質
向
上
の
観

点
に
加
え
、
薬
剤
師
確
保
の

観
点
か
ら
、
病
院
薬
剤
師
及

び
薬
局
薬
剤
師
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
明
確
に
し
、
薬
剤
師

の
就
労
状
況
の
把
握
及
び
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
薬
剤
師

の
確
保
策
を
講
じ
る
こ
と
、

地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基

金
（
修
学
資
金
貸
与
、
病
院

へ
の
薬
剤
師
派
遣
）
の
積
極

的
な
活
用
、
都
道
府
県
の
薬

務
主
管
課
と
医
療
政
策
主
管

課
が
連
携
し
て
取
り
組
む
こ

と
等
が
必
要
で
あ
る
。
」
と

明
記
さ
れ
、
医
療
計
画
作
成

指
針
に
お
い
て
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
薬
剤
師
確
保
策

の
実
施
等
が
新
た
に
規
定
さ

れ
る
予
定
で
あ
り
、
都
道
府

県
に
お
い
て
は
、
今
後
、
当

該
指
針
に
基
づ
き
、
薬
剤
師

確
保
に
係
る
計
画
を
策
定
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す

が
、
現
時
点
で
は
病
院
薬
剤

師
の
確
保
は
非
常
に
困
難
で

あ
り
、
国
家
レ
ベ
ル
で
の
迅

速
な
対
応
が
必
要
な
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、

日
本
病
院
団
体
協
議
会
お
よ

び
日
本
病
院
薬
剤
師
会
は
病

院
薬
剤
師
確
保
に
つ
い
て
強

い
危
機
意
識
を
抱
き
、
以
下

の
３
項
目
を
要
望
し
ま
す
。

　
１
．
診
療
報
酬
上
の
要
望

に
つ
い
て

　
①
病
棟
薬
剤
業
務
実
施
加

算
の
算
定
対
象
の
拡
大

　
病
院
薬
剤
師
が
医
師
の
持

参
薬
オ
ー
ダ
ー
入
力
支
援
を

行
っ
た
場
合
、
効
率
的
に
病

棟
業
務
が
行
わ
れ
る
こ
と

や
、
処
方
設
計
支
援
を
行
う

こ
と
で
、
総
処
方
件
数
や
時

間
外
オ
ー
ダ
ー
の
割
合
が
減

少
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
病
棟
専
任
で

勤
務
す
る
病
院
薬
剤
師
が
い

る
こ
と
で
病
棟
薬
剤
業
務
が

円
滑
に
運
営
さ
れ
、
医
師
、

看
護
師
等
の
働
き
方
改
革
に

寄
与
す
る
の
み
な
ら
ず
医
療

安
全
に
も
大
き
く
貢
献
す
る

こ
と
か
ら
、
急
性
期
、
周
術

期
、
回
復
期
、
慢
性
期
な
ど

全
て
の
入
院
基
本
料
を
算
定

す
る
病
棟
業
務
に
関
す
る
評

価
を
要
望
し
ま
す
。

　
特
に
、
病
院
薬
剤
師
に
よ

る
病
棟
薬
剤
業
務
が
十
分
に

実
施
さ
れ
て
い
な
い
中
小
病

院
や
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
床
、
地
域
包
括
ケ

ア
病
床
等
に
お
い
て
は
、
病

棟
薬
剤
業
務
実
施
加
算
の
要

件
で
あ
る
時
間
設
定
を
段
階

的
に
緩
和
す
る
な
ど
の
検
討

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
②
退
院
時
薬
剤
情
報
管
理

指
導
料
、
退
院
時
薬
剤
情
報

連
携
加
算
の
算
定
対
象
の
拡

大　
病
院
薬
剤
師
の
役
割
が
拡

大
し
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
病
床
及
び
地
域
包

括
ケ
ア
病
床
の
割
合
が
高
い

中
小
病
院
や
障
害
者
病
棟
、

精
神
病
棟
等
に
お
い
て
も
、

急
性
期
病
棟
と
遜
色
な
く
病

院
薬
剤
師
が
様
々
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
回
復
期
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
床
及

び
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
の
役

割
の
一
つ
で
あ
る
「
在
宅
復

帰
支
援
」
の
場
面
に
お
い
て

は
、
療
養
環
境
が
変
化
し
て

も
薬
物
療
法
が
適
切
に
継
続

さ
れ
る
よ
う
、
退
院
時
の
薬

剤
情
報
連
携
を
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
診
療
報
酬
の
多
く

が
包
括
さ
れ
、
適
切
な
評
価

が
な
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
病
院
薬
剤
師
が
適
切
に
配

置
さ
れ
た
病
棟
に
お
い
て
、

退
院
時
薬
剤
情
報
管
理
指
導

料
、
退
院
時
薬
剤
情
報
連
携

加
算
の
算
定
対
象
の
拡
大
を

要
望
し
ま
す
。

　
③
病
院
薬
剤
師
に
よ
る
転

院
、
転
所
時
に
お
け
る
薬
剤

管
理
サ
マ
リ
ー
等
の
情
報
提

供
に
関
す
る
評
価
の
創
設

　
薬
剤
管
理
サ
マ
リ
ー
は
、

薬
歴
だ
け
で
な
く
、
入
院
中

の
薬
剤
投
与
状
況
の
経
緯

や
、
退
院
後
の
服
薬
管
理
支

援
等
の
薬
物
療
法
に
必
要
な

患
者
情
報
を
病
院
薬
剤
師
が

薬
学
的
視
点
か
ら
一
元
的
に

記
載
し
、
医
師
が
提
供
す
る

薬
剤
情
報
を
薬
学
的
視
点
か

ら
補
完
す
る
も
の
で
あ
り
、

転
院
先
の
病
院
の
み
な
ら

ず
、
か
か
り
つ
け
医
、
訪
問

看
護
師
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
、
介
護
施
設
等
の
多
職
種

に
対
す
る
薬
物
療
法
及
び
そ

の
支
援
の
た
め
の
情
報
提
供

ツ
ー
ル
と
し
て
幅
広
く
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
回

復
期
病
棟
に
お
い
て
は
、
病

院
薬
剤
師
が
処
方
の
整
理
や

服
薬
管
理
支
援
を
介
し
た
処

方
提
案
を
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
薬
剤
費
削
減
効
果
が
認
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ

ー
解
消
等
の
取
組
を
推
進
す

る
目
的
で
、
退
院
時
１
回
に

限
り
薬
剤
総
合
評
価
調
整
加

算
が
算
定
可
能
で
す
が
、
薬

剤
管
理
サ
マ
リ
ー
に
よ
る
情

報
提
供
に
つ
い
て
は
診
療
報

酬
上
、
評
価
さ
れ
て
お
り
ま

せ
ん
。

　
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
解
消

等
の
取
組
を
さ
ら
に
効
果
的

に
促
進
さ
せ
る
観
点
か
ら

も
、
病
院
薬
剤
師
に
よ
る
転

院
、
転
所
時
に
お
け
る
薬
剤

管
理
サ
マ
リ
ー
の
情
報
提
供

に
関
す
る
評
価
の
創
設
を
要

望
し
ま
す
。

　
④
病
院
薬
剤
師
の
外
来
業

務
に
関
す
る
評
価
の
創
設

　
医
師
の
外
来
診
療
時
（
前

後
の
場
合
を
含
む
）
に
、
病

院
薬
剤
師
が
薬
剤
使
用
歴
の

確
認
・
評
価
、
副
作
用
・
ア

レ
ル
ギ
ー
歴
の
確
認
、
初
療

室
で
使
用
す
る
薬
剤
の
管

理
、
処
方
設
計
支
援
等
を
行

う
こ
と
で
、
医
師
の
業
務
負

担
軽
減
に
資
す
る
の
み
で
は

な
く
医
療
安
全
に
も
大
き
く

貢
献
す
る
こ
と
か
ら
、
外
来

業
務
で
薬
学
的
管
理
を
実
施

し
、
必
要
に
応
じ
て
保
険
薬

局
と
情
報
連
携
し
た
場
合
の

評
価
を
要
望
し
ま
す
。

　
⑤
病
院
薬
剤
師
の
時
間
外

業
務
に
関
す
る
評
価
の
創
設

　
当
直
等
、
病
院
薬
剤
師
が

夜
間
対
応
し
て
い
な
い
病
院

に
お
い
て
は
、
医
師
自
ら
が

薬
剤
部
に
て
調
剤
等
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
病
院
薬
剤
師

の
夜
間
勤
務
体
制
が
充
実
す

る
と
、
医
師
の
業
務
負
担
軽

減
に
資
す
る
の
み
で
は
な
く

医
療
安
全
に
も
大
き
く
貢
献

す
る
こ
と
か
ら
、
薬
剤
師
の

夜
間
勤
務
に
つ
い
て
診
療
報

酬
上
の
評
価
を
要
望
し
ま

す
。
　
２
．
地
域
医
療
介
護
総
合

確
保
基
金
等
の
優
先
的
な
活

用
に
つ
い
て

　
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保

基
金
が
病
院
薬
剤
師
の
確
保

の
た
め
に
積
極
的
に
活
用
さ

れ
て
い
る
事
例
は
少
な
く
、

病
院
薬
剤
師
確
保
に
向
け
て

基
金
が
優
先
的
に
活
用
さ
れ

る
よ
う
、
国
か
ら
自
治
体
へ

の
働
き
か
け
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
①
奨
学
金
返
済
免
除
及
び

病
院
へ
の
薬
剤
師
派
遣

　
病
院
薬
剤
師
を
確
保
す
る

た
め
に
は
、
病
院
・
薬
局
間

の
初
任
給
の
給
与
格
差
を
是

正
す
る
必
要
が
あ
り
、
病
院

で
一
定
期
間
勤
務
し
た
薬
剤

師
に
対
し
て
、
奨
学
金
の
借

用
元
に
か
か
わ
ら
ず
奨
学
金

返
済
を
免
除
す
る
た
め
の
経

費
や
、
都
道
府
県
が
指
定
す

る
病
院
へ
、
期
間
を
定
め
て

薬
剤
師
派
遣
を
行
う
た
め
の

経
費
に
つ
い
て
、
地
域
医
療

介
護
総
合
確
保
基
金
等
の
優

先
的
な
活
用
へ
の
支
援
を
要

望
し
ま
す
。

　
②
調
剤
業
務
の
デ
ジ
タ
ル

化
推
進

　
ロ
ボ
ッ
ト
調
剤
シ
ス
テ
ム

や
調
剤
鑑
査
シ
ス
テ
ム
等
を

導
入
し
、
調
剤
業
務
を
デ
ジ

タ
ル
化
す
る
こ
と
で
、
病
院

薬
剤
師
の
就
業
環
境
を
改
善

し
、
医
療
安
全
の
確
保
や
質

の
高
い
薬
物
療
法
の
提
供
が

可
能
と
な
り
ま
す
。
地
域
医

療
介
護
総
合
確
保
基
金
等
に

つ
い
て
、
調
剤
業
務
の
デ
ジ

タ
ル
化
推
進
の
確
保
へ
の
優

先
的
な
活
用
へ
の
支
援
を
要

望
し
ま
す
。

　
３
．
薬
学
部
の
卒
前
及
び

卒
後
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

　
薬
剤
師
を
養
成
す
る
た
め

の
薬
学
部
で
の
教
育
期
間
は

６
年
間
に
延
長
さ
れ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
実
務
実
習

（
臨
床
実
習
）
の
期
間
は
　２２

週
の
ま
ま
で
拡
大
さ
れ
ず
、

実
務
実
習
の
場
が
薬
局
と
病

院
で
　
週
ず
つ
で
あ
る
こ
と

１１

も
変
更
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

質
の
高
い
病
院
薬
剤
師
育
成

の
た
め
に
、
卒
前
教
育
の
現

場
に
お
い
て
病
院
で
の
実
務

実
習
の
期
間
を
拡
大
し
、
実

習
内
容
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ

る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

　
ま
た
、
医
療
職
の
卒
後
臨

床
研
修
は
、
医
療
現
場
に
お

け
る
実
践
力
を
習
得
す
る
上

で
重
要
で
あ
り
、
そ
の
後
の

キ
ャ
リ
ア
形
成
に
も
影
響
す

る
こ
と
か
ら
、
医
師
の
卒
後

臨
床
研
修
の
よ
う
に
、
薬
剤

師
も
免
許
取
得
後
に
一
定
の

臨
床
研
修
を
受
け
る
べ
き
と

の
指
摘
が
あ
り
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
予
算
事
業

「
卒
後
臨
床
研
修
の
効
果
的

な
実
施
の
た
め
の
調
査
検
討

事
業
」
で
は
、
卒
後
臨
床
研

修
の
現
状
、
課
題
及
び
調
査

研
究
で
検
討
さ
れ
た
卒
後
臨

床
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
考
え

方
等
を
踏
ま
え
、
令
和
５
年

度
に
卒
後
臨
床
研
修
を
モ
デ

ル
事
業
と
し
て
実
施
し
、
卒

後
臨
床
研
修
の
効
果
的
な
実

施
の
た
め
の
調
査
・
検
討
を

行
う
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　
将
来
的
な
薬
学
教
育
に
お

け
る
卒
前
の
臨
床
教
育
と
の

連
携
を
見
据
え
、
医
療
機
関

等
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
標

準
的
な
卒
後
臨
床
研
修
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
し
、
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い
た
卒
後

臨
床
研
修
を
継
続
的
に
行
う

基
盤
を
作
る
方
向
性
と
な
っ

て
お
り
、
医
療
機
関
側
の
受

け
入
れ
体
制
の
強
化
や
卒
後

臨
床
研
修
を
希
望
す
る
学
生

と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
仕
組
の

構
築
等
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
質
の
高
い
病
院
薬
剤
師
を

継
続
的
に
育
成
す
る
た
め
に

は
、
卒
前
及
び
卒
後
教
育
を

効
果
的
に
実
施
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
研
修
体
制
が

整
っ
た
施
設
を
増
や
す
等
の

体
制
強
化
に
資
す
る
予
算
の

確
保
を
要
望
し
ま
す

日
本
病
院
団
体
協
議
会
・
日
本
病
院
薬
剤
師
会
 【
７
月
　
日
】

１１



　
一
冊
目
は
『
　
年
生
ま

８２

れ
、
キ
ム
・
ジ
ヨ
ン
』。
２

０
１
７
年
韓
国
で
発
刊
。

１
３
６
万
部
を
販
売
し
、

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ

た
。
韓
国
が
男
尊
女
卑
、

年
長
目
上
崇
拝
の
厳
し
い

事
は
知
っ
て
い
た
つ
も
り

だ
が
、
こ
こ
ま
で
と
は
正

直
び
っ
く
り
し
た
。
医
師

と
し
て
出
生
前
診
断
で
女

児
が
人
工
流
産
さ
れ
る
と

い
う
の
も
知
っ
て
お
り
、

男
性
が
結
婚
難
に
。
徴
兵

制
も
原
因
の
ひ
と
つ
と

も
。
小
説
で
は
、
ま
ず
母

の
物
語
、
そ
の
親
戚
。
次

に
主
人
公
や
家
族
、
特
に

姉
、
同
級
生
、
職
場
の
仲

間
、
別
れ
た
初
の
彼
氏
、

そ
し
て
今
の
夫
。
女
児
を

産
ん
で
産
後
う
つ
？
育
児

う
つ
と
。
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

受
診
の
場
面
か
ら
始
ま

り
、
終
わ
り
も
精
神
科
医

が
彼
女
の
カ
ル
テ
の
要
約

的
感
想
で
閉
じ
て
い
る
。

本
貫
（
ほ
ん
が
ん
）
と
い

う
戸
主
制
度
や
受
験
戦

争
、
家
賃
高
騰
な
ど
、
法

律
な
ど
で
変
わ
っ
た
も
の

も
あ
る
が
、
今
も
続
い
て

い
る
事
も
多
い
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
は
日
本
よ
り
先
を
行

っ
て
い
る
国
な
の
で
、
ス

マ
ホ
の
女
性
ト
イ
レ
の
盗

撮
も
多
い
ら
し
い
。
ジ
ェ

ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
世
界
１

２
５
位
の
日
本
は
少
子
化

対
策
の
為
に
も
他
人
事
で

は
な
い
と
思
い
こ
の
本
を

読
ん
だ
。
当
連
盟
の
「
国

民
の
健
康
会
議
」
で
も
取

り
上
げ
た
い
。
ま
た
翻
訳

者
の
斎
藤
真
理
子
氏
は
日

本
経
済
新
聞
夕
刊
の
随
筆

で
す
っ
か
り
フ
ァ
ン
に
な

っ
た
の
も
、
こ
の
本
を
手

に
す
る
契
機
と
な
っ
た
。

是
非
読
ん
で
考
え
て
頂
き

た
い
身
近
な
問
題
で
あ

る
。供
隗
よ
り
始
め
よ
僑
で

あ
る
。

　
　
　
◆
　
　
◆

　
二
冊
目
は
稲
盛
和
夫
氏

の
『
君
の
思
い
は
必
ず
実

現
す
る
』
で
あ
る
。
町
工

場
　
人
の
京
セ
ラ
、
第
二

２８
電
電
（
現
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
）
の

創
業
者
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
フ

ラ
ッ
グ
の
墜
落
寸
前
の
日

本
航
空
を
瞬
く
間
に
再

建
、
京
都
賞
は
海
外
の
評

価
で
は
準
ノ
ー
ベ
ル
賞
的

で
あ
る
。
８
年
前
の
国
立

京
都
国
際
会
館
で
の
日
本

医
学
会
総
会
で
は
、
開
会

講
演
で
山
中
伸
弥
氏
（
ご

退
席
予
定
の
現
天
皇
が
ご

着
席
の
ま
ま
で
関
係
者
は

慌
て
た
）
、
日
野
原
重
明

氏
の
次
に
講
演
さ
れ
た
。

続
い
て
井
村
裕
夫
氏
、
横

倉
義
武
氏
の
講
演
な
ど
誰

方
も
素
晴
ら
し
く
一
言
一

句
漏
ら
さ
ず
に
拝
聴
し
な

い
と
、
と
正
直
疲
れ
た

が
、
嬉
し
く
も
貴
重
な
思

い
出
で
あ
る
。
著
書
で
は

重
複
す
る
と
こ
ろ
も
少
し

あ
っ
た
が
、
子
供
時
代
か

ら
中
学
、
高
校
、
大
学
と
、

挑
戦
は
失
敗
が
続
く
。
パ

チ
ン
コ
屋
で
の
友
人
、
ヤ

ク
ザ
寸
前
、
紙
袋
売
り
の

経
験
が
後
の
商
売
の
基
本

に
。
薩
摩
隼
人
ら
し
く
西

郷
隆
盛
を
尊
敬
、
中
村
元

風
氏
に
も
心
酔
、
神
仏
、

天
を
信
じ
て
不
運
は
幸
運

の
始
ま
り
と
根
明
か
に
。

六
波
羅
蜜
も
大
切
と
。
人

生
は
掛
け
算
。
能
力
×
熱

意
×
考
え
方
＝
人
生
の
結

果
。（
私
は
熱
意
は
人
並

み
か
も
）
京
都
パ
ー
プ
ル

サ
ン
ガ
で
ス
ポ
ー
ツ
も
後

援
。
こ
の
１
冊
が
手
元
に

あ
れ
ば
人
生
怖
い
も
の
無

し
。
９
歳
の
孫
に
も
読
み

聞
か
せ
た
い
（
少
し
早
過

ぎ
？
）
。
是
非
、
１
日
も

早
く
読
ん
だ
も
ん
勝
ち
の

一
冊


　
　
　
◆
　
　
◆

　
三
冊
目
は
本
職
の
医
療

に
戻
り
ま
す
。
井
上
貴
裕

氏
の
『
戦
略
的
病
院
経
営

の
道
標
』
で
あ
る
。供
コ
ロ

ナ
か
ら
日
常
医
療
へ
～
こ

の
難
局
を
ど
う
乗
り
越
え

る
か
～
僑
の
副
題
が
付
い

て
い
る
。
著
者
は
千
葉
大

学
に
医
療
経
営
学
講
座
を

開
い
た
り
、
ち
ば
医
経
塾

長
、
千
葉
大
学
病
院
副
病

院
長
と
し
て
実
際
の
経

営
、
運
営
に
タ
ッ
チ
し
て

実
績
抜
群
の
新
進
気
鋭

（
失
礼
？
褒
め
殺
し
？
）

の
先
生
で
あ
る
。
全
国
自

治
体
病
院
協
議
会
の
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
、
講
師
と
し
て

よ
く
御
指
導
頂
い
た
方
で

あ
る
。
目
次
を
見
る
と
対

談
に
知
人
が
多
い
の
で
、

そ
こ
か
ら
読
み
始
め
た
。

ポ
ン
友
（
失
礼
、
戦
友
で

上
官
）
の
宇
都
宮
啓
氏
と

の
が
上
中
下
と
３
つ
も
有

る
の
で
、
ま
ず
こ
こ
か
ら

に
と
。
彼
ら
し
く
、「
そ

れ
は
違
う
」
と
か
、
ズ
バ

ズ
バ
発
言
し
非
常
に
元
気

を
頂
い
た
。
医
務
技
監
に

な
っ
て
欲
し
か
っ
た
方
と

改
め
て
思
っ
た
。
前
に
戻

っ
て
金
田
道
弘
先
生
。
去

年
急
死
し
た
、
は
と
こ
の

主
人
、
徳
島
県
医
師
会
副

会
長
の
木
下
成
一
君
の
同

級
生
で
、
岡
山
県
北
部
の

人
口
減
少
地
域
の
医
療
を

守
っ
て
い
る
方
で
あ
る
。

人
間
ド
ッ
ク
の
サ
ー
ベ
イ

ヤ
ー
と
し
て
訪
院
し
た
時

か
ら
若
手
院
長
と
し
て
頑

張
っ
て
い
た
。
岡
山
県
の

人
間
ド
ッ
ク
機
能
評
価
認

定
第
１
号
施
設
。
西
日
本

で
も
　
指
の
早
さ
で
あ
っ

１０

た
。
落
合
病
院
と
の
連
携

や
若
手
医
師
の
研
修
、
ア

メ
ニ
テ
ィ
な
ど
ど
れ
も
素

晴
ら
し
い
。
Ｄ
Ｐ
Ｃ
分
科

会
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
退
任

時
に
後
任
の
委
員
と
し
て

推
薦
さ
せ
て
頂
い
た
。
そ

の
後
の
活
躍
は
周
知
の
通

り
。
彼
が
　
回
見
て
危
機

１２

管
理
の
モ
デ
ル
、
映
画
シ

ン
・
ゴ
ジ
ラ
見
な
い
と
。

小
倉
記
念
病
院
長
の
永
田

泉
先
生
は
、
私
が
最
も
尊

敬
す
る
菊
池
晴
彦
先
生
イ

チ
オ
シ
の
方
で
あ
る
。
遠

藤
先
生
、
前
田
先
生
も
大

学
病
院
分
院
や
地
方
の
自

治
体
病
院
の
ト
ッ
プ
と
し

て
の
本
音
の
話
で
大
変
興

味
深
か
っ
た
。
本
編
は
コ

ロ
ナ
病
棟
を
ど
う
す
る

か
？
次
に
高
度
急
性
期
、

急
性
期
、
回
復
期
と
上
流

か
ら
流
れ
に
沿
っ
て
解

説
。
数
字
や
グ
ラ
フ
、
表

が
多
く
分
か
り
や
す
い
。

医
療
政
策
と
診
療
報
酬
で

は
敷
地
内
薬
局
や
管
理
栄

養
士
の
病
棟
専
従
な
ど
、

来
年
の
ト
リ
プ
ル
改
定
に

も
付
言
。
化
学
療
法
の
入

外
比
や
医
師
事
務
作
業
補

助
体
制
加
算
、
病
院
給

食
、
看
護
師
の
処
遇
改
善

と
チ
ー
ム
医
療
の
関
係
な

ど
悩
ま
し
い
問
題
に
も
触

れ
て
い
る
。
定
価
４
５
０

０
円
と
少
し
高
い
で
す

が
、
個
人
で
な
く
組
織
や

団
体
で
購
入
す
れ
ば
供
千

倍
返
し
僑
く
ら
い
の
値
打

ち
は
あ
る
だ
ろ
う
。
是
非

一
冊


推
薦
者

邉
見
公
雄
（
全

国
公
私
病
院
連
盟
会
長
、

赤
穂
市
民
病
院
名
誉
院
長
）

 第５４０号  公私病連ニュース ２０２３年（令和５年）８月１日（火曜日） （４）

『
君
の
思
い
は
必
ず
実
現

す
る
』

　
稲
盛
和
夫
／
著

　
財
界
研
究
所
／
刊

『
コ
ロ
ナ
か
ら
日
常
医
療

へ
　
戦
略
的
病
院
経
営
の

道
標
』

　
井
上
貴
裕
／
著

　
ロ
ギ
カ
書
房
／
刊

今
月
は
３
冊
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『
　
年
生
ま
れ
、
キ
ム
・

８２
ジ
ヨ
ン
』

　
チ
ョ
・
ナ
ム
ジ
ュ
／
著

　
斎
藤
真
理
子
／
翻
訳

　
ち
く
ま
文
庫
／
刊

糠 紅溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝

糠 紅溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝溝

主
な
施
設
基
準
の
届
出
状
況

―
  令
和
４
年
７
月
１
日
現
在
  ―

　
７
月
５
日
に
開
か
れ
た
中
医
協
「
総
会
」
に
、

令
和
４
年
７
月
１
日
現
在
の
主
な
施
設
基
準
の
届

出
状
況
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
医
療
機
関
（
８
１

６
９
病
院
、
８
万
８
６
３
６
診
療
所
）
が
診
療
報

酬
を
算
定
す
る
に
当
た
り
、
施
設
基
準
の
届
出
が

必
要
と
な
る
も
の
を
ま
と
め
た
も
の
に
な
っ
て
い

る
。
以
下
に
令
和
４
年
度
よ
り
追
加
や
変
更
を
行

っ
て
い
る
項
目
な
ど
の
一
部
を
掲
載
す
る
。

１
」
＝
１
４
０
病
院
、
２
５

４
診
療
所
、「
同
２
」
＝
　
病
３０

院
、
１
８
８
診
療
所

「
二
次
性
骨
折
予
防
継
続
管

理
料
１
」＝
１
５
５
５
病
院
、

「
同
２
」＝
１
２
６
５
病
院
、

「
同
３
」＝
１
７
３
８
病
院
、

１
３
７
８
診
療
所

「
下
肢
創
傷
処
置
管
理
料
」

＝
　
病
院
、　

診
療
所

４６

１１

「
小
児
か
か
り
つ
け
診
療
料

１
」
＝
１
８
６
５
診
療
所
、

「
同
２
」
＝
５
病
院
、
２
８

２
診
療
所

「
外
来
腫
瘍
化
学
療
法
診
療

料
１
」
＝
１
５
７
８
病
院
、

　
診
療
所
、「
同
２
」
＝
２
９

３６９
病
院
、　

診
療
所

２３

「
こ
こ
ろ
の
連
携
指
導
料

（
Ｉ
）
」
＝
　
病
院
、
３
６

４４

０
診
療
所

「
こ
こ
ろ
の
連
携
指
導
料

（
Ⅱ
）
）
＝
５
１
６
病
院
、

３
３
５
診
療
所

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
加
算
」
＝
５

病
院

「
小
児
特
定
集
中
治
療
室
管

理
料
、
早
期
栄
養
介
入
管
理

加
算
」
＝
１
病
院

「
精
神
科
救
急
急
性
期
医
療

入
院
料
」
＝
１
７
３
病
院
（
１

万
８
７
５
床
）

「
精
神
科
救
急
急
性
期
医
療

入
院
料
、
看
護
職
員
夜
間
配

置
加
算
」
＝
　
病
院
（
５
８

９８

６
７
床
）

「
特
定
機
能
病
院
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
入
院
料
」

＝
１
病
院
（
　
床
）

２０

【
医
学
管
理
等
】

「
外
来
栄
養
食
事
指
導
料
の

注
３
」
＝
３
３
５
病
院
、
１

診
療
所

「
一
般
不
妊
治
療
管
理
料
」

＝
４
７
７
病
院
、
１
５
３
４

診
療
所

「
生
殖
補
助
医
療
管
理
料

【
特
定
入
院
料
】

「
救
命
救
急
入
院
料
、
早
期

離
床
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
加
算
」
＝
　
病
院

９６

「
救
命
救
急
入
院
料
、
早
期

栄
養
介
入
管
理
加
算
」
＝
　７２

病
院

「
ハ
イ
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
入
院

医
療
管
理
料
、
早
期
離
床
・

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
加

算
」
＝
１
４
０
病
院

「
ハ
イ
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
入
院

医
療
管
理
料
、
早
期
栄
養
介

入
管
理
加
算
」
＝
１
７
１
病

院「
脳
卒
中
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
入

院
医
療
管
理
料
、
早
期
離
床

・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
加

算
」
＝
　
病
院

２０

「
脳
卒
中
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
入

院
医
療
管
理
料
、
早
期
栄
養

介
入
管
理
加
算
」
＝
　
病
院

５３

「
小
児
特
定
集
中
治
療
室
管

理
料
、
早
期
離
床
・
リ
ハ
ビ

＝
１
２
４
８
病
院
、「
同
２
」

＝
１
０
２
９
病
院
、「
同
３
」

＝
２
０
２
４
病
院

「
重
症
患
者
初
期
支
援
充
実

加
算
」
＝
４
３
０
病
院

「
報
告
書
管
理
体
制
加
算
」

＝
３
４
０
病
院

「
地
域
連
携
分
娩
管
理
加

算
」
＝
　
病
院

６５

「
術
後
疼
痛
管
理
チ
ー
ム
加

算
」
＝
　
病
院

２７

　
「
地
域
医
療
体
制
確
保
加

算
」
　
令
和
２
年
＝
９
４
４
病
院

　
令
和
３
年
＝
９
７
２
病
院

　
令
和
４
年
＝
１
０
５
３
病

院

院
、
６
７
３
４
診
療
所

「
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
強
化
加

算
」
＝
１
１
３
０
診
療
所

【
入
院
基
本
料
等
加
算
】

「
急
性
期
充
実
体
制
加
算
」

＝
１
５
７
病
院

「
感
染
対
策
向
上
加
算
１
」

【
初
・
再
診
料
関
係
】

「
情
報
通
信
機
器
を
用
い
た

診
療
に
係
る
基
準
」
＝
５
０

５
病
院
、
４
９
９
３
診
療
所

「
外
来
感
染
対
策
向
上
加

算
」
＝
１
万
６
２
２
４
診
療

所「
連
携
強
化
加
算
」
＝
２
病
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新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
よ

う
や
く
沈
静
化
し
た
か
と
思

う
間
も
な
く
、
地
域
に
よ
っ

て
再
拡
大
し
、
ま
た
線
状
降

水
帯
に
よ
る
豪
雨
災
害
は
後

を
絶
た
な
い
。
過
去
に
例
を

見
な
い
自
然
災
害
と
さ
れ
る

が
、
そ
れ
ら
は
地
球
温
暖
化

に
よ
る
も
の
で
、
原
因
を
求

め
る
と
Ｃ
Ｏ
２
排
出
な
ど
ヒ

ト
の
活
動
に
起
因
す
る
と
さ

れ
る
▼
地
球
の
歴
史
40
数
億

年
に
お
い
て
温
暖
期
と
氷
期

の
循
環
の
一
端
と
い
う
説
も

あ
り
、
人
類
の
活
動
が
そ
こ

ま
で
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

か
疑
問
も
呈
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
地
層
を
形
成
す
る

堆
積
物
に
人
類
の
活
動
に
よ

る
成
分
が
多
く
含
ま
れ
る
よ

う
に
な
り
、
地
層
に
よ
っ
て

地
球
の
歴
史
を
区
分
す
る
国

際
地
質
学
会
で
は
１
９
５
０

年
頃
以
降
を
人
類
の
時
代
、

人
新
世
と
位
置
付
け
よ
う
と

い
う
機
運
が
あ
る
ら
し
い
▼

こ
の
人
新
世
は
過
去
の
時
代

と
同
様
に
何
万
年
と
い
う
単

位
で
地
層
を
形
成
で
き
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
人
類
が
発
生

し
て
既
に
約
40
万
年
と
さ
れ

る
が
、
地
層
に
足
跡
を
残
せ

る
ほ
ど
の
活
動
は
近
年
の
こ

と
。
地
球
環
境
を
乱
し
、
温

暖
化
を
招
き
、
戦
争
を
繰
り

返
す
人
類
が
今
後
、
厚
い
地

層
を
造
れ
る
く
ら
い
長
期
間

存
続
で
き
る
か
は
疑
問
で
あ

る
。
地
球
上
を
跋
扈
し
た
恐

竜
た
ち
は
無
数
の
化
石
を
残

し
た
。
さ
て
人
新
世
に
は
マ

イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど

環
境
破
壊
物
質
で
な
く
、
人

類
の
叡
智
を
示
す
も
の
を
残

せ
る
だ
ろ
う
か
。（
Ｎ
・
Ａ
）

　
働
き
方
改
革
関
連
法

（
改
正
労
働
基
準
法
）
に

よ
り
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ

ム
制
の
拡
充
、
時
間
外
労

働
の
上
限
規
制
、
年
５
日

の
年
次
有
給
休
暇
の
確
実

な
取
得
な
ど
が
施
行
さ

れ
、
２
０
２
４
年
度
か
ら

は
医
師
の
働
き
方
改
革
と

し
て
、
勤
務
医
に
も
時
間

外
労
働
の
罰
則
付
き
上
限

規
制
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

働
き
方
改
革
は
、
働
く

方
々
が
個
々
の
事
情
に
応

じ
た
多
様
で
柔
軟
な
働
き

方
を
自
分
で
選
択
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
の
改
革

と
さ
れ
、
日
本
が
直
面
す

る
「
少
子
高
齢
化
に
伴
う

生
産
年
齢
の
減
少
」や「
働

く
方
々
の
ニ
ー
ズ
の
多
様

化
」
な
ど
の
課
題
に
対
応

す
る
た
め
で
も
あ
る
と
い

い
ま
す
。
現
に
厚
生
労
働

白
書
（
令
和
４
年
版
）
を

見
ま
す
と
、
10
年
前
と
比

較
す
る
と
就
業
者
人
口
は

増
加
し
、
失
業
者
数
、
長

時
間
労
働
者
数
は
減
少
し

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
仕
事

の
業
務
量
が
変
わ
ら
な
く

て
も
、
よ
り
多
く
の
者
が

賃
金
を
得
る
と
い
う
視
点

で
は
一
定
の
成
果
が
出
て

い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

　
し
か
し
、
救
急
医
療
や

在
宅
医
療
、
高
度
な
専
門

治
療
な
ど
地
域
に
お
い
て

重
要
な
役
割
を
果
た
す
医

療
機
関
の
医
師
や
、
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ
て
基

礎
的
な
技
能
や
能
力
を
修

得
す
る
臨
床
研
修
医
・
専

攻
医
、
ま
た
短
期
的
に
多

く
の
症
例
を
集
中
的
に
経

験
し
て
高
度
技
能
の
修
得

を
目
指
す
中
堅
医
師
に
と

っ
て
は
、
時
間
外
労
働
の

上
限
を
適
用
し
た
働
き
方

の
実
現
は
難
し
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
加
え

て
、
高
齢
者
人
口
の
急
増

に
伴
い
医
療
介
護
需
要
が

伸
び
る
中
で
看
護
・
介
護

職
や
医
療
技
術
職
等
の
人

材
は
２
０
４
０
年
に
は
１

０
０
０
万
人
以
上
必
要
と

な
り
ま
す
が
、
１
０
０
万

人
不
足
す
る
と
予
測
さ
れ

て
い
ま
す
。
同
時
に
進
行

す
る
少
子
化
の
波
は
全
就

業
者
数
の
大
幅
な
減
少
へ

と
傾
い
て
い
る
中
で
、
人

材
を
確
保
し
育
成
し
て
い

く
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
。

　
前
記
し
た
よ
う
に
、
働

き
方
改
革
は
少
子
高
齢
化

な
ど
の
課
題
に
対
応
す
る

た
め
で
も
あ
る
と
い
い
ま

す
が
、
労
働
集
約
産
業
で

あ
る
医
療
福
祉
分
野
に
と

っ
て
の
働
き
方
改
革
は
誰

の
た
め
に
あ
る
の
か
疑
問

を
感
じ
ま
す
。
特
に
見
落

と
し
て
は
な
ら
な
い
の
は

事
務
職
の
確
保
と
育
成
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
医

療
福
祉
の
専
門
職
は
そ
の

道
を
志
し
有
資
格
者
と
し

て
就
業
分
野
は
あ
る
程
度

限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
事

務
職
の
就
業
分
野
は
医
療

福
祉
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な

い
こ
と
か
ら
、
他
の
就
業

分
野
へ
の
流
出
は
避
け
ら

れ
ず
、
人
材
の
過
疎
化
は

事
務
職
か
ら
始
ま
る
も
の

と
考
え
ま
す
。

　
働
き
方
改
革
の
進
展
と

と
も
に
医
療
福
祉
分
野
に

お
い
て
は
過
去
の
習
慣
や

固
定
観
念
を
打
破
し
た
人

材
の
確
保
、
育
成
に
シ
フ

ト
し
て
い
く
た
め
に
も
、

医
療
費
の
手
厚
い
財
源
も

併
せ
て
確
保
し
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
Ｉ
Ｍ
Ｓ
グ
ル
ー
プ
板
橋

中
央
総
合
病
院
・
理
事
長
）

働
き
方
改
革
と
労
働
生
産
人
口

減
少
の
中
で
の
医
療
福
祉
の
経
営

連
盟
　
副
会
長
　

中

村

哲

也

中央社会保険医療協議会

令　和
６年度診療報酬６月改定を了承

診
療
報
酬
改
定
Ｄ
Ｘ
を
推
進

薬
価
改
定
は
4
月
を
維
持

　
８
月
２
日
に
開
か
れ
た
中

医
協
「
総
会
」
に
、「
診
療
報

酬
改
定
時
期
を
２
ヶ
月
後
ろ

倒
し
し
た
場
合
の
ス
ケ
ジ
ュ

関
・
薬
局
等
や
ベ
ン
ダ
の
集

中
的
な
業
務
負
荷
を
平
準
化

す
る
た
め
、
令
和
６
年
度
診

療
報
酬
改
定
よ
り
施
行
時
期

ー
ル
（
案
）」
が
厚
労
省
の
事

務
局
か
ら
示
さ
れ
、
中
医
協

で
は
、「
診
療
報
酬
改
定
Ｄ

Ｘ
の
推
進
に
向
け
、
医
療
機

を
６
月
１
日
施
行
」「
薬
価

改
定
の
施
行
に
関
し
て
は
例

年
通
り
４
月
１
日
に
改
定
」

を
了
承
し
た
。

　
厚
労
省
は
、
①
施
行
時
期

の
後
ろ
倒
し
に
あ
た
っ
て
は

総
合
的
な
検
討
が
必
要
と
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
。
②
毎
年

薬
価
改
定
の
観
点
か
ら
は
、

４
月
の
薬
価
改
定
が
実
施
さ

れ
れ
ば
、
薬
価
調
査
を
例
年

通
り
に
実
施
す
る
こ
と
が
可

能
。
③
次
期
改
定
に
向
け
て

は
、６
月
施
行
の
場
合
、経
過

措
置
は
９
月
末
を
基
本
と
し
、

年
度
内
の
検
証
調
査
が
実
施

可
能
―
と
説
明
し
て
い
る
。

　
政
府
の
「
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進

本
部
」
は
６
月
２
日
に
「
医

療
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
関
す
る
工

程
表
」
を
決
定
し
、「
診
療
報

酬
改
定
Ｄ
Ｘ
」
に
つ
い
て

は
、
①
２
０
２
４
年
度
に
医

療
機
関
等
の
各
シ
ス
テ
ム
間

の
共
通
言
語
と
な
る
マ
ス
タ

及
び
そ
れ
を
活
用
し
た
電
子

点
数
表
を
改
善
・
提
供
し
て

共
通
コ
ス
ト
を
削
減
。
２
０

２
６
年
度
に
共
通
算
定
モ
ジ

ュ
ー
ル
を
本
格
的
に
提
供
。

共
通
算
定
モ
ジ
ュ
ー
ル
等
を

実
装
し
た
標
準
型
レ
セ
コ
ン

や
標
準
型
電
子
カ
ル
テ
の
提

供
に
よ
り
、
医
療
機
関
等
の

シ
ス
テ
ム
を
抜
本
的
に
改
革

し
、
医
療
機
関
等
の
間
接
コ

ス
ト
を
極
小
化
。
②
診
療
報

酬
改
定
の
施
行
時
期
の
後
ろ

倒
し
に
関
し
て
、
実
施
年
度

及
び
施
行
時
期
に
つ
い
て
、

中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会

の
議
論
を
踏
ま
え
て
検
討
―

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　

　
８
月
２
日
の
中
医
協
で

は
、
診
療
報
酬
改
定
Ｄ
Ｘ
に

対
応
す
る
た
め
の
施
行
の
後

ろ
倒
し
に
つ
い
て
、
①
診
療

報
酬
改
定
に
伴
い
答
申
や
告

示
か
ら
施
行
、
初
回
請
求
ま

で
の
期
間
が
短
く
、
医
療
機

関
・
薬
局
等
及
び
ベ
ン
ダ
の

業
務
が
逼
迫
し
、
大
き
な
負

担
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
、

②
今
後
は
施
行
の
時
期
を
後

ろ
倒
し
し
、
共
通
算
定
モ
ジ

ュ
ー
ル
を
導
入
す
る
こ
と

で
、
負
担
の
平
準
化
や
業
務

の
効
率
化
を
図
る
必
要
が
あ

る
こ
と
―
等
の
課
題
が
指
摘

さ
れ
た
が
、
４
月
26
日
の
中

医
協
で
は
、
診
療
報
酬
改
定

施
行
時
期
後
ろ
倒
し
に
関
す

る
議
論
で
以
下
の
よ
う
な
意

見
が
出
さ
れ
て
い
た
。

　
▼
診
療
報
酬
改
定
の
施
行

時
期
後
ろ
倒
し
の
期
間
に
関

し
て
は
、
医
療
現
場
に
ど
の

よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
、

ベ
ン
ダ
や
医
療
機
関
の
作
業

の
短
期
集
中
を
、
ど
の
程
度

の
期
間
延
長
す
れ
ば
必
要
な

効
果
が
得
ら
れ
る
の
か
、
財

政
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ

る
の
か
、
あ
る
い
は
、
改
定

の
結
果
検
証
に
マ
イ
ナ
ス
面

の
影
響
を
で
き
る
だ
け
生
じ

さ
せ
な
い
長
さ
に
す
る
な
ど

を
考
慮
し
て
、
総
合
的
に
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
▼
従
来
か
ら
の
改
定
年
の

４
月
か
ら
新
し
い
ル
ー
ル
に

変
わ
る
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ

が
強
い
た
め
、
患
者
、
医
療

機
関
・
薬
局
が
十
分
に
理
解

し
て
納
得
で
き
る
よ
う
な
制

度
設
計
に
つ
い
て
、
丁
寧
か

つ
早
期
に
周
知
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
▼
改
定
の
施
行
時
期
の
後

ろ
倒
し
は
、
財
政
影
響
や
改

定
結
果
の
検
証
期
間
は
も
ち

ろ
ん
、
薬
価
改
定
や
、
そ
れ

ら
に
関
す
る
調
査
の
時
期
や

期
間
等
に
も
影
響
す
る
。
改

定
の
在
り
方
な
ど
を
含
め
、

慎
重
に
検
討
し
て
い
く
べ

き
。
共
通
算
定
モ
ジ
ュ
ー
ル

の
導
入
、
基
本
マ
ス
タ
ー
の

充
足
化
、
各
種
様
式
の
電
子

化
等
は
、
負
担
軽
減
に
つ
な

が
る
が
、
４
月
改
定
を
前
提

と
し
て
い
た
サ
イ
ク
ル
が
変

わ
る
こ
と
な
ど
で
、
現
場
が

混
乱
し
な
い
よ
う
丁
寧
な
説

明
や
配
慮
が
必
要
。

　
▼
薬
価
改
定
に
つ
い
て
、

医
療
現
場
に
お
い
て
、
改
定

後
半
年
程
度
の
価
格
交
渉
期

2
面
へ
つ
づ
く

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
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間
が
必
要
で
あ
り
、
毎
年
薬

価
調
査
を
実
施
し
、
翌
年
度

に
薬
価
改
定
を
行
う
サ
イ
ク

ル
を
前
提
と
す
れ
ば
、
４
月

に
施
行
し
な
け
れ
ば
、
薬
価

制
度
の
根
幹
を
揺
る
が
す
こ

と
に
な
り
か
ね
な
い
。
ま

た
、
薬
価
収
載
の
タ
イ
ミ
ン

グ
は
数
か
月
に
１
回
あ
り
、

４
月
改
定
を
動
か
せ
ば
、
全

体
の
バ
ラ
ン
ス
も
崩
れ
る
懸

念
が
あ
る
。
薬
価
の
シ
ス
テ

ム
改
修
は
、
４
月
施
行
で
も

十
分
対
応
が
可
能
で
あ
る
。

を
対
象
に
提
供
を
開
始
し
て

徐
々
に
拡
大
。
ま
た
、
医
療

機
関
等
の
新
設
の
タ
イ
ミ
ン

グ
や
シ
ス
テ
ム
更
改
時
期
に

合
わ
せ
て
導
入
を
促
進
す

る
。
診
療
所
向
け
に
は
、
一

部
の
計
算
機
能
よ
り
総
体
的

な
シ
ス
テ
ム
提
供
に
よ
る
支

援
の
方
が
コ
ス
ト
削
減
効
果

が
高
く
得
ら
れ
る
た
め
、
標

準
型
電
カ
ル
と
一
体
型
の
モ

ジ
ュ
ー
ル
を
組
み
入
れ
た
標

準
型
レ
セ
コ
ン
を
ク
ラ
ウ
ド

上
に
構
築
し
て
利
用
可
能
な

環
境
を
提
供
す
る
と
し
て
い

る
。

　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
今
後（
令
和
6
～
10
年
度
）

の
取
組
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

施
行
時
期
を
６
月
に
後
ろ
倒

し
す
る
こ
と
に
伴
い
作
業
負

荷
を
平
準
化
、
各
ベ
ン
ダ
が

そ
れ
ぞ
れ
行
っ
て
い
る
作
業

を
１
つ
に
ま
と
め
、
診
療
報

酬
算
定
・
患
者
の
窓
口
負
担

金
計
算
を
行
う
た
め
の
全
国

統
一
の
共
通
的
な
電
子
計
算

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
共
通
算
定
モ

ジ
ュ
ー
ル
）
を
開
発
す
る
。

こ
の
共
通
算
定
モ
ジ
ュ
ー
ル

は
、
導
入
効
果
が
高
い
と
考

え
ら
れ
る
中
小
規
模
の
病
院

【
参
考
】
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
本

部
決
定
・「
医
療
Ｄ
Ｘ
の
推
進

に
関
す
る
工
程
表
」（
概
要
）

　
　
　
令
和
５
年
６
月
２
日

基
本
的
な
考
え
方

　
▽
医
療
Ｄ
Ｘ
に
関
す
る
施

策
の
業
務
を
担
う
主
体
を
定

め
、
そ
の
施
策
を
推
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、
①
国
民
の
さ

ら
な
る
健
康
増
進
、
②
切
れ

目
な
く
質
の
高
い
医
療
等
の

効
率
的
な
提
供
、
③
医
療
機

関
等
の
業
務
効
率
化
、
④
シ

ス
テ
ム
人
材
等
の
有
効
活

用
、
⑤
医
療
情
報
の
二
次
利

用
の
環
境
整
備
の
５
点
の
実

現
を
目
指
し
て
い
く
。

　
▽
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
を
確
保
し
つ
つ
、
医
療
Ｄ

Ｘ
を
実
現
し
、
保
健
・
医
療

・
介
護
の
情
報
を
有
効
に
活

用
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、

よ
り
良
質
な
医
療
や
ケ
ア
を

受
け
る
こ
と
を
可
能
に
し
、

国
民
一
人
一
人
が
安
心
し

て
、
健
康
で
豊
か
な
生
活
を

送
れ
る
よ
う
に
な
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健

康
保
険
証
の
一
体
化
の
加
速

　
▽
２
０
２
４
年
秋
に
健
康

保
険
証
を
廃
止
す
る
。

　
▽
２
０
２
３
年
度
中
に
生

活
保
護
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
の
導
入
。

全
国
医
療
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
の
構
築

　
▽
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

等
シ
ス
テ
ム
を
拡
充
し
、
全

国
医
療
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
を
構
築
。

　
▽
２
０
２
４
年
度
中
の
電

子
処
方
箋
の
普
及
に
努
め
る

と
と
も
に
、
電
子
カ
ル
テ
情

報
共
有
サ
ー
ビ
ス
（
仮
称
）

を
構
築
し
、
共
有
す
る
情
報

を
拡
大
。

　
▽
併
せ
て
、
介
護
保
険
、

予
防
接
種
、
母
子
保
健
、
公

費
負
担
医
療
や
地
方
単
独
の

医
療
費
助
成
な
ど
に
係
る
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用

し
た
情
報
連
携
を
実
現
す
る

と
と
も
に
、
次
の
感
染
症
危

機
に
も
対
応
。

　
▽
２
０
２
４
年
度
中
に
、

自
治
体
の
実
施
事
業
に
係
る

手
続
き
の
際
に
必
要
な
診
断

書
等
に
つ
い
て
、
電
子
に
よ

る
提
出
を
実
現
。

　
▽
民
間
Ｐ
Ｈ
Ｒ
事
業
者
団

体
や
ア
カ
デ
ミ
ア
と
連
携
し

局
と
の
情
報
共
有
の
た
め
、

必
要
な
標
準
規
格
へ
の
対
応

等
を
検
討
。

　
▽
標
準
型
電
子
カ
ル
テ
に

つ
い
て
、
２
０
２
３
年
度
に

必
要
な
要
件
定
義
等
に
関
す

る
調
査
研
究
を
行
い
、
２
０

２
４
年
度
中
に
開
発
に
着

手
。
電
子
カ
ル
テ
未
導
入
の

医
療
機
関
を
含
め
、
電
子
カ

ル
テ
情
報
の
共
有
の
た
め
に

必
要
な
支
援
策
の
検
討
。

　
▽
遅
く
と
も
２
０
３
０
年

に
は
、
概
ね
す
べ
て
の
医
療

機
関
に
お
い
て
、
必
要
な
患

者
の
医
療
情
報
を
共
有
す
る

た
め
の
電
子
カ
ル
テ
の
導
入

を
目
指
す
。

た
ラ
イ
フ
ロ
グ
デ
ー
タ
の
標

準
化
や
流
通
基
盤
の
構
築
等

を
通
じ
、
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
の

創
出
支
援
。

　
▽
全
国
医
療
情
報
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
に
お
い
て
共
有

さ
れ
る
医
療
情
報
の
二
次
利

用
に
つ
い
て
、
そ
の
デ
ー
タ

提
供
の
方
針
、
信
頼
性
確
保

の
あ
り
方
、
連
結
の
方
法
、

審
査
の
体
制
、
法
制
上
あ
り

得
る
課
題
等
の
論
点
に
つ
い

て
整
理
し
検
討
す
る
た
め
、

２
０
２
３
年
度
中
に
検
討
体

制
を
構
築
。

電
子
カ
ル
テ
情
報
の
標
準
化

　
▽
２
０
２
３
年
度
に
透
析

情
報
及
び
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原

因
と
な
る
物
質
の
コ
ー
ド
情

報
に
つ
い
て
、
２
０
２
４
年

度
に
蘇
生
処
置
等
の
関
連
情

報
や
歯
科
・
看
護
等
の
領
域

に
お
け
る
関
連
情
報
に
つ
い

て
、
共
有
を
目
指
し
標
準
規

格
化
。
２
０
２
４
年
度
中

に
、
特
に
救
急
時
に
有
用
な

情
報
等
の
拡
充
を
進
め
る
と

と
も
に
、
救
急
時
に
医
療
機

関
に
お
い
て
患
者
の
必
要
な

医
療
情
報
が
速
や
か
に
閲
覧

で
き
る
仕
組
み
を
整
備
。
薬

診
療
報
酬
改
定
Ｄ
Ｘ

　
▽
２
０
２
４
年
度
に
医
療

機
関
等
の
各
シ
ス
テ
ム
間
の

共
通
言
語
と
な
る
マ
ス
タ
及

び
そ
れ
を
活
用
し
た
電
子
点

数
表
を
改
善
・
提
供
し
て
共

通
コ
ス
ト
を
削
減
。
２
０
２

６
年
度
に
共
通
算
定
モ
ジ
ュ

ー
ル
を
本
格
的
に
提
供
。
共

通
算
定
モ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
実

装
し
た
標
準
型
レ
セ
コ
ン
や

標
準
型
電
子
カ
ル
テ
の
提
供

に
よ
り
、
医
療
機
関
等
の
シ

ス
テ
ム
を
抜
本
的
に
改
革

し
、
医
療
機
関
等
の
間
接
コ

ス
ト
を
極
小
化
。

　
▽
診
療
報
酬
改
定
の
施
行

時
期
の
後
ろ
倒
し
に
関
し

て
、
実
施
年
度
及
び
施
行
時

期
に
つ
い
て
、
中
央
社
会
保

険
医
療
協
議
会
の
議
論
を
踏

ま
え
て
検
討
。

医
療
Ｄ
Ｘ
の
実
施
主
体

　
▽
社
会
保
険
診
療
報
酬
支

払
基
金
を
、
審
査
支
払
機
能

に
加
え
、
医
療
Ｄ
Ｘ
に
関
す

る
シ
ス
テ
ム
の
開
発
・
運
用

主
体
の
母
体
と
し
、
抜
本
的

に
改
組
。

　
▽
具
体
的
な
組
織
の
あ
り

方
、
人
員
体
制
、
受
益
者
負

担
の
観
点
を
踏
ま
え
た
公
的

支
援
を
含
む
運
用
資
金
の
あ

り
方
等
に
つ
い
て
速
や
か
に

検
討
し
、
必
要
な
措
置
を
講

ず
る
。

　
6
月
14
日
に
開
か
れ
た
中

医
協
「
総
会
」
で
、
特
定
集

中
治
療
室
な
ど
に
常
勤
す
る

医
師
の
宿
日
直
に
つ
い
て

は
、
そ
の
解
釈
を
明
確
に
す

る
べ
き
だ
と
い
う
発
言
が
出

席
し
た
委
員
か
ら
あ
り
、
厚

労
省
は
７
月
24
日
付
け
で

「
疑
義
解
釈
資
料
の
送
付
に

つ
い
て
（
そ
の
54
）」
を
発
出

し
た
。

　
な
お
、
同
通
知
で
は
、
宿

日
直
許
可
と
特
定
集
中
治
療

室
管
理
料
等
の
施
設
基
準
に

お
け
る
医
師
の
配
置
と
の
整

理
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年

度
診
療
報
酬
改
定
の
過
程
に

お
い
て
明
確
化
す
る
と
も
明

記
し
て
い
る
。

　
今
回
発
出
さ
れ
た
「
疑
義

解
釈
」
は
以
下
の
と
お
り
。

疑
義
解
釈
資
料
の
送
付
に
つ

い
て
（
そ
の
54
）

医
科
診
療
報
酬
点
数
表
関
係

【
問
１
】
区
分
番
号
「
Ａ
３

０
０
」
救
命
救
急
入
院
料
、

区
分
番
号
「
Ａ
３
０
１
」
特

定
集
中
治
療
室
管
理
料
、
区

分
番
号
「
Ａ
３
０
１
―
４
」

小
児
特
定
集
中
治
療
室
管
理

料
、
区
分
番
号「
Ａ
３
０
２
」

新
生
児
特
定
集
中
治
療
室
管

理
料
１
、
区
分
番
号
「
Ａ
３

０
３
」
総
合
周
産
期
特
定
集

中
治
療
室
管
理
料
の
施
設
基

準
に
お
い
て
、「
専
任
の
医

師
が
、
午
前
０
時
よ
り
午
後

12
時
ま
で
の
間
常
に
（
以
下

常
時
当
該
保
険
医
療
機
関
内

に
い
て
、
必
要
な
診
療
を
行

う
体
制
を
と
っ
て
い
る
場
合

は
、
差
し
支
え
な
い
。
た
だ

し
、
宿
日
直
許
可
と
ハ
イ
ケ

ア
ユ
ニ
ッ
ト
入
院
医
療
管
理

料
の
施
設
基
準
に
お
け
る
医

師
の
配
置
と
の
整
理
に
つ
い

て
は
、
令
和
６
年
度
診
療
報

酬
改
定
の
過
程
に
お
い
て
明

確
化
す
る
こ
と
と
し
て
い
る

こ
と
に
留
意
す
る
こ
と
。

【
問
３
】
区
分
番
号
「
Ａ
３

０
１
―
３
」
脳
卒
中
ケ
ア
ユ

ニ
ッ
ト
入
院
医
療
管
理
料
の

施
設
基
準
に
お
い
て
、「
当

該
保
険
医
療
機
関
内
に
、
神

経
内
科
又
は
脳
神
経
外
科
の

経
験
を
５
年
以
上
有
す
る
専

任
の
医
師
が
常
時
１
名
以
上

い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
夜
間

又
は
休
日
に
お
い
て
、
神
経

内
科
又
は
脳
神
経
外
科
の
経

験
を
５
年
以
上
有
す
る
医
師

が
、
当
該
保
険
医
療
機
関
の

外
に
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、

当
該
医
師
に
対
し
て
常
時
連

絡
す
る
こ
と
や
、
頭
部
の
精

細
な
画
像
や
検
査
結
果
を
含

め
診
療
上
必
要
な
情
報
を
直

ち
に
送
受
信
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
医

師
が
迅
速
に
判
断
を
行
い
、

必
要
な
場
合
に
は
当
該
保
険

医
療
機
関
に
赴
く
こ
と
が
可

能
で
あ
る
体
制
が
確
保
さ
れ

て
い
る
時
間
に
限
り
、
当
該

保
険
医
療
機
関
内
に
、
神
経

内
科
又
は
脳
神
経
外
科
の
経

験
を
３
年
以
上
有
す
る
専
任

の
医
師
が
常
時
１
名
以
上
い

「
常
時
」
と
い
う
）
治
療
室
内

に
勤
務
し
て
い
る
こ
と
」
と

あ
る
が
、「
医
師
、
看
護
師
等

の
宿
日
直
許
可
基
準
に
つ
い

て
（
令
和
元
年
７
月
１
日
基

発
０
７
０
１
第
８
号
）」に
示

す
宿
日
直
許
可
を
取
得
し
、

宿
日
直
を
行
っ
て
い
る
専
任

の
医
師
が
、
常
時
治
療
室
内

に
い
る
こ
と
で
よ
い
か
。

【
答
】
専
任
の
医
師
が
、
常

時
治
療
室
内
の
患
者
に
対
し

て
自
ら
適
切
な
診
療
を
行

い
、
昼
夜
に
関
わ
ら
ず
同
様

に
勤
務
す
る
体
制
を
と
っ
て

い
る
場
合
は
、
差
し
支
え
な

い
。
た
だ
し
、
宿
日
直
許
可

と
特
定
集
中
治
療
室
管
理
料

等
の
施
設
基
準
に
お
け
る
医

師
の
配
置
と
の
整
理
に
つ
い

て
は
、
令
和
６
年
度
診
療
報

酬
改
定
の
過
程
に
お
い
て
明

確
化
す
る
こ
と
と
し
て
い
る

こ
と
に
留
意
す
る
こ
と
。

【
問
２
】
区
分
番
号
「
Ａ
３

０
１
―
２
」
ハ
イ
ケ
ア
ユ
ニ

ッ
ト
入
院
医
療
管
理
料
の
施

設
基
準
に
お
い
て
、「
当
該

保
険
医
療
機
関
内
に
、
専
任

の
常
勤
医
師
が
常
時
１
名
以

上
い
る
こ
と
」
と
あ
る
が
、

「
医
師
、
看
護
師
等
の
宿
日

直
許
可
基
準
に
つ
い
て
（
令

和
元
年
７
月
１
日
基
発
０
７

０
１
第
８
号
）」に
示
す
宿
日

直
許
可
を
取
得
し
、
宿
日
直

を
行
っ
て
い
る
専
任
の
常
勤

医
師
が
、
当
該
保
険
医
療
機

関
内
に
い
る
こ
と
で
よ
い

か
。

【
答
】
専
任
の
常
勤
医
師
が

れ
ば
よ
い
こ
と
と
す
る
」
と

あ
る
が
、
当
該
専
任
の
医
師

は
、「
医
師
、
看
護
師
等
の
宿

日
直
許
可
基
準
に
つ
い
て

（
令
和
元
年
７
月
１
日
基
発

０
７
０
１
第
８
号
）」に
示
す

宿
日
直
許
可
を
取
得
し
、
宿

日
直
を
行
っ
て
い
る
医
師

が
、
当
該
保
険
医
療
機
関
内

に
い
る
こ
と
で
よ
い
か
。

【
答
】
神
経
内
科
ま
た
は
脳

神
経
外
科
の
経
験
を
３
年
、

又
は
５
年
以
上
有
し
て
い
る

専
任
の
医
師
が
常
時
当
該
保

険
医
療
機
関
内
に
い
て
、
必

要
な
診
療
を
行
う
体
制
を
と

っ
て
い
る
場
合
は
、
差
し
支

え
な
い
。
た
だ
し
、
宿
日
直

許
可
と
脳
卒
中
ケ
ア
ユ
ニ
ッ

ト
入
院
医
療
管
理
料
の
施
設

基
準
に
お
け
る
医
師
の
配
置

と
の
整
理
に
つ
い
て
は
、
令

和
６
年
度
診
療
報
酬
改
定
の

過
程
に
お
い
て
明
確
化
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
に
留

意
す
る
こ
と
。

【
問
４
】
区
分
番
号
「
Ａ
３

０
２
」
新
生
児
特
定
集
中
治

療
室
管
理
料
２
の
施
設
基
準

に
お
い
て
、「
専
任
の
医
師

が
常
時
、
当
該
保
険
医
療
機

関
内
に
勤
務
し
て
い
る
こ

と
」
と
あ
る
が
、「
医
師
、
看

護
師
等
の
宿
日
直
許
可
基
準

に
つ
い
て
（
令
和
元
年
７
月

１
日
基
発
０
７
０
１
第
８

号
）」に
示
す
宿
日
直
許
可
を

取
得
し
、
宿
日
直
を
行
っ
て

い
る
専
任
の
医
師
が
、
当
該

保
健
医
療
機
関
内
に
勤
務
し

て
い
る
こ
と
で
よ
い
か
。

【
答
】
専
任
の
医
師
が
常
時

当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
い

て
、
必
要
な
診
療
を
行
う
体

制
を
と
っ
て
い
る
場
合
は
、

差
し
支
え
な
い
。
た
だ
し
、

宿
日
直
許
可
と
新
生
児
特
定

集
中
治
療
室
管
理
料
２
の
施

設
基
準
に
お
け
る
医
師
の
配

置
と
の
整
理
に
つ
い
て
は
、

令
和
６
年
度
診
療
報
酬
改
定

の
過
程
に
お
い
て
明
確
化
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
に

留
意
す
る
こ
と
。

【
問
５
】
区
分
番
号
「
Ａ
３

０
３
―
２
」
新
生
児
治
療
回

復
室
入
院
医
療
管
理
料
の
施

設
基
準
に
お
い
て
、「
当
該

保
険
医
療
機
関
内
に
、
専
任

の
小
児
科
の
常
勤
医
師
ま
た

は
週
３
日
以
上
常
態
と
し
て

勤
務
し
て
お
り
、
か
つ
、
所

定
労
働
時
間
が
週
22
時
間
以

上
の
勤
務
を
行
っ
て
い
る
専

任
の
小
児
科
の
非
常
勤
医
師

が
常
時
１
名
以
上
配
置
さ
れ

て
い
る
こ
と
」
と
あ
る
が
、

当
該
常
勤
医
師
及
び
当
該
非

常
勤
医
師
は
、「
医
師
、
看
護

師
等
の
宿
日
直
許
可
基
準
に

つ
い
て
（
令
和
元
年
７
月
１

日
基
発
０
７
０
１
第
８
号
）」

に
示
す
宿
日
直
許
可
を
取
得

し
、
宿
日
直
を
行
っ
て
い

る
、
医
師
で
よ
い
か
。

【
答
】
専
任
の
小
児
科
の
常

勤
医
師
ま
た
は
週
３
日
以
上

常
態
と
し
て
勤
務
し
て
お

り
、
か
つ
、
所
定
労
働
時
間

が
週
22
時
間
以
上
の
勤
務
を

行
っ
て
い
る
専
任
の
小
児
科

の
非
常
勤
医
師
が
、
常
時
当

該
保
険
医
療
機
関
内
に
い

て
、
必
要
な
診
療
を
行
う
体

制
を
と
っ
て
い
る
場
合
は
、

差
し
支
え
な
い
。
た
だ
し
、

宿
日
直
許
可
と
新
生
児
治
療

回
復
室
入
院
医
療
管
理
料
の

施
設
基
準
に
お
け
る
医
師
の

配
置
と
の
整
理
に
つ
い
て

は
、
令
和
６
年
度
診
療
報
酬

改
定
の
過
程
に
お
い
て
明
確

化
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
こ

と
に
留
意
す
る
こ
と
。

【
が
ん
ゲ
ノ
ム
プ
ロ
フ
ァ
イ

リ
ン
グ
検
査
】（
略
）

厚
生
労
働
省
保
険
局
医
療
課

疑
義
解
釈
資
料（
そ
の
54
）

（
令
和
5
年
7
月
24
日
）

診療報酬改定DX対応方針 取組スケジュール（案）

注1 全国医療情報プラットフォームと連携
注2 標準型レセコンは、標準型電子カルテ（帳票様式を含む）と一体的に提供することも検討。

○ 共通算定モジュールは、導入効果が高いと考えられる中小規模の病院を対象に提供を開始し徐々に拡大。また、医療
機関等の新設のタイミングや、システム更改時期に合わせて導入を促進。費用対効果を勘案して加速策を実施。

○ 診療所向けには、一部の計算機能より、総体的なシステム提供による支援の方がコスト削減効果が高く得られるため、
標準型電カルと一体型のモジュールを組み入れた標準型レセコンをクラウド上に構築して利用可能な環境を提供。

医療機関等における負担の極小化、マスタ・コードの標準化、拡充、進化

大規模病院

中小規模病院

病院（歯科）

共通算定
マスタの提供

＋

電子点数表
の改善

＋

施行時期の
後ろ倒し★1

令和６年度

共通算定
モジュールの提供
（クラウド）注1

共通算定
モジュール
の試行運用

共通算定
モジュール
の試行運用

共通算定
モジュール
の試行運用

共通算定モジュールの提供拡大

OR

令和８年度 令和10年度～

アジャイル

順次拡大

令和７年度

標準型レセコンの提供も検討
注2
＋

帳票様式・モジュールを
レセコンに組込

共通算定モジュールの
提供拡大

実情に応じ

オンライン資格確認の拡充

モデル事業診療所
（医科・歯科）
薬局等

★1 施行時期・施行年度については、中医協の議論を経て決定。
★2 薬局向け・歯科向け・訪問看護向けについて、業界団体のご意見を丁寧にお聞きした上で対応を検討。

費用対効果を考慮して導入★2

中医協 総－４
５．４．２６

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰

1
面
か
ら
つ
づ
く
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全国公私病院連盟から“講演会”のお知らせ

第 33 回「国民の健康会議」を開催します

どなたでも参加できます。入場無料です。どうぞご参加ください。

日 時 ： 令和５年 10 月 26 日（木） 午後１時～５時

会 場 ： 日本教育会館「一ツ橋ホール」（東京都千代田区一橋 2-6-2）

◆ テーマ ◆ 少子化を考える

～こどもたちは何処へ行った？～

【第１部】講演：医師から見た少子化

出 演
産婦人科医の

立場から
大 濱 紘 三 氏 広島大学・名誉教授

小児科医の

立場から
瀬 戸 嗣 郎 氏 静岡県立こども病院・名誉院長

女子学生と日々

接する立場から
細 井 創 氏

同志社女子大学 看護学部看護

学科 特別任用教授

司 会 渡邉 古志郎 氏 横浜市立市民病院・名誉院長

【第２部】鼎談
ていだん

：少子化政策のビジョン

出 演 自 見 はなこ 氏 参議院議員（小児科医）

阿 部 知 子 氏 衆議院議員（小児科医）

邉 見 公 雄
全国公私病院連盟・会長

赤穂市民病院・名誉院長

司 会 行 天 良 雄 氏 医事評論家

主催 全国公私
一般社団法人

病院連盟（事務局 TEL 03-3402-3891）

公益社団法人 全国自治体病院協議会・全国公立病院連盟・全国厚生農業協同組合連合会・

日本赤十字社病院長連盟・全国済生会病院長会・一般社団法人 岡山県病院協会・

日本私立病院協会・一般社団法人 日本公的病院精神科協会

 全国公私病院連盟では、平成元年から開催している「国民

の健康会議」を１０月２６日（木）に日本教育会館「一ツ橋

ホール」（東京都千代田区一ツ橋）で開催します。

今回は、「少子化を考える～こどもたちは何処へ行った？」

をテーマに、各界の先生方をお迎えしてお話を伺います。

 入場は無料ですが、事前のお申し込みをお願いします。全

国公私病院連盟のホームページからお申込みください。

全国公私病院連盟 加盟８団体

厚
生
労
働
省
・
令
和
6
年
度
予
算
概
算
要
求

33
兆
7
2
7
5
億
円
を
要
求

令和６年度 厚生労働省予算概算要求の姿

一般会計

（単位：億円）

区 分

令和５年度

予 算 額

（Ａ）

令和６年度

要 求 額

（Ｂ）

増▲減額

（Ｃ）

（Ｂ）－（Ａ）

一 般 会 計 ３３１,４０８ ３３７,２７５ ５,８６６

うち 年金・医療等

に係る経費
３１３,８３２ ３１８,６５３ ４,８２０

うち

重要政策推進枠
― １,５１８ ―

（令和５年度予算額） （令和６年度要求額） （対令和５年度増額）

３３兆１,４０８億円 ３３兆７,２７５億円 （＋５,８６６億円）

　
厚
生
労
働
省
は
令
和
６
年
度
予
算
概
算
要
求
を
取
り
ま
と
め
た
。
一
般
会
計
の

要
求
額
は
33
兆
７
２
７
５
億
円
と
な
り
、
前
年
度
よ
り
５
８
６
６
億
円
の
額
増
を

要
望
し
て
い
る
。
主
な
重
点
要
求
は
以
下
の
と
お
り
。

ィ
対
策
の
強
化
　
等

■
医
薬
品
等
の
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
推
進

　
ド
ラ
ッ
グ
ラ
グ
・
ド
ラ
ッ

グ
ロ
ス
の
解
消
に
取
り
組

み
、
創
薬
力
強
化
の
た
め
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
基
盤
構

築
を
推
進
す
る
。

　
●
医
薬
品
・
医
療
機
器
等

の
実
用
化
促
進
、
安
定
供

給
、
安
全
・
信
頼
性
の
確
保

＝
19
億
円

　
▽
希
少
疾
病
用
・
小
児
用

等
の
ド
ラ
ッ
グ
ラ
グ
・
ド
ラ

ッ
グ
ロ
ス
へ
の
対
応
に
向
け

た
希
少
疾
病
用
医
薬
品
指
定

の
早
期
化
・
拡
大
、
小
児
用

薬
の
開
発
計
画
の
策
定
等
に

向
け
た
体
制
整
備
▽
臨
床
開

発
・
薬
事
規
制
調
和
に
向
け

た
ア
ジ
ア
拠
点
の
強
化
▽
リ

ア
ル
ワ
ー
ル
ド
デ
ー
タ
の
薬

事
活
用
の
推
進
▽
医
療
系
ベ

ン
チ
ャ
ー
の
成
果
創
出
支
援

▽
後
発
医
薬
品
の
信
頼
確
保

の
た
め
の
体
制
・
取
組
の
強

化
▽
大
麻
に
関
す
る
制
度
見

直
し
に
伴
う
規
制
体
制
整
備

・
薬
物
乱
用
防
止
対
策
の
拡

充
▽
プ
ロ
グ
ラ
ム
医
療
機
器

の
早
期
実
用
化
の
促
進
▽
革

新
的
医
療
機
器
・
再
生
医
療

等
製
品
の
国
際
標
準
獲
得
の

推
進
▽
緊
急
避
妊
薬
の
適
正

販
売
に
向
け
た
調
査
事
業
の

情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
・

介
護
関
連
デ
ー
タ
利
活
用
の

た
め
の
基
盤
等
の
整
備
▽
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
保
険

証
の
一
体
化
の
推
進
▽
電
子

処
方
箋
の
全
国
的
な
普
及
拡

大
や
機
能
向
上
の
推
進
▽
診

療
報
酬
改
定
Ｄ
Ｘ
の
取
組
の

推
進
▽
科
学
的
介
護
推
進
の

た
め
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
機

能
拡
充
▽
介
護
分
野
へ
の
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
導
入
等
に
よ

る
生
産
性
向
上
の
取
組
を
通

じ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の

向
上
▽
整
合
的
か
つ
効
率
的

な
審
査
支
払
機
能
の
運
用
に

向
け
た
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム

の
改
修
▽
医
療
機
関
等
に
お

け
る
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ

今
後
の
人
口
動
態
・
経
済
社

会
の
変
化
を
見
据
え
た
保
健

・
医
療
・
介
護
の
構
築

■
医
療
・
介
護
に
お
け
る
Ｄ

Ｘ
の
推
進

　
医
療
・
介
護
に
お
け
る
Ｄ

Ｘ
の
推
進
に
よ
り
、
医
療
・

介
護
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
安
心

で
質
の
高
い
医
療
・
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
を
図
る
。

　
●
医
療
・
介
護
の
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
に
向
け
た
Ｄ
Ｘ
の

推
進
＝
１
６
６
億
円

　
▽
保
健
医
療
介
護
情
報
の

活
用
促
進
の
た
め
の
情
報
の

標
準
化
の
推
進
と
全
国
医
療

促
進
▽
海
外
依
存
度
の
高
い

原
薬
等
の
供
給
リ
ス
ク
低
減

に
向
け
た
支
援
の
促
進
▽
献

血
血
液
の
確
保
対
策
　
等

　
●
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
基

盤
構
築
の
推
進
＝
７
３
４
億

円　
▽
が
ん
・
難
病
の
全
ゲ
ノ

ム
解
析
等
の
推
進
▽
患
者
還

元
型
・
臨
床
指
向
型
Ａ
Ｉ
創

薬
研
究
の
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
に
よ
る
、
医
学
研

究
・
創
薬
の
活
性
化
及
び
医

師
・
研
究
者
の
育
成
支
援
▽

医
薬
品
・
医
療
機
器
開
発
に

お
け
る
レ
ジ
ス
ト
リ
（
疾
患

登
録
シ
ス
テ
ム
）
の
利
活
用

を
加
速
さ
せ
る
ク
リ
ニ
カ
ル

・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
想
の
推
進
▽
再

生
・
細
胞
医
療
・
遺
伝
子
治

療
の
実
用
化
の
促
進
▽
次
世

代
バ
イ
オ
医
薬
品
の
製
造
・

開
発
を
担
う
人
材
の
育
成
支

援
▽
日
本
医
療
研
究
開
発
機

構
（
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
）
に
お
け
る

研
究
及
び
厚
生
労
働
科
学
研

究
の
推
進
▽
産
業
振
興
拠
点

の
設
置
に
よ
る
革
新
的
医
療

機
器
の
創
出
に
必
要
な
人
材

育
成
及
び
企
業
へ
の
伴
走
支

援
　
等

■
地
域
医
療
・
介
護
の
基
盤

強
化
の
推
進
等

　
人
口
減
少
と
超
高
齢
化
社

会
に
お
け
る
医
療
・
介
護
ニ

ー
ズ
や
人
口
動
態
の
変
化
等

を
踏
ま
え
、
不
断
の
改
革
に

よ
り
、
質
の
高
い
医
療
・
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る

体
制
を
確
保
す
る
必
要
が
あ

る
。
そ
の
た
め
、
地
域
医
療

構
想
等
の
推
進
や
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向

け
た
施
策
を
推
進
す
る
。

　
●
地
域
医
療
構
想
等
の
推

ん
・
肝
炎
・
難
病
な
ど
の
各

種
疾
病
対
策
を
着
実
に
実
施

す
る
と
と
も
に
、
歯
科
保
健

医
療
な
ど
を
推
進
す
る
。

　
●
健
康
づ
く
り
・
予
防
・
重

症
化
予
防
の
推
進
＝
64
億
円

　
▽
高
齢
者
の
保
健
事
業
と

介
護
予
防
の
一
体
的
な
実
施

の
推
進
▽
糖
尿
病
性
腎
症
の

重
症
化
予
防
事
業
や
予
防
・

健
康
づ
く
り
に
関
す
る
大
規

模
実
証
事
業
な
ど
の
保
健
事

業
等
へ
の
支
援
▽
「
女
性
の

健
康
」
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ

ー
機
能
の
構
築
　
等

　
●
認
知
症
施
策
の
総
合
的

な
推
進
＝
１
４
１
億
円

　
▽
共
生
社
会
の
実
現
に
向

け
た
本
人
発
信
支
援
や
地
域

づ
く
り
支
援
、
認
知
症
の
人

や
そ
の
家
族
の
相
談
支
援
体

制
と
若
年
性
認
知
症
の
人
へ

の
支
援
体
制
の
推
進
等
▽
認

知
症
に
対
す
る
早
期
発
見
・

早
期
診
断
及
び
治
療
・
進
行

抑
制
、
介
護
方
法
、
社
会
環

境
の
整
備
等
に
対
す
る
研
究

等
の
推
進
▽
認
知
症
の
人
や

そ
の
家
族
を
含
め
た
包
括
的

な
支
援
等
を
図
る
た
め
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
行

う
業
務
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
等
に
係

る
支
援
　
等

　
●
が
ん
対
策
、
循
環
器
病

対
策
等
の
推
進
＝
４
４
７
億

円　
▽
効
果
的
・
効
率
的
な
子

宮
頸
が
ん
検
診
の
実
施
に
向

け
た
支
援
を
含
む
が
ん
対
策

の
推
進
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

の
相
談
支
援
体
制
の
確
保
▽

脳
卒
中
・
心
臓
病
等
患
者
の

包
括
的
な
支
援
体
制
の
構
築

▽
リ
ウ
マ
チ
・
ア
レ
ル
ギ
ー

疾
患
、
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ

Ｄ
）
対
策
の
推
進
　
等

　
●
肝
炎
対
策
の
推
進
＝
53

進
＝
９
２
２
億
円

　
▽
地
域
医
療
介
護
総
合
確

保
基
金
等
に
よ
る
地
域
医
療

構
想
の
推
進
、
医
師
偏
在
対

策
へ
の
支
援
▽
か
か
り
つ
け

医
機
能
が
発
揮
さ
れ
る
制
度

の
円
滑
な
施
行
に
向
け
た
施

策
の
推
進
▽
医
療
従
事
者
の

勤
務
環
境
改
善
に
向
け
た
働

き
方
改
革
の
推
進
▽
薬
局
薬

剤
師
の
専
門
性
の
高
度
化
・

在
宅
薬
物
治
療
提
供
体
制
の

強
化
　
等

　
●
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
＝
５
６
９
億
円

　
▽
地
域
医
療
介
護
総
合
確

保
基
金
等
に
よ
る
地
域
の
事

情
に
応
じ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス

提
供
体
制
の
整
備
及
び
介
護

人
材
の
確
保
支
援
▽
地
域
づ

く
り
の
加
速
化
の
た
め
の
市

町
村
に
対
す
る
伴
走
的
支
援

等
の
実
施
▽
介
護
施
設
等
の

防
災
・
減
災
対
策
の
推
進
　

等　
●
救
急
・
災
害
医
療
体
制

等
の
充
実
＝
１
２
３
億
円

　
▽
災
害
医
療
に
お
け
る
情

報
収
集
機
能
等
の
強
化
▽
医

療
施
設
等
の
防
災
・
減
災
対

策
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
・
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ

体
制
の
整
備
・
強
化
▽
災
害

時
の
保
健
・
医
療
・
福
祉
に
関

す
る
横
断
的
な
支
援
体
制
の

構
築
▽
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
・
ド

ク
タ
ー
カ
ー
の
活
用
に
よ
る

救
急
医
療
体
制
の
強
化
　
等

■
健
康
づ
く
り
・
予
防
・
重

症
化
予
防
、
認
知
症
施
策

の
推
進
等

　
健
康
づ
く
り
・
予
防
・
重

症
化
予
防
を
強
化
し
、
健
康

寿
命
の
延
伸
に
係
る
取
組
を

推
進
す
る
。
加
え
て
、
認
知

症
基
本
法
に
基
づ
き
、
認
知

症
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画

的
に
推
進
す
る
。
ま
た
、
が

億
円

　
▽
肝
炎
患
者
等
の
重
症
化

予
防
の
推
進
▽
肝
が
ん
・
重
度

肝
硬
変
の
治
療
研
究
の
促
進

　
●
難
病
・
小
児
慢
性
特
定

疾
病
対
策
等
の
推
進
＝
１
６

８
１
億
円

　
▽
難
病
・
小
児
慢
性
特
定

疾
病
対
策
の
着
実
な
推
進
▽

移
植
医
療
対
策
の
推
進

　
●
歯
科
保
健
医
療
の
推
進

＝
34
億
円

　
●
国
際
機
関
等
を
通
じ
た

国
際
貢
献
の
推
進
・
医
療
の

国
際
展
開
＝
１
２
３
億
円

■
感
染
症
対
策
の
推
進
・
体

制
強
化

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
経
験
を
踏
ま
え
た
次

な
る
感
染
症
に
備
え
、
医
療

措
置
協
定
締
結
の
推
進
、
感

染
症
の
検
査
体
制
を
強
化
す

る
と
と
も
に
、
質
の
高
い
科

学
的
知
見
を
迅
速
に
提
供
で

き
る
体
制
を
整
備
す
る
。

　
●
次
な
る
感
染
症
に
備
え

た
体
制
強
化
＝
１
３
９
億
円

　
▽
国
立
健
康
危
機
管
理
研

究
機
構
の
設
立
に
向
け
た
体

制
整
備
▽
保
健
所
や
地
方
衛

生
研
究
所
等
の
体
制
整
備
　

等　
※
感
染
症
法
改
正
に
伴
う

対
応
に
つ
い
て
は
、
予
算
編

成
過
程
で
検
討
す
る
。

■
安
定
的
で
持
続
可
能
な
医

療
保
険
制
度
の
運
営
確
保

　
●
被
用
者
保
険
へ
の
財
政

支
援
＝
８
３
７
億
円

　
※
医
療
保
険
制
度
改
革
に

伴
う
被
用
者
保
険
へ
の
財
政

支
援
強
化
へ
の
対
応
に
つ
い

て
は
、
予
算
編
成
過
程
で
検

討
す
る
。
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ま
ず
一
冊
目
は
『
一
人

か
ら
始
め
る
リ
コ
ー
ル
運

動
』
で
あ
る
。
一
人
の
女

性
保
育
士
が
呼
び
掛
け

た
、
林
文
子
横
浜
市
長
解

職
請
求
の
記
録
で
あ
る
。

結
果
は
49
万
票
必
要
だ

が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
制

限
も
あ
り
９
万
１
１
１
票

と
完
敗
に
近
い
。
準
備
か

ら
反
省
ま
で
が
参
加
者
の

証
言
と
し
て
記
さ
れ
て
い

る
。
リ
ー
ダ
ー
的
な
廣
越

由
美
子
氏
と
木
村
芳
正
氏

の
共
著
で
あ
る
。

　
こ
の
運
動
の
き
っ
か
け

は
２
０
１
７
年
横
浜
市
長

選
挙
に
そ
れ
ま
で
カ
ジ
ノ

を
含
む
Ｉ
Ｒ
（
統
合
型
リ

ゾ
ー
ト
）
誘
致
を
進
め
て

き
た
林
市
長
が
「
カ
ジ
ノ

は
白
紙
」
と
し
て
３
選
。

し
か
し
、
２
年
後
突
如
誘

致
表
明
。
白
紙
を
反
対
と

信
じ
て
投
票
し
た
市
民
。

各
種
調
査
で
は
８
割
が
反

対
の
声
で
あ
り
、
ど
う
に

か
し
な
い
と
い
け
な
い
と

立
ち
上
げ
た
。
為
政
者
、

議
員
は
選
挙
に
勝
っ
た
ら

何
を
し
て
も
良
い
と
の
暴

走
を
防
ぐ
為
に
リ
コ
ー
ル

制
度
は
あ
る
と
い
う
事
は

余
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

私
も
学
校
で
教
え
て
も
ら

わ
な
か
っ
た
様
に
思
う
。

受
任
者
募
集
の
書
類
や
リ

コ
ー
ル
用
紙
も
、
ま
た
各

政
党
や
立
候
補
者
が
議
員

に
出
し
た
公
開
質
問
状
も

含
ま
れ
て
い
る
。
現
在
の

民
主
主
義
は
手
間
暇
だ
け

か
か
り
市
民
が
主
役
か
ら

議
員
が
主
役
に
変
質
し
て

し
ま
い
、
中
露
や
ア
ジ

ア
、
ア
フ
リ
カ
の
軍
事
政

権
、
中
東
の
王
国
、
首
長

国
な
ど
権
威
主
義
国
家
の

方
が
国
民
は
ベ
タ
ー
で
は

と
の
声
す
ら
上
が
り
始
め

て
い
る
。
特
に
米
国
の
迷

走
を
見
る
と
。

　
こ
の
本
を
一
貫
し
て
流

れ
る
の
は
既
成
政
党
へ
の

不
信
感
で
あ
る
。
特
に
立

憲
民
主
党
と
共
産
党
に
対

し
て
は
怒
り
の
様
な
感
情

が
流
れ
て
い
る
。
住
民
投

票
条
例
制
定
請
求
を
同
時

期
に
ぶ
つ
け
て
来
て
混
同

し
て
、
も
う
署
名
し
た
と

か
、
し
つ
こ
い
と
か
、
か

な
り
の
障
害
に
な
っ
た
か

ら
だ
ろ
う
。
自
民
党
、
公

明
党
の
推
進
派
よ
り
近
親

憎
悪
的
感
情
は
解
ら
な
い

訳
で
も
な
い
の
だ
が
。
日

本
の
政
権
が
失
わ
れ
た
30

年
が
ず
っ
と
続
い
て
も
変

わ
ら
な
い
の
は
、
ガ
ス
抜

き
に
使
わ
れ
て
い
る
メ
デ

ィ
ア
と
並
ん
で
革
新
勢
力

の
対
立
の
根
深
さ
も
大
き

な
一
因
で
あ
る
。
し
か
し

こ
の
本
は
政
党
や
議
員
よ

り
個
人
中
心
で
。
署
名
簿

を
完
全
溶
解
し
目
的
外
使

用
さ
せ
な
い
な
ど
、
細
心

の
注
意
を
払
っ
て
い
る
。

見
事
な
敗
戦
処
理
で
あ

る
。
大
村
愛
知
県
知
事
リ

コ
ー
ル
運
動
で
の
署
名
偽

造
な
ど
は
“
も
っ
て
の
ほ

か
”
で
あ
る
。
ま
た
日
本

三

大

ド

ヤ

街

寿

町

の

方
々
、
特
に
ギ
ャ
ン
ブ
ル

依
存
症
の
方
の
言
葉
は
最

も
心
に
残
る
。
元
々
こ
の

国
は
賭
博
禁
止
で
あ
り
、

特
区
の
美
名
な
ら
売
春
も

復
活
す
る
の
だ
ろ
う
か
？

私
は
国
家
の
品
格
と
し
て

カ
ジ
ノ
は
な
い
方
が
良
い

の
で
は
と
思
っ
て
い
る
。

　
先
日
、
徳
島
県
阿
南
市

の
沖
に
あ
る
人
口
１
２
５

人
の
伊
島
へ
行
っ
た
。
行

き
の
夕
方
に
元
漁
師
で
一

日
に
鮑
（
あ
わ
び
）
60
㎏

を
取
っ
た
こ
と
も
あ
る
と

い
う
３
年
前
に
漁
師
を
辞

め
一
人
暮
ら
し
の
87
歳
の

老
人
に
会
っ
た
。
年
金
生

活
者
だ
が
毎
日
の
パ
チ
ン

コ
帰
り
と
か
。
勝
つ
事
も

あ
る
が
負
け
が
多
く
最
高

５
～
６
万
円
負
け
る
事
も

あ
る
と
い
う
。
カ
ジ
ノ
な

ら
桁
違
い
だ
ろ
う
。
ま
た

筆
者
ら
が
参
考
に
し
た
神

戸
空
港
建
設
中
止
の
神
戸

市
長
リ
コ
ー
ル
運
動
も
成

功
し
て
い
な
い
。
少
し
ハ

ー
ド
ル
を
下
げ
る
べ
き
か

も
し
れ
な
い
。
実
は
今
年

の
離
島
研
究
会
は
淡
路
の

沼
島
、
徳
島
の
伊
島
。
徳

島
県
三
好
市
育
ち
の
私
に

と
っ
て
近
く
て
遠
い
所

で
、
や
っ
と
念
願
が
か
な

っ
た
。
会
員
全
員
６
人
の

参
加
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

中
に
こ
の
リ
コ
ー
ル
運
動

の
参
加
者
で
本
を
贈
呈
し

て
下
さ
っ
た
㈱
公
私
病
連

共
済
会
以
来
の
畏
友
、
池

田
貢
氏
も
居
た
の
で
あ

る
。
ほ
ぼ
読
了
し
て
い
た

が
「
パ
チ
ン
コ
命
」
の
様

な
人
が
幸
せ
な
の
か
も
し

れ
な
い
と
頭
が
少
し
混
乱

し
そ
う
に
も
な
っ
た
。
し

か
し
医
者
と
し
て
ギ
ャ
ン

ブ
ル
依
存
症
の
確
立
し
た

治
療
法
の
な
い
今
、
予
防

は
ギ
ャ
ン
ブ
ル
を
国
や
自

治
体
が
推
進
し
な
い
事
で

あ
る
と
明
言
し
て
お
く
。

な
お
、
そ
の
後
こ
の
会
を

中
心
に
林
市
長
の
落
選
運

動
が
成
功
し
た
の
も
皆
様

ご
存
知
の
通
り
。

◇
　
　
　
◇

　
二
冊
目
は
『
入
門
！
自

宅
で
大
往
生
』。
著
者
は

中
村
伸
一
で
あ
る
。
過
疎

地
、
高
齢
先
進
地
の
名
田

庄
で
四
半
世
紀
に
わ
た
り

地
域
唯
一
の
医
師
と
し
て

在
宅
医
療
、
家
逝
き
を
実

践
し
て
き
た「
寄
り
そ
医
」

で
あ
る
。
筆
者
の
『
自
宅

で
大
往
生
「
え
え
人
生
や

っ
た
」
と
言
う
た
め
に
』

（
中
公
新
書
ラ
ク
レ
）
の

続
編
と
も
言
え
る
。
家
逝

◇
　
　
　
◇

　
三
冊
目
は
『
軍
師
の
境

遇
』。
著
者
は
松
本
清
張

で
あ
る
。
私
は
時
代
小
説

作
家
３
傑
は
、
司
馬
遼
太

郎
、
山
本
周
五
郎
、
海
音

寺
潮
五
郎
の
三
郎
と
考
え

て
い
る
が
、
清
張
も
捨
て

難
い
。「
西
海
道
談
綺
」な

ど
目
茶
面
白
か
っ
た
。
今

回
の
主
人
公
は
私
の
勤
務

地
赤
穂
に
近
い
備
前
福
岡

で
生
ま
れ
、
御
着
城
主
小

寺
政
職
の
家
老
と
し
て
姫

路
城
に
居
た
頃
の
物
語
で

あ
る
。
赤
穂
へ
行
く
前
に

司
馬
作
の「
播
磨
灘
物
語
」

を
半
月
位
か
け
て
診
療
の

合
間
に
読
ん
だ
が
、
今
回

は
台
風
７
号
近
畿
縦
断
中

の
２
日
間
で
読
ん
だ
。
小

寺
家
の
立
ち
位
置
、
毛
利

か
織
田
か
？
有
岡
城
の
土

牢
の
描
写
は
見
事
で
あ

る
。
人
を
捨
て
虫
に
な
っ

て
生
き
る
。
藤
が
黒
田
家

の
家
紋
に
な
っ
た
訳
も
、

波
津
姫
へ
の
恋
慕
に
も
似

た
感
情
も
。
三
木
城
、
鳥

取
城
へ
の
兵
糧
攻
め
、
高

松
城
へ
の
水
攻
め
な
ど
歴

史
上
有
名
な
シ
ー
ン
も
。

「
ち
ん
ば
」
と
差
別
的
な

言
葉
で
も
人
を
虜
に
す
る

秀
吉
。
松
寿
丸
を
匿
う
竹

中
半
兵
衛
の
友
情
と
度

量
。
如
水
の
名
の
如
く
、

さ
っ
さ
と
引
退
。
今
の
政

治
家
に
見
習
っ
て
欲
し
い

一
冊
で
あ
る
。

推
薦
者
：
邉
見
公
雄
（
全

国
公
私
病
院
連
盟
会
長
、

赤
穂
市
民
病
院
名
誉
院
長
）

き
４
つ
の
極
意
が
記
さ
れ

て
い
る
。
仙
崖
和
尚
や
早

川
一
光
先
生
の
死
に
際

も
。「
仲
の
良
い
老
夫
婦

症
候
群
」
や
年
金
目
当
て

延
命
な
ど
最
近
問
題
に
な

る
事
柄
も
。＃
７
１
１
９
、

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
、

介
護
保
険
や
ケ
ア
マ
ネ
の

利
用
、
料
理
の
宅
配
サ
ー

ビ
ス
な
ど
各
論
も
親
切
に

記
さ
れ
て
い
る
。
家
逝
き

は「
知
足（
足
る
を
知
る
）」

の
人
生
哲
学
を
名
田
庄
の

人
々
が
持
っ
て
い
る
か
ら

と
。
そ
れ
は
自
然
が
相
手

の
農
林
業
か
ら
子
々
孫
々

と
地
域
に
継
承
さ
れ
た

“
名
田
庄
力
”
だ
と
も
。

こ
れ
が
家
逝
き
達
人
、
看

取
り
名
人
が
多
い
地
域
力

だ
と
。
し
か
し
、
先
日
著

者
の
勤
務
す
る
施
設
、
診

療
所
を
訪
れ
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
、
手
摺
り
、
ト
イ
レ

な
ど
至
る
所
に
高
齢
者
、

傷
病
者
の
為
の
工
夫
が
施

さ
れ
、
職
員
や
研
修
医
の

働
き
方
を
観
て
、
筆
者
の

地
域
愛
こ
そ
家
逝
き
を
実

現
さ
せ
る
大
き
な
エ
ン
ジ

ン
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
と
再

認
識
し
た
。
読
者
各
位
も

必
ず
旅
立
つ
。
一
度
読
ん

で
欲
し
い
し
、
同
居
者
に

も
是
非
回
覧
し
て
欲
し
い

一
冊
で
あ
る
。

今
月
は
3
冊

『
入
門
！
自
宅
で
大
往
生
』

　
　
　
　
中
村
伸
一
／
著

　
　
中
央
公
論
新
社
／
刊

『
一
人
か
ら
始
め
る
リ
コ

ー
ル
運
動
』

　
廣
越
由
美
子
、
木
村
芳

正
／
著
　
ハ
ザ
書
店
／
刊

『
軍
師
の
境
遇
』

　
　
　
　
松
本
清
張
／
著

　
　
　
　
角
川
書
店
／
刊
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「
農
協
の
父
」
品
川
弥
二

郎
は
萩
の
東
、
松
本
村
に
生

ま
れ
た
。
家
が
足
軽
の
た

め
、
藩
校
明
倫
館
に
は
入
れ

ず
、
近
く
の
吉
田
松
陰
の
主

宰
す
る
松
下
村
塾
に
入
塾
。

一
五
歳
と
年
少
で
あ
っ
た

が
、
聡
明
で
師
松
陰
も
期
待

し
て
い
た
。
師
の
刑
死
後
、

先
輩
の
久
坂
玄
端
や
高
杉
晋

作
の
尊
皇
攘
夷
活
動
に
加
わ

り
、
禁
門
の
変
で
は
敗
れ
て

西
本
願
寺
に
逃
げ
込
み
剃
髪

し
て
俄
か
僧
侶
と
な
っ
て
脱

出
し
た
逸
話
も
残
る
▼
戊
辰

戦
争
で
も
活
躍
し
、
維
新
後

は
ド
イ
ツ
に
長
期
留
学
し
、

そ
こ
で
相
互
扶
助
の
組
織

「
協
同
組
合
」
に
感
銘
を
受

け
、
日
本
に
移
入
し
よ
う
と

決
意
し
た
。
そ
の
後
、
官
僚

や
外
交
官
、
そ
し
て
、
政
治

家
と
な
り
協
同
組
合
の
た
め

の
法
律
「
産
業
組
合
法
」
の

早
期
成
立
を
目
指
し
た
が
、

財
閥
や
政
敵
の
抵
抗
に
あ
っ

て
実
現
で
き
ず
、
第
二
次
松

方
内
閣
で
は
、
内
務
大
臣
と

な
る
も
、
師
に
似
て
感
情
に

流
さ
れ
る
こ
と
あ
り
、
政
敵

憎
し
の
余
り
、
総
選
挙
に
不

法
干
渉
し
死
者
を
出
し
、
汚

名
を
残
し
た
▼
紆
余
曲
折
を

経
て
、
明
治
三
三
年
、「
産
業

組
合
法
」
が
国
会
で
可
決
。

直
後
、
品
川
は
急
病
で
死

去
。
昭
和
の
初
め
、
彼
を
顕

彰
す
る
品
川
神
社
が
建
立
さ

れ
た
が
、
詳
細
は
不
明
。
現

在
は
「
農
協
の
父
」
に
ふ
さ

わ
し
く
Ｊ
Ａ
山
口
の
敷
地
内

に
鎮
座
。
小
さ
な
社
は
、
平

成
に
建
替
。
一
度
は
参
拝
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
が
…
。

　
　
　
　
　
　
　
（
Ｋ
・
Ｙ
）

中央社会保険医療協議会
新型コロナ対応決まる10　月

以降の

　
全
国
公
私
病
院
連
盟
は

10
月
26
日
に
日
本
教
育
会

館
「
一
橋
ホ
ー
ル
」（
東
京

都
千
代
田
区
一
ツ
橋
）
で

「
国
民
の
健
康
会
議
」
を

開
催
す
る
。
33
回
目
を
迎

え
る
本
年
は
「
少
子
化
を

考
え
る
～
こ
ど
も
た
ち
は

何
処
へ
行
っ
た
？
～
」
を

テ
ー
マ
に
掲
げ
た
。

　
我
が
国
の
出
生
数
は
、

１
９
７
５
年
以
降
緩
や
か

に
減
少
し
続
け
、
２
０
２

２
年
合
計
特
殊
出
生
率
は

１
・
26
と
過
去
最
低
を
記

録
し
、
出
生
数
は
80
万
人

を
切
っ
た
。
人
口
は
平
成

20
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に

転
じ
、
本
格
的
な
少
子
高

齢
化
・
人
口
減
少
時
代
を

迎
え
、
令
和
52
年
に
は
総

人
口
が
９
千
万
を
割
り
込

み
、
そ
の
40
％
が
65
歳
以

上
と
予
測
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
人
口
の
高
齢
化
は
人

類
史
上
前
例
が
無
い
と
言

わ
れ
て
い
る
。

　
元
内
閣
府
審
議
官
・
前

川
氏
は
、
65
歳
以
上
の
高

齢
者
数
は
、
２
０
１
５
年

３
４
５
９
万
人
、
２
０
４

２
年
３
９
３
５
万
人
、
２

０
６
５
年
３
３
８
１
万
人

と
推
移
す
る
が
、
生
産
年

齢
人
口
は
、
１
９
９
５
年

８
７
２
６
万
人
、
２
０
１

５
年
７
６
５
６
万
人
、
２

０
６
５
年
４
５
２
９
万
人

福
祉
予
算
を
減
ら
し
、
子

育
て
支
援
に
振
り
向
け
、

子
育
て
環
境
を
改
善
す
れ

ば
子
供
が
増
え
始
め
る
と

論
じ
て
お
り
、
岸
田
政
権

も
発
足
時
、
少
子
化
対
策

を
政
策
に
掲
げ
た
。
し
か

し
未
だ
有
効
な
対
策
が
打

ち
出
さ
れ
た
と
は
思
わ
れ

な
い
。

　
来
る
10
月
26
日
開
催
予

定
の
第
33
回
「
国
民
の
健

康
会
議
」で
は
、
前
半「
医

師
か
ら
見
た
少
子
化
」
を

テ
ー
マ
に
、
産
婦
人
科
医

の
立
場
か
ら
広
島
大
学
・

大
濱
紘
三
名
誉
教
授
に
、

小
児
科
医
の
立
場
か
ら
静

岡
県
立
こ
ど
も
病
院
・
瀬

戸
嗣
郞
名
誉
院
長
に
、
医

師
か
ら
離
れ
た
目
線
で
同

志
社
大
学
看
護
学
部
看
護

学
科
・
細
井
創
特
別
任
用

教
授
に
講
演
を
し
て
頂

く
。

　
後
半
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、「
少
子
化
政
策
の
ビ

ジ
ョ
ン
」
と
題
し
、
行
天

良
雄
先
生
の
司
会
で
、
自

見
英
子
参
議
院
議
員
（
小

児
科
医
）、
阿
部
知
子
参

議
院
議
員
（
小
児
科
医
）

当
連
盟
邉
見
公
雄
会
長
を

交
え
、
鼎
談
を
行
な
う
。

　
少
子
化
問
題
は
、
あ
る

意
味
で
我
国
の
存
亡
を
か

け
た
大
問
題
で
あ
り
、
活

発
な
議
論
を
期
待
し
た

い
。

（
横
浜
市
立
市
民
病
院
・

名
誉
院
長
）

と
著
明
に
減
少
す
る
こ
と

が
大
問
題
で
あ
る
と
指
摘

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
日
本
総
研
の
藤

波
氏
は
、
女
性
の
労
働
参

加
が
こ
の
10
年
間
で
10
％

以
上
ア
ッ
プ
し
68
・
５
％

に
達
し
た
と
指
摘
し
て
い

る
が
、
現
在
の
我
国
の
状

況
で
働
く
女
性
が
増
え
れ

ば
、
こ
れ
も
少
子
化
を
助

長
す
る
要
因
に
な
り
う

る
。

　
２
０
２
１
年
国
立
社
会

保
障
人
口
問
題
研
究
所
の

18
～
34
歳
の
未
婚
者
を
対

象
に
し
た
調
査
で
は
、
結

婚
後
子
供
を
持
つ
べ
き
に

賛
成
し
た
の
は
、
男
性
55

％
に
対
し
女
性
は
36
・
６

％
で
あ
っ
た
、
合
計
特
殊

出
生
率
は
、
人
口
維
持
に

は
２
・
06
～
２
・
07
必
要

と
さ
れ
て
い
る
が
、
２
０

２
１
年
１
・
30
、
２
０
２

２
年
１
・
26
と
減
少
の
一

途
を
辿
っ
て
い
る
。
因
み

に
終
戦
直
後
で
は
、
４
・

０
以
上
で
あ
っ
た
。
少
子

化
の
傾
向
は
、
今
後
も
続

く
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　
日
本
総
研
、藻
谷
氏
は
、

診
療
報
酬
特
例
の
見
直
し

次
期
改
定
時
に
恒
常
的
な
対
策
を

　
中
医
協
の
「
総
会
」
が
９
月
15
日
に
持
ち
回
り
で
開
催
さ
れ
、
５
月
８
日
以
降
に
類
型
が
変
更
さ
れ
た
後
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
診
療
の
実
態
等
を
踏
ま
え
、
10
月
以
降
の
診
療
報
酬
上
の
コ
ロ
ナ
特
例
に
つ
い
て
見

直
す
こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。
な
お
、
令
和
６
年
度
診
療
報
酬
改
定
で
恒
常
的
な
感
染
症
対
応
と
し
て
も
見
直
し
を

行
う
こ
と
に
し
て
い
る
。
見
直
し
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

養
指
導
を
行
っ
た
場
合
＝
１

４
７
点
→
終
了

（
対
応
）
コ
ロ
ナ
患
者
の
入

院
調
整
を
行
っ
た
場
合
＝
９

５
０
点
→
１
０
０
点

　
■
往
診
時
に
必
要
な
感
染

対
策
や
、
介
護
保
険
施
設
等

に
対
す
る
緊
急
往
診
等
に
つ

い
て
も
、
感
染
対
策
等
の
効

率
化
を
踏
ま
え
評
価
の
見
直

し
を
行
う
。

（
対
応
）
感
染
予
防
策
を
講

じ
た
上
で
の
コ
ロ
ナ
疑
い
患

者
に
対
す
る
往
診
等
（
３
０

０
点
）
→
50
点

（
対
応
）
介
護
保
険
施
設
等

へ
の
緊
急
往
診
（
２
８
５
０

点
）
→
９
５
０
点

（
対
応
）
介
護
保
険
施
設
等

に
お
い
て
、
看
護
職
員
と
と

も
に
、
施
設
入
所
者
に
対
し

て
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
実
施

す
る
場
合
（
９
５
０
点
）
→

３
０
０
点

入
院

　
■
効
率
化
等
を
踏
ま
え
感

染
対
策
に
つ
い
て
評
価
の
見

直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
必

要
時
に
お
け
る
個
室
管
理
・

外
来
・
在
宅
医
療

　
■
必
要
な
感
染
対
策
を
講

じ
た
上
で
行
う
疑
い
患
者
へ

の
診
療
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
評
価
し
、
か
か
り
つ
け

患
者
等
に
限
ら
ず
疑
い
患
者

を
広
く
受
け
入
れ
る
医
療
機

関
に
お
い
て
は
、
空
間
的
・

時
間
的
分
離
の
準
備
を
よ
り

周
到
に
行
う
必
要
が
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
考

慮
す
る
。
感
染
予
防
策
の
合

理
化
や
各
医
療
機
関
に
お
け

る
経
験
の
蓄
積
等
に
よ
り
業

務
が
効
率
化
し
て
い
る
観
点

か
ら
、
評
価
に
つ
い
て
は
見

直
し
を
行
う
。

（
対
応
）
感
染
予
防
策
を
講

じ
た
上
で
の
コ
ロ
ナ
疑
い
患

者
に
対
す
る
診
療

　
①
対
応
医
療
機
関
の
枠
組

み
を
前
提
と
し
て
、
院
内
感

染
対
策
に
加
え
受
入
患
者
を

限
定
し
な
い
場
合
＝
３
０
０

点
→
１
４
７
点

　
②
①
に
該
当
せ
ず
、
院
内

感
染
対
策
を
実
施
＝
１
４
７

点
→
50
点

（
対
応
）
コ
ロ
ナ
患
者
へ
療

陰
圧
室
管
理
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
評
価
す
る
。

（
対
応
）
感
染
予
防
策
を
講

じ
た
上
で
の
診
療
（
二
類
感

染
症
患
者
入
院
診
療
加
算
１

～
４
倍
）
→
１
２
５
～
５
０

０
点

（
対
応
）
感
染
予
防
策
を
講

じ
た
上
で
の
疾
患
別
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
二
類
感
染

症
患
者
入
院
診
療
加
算
（
２

５
０
点
））
→
50
点

（
対
応
）
二
類
感
染
症
患
者

療
養
環
境
特
別
加
算
（
個
室

・
陰
圧
室
）
の
特
別
算
定
→

継
続

　
■
業
務
内
容･

人
員
体
制

が
一
定
程
度
効
率
化
さ
れ
て

お
り
、
重
症
・
中
等
症
患
者

等
の
特
例
等
は
一
定
程
度
見

直
し
を
行
う
。

（
対
応
）
重
症
患
者
へ
の
対

応
（
特
定
集
中
治
療
室
管
理

料
等
の
１
・
５
倍
（
＋
２
１

１
２
～
＋
８
１
５
９
点
））→

１
・
２
倍
（
＋
８
４
５
～
３

２
６
３
点
）

（
対
応
）
中
等
症
等
患
者
へ

の
対
応
（
救
急
医
療
管
理
加

算
の
２
～
３
倍
（
１
９
０
０

～
２
８
５
０
点
））→
８
４
０

～
１
２
６
０
点

（
対
応
）
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
の

連
携
が
充
実
し
た
病
棟（
例
：

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
等
）
に

よ
る
介
護
保
険
施
設
の
入
所

者
等
の
高
齢
患
者
の
受
入

（
＋
９
５
０
点
）
→
＋
４
2

０
点

　
■
回
復
患
者
へ
の
対
応
の

経
験
の
蓄
積
等
に
よ
る
業
務

の
効
率
化
を
踏
ま
え
、
回
復

患
者
を
受
け
入
れ
た
場
合
の

特
例
に
つ
い
て
は
見
直
し
を

行
う
。

（
対
応
）
回
復
患
者
の
受
入

（
60
日
目
ま
で
二
類
感
染
症

患
者
入
院
診
療
加
算
７
５
０

点
、
14
日
目
ま
で
は
＋
９
５

０
点
）
→
14
日
目
ま
で
５
０

０
点そ

の
他
施
設
基
準
等

　
■
急
激
な
感
染
拡
大
時
等

に
入
院
患
者
の
受
入
が
可
能

な
病
棟
を
迅
速
に
整
備
す
る

た
め
に
必
要
な
特
例
に
つ
い

て
は
、
令
和
６
年
３
月
31
日

ま
で
の
間
継
続
す
る
。

（
該
当
す
る
特
例
の
例
）
＝

▽
新
型
コ
ロ
ナ
患
者
を
受
け

入
れ
る
た
め
に
緊
急
に
開
設

す
る
必
要
が
あ
る
保
険
医
療

機
関
に
つ
い
て
、
要
件
審
査

を
終
え
た
月
の
診
療
分
に
つ

い
て
も
基
本
診
療
料
を
算
定

で
き
る
。
▽
新
型
コ
ロ
ナ
患

者
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
定

数
を
超
過
し
て
入
院
さ
せ
た

場
合
に
つ
い
て
、
減
額
措
置

を
適
用
し
な
い
。
▽
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者

の
受
入
の
た
め
に
救
命
救
急

入
院
料
、
特
定
集
中
治
療
室

管
理
料
、
ハ
イ
ケ
ア
ユ
ニ
ッ

ト
入
院
医
療
管
理
料
と
同
等

の
人
員
配
置
と
し
た
病
棟
に

つ
い
て
、
令
和
５
年
３
月
31

日
以
前
に
報
告
を
行
っ
た
場

合
に
限
り
、
該
当
す
る
入
院

料
を
算
定
で
き
る
。

　
■
コ
ロ
ナ
以
外
の
医
療
提

供
及
び
医
療
の
質
の
確
保
の

観
点
か
ら
、
平
均
在
院
日
数

や
手
術
の
実
績
件
数
等
の
診

療
実
績
等
に
係
る
要
件
に
関

す
る
特
例
に
つ
い
て
は
、
原

則
と
し
て
令
和
５
年
９
月
30

日
を
以
て
終
了
す
る
。（
た

だ
し
、
平
均
在
院
日
数
や
手

術
の
実
績
件
数
等
の
診
療
実

績
等
に
係
る
要
件
に
つ
い
て

は
、
令
和
５
年
９
月
30
日
ま

で
の
運
用
の
と
お
り
、
令
和

５
年
９
月
30
日
ま
で
で
あ
っ

て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
受
入
等
を
行
っ
た
月

は
実
績
の
算
定
に
係
る
期
間

か
ら
除
外
し
、
そ
れ
以
前
の

期
間
を
含
め
て
算
出
す
る
こ

と
等
を
引
き
続
き
可
能
と
す

る
）

（
該
当
す
る
特
例
の
例
）
＝

コ
ロ
ナ
患
者
の
受
入
や
感
染

し
出
勤
で
き
な
い
職
員
が
い

る
等
の
場
合
に
、
平
均
在
院

日
数
等
の
一
定
期
間
の
実
績

を
求
め
る
要
件
及
び
手
術
の

実
績
件
数
等
の
診
療
実
績
等

の
要
件
を
満
た
さ
な
く
な
っ

た
場
合
に
お
い
て
も
、
直
ち

に
変
更
の
届
出
を
行
わ
な
く

て
も
よ
い
。

　
■
月
平
均
夜
勤
時
間
数
の

変
動
や
職
員
が
一
時
的
に
不

足
し
た
場
合
の
特
例
に
つ
い

て
は
、
該
当
す
る
場
合
に
地

方
厚
生
局
へ
の
届
出
を
求
め

る
こ
と
と
し
た
う
え
で
、
一

定
程
度
の
期
間
継
続
す
る
。

（
該
当
す
る
特
例
の
例
）
＝

コ
ロ
ナ
患
者
の
受
入
や
職
員

の
感
染
等
に
よ
り
月
平
均
夜

勤
時
間
数
が
一
時
的
に
１
割

以
上
変
動
し
た
場
合
や
職
員

が
一
時
的
に
不
足
し
た
場
合

に
お
い
て
も
、
変
更
の
届
出

を
行
わ
な
く
て
も
よ
い
。

◇
　
　
◇

少
子
化
を
考
え
る

～
「
国
民
の
健
康
会
議
」開
催
に
あ
た
っ
て

連
盟
　
特
別
参
与
　

渡 

邉 

古
志
郎
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面
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づ
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【
現
状
と
課
題
】

（
急
性
期
入
院
医
療
）

　
▼
入
院
医
療
の
評
価
は
、

個
々
の
患
者
の
状
態
に
応
じ

た
適
切
な
医
療
資
源
が
投
入

さ
れ
る
よ
う
、
基
本
的
な
医

療
の
評
価
部
分
と
診
療
実
績

に
応
じ
た
段
階
的
な
評
価
部

分
と
の
二
つ
の
評
価
を
組
み

合
わ
せ
た
評
価
体
系
と
し
て

い
る
。

　
▼
令
和
４
年
度
診
療
報
酬

改
定
に
お
い
て
は
、
急
性
期

及
び
高
度
急
性
期
の
入
院
医

療
の
必
要
性
に
応
じ
た
適
切

な
評
価
を
行
う
観
点
か
ら
、

重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要

度
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、
看
護
配
置
７
対

１
の
病
床
数
は
増
加
傾
向
に

あ
る
。
ま
た
、
手
術
や
救
急

医
療
等
の
高
度
か
つ
専
門
的

な
医
療
及
び
高
度
急
性
期
医

療
の
提
供
に
係
る
体
制
を
十

分
に
確
保
し
て
い
る
場
合
の

評
価
と
し
て
急
性
期
充
実
体

制
加
算
を
新
設
し
て
い
る
。

　
▼
高
齢
者
人
口
や
高
齢
者

の
救
急
搬
送
の
増
加
と
と
も

に
、
急
性
期
一
般
入
院
料
の

救
急
搬
送
の
受
入
件
数
は
１

０
０
件
以
下
の
医
療
機
関
が

多
い
。

　
▼
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
棟
入
院
料
は
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要

な
高
齢
者
の
発
生
を
防
止
す

る
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
の
充
実
を
図
る
た
め
、

平
成
12
年
に
新
設
さ
れ
た
。

質
の
高
い
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
医
療
を
充
実
す
る
観
点

か
ら
、
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価
に

基
づ
く
入
院
料
の
評
価
を
導

入
し
、
水
準
の
引
き
上
げ
を

講
じ
て
き
て
お
り
、
令
和
４

年
度
診
療
報
酬
改
定
に
お
い

て
も
重
症
患
者
割
合
の
見
直

し
等
を
行
っ
て
い
る
。

（
慢
性
期
入
院
医
療
）

　
▼
療
養
病
棟
入
院
基
本
料

の
経
過
措
置
（
注
11
）
を
届

け
出
て
い
る
病
棟
に
つ
い
て

は
、
届
出
医
療
機
関
数
・
病

床
数
と
も
に
減
少
し
て
い

る
。
令
和
４
年
度
改
定
に
お

い
て
は
、
療
養
病
棟
入
院
基

本
料
２
の
75
／
１
０
０
の
点

数
に
切
り
下
げ
を
行
っ
た
。

な
お
、
療
養
病
床
等
に
つ
い

て
の
、
医
療
法
施
行
規
則
に

お
け
る
看
護
師
等
の
員
数
等

に
つ
い
て
の
経
過
措
置
の
有

算
定
に
占
め
る
高
齢
者
の
割

合
も
増
加
傾
向
に
あ
る
中
、

急
性
期
一
般
病
棟
は
集
中
的

な
急
性
期
医
療
を
必
要
と
す

る
患
者
へ
の
対
応
に
重
点
化

す
べ
き
等
、
２
０
２
５
年
を

期
限
と
し
た
地
域
医
療
構
想

に
向
け
た
取
り
組
み
と
と
も

に
、
さ
ら
な
る
機
能
分
化
の

必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
回
復
期
入
院
医
療
）

　
▼
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入

院
料
は
、「
①
急
性
期
治
療

を
経
過
し
た
患
者
の
受
け
入

れ
」、「
②
在
宅
で
療
養
を
行

っ
て
い
る
患
者
等
の
受
け
入

れ
」、「
③
在
宅
復
帰
支
援
」

の
３
つ
の
役
割
を
担
う
こ
と

と
さ
れ
て
お
り
、
平
成
26
年

度
改
定
に
お
い
て
設
定
さ
れ

た
。
令
和
４
年
度
診
療
報
酬

改
定
に
お
い
て
は
、
在
宅
医

療
の
提
供
や
在
宅
患
者
等
の

受
入
に
対
す
る
評
価
の
観
点

か
ら
、
在
宅
医
療
に
係
る
実

績
要
件
の
水
準
引
き
上
げ
、

一
般
病
床
に
お
い
て
届
け
出

て
い
る
場
合
に
救
急
告
示
病

院
等
で
あ
る
こ
と
の
要
件
化

等
を
行
っ
て
い
る
。
現
状
、

効
期
限
は
令
和
６
年
３
月
31

日
ま
で
で
あ
る
。

　
▼
療
養
病
棟
入
院
基
本
料

の
医
療
区
分
に
つ
い
て
は
累

次
の
改
定
で
見
直
し
が
実
施

さ
れ
て
お
り
、
令
和
４
年
度

改
定
で
は
中
心
静
脈
栄
養
を

実
施
し
て
い
る
状
態
に
あ
る

患
者
に
つ
い
て
、
摂
食
機
能

又
は
嚥
下
機
能
の
回
復
に
必

要
な
体
制
を
有
し
て
い
な
い

場
合
の
評
価
の
見
直
し
を
実

施
し
た
。

（
入
院
医
療
に
お
け
る
他
の

取
組
）

　
▼
Ｄ
Ｐ
Ｃ
対
象
病
院
数
は

令
和
４
年
４
月
１
日
時
点
で

１
７
６
４
病
院
と
な
り
、
経

年
的
に
増
加
傾
向
で
あ
る
一

方
、
急
性
期
病
床
規
模
の
小

さ
い
Ｄ
Ｐ
Ｃ
対
象
病
院
も
増

加
し
て
い
る
。
Ｄ
Ｐ
Ｃ
／
Ｐ

Ｄ
Ｐ
Ｓ
に
お
け
る
評
価
に
つ

い
て
は
、
医
療
機
関
の
機
能

や
役
割
に
応
じ
た
医
療
機
関

別
係
数
を
設
定
す
る
と
と
も

に
、
入
院
初
期
を
重
点
評
価

す
る
た
め
在
院
日
数
に
応
じ

た
３
段
階
の
定
額
報
酬
を
設

定
し
て
い
る
。

　
▼
日
帰
り
及
び
４
泊
５
日

ま
で
の
入
院
に
よ
る
手
術
等

を
行
う
た
め
の
管
理
等
に
つ

い
て
、
包
括
的
な
評
価
を
行

う
短
期
滞
在
手
術
等
基
本
料

が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
実
態

等
に
合
わ
せ
、
対
象
手
術
等

や
評
価
の
見
直
し
を
実
施
し

て
き
て
い
る
。

　
▼
病
気
に
な
り
入
院
し
て

も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
継

続
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、

ま
た
、
入
院
前
か
ら
関
係
者

と
の
連
携
を
推
進
す
る
た
め

に
、
入
院
前
や
入
院
早
期
か

ら
の
支
援
の
強
化
や
退
院
時

の
地
域
の
関
係
者
と
の
連
携

を
評
価
す
る
た
め
、
入
退
院

支
援
加
算
を
設
定
し
て
お

り
、
急
性
期
一
般
入
院
料

１
、
専
門
病
院
入
院
基
本

料
、
特
定
機
能
病
院
入
院
基

本
料
で
は
８
割
以
上
が
届
出

を
行
っ
て
い
る
。

【
論
点
】

　
▼
急
性
期
入
院
医
療
に
つ

い
て
、
高
齢
者
の
救
急
搬
送

件
数
の
増
加
等
を
踏
ま
え
、

急
性
期
病
棟
と
地
域
包
括
ケ

ア
病
棟
に
求
め
る
役
割
・
機

能
に
つ
い
て
及
び
こ
れ
ら
の

機
能
分
化
を
促
進
し
、
個
々

の
患
者
の
状
態
に
応
じ
た
適

切
な
医
療
資
源
が
投
入
さ
れ

る
効
率
的
か
つ
質
の
高
い
入

院
医
療
の
提
供
を
推
進
す
る

た
め
の
評
価
の
あ
り
方
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
。

　
▼
回
復
期
入
院
医
療
に
つ

い
て
、
在
宅
患
者
等
に
対
す

る
救
急
医
療
を
含
め
、
地
域

包
括
ケ
ア
病
棟
に
求
め
ら
れ

る
役
割
や
そ
の
評
価
の
あ
り

方
及
び
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
病
棟
に
お
け
る
質

の
高
い
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
を
推
進
す
る
た
め
の
評
価

の
あ
り
方
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

　
▼
慢
性
期
入
院
医
療
に
つ

い
て
、
療
養
病
床
に
係
る
医

療
法
施
行
規
則
に
お
け
る
看

護
師
等
の
員
数
等
に
つ
い
て

の
経
過
措
置
が
終
了
す
る
こ

と
等
を
踏
ま
え
、
長
期
に
わ

た
り
療
養
が
必
要
な
患
者
に

対
す
る
適
切
な
入
院
医
療
の

評
価
の
あ
り
方
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

【
主
な
意
見
】

（
総
論
・
急
性
期
／
高
度
急

性
期
入
院
医
療
）

　
▼
高
齢
者
の
救
急
搬
送
件

数
の
増
加
へ
の
対
応
と
し
て

は
、
二
次
救
急
に
対
す
る
評

価
と
と
も
に
、
三
次
救
急
か

ら
の
下
り
搬
送
を
評
価
す
べ

き
。

　
▼
急
性
期
充
実
体
制
加
算

の
新
設
に
よ
り
総
合
入
院
体

制
加
算
の
届
出
を
行
う
医
療

機
関
が
減
少
し
て
お
り
、
急

性
期
充
実
体
制
加
算
の
届
出

を
行
う
医
療
機
関
に
求
め
ら

れ
る
役
割
に
つ
い
て
検
討
す

べ
き
。

　
▼
誤
嚥
性
肺
炎
や
尿
路
感

染
症
の
入
院
治
療
に
つ
い
て

は
、
対
応
可
能
な
地
域
包
括

ケ
ア
病
棟
に
お
け
る
よ
り
一

層
の
対
応
が
必
要
で
は
な
い

か
。
た
だ
し
、
地
域
包
括
ケ

ア
病
棟
は
、
看
護
配
置
が
13

対
１
で
あ
る
こ
と
等
か
ら
、

対
応
で
き
る
救
急
医
療
に
は

限
界
が
あ
る
こ
と
も
認
識
す

べ
き
。

　
▼
全
て
の
団
塊
の
世
代
が

後
期
高
齢
者
に
な
る
２
０
２

５
年
に
向
け
て
、
病
床
の
機

能
分
化
・
連
携
を
進
め
る
観

点
か
ら
地
域
医
療
構
想
が
推

進
さ
れ
て
き
て
お
り
、
高
齢

化
が
進
む
中
で
、
急
性
期
一

般
入
院
料
の
算
定
に
占
め
る

高
齢
者
の
割
合
は
増
加
傾
向

に
あ
り
、
急
性
期
医
療
が
高

度
か
つ
集
中
的
な
医
療
を
必

要
と
す
る
患
者
へ
の
対
応
に

重
点
化
さ
れ
る
よ
う
、
機
能

分
化
に
よ
る
効
率
的
な
医
療

を
さ
ら
に
評
価
す
べ
き
。

　
▼
急
性
期
一
般
に
つ
い
て

は
、
平
均
在
院
日
数
が
伸
び

る
と
と
も
に
病
床
利
用
率
が

低
下
し
て
お
り
、
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
も
勘
案
す
べ
き
で

あ
る
も
の
の
、
病
床
数
が
過

剰
に
な
っ
て
い
な
い
か
、
背

景
を
分
析
す
べ
き
。

　
▼
急
性
期
一
般
入
院
料
に

お
い
て
も
65
歳
以
上
の
患
者

が
相
当
数
を
占
め
て
お
り
、

ま
た
、
要
介
護
の
患
者
や
Ａ

Ｄ
Ｌ
の
低
い
患
者
が
そ
れ
な

り
に
入
っ
て
い
る
一
方
で
、

リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
は
回
復
期

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟

や
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
に
多

く
配
置
さ
れ
て
い
る
た
め
、

救
急
医
療
機
関
か
ら
の
必
要

な
下
り
搬
送
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
急
性
期
の
高
齢
者

を
早
期
の
リ
ハ
ビ
リ
が
可
能

【
現
状
と
課
題
】

（
か
か
り
つ
け
医
機
能
・
医

療
機
関
連
携
）

　
▼
主
治
医
機
能
を
持
っ
た

医
師
が
、
複
数
の
慢
性
疾
患

を
有
す
る
患
者
に
対
し
、
患

者
の
同
意
を
得
た
上
で
、
継

続
的
か
つ
全
人
的
な
医
療
を

行
う
こ
と
に
つ
い
て
、
平
成

26
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
お

い
て
地
域
包
括
診
療
料
・
加

算
を
、
平
成
28
年
度
改
定
に

お
い
て
認
知
症
地
域
包
括
診

療
料
・
加
算
を
新
設
し
、
評

価
を
行
っ
て
い
る
。

　
▼
ま
た
、
小
児
の
か
か
り

つ
け
医
機
能
を
推
進
す
る
観

点
か
ら
、
小
児
外
来
医
療
に

お
い
て
、継
続
的
に
受
診
し
、

同
意
の
あ
る
患
者
に
つ
い
て
、

適
切
な
専
門
医
療
機
関
等
と

連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
継

続
的
か
つ
全
人
的
な
医
療
を

行
う
こ
と
に
つ
い
て
、
小
児

か
か
り
つ
け
診
療
料
を
平
成

28
年
度
改
定
に
お
い
て
新
設

し
、
評
価
を
行
っ
て
い
る
。

　
▼
さ
ら
に
、
平
成
30
年
度

改
定
に
お
い
て
は
、
か
か
り

つ
け
医
機
能
に
係
る
診
療
報

酬
を
届
け
出
て
い
る
医
療
機

関
に
お
い
て
、
専
門
医
療
機

関
へ
の
受
診
の
要
否
の
判
断

等
を
含
め
た
、
初
診
時
に
お

け
る
診
療
機
能
を
評
価
す
る

観
点
か
ら
、
機
能
強
化
加
算

を
新
設
し
た
。

　
▼
令
和
４
年
度
診
療
報
酬

改
定
に
お
い
て
は
、
慢
性
疾

患
を
有
す
る
患
者
に
対
す
る

か
か
り
つ
け
医
機
能
の
評
価

を
推
進
す
る
観
点
か
ら
、
地

域
包
括
診
療
料
等
の
対
象
疾

患
に
、
慢
性
心
不
全
及
び
慢

性
腎
臓
病
を
追
加
し
た
。
機

能
強
化
加
算
に
つ
い
て
、
か

か
り
つ
け
医
機
能
を
有
す
る

医
療
機
関
お
よ
び
医
師
の
実

績
要
件
を
そ
れ
ぞ
れ
追
加
し

た
。
さ
ら
に
、
診
療
情
報
提

供
料
（
Ⅲ
）
か
ら
連
携
強
化

診
療
情
報
提
供
料
に
名
称
を

変
更
し
、
対
象
患
者
に
、
紹

介
重
点
医
療
機
関
か
ら
の
患

者
等
を
追
加
し
た
。

　
▼
医
療
Ｄ
Ｘ
と
し
て
、
全

国
医
療
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
の
構
築
や
電
子
カ
ル
テ

情
報
の
標
準
化
に
お
い
て
、

情
報
の
共
有
に
あ
た
っ
て
の

標
準
規
格
化
さ
れ
た
３
文
書

（
診
療
情
報
提
供
書
お
よ
び

退
院
サ
マ
リ
ー
、
健
診
結
果

報
告
書
）、
お
よ
び
そ
れ
に

含
ま
れ
る
６
情
報
を
普
及
促

進
し
、
医
療
の
質
向
上
の
た

め
に
活
用
さ
れ
て
い
く
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
。

　
▼
令
和
６
年
度
の
同
時
報

酬
改
定
に
向
け
た
意
見
交
換

会
に
お
い
て
、
外
来
医
療
に

関
し
、
主
治
医
と
介
護
支
援

専
門
員
等
と
の
連
携
、
認
知

症
患
者
へ
の
対
応
、
人
生
の

最
終
段
階
に
お
け
る
医
療
・

介
護
に
つ
い
て
の
意
思
決
定

支
援
を
よ
り
早
期
か
ら
行
う

こ
と
等
に
つ
い
て
ご
意
見
を

い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
。

　
▼
令
和
５
年
の
医
療
法
改

正
で
は
、
か
か
り
つ
け
医
機

能
に
つ
い
て
、
国
民
へ
の
情

報
提
供
の
強
化
や
、
か
か
り

つ
け
医
機
能
の
報
告
に
基
づ

く
地
域
で
の
協
議
の
仕
組
み

を
構
築
し
、
協
議
を
踏
ま
え

て
医
療
・
介
護
の
各
種
計
画

に
反
映
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
。

（
生
活
習
慣
病
対
策
）

　
▼
生
活
習
慣
病
患
者
の
生

活
習
慣
に
関
す
る
総
合
的
な

治
療
管
理
の
た
め
、
平
成
14

年
度
改
定
に
お
い
て
、
生
活

習
慣
病
管
理
料
が
新
設
さ
れ

た
。
平
成
30
年
度
、
令
和
２

年
度
診
療
報
酬
改
定
に
お
い

て
は
、
生
活
習
慣
病
の
算
定

要
件
に
つ
い
て
、
生
活
習
慣

病
の
重
症
化
予
防
を
推
進
す

る
観
点
か
ら
、
関
係
学
会
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
踏
ま
え
、

算
定
要
件
を
見
直
し
た
。
令

和
４
年
度
診
療
報
酬
改
定
に

お
い
て
は
、
投
薬
に
か
か
る

費
用
を
包
括
評
価
の
対
象
範

な
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
等
で

受
け
止
め
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。

　
▼
高
齢
者
等
の
救
急
搬
送

を
効
率
的
に
受
け
止
め
る
た

め
に
は
、
医
療
機
関
同
士
、

医
療
機
関
と
高
齢
者
施
設
等

の
連
携
と
と
も
に
、
救
急
隊

の
ト
リ
ア
ー
ジ
に
よ
る
適
切

な
搬
送
先
の
選
択
が
重
要
。

　
▼
看
護
業
務
の
負
荷
軽
減

の
観
点
か
ら
も
、
ハ
イ
ケ
ア

ユ
ニ
ッ
ト
用
の
重
症
度
、
医

療
・
看
護
必
要
度
に
つ
い
て

も
、
レ
セ
プ
ト
電
算
処
理
シ

ス
テ
ム
用
コ
ー
ド
を
用
い
た

評
価
を
導
入
す
べ
き
。

　
▼
ハ
イ
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
に

つ
い
て
、
届
出
医
療
機
関
の

数
が
増
加
し
て
お
り
、
ど
の

よ
う
な
状
態
の
患
者
に
ど
の

よ
う
な
医
療
が
提
供
さ
れ
て

い
る
の
か
等
を
分
析
し
た
上

で
、
必
要
度
の
在
り
方
に
つ

い
て
検
討
す
べ
き
。

（
回
復
期
入
院
医
療
）

　
▼
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
に

お
け
る
救
急
医
療
の
対
応
状

況
に
は
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、

施
設
の
背
景
等
を
踏
ま
え
て

分
析
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
。

　
▼
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
棟
に
お
い
て
は
、

重
症
度
の
高
い
患
者
の
受
け

入
れ
の
促
進
と
と
も
に
、
入

退
棟
時
の
Ｈ
Ｉ
Ｍ
の
改
善
の

み
な
ら
ず
、
退
院
後
に
在
宅

医
療
を
受
け
る
場
合
や
施
設

に
入
所
す
る
場
合
に
お
い

て
、
Ａ
Ｌ
Ｌ
が
維
持
さ
れ
る

よ
う
な
取
組
が
重
要
。

　
▼
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
棟
に
お
け
る
Ｈ
Ｉ

Ｍ
の
第
三
者
評
価
の
義
務
化

も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
実
績

に
基
づ
く
評
価
を
更
に
推
進

す
べ
き
。

（
慢
性
期
入
院
医
療
）

　
▼
医
療
法
上
の
経
過
措
置

の
期
限
を
考
え
る
と
、
療
養

病
棟
入
院
料
に
お
け
る
２
０

２
６
年
３
月
ま
で
の
経
過
措

置
は
終
了
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
が
、
患
者
や
臨
床
現
場
に

混
乱
を
来
た
す
こ
と
の
な
い

よ
う
な
形
と
す
べ
き
。

囲
か
ら
除
外
し
評
価
を
見
直

す
と
と
も
に
、
総
合
的
な
治

療
管
理
に
つ
い
て
、
他
職
種

と
連
携
し
実
施
し
て
差
し
支

え
な
い
こ
と
を
明
確
化
し
た
。

（
外
来
機
能
の
分
化
の
推
進
）

　
▼
保
険
医
療
機
関
相
互
間

の
機
能
の
分
担
及
び
業
務
の

連
携
の
更
な
る
推
進
の
た

め
、
紹
介
率
や
逆
紹
介
率
が

低
い
場
合
の
初
診
料
等
の
減

算
や
、
紹
介
状
な
し
で
受
診

す
る
場
合
等
の
定
額
負
担
の

導
入
を
、
診
療
報
酬
改
定
に

お
い
て
実
施
し
て
き
て
い
る
。

　
▼
令
和
４
年
度
診
療
報
酬

改
定
に
お
い
て
は
、
紹
介
状

な
し
で
受
診
し
た
患
者
等
か

ら
定
額
負
担
を
徴
収
す
る
責

務
が
あ
る
医
療
機
関
の
対
象

範
囲
に
紹
介
受
診
重
点
医
療

機
関
（
一
般
病
床
２
０
０
床

以
上
に
限
る
）
を
追
加
し
、

当
該
医
療
機
関
に
お
け
る
定

額
負
担
の
対
象
患
者
に
つ
い

て
、
そ
の
診
療
に
係
る
保
険

給
付
範
囲
及
び
定
額
負
担
の

額
等
を
見
直
し
た
。

（
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
）

　
▼
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に
係

る
診
療
報
酬
上
の
評
価
に
つ

い
て
は
平
成
30
年
度
改
定
に

お
い
て
新
設
し
、
令
和
２
年

度
改
定
で
は
、
実
態
等
を
踏

ま
え
た
見
直
し
を
実
施
し

た
。
さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
を
踏
ま
え
、
臨
時
的
・
特

例
的
取
扱
い
を
実
施
し
、
オ

ン
ラ
イ
ン
診
療
に
よ
る
初
診

を
可
能
と
す
る
等
の
対
応
を

行
っ
た
と
こ
ろ
。

　
▼
令
和
４
年
１
月
の
「
オ

ン
ラ
イ
ン
診
療
の
適
切
な
実

施
に
関
す
る
指
針
」
の
見
直

し
を
踏
ま
え
、
令
和
４
年
度

１
．入
院
に
つ
い
て

　
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
（
中
医
協
）
で
は
４
月
か
ら
「
令
和
６
年
度
診
療

報
酬
改
定
の
論
点
等
」
に
関
し
て
、「
医
療
Ｄ
Ｘ
」「
医
療
計
画
」「
働
き
方
改
革
の

推
進
」「
外
来
」「
入
院
」「
在
宅
」「
歯
科
」「
感
染
症
」「
調
剤
」「
個
別
事
項
（
小

児
周
産
期
）」
の
議
論
を
行
っ
て
き
た
が
、
８
月
30
日
の
「
総
会
」
で
こ
れ
ま
で
の

議
論
の
内
容
や
意
見
に
つ
い
て
整
理
、
今
後
、
こ
の
内
容
を
踏
ま
え
小
委
員
会
や

専
門
部
会
の
議
論
も
進
め
つ
つ
、
令
和
６
年
度
診
療
報
酬
に
向
け
て
さ
ら
に
議
論

を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。
本
号
で
は
今
回
整
理
さ
れ
た
「
入
院
」「
外

来
」「
個
別
事
項
（
小
児
周
産
期
）」
を
抜
粋
し
て
掲
載
す
る
こ
と
に
す
る
。

令
和
6
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
向
け
た
議
論
の
概
要

― 

議
論
の
内
容
及
び
意
見
の
整
理
に
つ
い
て 

―

２
．外
来
に
つ
い
て

中医協
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〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰

2
面
か
ら
つ
づ
く

診
療
報
酬
改
定
に
お
い
て

は
、
情
報
通
信
機
器
を
用
い

た
場
合
の
初
診
料
の
新
設
を

行
い
、
算
定
で
き
る
医
学
管

理
料
を
拡
充
す
る
と
と
も

に
、
算
定
要
件
の
緩
和
等
の

見
直
し
を
行
っ
た
。

【
論
点
】

　
▼
中
長
期
的
に
地
域
の
医

療
提
供
体
制
が
人
口
減
少
や

高
齢
化
等
に
直
面
す
る
中
、

令
和
５
年
の
医
療
法
改
正
を

踏
ま
え
た
か
か
り
つ
け
医
機

能
の
強
化
等
や
外
来
機
能
の

明
確
化
・
連
携
を
推
進
し
、

患
者
に
と
っ
て
安
心
・
安
全

で
質
の
高
い
外
来
医
療
の
提

供
を
実
現
す
る
た
め
の
、
診

療
報
酬
の
在
り
方
に
つ
い

て
、
今
後
の
医
療
Ｄ
Ｘ
の
推

進
も
踏
ま
え
、
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

　
▼
生
活
習
慣
病
対
策
、
外

来
機
能
の
分
化
を
推
進
し
て

い
く
観
点
か
ら
、
効
果
的
・

効
率
的
な
医
療
を
提
供
す
る

た
め
の
、
診
療
報
酬
の
在
り

方
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。

　
▼
前
回
改
定
を
踏
ま
え
、

今
後
の
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の

適
切
な
評
価
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。

全国公私病院連盟から“講演会”のお知らせ

第 33 回「国民の健康会議」を開催します

どなたでも参加できます。入場無料です。どうぞご参加ください。

日 時 ： 令和５年 10 月 26 日（木） 午後１時～５時

会 場 ： 日本教育会館「一ツ橋ホール」（東京都千代田区一橋 2-6-2）

◆ テーマ ◆ 少子化を考える

～こどもたちは何処へ行った？～

【第１部】講演：医師から見た少子化

出 演
産婦人科医の

立場から
大 濱 紘 三 氏 広島大学・名誉教授

小児科医の

立場から
瀬 戸 嗣 郎 氏 静岡県立こども病院・名誉院長

女子学生と日々

接する立場から
細 井 創 氏

同志社女子大学 看護学部看護

学科 特別任用教授

司 会 渡邉 古志郎 氏 横浜市立市民病院・名誉院長

【第２部】鼎談
ていだん

：少子化政策のビジョン

出 演 自 見 はなこ 氏 参議院議員（小児科医）

阿 部 知 子 氏 衆議院議員（小児科医）

邉 見 公 雄
全国公私病院連盟・会長

赤穂市民病院・名誉院長

司 会 行 天 良 雄 氏 医事評論家

主催 全国公私
一般社団法人

病院連盟（事務局 TEL 03-3402-3891）

公益社団法人 全国自治体病院協議会・全国公立病院連盟・全国厚生農業協同組合連合会・

日本赤十字社病院長連盟・全国済生会病院長会・一般社団法人 岡山県病院協会・

日本私立病院協会・一般社団法人 日本公的病院精神科協会

 全国公私病院連盟では、平成元年から開催している「国民

の健康会議」を１０月２６日（木）に日本教育会館「一ツ橋

ホール」（東京都千代田区一ツ橋）で開催します。

今回は、「少子化を考える～こどもたちは何処へ行った？」

をテーマに、各界の先生方をお迎えしてお話を伺います。

 入場は無料ですが、事前のお申し込みをお願いします。全

国公私病院連盟のホームページからお申込みください。

全国公私病院連盟 加盟８団体

【
現
状
と
課
題
】

（
小
児
医
療
の
現
状
等
）

　
▼
日
本
に
お
け
る
出
生
数

・
出
生
率
は
減
少
傾
向
で
あ

り
、
15
歳
未
満
人
口
も
近
年

減
少
傾
向
で
あ
る
。

　
▼
15
歳
未
満
の
外
来
患
者

数
の
減
少
は
大
き
く
な
い

が
、
入
院
患
者
数
は
年
々
減

少
傾
向
で
あ
る
。

　
▼
昭
和
50
年
か
ら
平
成
25

年
ま
で
の
約
40
年
で
、
出
生

数
は
減
少
し
て
い
る
が
、
極

低
出
生
体
重
児
（
１
０
０
０

ｇ
～
１
４
９
９
ｇ
）、
超
低

出
生
体
重
児
（
１
０
０
０
ｇ

未
満
）
の
割
合
が
増
加
傾
向

で
あ
り
、
近
年
は
横
ば
い
傾

向
で
あ
る
。

（
小
児
外
来
医
療
）

　
▼
初
再
診
料
・
外
来
診
療

料
に
お
け
る
６
歳
未
満
の
小

児
の
算
定
回
数
と
比
較
し
て
、

小
児
科
外
来
診
療
料
は
70
％

程
度
ま
で
上
昇
し
て
い
る
。

小
児
か
か
り
つ
け
診
療
料
も

上
昇
し
て
い
る
が
、
10
％
程

度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
▼
小
児
に
係
る
か
か
り
つ

け
医
機
能
を
推
進
す
る
観
点

か
ら
、
小
児
か
か
り
つ
け
診

療
料
に
よ
る
評
価
が
行
わ
れ

て
い
る
。
令
和
４
年
度
改
定

に
お
い
て
は
、
小
児
に
対
す

る
継
続
的
な
診
療
を
一
層
推

（
小
児
高
度
急
性
期
医
療
体

制
）

　
▼
医
療
の
高
度
化
に
伴

い
、
低
出
生
体
重
児
、
早
期

算
の
児
の
死
亡
率
は
低
下
し

て
い
る
。

　
▼
新
生
児
特
定
集
中
治
療

室
管
理
料
に
関
し
て
は
、
令

和
４
年
度
改
定
に
お
い
て
、

慢
性
肺
疾
患
を
伴
う
低
出
生

体
重
児
に
対
し
て
、
長
期
の

入
院
に
よ
る
呼
吸
管
理
が
必

要
と
な
る
実
態
を
踏
ま
え
、

新
生
児
特
定
集
中
治
療
室
管

理
料
等
に
つ
い
て
算
定
上
限

日
数
の
見
直
し
を
行
っ
た
。

　
▼
小
児
特
定
集
中
治
療
室

管
理
料
に
関
し
て
は
、
令
和

４
年
度
改
定
に
お
い
て
、
施

設
基
準
の
実
績
要
件
を
見
直

す
と
と
も
に
、
手
術
を
必
要

と
す
る
先
天
性
心
疾
患
を
有

す
る
新
生
児
に
つ
い
て
、
算

定
上
限
日
数
の
見
直
し
を
行

っ
た
。

　
▼
令
和
４
年
度
改
定
に
お

い
て
、
臓
器
移
植
を
行
っ
た

患
者
を
対
象
に
、
救
命
救
急

入
院
料
、
特
定
集
中
治
療
室

管
理
料
の
算
定
日
数
制
限
の

見
直
し
を
行
っ
た
。

　
▼
小
児
に
お
い
て
、
臓
器

移
植
を
実
施
す
る
患
者
が
増

加
傾
向
に
あ
る
。

（
小
児
の
緩
和
ケ
ア
医
療
）

進
す
る
観
点
か
ら
、
小
児
か

か
り
つ
け
診
療
料
に
つ
い

て
、
時
間
外
対
応
に
係
る
体

制
を
考
慮
し
た
評
価
体
系
に

見
直
し
を
行
っ
た
。

　
▼
平
成
27
年
以
降
の
15
歳

未
満
の
患
者
に
対
す
る
往
診

料
の
算
定
回
数
に
つ
い
て

は
、
令
和
元
年
ま
で
は
増
加

傾
向
で
あ
っ
た
が
、
令
和
２

年
に
減
少
し
、
令
和
３
年
に

大
き
く
上
昇
し
、
令
和
４
年

に
は
さ
ら
に
上
昇
し
た
。

（
小
児
急
性
期
医
療
体
制
）

　
▼
小
児
入
院
医
療
管
理
料

の
届
出
医
療
機
関
数
と
病
床

数
は
と
も
に
ほ
ぼ
横
ば
い
で

推
移
し
て
い
る
。

　
▼
令
和
４
年
度
改
定
に
お

い
て
、
一
部
の
医
療
機
関
で

は
時
間
外
の
小
児
の
緊
急
入

院
を
多
く
受
け
入
れ
て
い
る

実
態
を
踏
ま
え
、
充
実
し
た

時
間
外
受
入
体
制
を
整
備
し

て
い
る
場
合
に
つ
い
て
、
新

た
な
評
価
を
行
っ
た
。

　
▼
小
児
入
院
医
療
管
理
料

の
病
棟
は
、
急
性
期
一
般
入

院
料
１
に
比
べ
、
１
病
棟
あ

た
り
の
病
床
数
が
少
な
い
。

　
▼
小
児
入
院
医
療
管
理
料

を
届
け
出
る
病
棟
の
う
ち
約

５
割
は
保
育
士
を
、
約
３
割

は
看
護
補
助
者
を
配
置
し
て

い
る
。

　
▼
小
児
の
緩
和
ケ
ア
医
療

に
つ
い
て
は
、
緩
和
ケ
ア
病

棟
入
院
料
、
緩
和
ケ
ア
診
療

加
算
に
お
け
る
小
児
加
算
、

小
児
が
ん
拠
点
病
院
加
算
に

よ
り
評
価
を
行
っ
て
い
る
。

緩
和
ケ
ア
病
棟
に
入
院
し
た

20
歳
未
満
の
者
は
、
極
め
て

少
な
か
っ
た
。

（
周
産
期
医
療
）

　
▼
医
療
計
画
に
お
い
て
は
、

基
幹
施
設
を
中
心
と
し
た
医

療
機
関
・
機
能
の
集
約
化
・

重
点
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
や
専
門
医
な
ど
の

機
能
や
人
材
の
集
約
化
・
重

点
化
な
ど
を
通
じ
て
、
総
合

周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー

を
中
心
と
し
て
、
母
体
又
は

児
の
リ
ス
ク
が
高
い
妊
娠
に

対
応
す
る
体
制
を
構
築
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、

集
約
化
・
重
点
化
に
よ
り
分

娩
施
設
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
が

悪
化
し
た
地
域
に
居
住
す
る

妊
産
婦
に
対
し
て
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
て
対
策
を
検
討

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　
▼
社
会
的
ハ
イ
リ
ス
ク
妊

産
婦
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
介

入
を
必
要
と
す
る
妊
産
婦
を

含
め
た
ハ
イ
リ
ス
ク
妊
産
婦

の
増
加
へ
の
対
応
の
必
要
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
診
療

報
酬
で
は
こ
れ
ま
で
、
ハ
イ

リ
ス
ク
妊
娠
管
理
加
算
、
ハ

イ
リ
ス
ク
分
娩
管
理
加
算
や

ハ
イ
リ
ス
ク
妊
産
婦
連
携
指

導
料
に
加
え
、
複
数
の
診
療

科
等
に
よ
る
総
合
的
な
入
院

医
療
体
制
に
つ
い
て
総
合
入

院
体
制
加
算
に
よ
り
評
価
を

行
っ
て
い
る
。

【
論
点
】

（
小
児
医
療
）

　
▼
少
子
化
の
進
展
と
と
も

に
、
医
療
の
高
度
化
が
進
む

な
か
、
小
児
医
療
の
現
状
を

踏
ま
え
た
上
で
、
外
来
、
入

院
、
高
度
急
性
期
医
療
、
医

療
的
ケ
ア
児
、
緩
和
ケ
ア
に

係
る
診
療
報
酬
の
在
り
方
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
。

（
周
産
期
医
療
）

　
▼
医
療
機
関
・
機
能
の
集

約
化
が
進
め
ら
れ
る
と
と
も

に
、
ハ
イ
リ
ス
ク
妊
産
婦
が

増
加
す
る
な
か
、
良
質
な
周

産
期
医
療
の
提
供
体
制
を
維

持
す
る
た
め
、
周
産
期
医
療

に
係
る
診
療
報
酬
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。

【
主
な
意
見
】

（
小
児
外
来
医
療
等
）

　
▼
か
か
り
つ
け
医
機
能
に

つ
い
て
は
、
小
児
医
療
の
ベ

ー
ス
と
な
る
重
要
な
論
点
。

24
時
間
対
応
は
か
か
り
つ
け

医
機
能
の
極
め
て
重
要
な
要

素
で
あ
り
、
こ
れ
以
上
の
要

件
緩
和
は
す
べ
き
で
は
な
い
。

　
▼
時
間
外
対
応
加
算
３
の

届
出
医
療
機
関
数
が
少
な
い

が
、
複
数
の
診
療
所
が
連
携

し
て
、
輪
番
で
対
応
す
る
こ

と
は
広
げ
る
べ
き
。

　
▼
15
歳
未
満
の
小
児
に
対

す
る
往
診
が
増
加
し
て
い

る
。
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
実
態

な
ど
、
複
合
的
な
要
素
が
あ

る
も
の
と
考
え
る
が
、
往
診

料
の
留
意
事
項
通
知
に
あ
る

「
保
険
医
療
機
関
に
対
し
て

電
話
等
で
直
接
往
診
を
求

め
、
医
師
が
必
要
性
を
認
め

た
場
合
」
を
遵
守
し
、
地
域

に
密
着
し
た
医
師
が
、
通
常

の
在
宅
診
療
の
一
部
と
し
て

対
応
す
る
こ
と
が
基
本
で
は

な
い
か
。

（
小
児
急
性
期
医
療
体
制
）

　
▼
小
児
入
院
医
療
管
理
料

を
届
け
出
る
病
棟
で
は
、
保

育
士
や
看
護
補
助
者
を
一
定

数
配
置
し
て
い
る
が
、
医
療

的
ケ
ア
児
や
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
か

ら
ス
テ
ッ
プ
ダ
ウ
ン
し
て
く

る
児
等
の
、
昨
今
の
増
加
を

踏
ま
え
れ
ば
、
様
々
な
需
要

を
受
け
止
め
き
れ
て
い
る
の

か
に
つ
い
て
検
討
が
必
要
で

は
な
い
か
。

　
▼
小
児
病
棟
で
は
、
現

状
、
看
護
補
助
者
の
配
置
に

対
す
る
評
価
が
な
く
、
配
置

が
進
ん
で
い
な
い
状
況
に
あ

る
。
看
護
職
員
が
小
児
患
者

へ
の
看
護
に
集
中
で
き
、
親

子
と
も
、
よ
り
安
心
し
て
過

ご
せ
る
入
院
環
境
が
整
備
で

き
る
よ
う
、
看
護
補
助
者
配

置
へ
の
評
価
が
重
要
。

　
▼
小
児
入
院
患
者
が
減
少

す
る
中
、
小
児
病
棟
を
単
独

で
維
持
す
る
こ
と
が
難
し
く

な
っ
て
い
る
。「
成
育
医
療

等
基
本
方
針
」
で
も
記
載
さ

れ
た
よ
う
に
、
小
児
の
心
身

発
達
へ
の
配
慮
や
、
小
児
患

者
・
家
族
が
安
心
し
て
療
養

で
き
る
環
境
確
保
の
観
点
か

ら
、
成
人
と
の
混
合
病
棟
の

中
に
お
け
る
小
児
病
床
の
区

域
特
定
が
必
要
。

（
小
児
高
度
急
性
期
医
療
体

制
）

　
▼
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
お
い
て
は
、

超
低
出
生
体
重
児
の
割
合
や

高
度
な
処
置
の
実
施
が
増
加

し
て
お
り
、
高
水
準
な
医
学

的
管
理
を
安
全
に
行
う
た
め

に
は
、
特
定
集
中
治
療
室
や

小
児
特
定
集
中
治
療
室
と
同

等
の
手
厚
い
配
置
が
必
要
。

　
▼
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
は
、
新
生

児
集
中
ケ
ア
認
定
看
護
師
な

ど
の
専
門
性
の
高
い
看
護
師

や
小
児
患
者
の
在
宅
移
行
支

援
に
関
す
る
研
修
を
受
講
し

た
看
護
師
が
配
置
さ
れ
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。

（
周
産
期
医
療
）

　
▼
ハ
イ
リ
ス
ク
妊
産
婦
の

増
加
が
示
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
ハ
イ
リ
ス
ク
の
要
因
に
つ

い
て
、
詳
し
く
調
べ
て
い
く

必
要
が
あ
り
、
現
行
の
ハ
イ

リ
ス
ク
妊
娠
管
理
加
算
等
で

評
価
さ
れ
て
い
な
い
対
象
患

者
が
あ
れ
ば
、
追
加
も
検
討

し
て
い
く
べ
き
。

　
▼
医
療
計
画
に
沿
っ
た
体

制
整
備
は
重
要
だ
が
、
令
和

８
年
度
改
定
で
正
常
分
娩
の

保
険
適
用
が
論
点
に
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
そ

の
全
体
像
が
明
ら
か
に
な
っ

た
段
階
で
周
産
期
医
療
全
体

の
評
価
の
あ
り
方
を
検
討
す

べ
き
で
あ
り
、
令
和
６
年
度

は
、
周
産
期
医
療
の
評
価
に

つ
い
て
、
慎
重
に
判
断
す
る

べ
き
。

　
▼
ハ
イ
リ
ス
ク
妊
産
婦
が

増
加
し
て
お
り
、
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
重
要
性
な

ど
、
妊
娠
中
か
ら
産
後
ま
で

切
れ
目
な
く
支
え
続
け
る
こ

と
が
重
要
。
出
産
直
後
の
自

身
の
精
神
的
・
身
体
的
変
化

に
加
え
て
、
育
児
も
始
ま
る

こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
ハ
イ

リ
ス
ク
妊
産
婦
さ
ん
の
退
院

に
向
け
て
は
、
退
院
前
か
ら

地
域
の
関
係
者
と
情
報
を
共

有
し
、
退
院
直
後
か
ら
必
要

な
支
援
を
適
切
に
提
供
す
る

体
制
の
強
化
が
求
め
ら
れ
る
。

３
．個
別
事
項（
小
児
周
産
期
）に
つ
い
て
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第 34 回「 看護管理セミナー」のお知らせ
全国公私病院連盟では、「ウィズコロナの看護・介護と看護教育」をテ

ーマに「看護管理セミナー」を開催しますのでご参加ください。

１．期 日：令和５年１０月２０日（金）

２．会 場：「全国都市会館」3 階 第 2 会議室（東京都千代田区平河町）

３．参加費：会員病院（１名につき）16,500 円／会員外（１名につき）19,800 円

４．講演テーマと講師：

10:00～11:30
「 コロナ禍における感染管理認定看護師・感染症看

護専門看護師の活躍を踏まえた今後の取り組み 」

（90 分）
講師 福 井 トシ子 氏

国際医療福祉大学大学院 副大学院長・教

授、公益社団法人日本看護協会 前会長

12:30～13:30 「 Covid-19 による看護学教育の光と影 」

（60 分） 講師 箕 浦 洋 子 氏
関西看護医療大学

看護学部看護学科 教授

13:45～14:45
「 COVID-19 患者ケアおよびウィズコロナの感染対

策における高度実践看護の役割 」

（60 分）
講師 富 田 学 氏

東邦大学医療センター大森病院

感染管理部 感染症看護専門看護師

15:00～16:00 「 ウィズコロナ時代の人材育成 」

（60 分） 講師 井 川 順 子 氏
京都大学医学部附属病院

看護部長・病院長補佐

◆ 参加の申込方法や注意事項などの詳細は、全国公私病院連盟のホ

ームページ https://www.byo-ren.com/ をご覧ください。

◆ お問合せ e-mail アドレス seminar＠byo-ren.com

お問合せ電話番号 ０３－３４０２－３８９１

　
ま
ず
歯
科
医
で
時
代
小

説
家
の
上
田
秀
人
氏
か
ら

寄
贈
さ
れ
た
『
婚
姻
』
で

あ
る
。
主
人
公
は
若
き
日

の
吉
良
上
野
介
と
、
こ
れ

ま
た
若
い
小
林
平
八
郎
、

ヒ
ロ
イ
ン
は
米
沢
藩
上
杉

家
の
三
姫
。
江
戸
幕
府
の

大
名
家
統
治
の
ひ
と
つ
が

家
同
志
の
婚
姻
、
特
に
外

様
大
名
の
大
藩
に
は
目
を

光
ら
せ
て
い
た
。
高
家
と

大
名
は
家
格
と
財
力
が
ア

ン
バ
ラ
ン
ス
で
婚
姻
で
釣

り
合
う
か
も
。
高
家
や
目

付
け
の
役
割
や
、
そ
の
中

で
の
地
位
や
権
力
を
争
う

日
常
な
ど
が
詳
述
さ
れ
て

い
る
。
赤
穂
で
医
師
と
し

て
の
人
生
を
殆
ど
過
ご
し

た
小
生
と
し
て
は
浅
野
の

仇
敵
、
吉
良
の
違
っ
た
一

面
を
知
り
、
や
は
り
歴
史

小
説
は
面
白
い
と
再
認

識
。
江
戸
城
内
御
殿
で
医

者
と
茶
坊
主
は
走
っ
て
も

良
い
と
の
規
則
（
き
ま

り
）。
茶
坊
主
は
大
事
と

悟
ら
れ
な
い
様
い
つ
も
小

走
り
に
、
が
原
則
と
。
納

得
。

　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
２
冊
目
は
赤
穂
時
代
か

ら
の
畏
友
、
元
厚
生
労
働

副
大
臣
、
赤
松
正
雄
氏

（
公
明
党
）
か
ら
頂
い
た

『
新
た
な
る
「
77
年
の
興

亡
」』
で
あ
る
。
前
編
『
77

年
の
興
亡
』
も
令
和
４
年

３
月
（
第
５
２
３
号
）
の

本
欄
で
紹
介
し
た
が
、
そ

の
続
編
で
あ
る
。
本
は
４

章
か
ら
成
り
、
国
内
政
治

編
に
重
点
、
特
に
自
公
連

立
の
今
後
を
問
う
の
が
、

維
新
や
国
民
新
党
と
の
連

立
も
世
民
党
（
失
礼
）
自

民
党
（
世
襲
が
多
い
の
で

拙
著
で
は
世
民
党
と
記
す

こ
と
多
く
）
内
か
ら
囁
く

声
も
あ
る
時
、
熟
慮
す
べ

き
と
の
提
言
か
と
も
。
第

２
章
の
国
際
政
治
編
で

は
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
グ
ロ

ー
バ
ル
サ
ウ
ス
の
台
頭
、

グ
ロ
ー
カ
ル
ノ
ー
ス
の
衰

退
、
日
本
の
今
後
の
立
ち

位
置
な
ど
を
。
第
３
章
は

自
然
環
境
保
護
論
。
地
球

沸
騰
時
代
で
、
大
雨
、
台

風
な
ど
の
強
大
化
、
山
火

事
、
干
魃
、
氷
河
や
北
極

の
氷
消
失
、
海
面
上
昇
な

ど
の
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
の

時
代
に
日
本
の
森
林
荒
廃

な
ど
を
憂
い
、
山
の
日
を

再
考
す
る
な
ど
、
都
会
人

が
あ
ま
り
考
え
な
い
視

点
。
東
京
一
極
集
中
の
Ｎ

Ｈ
Ｋ
（
私
は
Ｔ
Ｈ
Ｋ
と
呼

ぶ
）
な
ど
は
余
り
取
り
上

げ
な
い
。
山
と
海
を
繋

ぎ
、
両
方
よ
り
同
等
以
上

の
役
割
の
河
川
（
か
わ
）

の
日
が
無
い
の
が
私
に
は

解
ら
な
い
、
不
思
議
で
あ

る
。
推
す
方
々
（
サ
ポ
ー

タ
ー
）、
つ
ま
り
森
林
組

合
、
漁
業
組
合
の
様
な
団

体
が
無
い
か
、
有
っ
て
も

川
漁
師
の
力
が
弱
い
か
ら

だ
ろ
う
か
？
第
４
章
の
特

別
寄
稿
は
同
世
代
、
ア
ナ

ロ
グ
人
間
の
私
に
も
ぴ
っ

た
り
、
す
と
ん
と
腑
に
落

ち
る
。
読
み
や
す
い
文
章

で
幅
広
く
奥
深
い
内
容

で
、
戦
後
民
主
主
義
世
代

が
減
る
中
で
、
若
い
人
達

に
も
読
ん
で
欲
し
い
一
冊

で
あ
る
。

　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
３
冊
目
は
『
新
型
コ
ロ

ナ
最
前
線
　
自
治
体
職
員

の
証
言
』
で
あ
る
。
全
国

41
人
の
各
職
種
か
ら
の
も

の
を
「
自
治
労
連
」
が
編

集
し
た
も
の
で
あ
る
。
私

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
地
域
医
療
・
介

護
研
究
会
で
も
医
療
・
介

護
を
中
心
に
２
冊
を
既
に

刊
行
し
、
３
冊
目
を
編
集

中
で
あ
る
が
、
こ
の
本
に

は
消
防
や
保
育
、
自
治
体

な
ど
の
行
政
か
ら
の
声
も

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
読
ん

で
い
く
と
、
保
健
所
の
統

廃
合
だ
け
で
な
く
、
消
防

も
職
員
が
減
ら
さ
れ
て
い

る
の
が
判
っ
た
。
保
健
所

や
公
立
病
院
の
縮
小
で
コ

ロ
ナ
被
害
が
ワ
ー
ス
ト
だ

っ
た
大
阪
の
維
新
行
政
に

も
批
判
の
眼
を
向
け
て
い

る
。
労
働
組
合
の
立
場
か

ら
で
は
あ
る
が
、
取
材
源

重
視
の
メ
デ
ィ
ア
は
取
り

上
げ
な
い
新
鮮
さ
が
あ
っ

た
。
小
生
は
小
泉
政
権

時
、
自
治
体
職
員
を
減
ら

す
公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン

を
緩
や
か
に
進
め
て
欲
し

い
と
、
霞
ヶ
関
へ
陳
情
に

行
っ
た
。「
病
院
は
警
察

や
消
防
、
自
衛
隊
と
同
じ

様
に
赤
字
、
黒
字
で
は
な

く
、
人
の
生
命
と
健
康
を

守
る
と
い
う
観
点
で
お
願

い
し
た
い
」
と
。
高
官
答

え
て
曰
く
「
聖
域
な
き
改

革
で
す
。
粛
々
と
進
め
ま

す
」
と
。
消
防
も
や
ら
れ

て
い
た
ん
だ
と
初
め
て
知

っ
た
。
保
育
現
場
の
奮
闘

ぶ
り
に
は
感
謝
の
念
し
か

な
い
。
我
が
家
は
大
人
は

４
人
と
も
働
い
て
い
る
の

で
保
育
児
３
人
（
双
児

も
）、
小
学
４
年
生
と
。
保

育
所
の
お
世
話
が
な
い
と

廻
ら
な
い
。
こ
の
コ
ロ
ナ

禍
で
そ
う
思
っ
た
方
々
は

多
い
の
で
は
。
介
護
現
場

に
も
老
人
を
抱
え
る
家
庭

は
手
を
合
わ
せ
る
毎
日
の

筈
で
あ
る
。
日
頃
、
水
や

空
気
の
様
に
当
た
り
前
だ

っ
た
も
の
の
大
切
さ
を
再

認
識
。
社
会
的
共
通
資

本
、
公
共
の
大
切
さ
を
改

め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
る
一

冊
で
あ
る
。
是
非
お
読
み

頂
き
、
子
供
達
に
も
噛
み

砕
き
読
み
聞
か
せ
て
欲
し

い
一
冊
で
あ
る
。

推
薦
者
：
邉
見
公
雄
（
全

国
公
私
病
院
連
盟
会
長
、

赤
穂
市
民
病
院
名
誉
院
長
）

今
月
は
3
冊

『
高
家
表
裏
譚
７ 

婚
姻
』

　
上
田
秀
人
／
著

　
角
川
文
庫
／
刊

『
新
た
な
る
「
77
年
の
興

亡
」』　
　
赤
松
正
雄
／
著

　
出
雲
出
版
／
刊

『
新
型
コ
ロ
ナ
最
前
線
　

自
治
体
職
員
の
証
言
２
０

２
０—

２
０
２
３
』

　
日
本
自
治
体
労
働
組
合

総
連
合
（
自
治
労
連
）
／

編
　
　
黒
田
兼
一
／
監
修

　
　
　
大
月
書
店
／
刊

　
②
日
病
協
「
代
表
者
会

議
」（
８
月
25
日
）

　
牧
野
副
会
長
と
邉
見
会

長
よ
り
報
告
が
あ
っ
た
。

　
④
第
32
回
「
診
療
報
酬

請
求
事
務
セ
ミ
ナ
ー
」

（
７
月
21
日
）
開
催
結
果

【
主
な
協
議
事
項
】

　
①
令
和
６
年
度
診
療
報

酬
改
定
要
望
事
項

　
②
他
団
体
の
役
員
、
職

員
が
参
加
可
能
な
会
議
・

研
修
会
等

　
③
第
34
回
「
看
護
管
理

セ
ミ
ナ
ー
」（
10
月
20
日
）

　
④
第
33
回
「
国
民
の
健

康
会
議
」（
10
月
26
日
）

【
主
な
連
絡
事
項
】

　
①
全
国
公
私
病
院
連
盟 

T
w
itter

の
開
設

　
②
令
和
５
年
度
「
理
事

会
」
等
の
日
程

　
③
令
和
６
年
度
の
予
定

　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

日
時
　
９
月
７
日
（
木
）、

午
後
３
時
30
分
～

５
時
30
分

会
場
　
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ

福
岡
３
階
「
オ
ー

ク
ル
ー
ム
」

　
全
国
公
私
病
院
連
盟
の

９
月
の
「
理
事
会
」
は
福

岡
県
福
岡
市
で
開
催
し
ま

し
た
。

【
主
な
報
告
事
項
】

　
①
日
病
協
「
診
療
報
酬

実
務
者
会
議
」（
８
月
16

日
）

　
中
野
常
務
理
事
と
園
田

顧
問
か
ら
報
告
が
あ
っ

た
。

全
国
公
私
病
院
連
盟

　
　
　
役
員
会
だ
よ
り
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病
院
の
経
営
は
ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
の
現
在
で
も
約
６
～
７

割
は
赤
字
状
態
で
あ
り
厳
し

い
こ
と
は
皆
さ
ん
実
感
し
て

い
る
。
患
者
離
れ
が
続
い
て

い
る
し
、
多
く
の
病
院
は
コ

ロ
ナ
患
者
が
数
名
～
十
数
名

入
院
し
て
い
る
の
が
現
実
で

あ
る
。
挙
句
の
果
て
に
コ
ロ

ナ
禍
で
離
職
し
た
看
護
師
不

足
に
よ
る
休
床
、
休
病
棟
に

よ
る
収
入
減
に
陥
っ
て
い
る

病
院
も
少
な
く
な
い
▼
政
府

は
働
く
人
の
賃
金
ア
ッ
プ
を

声
高
ら
か
に
発
出
し
て
い
る

が
、
病
院
の
医
師
を
は
じ
め

看
護
師
な
ど
の
医
療
系
の
職

員
の
給
料
は
全
て
診
療
報
酬

か
ら
賄
う
仕
組
み
に
な
っ
て

い
る
。
商
品
で
あ
る
医
療
行

為
の
値
段
は
公
定
価
格
で
あ

る
た
め
勝
手
に
値
上
げ
で
き

な
い
。
人
件
費
を
ア
ッ
プ
で

き
な
い
の
は
前
述
し
た
病
院

経
営
が
厳
し
い
か
ら
で
あ
る
。

国
民
は
こ
の
診
療
報
酬
改
定

を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い

る
の
か
、
い
つ
も
疑
問
に
思

っ
て
い
る
▼
マ
ス
コ
ミ
調
で

は
医
師
の
給
与
を
賄
う
診
療

報
酬
改
定
と
い
う
フ
レ
ー
ズ

は
辞
し
て
ほ
し
い
。
病
院
の

勤
務
医
と
開
業
医
と
一
緒
に

し
な
い
で
、
別
の
表
現
に
し

て
ほ
し
い
。
ま
た
一
部
の
報

道
で
は
今
回
の
ト
リ
プ
ル
改

定
で
は
、
医
療
本
体
の
改
定

は
コ
ロ
ナ
補
助
金
を
「
タ
ッ

プ
リ
」
い
た
だ
い
た
医
療
よ

り
も
介
護
改
定
を
優
先
さ
せ

る
と
の
意
向
も
あ
る
。
厚
労

大
臣
が
医
療
系
の
議
員
に
変

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
今
回
の

改
定
は
何
と
し
て
も
３
％
以

上
を
期
待
し
た
い
。（
Ｈ
・
Ｓ
）

　
神
戸
市
議
会
は
10
月
18

日
の
常
任
委
員
会
に
て
医

師
の
働
き
方
改
革
に
関
す

る
陳
情
を
審
議
し
た
。
陳

情
は
甲
南
医
療
セ
ン
タ
ー

に
専
攻
医
と
し
て
勤
務
し

昨
年
自
殺
を
遂
げ
た
高
島

晨
伍
氏
の
遺
族
ら
に
よ
る

「
医
師
の
過
労
死
遺
族
の

会
」
が
上
提
し
た
も
の

で
、
内
容
に
は
、
神
戸
市

内
医
療
機
関
に
お
け
る
医

師
の
勤
務
実
態
の
把
握
、

労
働
基
準
法
に
基
づ
く
勤

務
規
制
の
履
行
、
と
り
わ

け
過
労
死
ラ
イ
ン
を
越
え

る
勤
務
の
厳
格
な
禁
止
が

挙
げ
ら
れ
た
。
次
年
度
よ

り
施
行
さ
れ
る
改
正
医
療

法
に
基
づ
く
医
師
の
働
き

方
改
革
に
則
し
た
規
制
強

化
を
求
め
る
市
民
の
声
に

他
な
ら
な
い
が
、
伏
線
が

あ
る
。

　
高
島
氏
は
甲
南
医
療
セ

ン
タ
ー
に
て
月
２
０
７
時

間
の
超
過
勤
務
を
行
い
、

所
轄
労
働
基
準
局
は
そ
の

死
を
労
災
と
認
定
し
た
。

一
方
、
雇
用
者
で
あ
る
甲

南
医
療
セ
ン
タ
ー
院
長
・

理
事
長
の
具
英
成
氏
は
８

月
17
日
の
記
者
会
見
に
お

い
て
、
高
島
氏
に
過
重
労

働
を
強
制
し
た
実
態
は
な

く
自
己
研
鑽
に
該
当
す
る

時
間
が
相
当
含
ま
れ
て
い

た
と
反
論
し
た
。
従
っ

て
、
医
療
者
が
弾
力
的
に

運
用
し
て
き
た
「
自
己
研

鑽
」
の
内
実
が
今
後
一
般

か
ら
問
わ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

　
も
う
ひ
と
つ
、
医
療
界

は
改
革
を
形
骸
化
さ
せ
、

心
底
安
全
な
職
場
環
境
を

作
る
意
思
が
な
い
の
で
は

な
い
か
と
疑
わ
れ
て
い

る
。
甲
南
医
療
セ
ン
タ
ー

は
高
島
事
案
に
つ
い
て
第

三
者
委
員
会
を
設
置
し
て

審
議
し
た
が
、
そ
の
結
果

を
遺
族
に
開
示
し
な
か
っ

た
。
遺
族
ら
は
同
セ
ン
タ

ー
に
限
ら
ず
広
く
問
題
が

隠
蔽
さ
れ
て
い
る
と
直
感

し
た
の
で
あ
ろ
う
、
マ
ス

コ
ミ
と
共
に
情
報
公
開
請

求
を
連
発
し
た
。
結
果
９

月
25
日
、
兵
庫
県
立
５
病

院
で
５
年
間
に
労
使
協
定

を
越
え
る
違
法
残
業
の
た

め
繰
返
し
労
基
署
の
是
正

勧
告
を
受
け
て
い
た
実
態

が
暴
か
れ
、
斎
藤
兵
庫
県

知
事
は
医
師
働
き
方
改
革

に
向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
急
遽
発
足
さ
せ

た
。
神
戸
市
に
も
波
及

し
、
久
元
市
長
は
９
月
28

日
の
定
例
会
見
に
て
当
院

に
於
い
て
も
５
年
間
に
２

回
の
是
正
勧
告
を
受
け
て

い
た
こ
と
を
公
表
し
た
。

そ
し
て
冒
頭
で
触
れ
た
市

会
陳
情
へ
と
繋
が
る
。

　
な
ぜ
医
師
の
働
き
方
改

革
は
簡
単
で
な
い
の
か
。

そ
こ
に
は
か
つ
て
自
由
業

と
謳
わ
れ
今
や
労
働
者
と

化
し
た
医
師
の
需
給
だ
け

で
は
な
く
、
権
威
、
権

力
、
技
術
、
資
格
、
専
権
、

学
界
、
大
学
、
地
域
、
責

任
、
応
召
な
ど
無
数
の
難

題
が
こ
び
り
付
い
て
い

る
。
期
限
を
前
に
各
医
療

機
関
で
懸
命
の
努
力
と
工

夫
が
行
わ
れ
て
い
る
訳
で

あ
る
が
、
そ
の
過
程
を
ガ

ラ
ス
張
り
の
公
衆
監
視
下

で
か
つ
糊
代
少
な
く
進
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
余
分

な
苦
悩
が
加
わ
っ
た
。

（
神
戸
市
立
医
療
セ
ン
タ

ー
中
央
市
民
病
院
・
院
長
）

風
雲
急
を
告
げ
る
医
師
の
働
き
方
改
革

連
盟
　
理
事
　

木

原

康

樹

日本病院団体協議会
入院基本料の引き上げを

令
和
６
年
度
診
療
報
酬
の

　
　
改
定
に
向
け
12
項
目
を
要
望

2
面
へ
つ
づ
く

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰

　
全
国
公
私
病
院
連
盟
が
加
盟
す
る
「
日
本
病
院
団
体
協
議
会
」
は
10
月
23
日
、「
令
和
６
年
度
診
療
報
酬
改
定
に

係
る
要
望
書
【
第
２
報
】」
を
武
見
厚
労
大
臣
宛
に
提
出
し
た
。
病
院
は
、
５
類
移
行
後
の
コ
ロ
ナ
診
療
と
一
般
診

療
の
両
立
が
求
め
ら
れ
る
地
域
医
療
を
提
供
す
る
た
め
に
様
々
な
努
力
を
行
っ
て
い
る
が
、
経
営
環
境
が
大
き
く

変
化
し
、
光
熱
費
、
給
食
委
託
費
を
含
む
委
託
費
、
諸
物
価
な
ど
の
高
騰
に
よ
り
、
医
療
提
供
コ
ス
ト
が
病
院
経

営
を
圧
迫
。
加
え
て
職
員
の
処
遇
改
善
な
ど
の
課
題
が
山
積
し
て
る
こ
と
か
ら
、
令
和
６
年
度
改
定
に
際
し
て
入

院
基
本
料
の
引
き
上
げ
な
ど
12
項
目
の
実
現
を
要
望
し
て
い
る
。
要
望
書
の
全
文
は
以
下
の
と
お
り
。

令
和
６
年
度
（
２
０
２
４
年

度
）
診
療
報
酬
改
定
に
係
る

要
望
書
【
第
２
報
】

　
　
日
本
病
院
団
体
協
議
会

　
現
在
、
全
国
の
病
院
は
コ

ロ
ナ
診
療
と
一
般
診
療
の
両

立
が
求
め
ら
れ
る
Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｈ

コ
ロ
ナ
時
代
の
地
域
医
療
を

提
供
す
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
努
力
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
１
年
で
、

病
院
の
経
営
環
境
は
大
き
く

変
化
し
て
お
り
ま
す
。
光
熱

費
の
高
騰
に
加
え
、
給
食
委

託
費
を
含
む
委
託
費
の
上

昇
、
諸
物
価
の
上
昇
に
よ

り
、
医
療
提
供
コ
ス
ト
の
大

幅
な
上
昇
が
続
き
病
院
経
営

は
ひ
っ
迫
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
諸
物
価
の
上
昇
に
対
応

す
る
た
め
医
療
従
事
者
へ
の

処
遇
の
改
善
も
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
医
師
の
働
き
方
改
革
、
医

の
設
定

　
入
院
時
食
事
療
養
費
は
、

過
去
20
年
間
以
上
に
わ
た
り

一
食
６
４
０
円
と
据
え
置
か

れ
て
い
ま
す
。
食
材
費
、
光

熱
費
の
高
騰
や
人
件
費
の
増

加
に
よ
り
、
近
年
、
ほ
と
ん

ど
の
病
院
の
給
食
部
門
は
赤

字
に
陥
っ
て
お
り
、
や
む
を

得
ず
食
材
費
の
厳
し
い
削
減

等
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
の
入

院
が
増
加
し
て
い
る
我
が
国

に
お
い
て
、
入
院
中
に
適
切

な
食
事
を
提
供
す
る
こ
と
は

患
者
の
Ａ
Ｄ
Ｌ
を
維
持
・
改

善
す
る
た
め
に
も
非
常
に
重

要
で
す
。

　
入
院
時
食
事
療
養
費
の
適

切
な
水
準
へ
の
引
き
上
げ

を
、
強
く
要
望
し
ま
す
。

　
３
．
病
棟
に
お
け
る
介
護

専
門
職
の
評
価

療
Ｄ
Ｘ
の
推
進
、
感
染
症
対

策
な
ど
、
病
院
が
対
応
を
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

日
本
病
院
団
体
協
議
会
は
介

護
報
酬
改
定
、
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
等
報
酬
改
定
と
同
時

に
行
わ
れ
る
令
和
６
年
度
の

診
療
報
酬
改
定
に
お
い
て
春

の
要
望
書
と
と
も
に
、
改
め

て
以
下
の
12
項
目
を
要
望
し

ま
す
。

　
１
．
入
院
基
本
料
の
引
き

上
げ

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
上

昇
、
物
価
上
昇
な
ど
医
療
提

供
コ
ス
ト
の
上
昇
に
対
応

し
、
か
つ
医
療
従
事
者
に
対

す
る
適
切
な
処
遇
改
善
を
実

現
す
る
た
め
に
、
す
べ
て
の

入
院
基
本
料
の
大
幅
な
引
き

上
げ
を
要
望
し
ま
す
。

　
２
．
適
切
な
食
事
療
養
費

　
近
年
、
病
院
に
入
院
す
る

患
者
の
高
齢
化
が
顕
著
と
な

り
、
介
護
が
必
要
な
割
合
が

急
増
し
て
い
ま
す
。
今
後
ま

す
ま
す
増
え
続
け
る
高
齢
患

者
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に

は
、
病
院
内
で
介
護
業
務
を

担
う
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
が
不

可
欠
で
す
。
し
か
し
現
状
、

病
院
に
お
け
る
介
護
職
は
看

護
補
助
者
と
位
置
づ
け
ら

れ
、
国
家
資
格
を
持
っ
た
介

護
福
祉
士
な
ど
専
門
職
が
や

り
が
い
を
持
ち
専
門
性
を
発

揮
し
働
く
こ
と
が
難
し
く
、

病
院
内
の
介
護
人
材
の
確
保

は
非
常
に
困
難
を
極
め
て
い

ま
す
。
病
院
医
療
に
お
い

て
、
適
切
に
介
護
専
門
職
が

位
置
づ
け
ら
れ
評
価
さ
れ
る

よ
う
要
望
し
ま
す
。

　
４
．
病
院
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
推
進
の
た
め
の
評
価

　
現
在
、
国
が
進
め
て
い
る

医
療
Ｄ
Ｘ
の
推
進
は
、
今
後

の
我
が
国
に
お
け
る
効
率
的

な
医
療
提
供
体
制
の
構
築
に

非
常
に
重
要
で
す
。
し
か
し

病
院
に
お
け
る
電
子
カ
ル

テ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

シ
ス
テ
ム
、
電
子
処
方
箋
シ

ス
テ
ム
な
ど
の
導
入
・
維
持

管
理
等
は
、
病
院
に
と
り
経

営
的
に
も
大
き
な
負
担
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
今

の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
へ
対
応
す

る
た
め
の
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
体
制
の
構
築
に

も
、
多
額
の
費
用
が
か
か
り

ま
す
。改
め
て
、病
院
に
お
け

る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
の
た
め
の
適

切
な
評
価
を
要
望
し
ま
す
。

　
５
．
急
性
期
入
院
医
療
に

お
け
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
の
充
実

　
現
在
、
中
医
協
総
会
お
よ

び
分
科
会
に
お
い
て
、
高
齢

者
の
入
院
の
在
り
方
が
議
論

さ
れ
て
お
り
、
急
性
期
入
院

医
療
に
お
け
る
早
期
の
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
患

者
を
早
期
に
回
復
期
や
慢
性

期
機
能
の
病
床
へ
移
動
す
る

こ
と
も
重
要
で
す
が
、
入
院

中
に
高
齢
者
の
Ａ
Ｄ
Ｌ
を
維

持
す
る
こ
と
も
同
じ
く
重
要

で
す
。
Ａ
Ｄ
Ｌ
維
持
向
上
等

加
算
の
さ
ら
な
る
評
価
や
、

疾
患
別
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
料
と
の
併
算
定
化
な
ど
、

急
性
期
入
院
医
療
に
お
い
て

の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

充
実
を
要
望
し
ま
す
。

　
６
．
急
性
期
病
院
か
ら

の
、
後
方
支
援
病
院
へ
の
転

送
の
評
価

　
高
齢
者
の
救
急
搬
送
が
急

増
し
て
い
る
中
、
高
次
の
急

性
期
病
院
へ
の
高
齢
者
の
入

院
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
そ
の
中
に
は
、
地
域

の
後
方
支
援
病
院
で
の
療
養

で
対
応
可
能
な
患
者
も
存
在

し
ま
す
。
地
域
に
お
け
る
病

院
の
機
能
分
化
と
連
携
を
推

進
す
る
た
め
、
救
急
外
来
で

対
応
し
た
患
者
を
後
方
支
援

病
院
に
転
送
す
る
際
に
、
直

接
救
急
外
来
か
ら
の
外
来
転

送
と
、
入
院
し
て
か
ら
の
転

送
に
対
し
て
の
評
価
を
要
望

し
ま
す
。

　
７
．
地
域
医
療
体
制
確
保

加
算
の
新
た
な
評
価
の
新
設

　
現
在
の
地
域
医
療
体
制
確

保
加
算
の
算
定
要
件
は
、
救

急
車
の
搬
送
件
数
が
２
０
０

０
件
以
上
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
地
域
に
よ
り
要
件

を
満
た
す
こ
と
が
困
難
な
地

域
が
存
在
す
る
こ
と
、
ま
た

今
後
増
加
す
る
高
齢
者
救
急

に
対
応
す
る
地
域
包
括
ケ
ア

病
棟
を
中
心
と
す
る
中
小
の

病
院
が
地
域
の
救
急
医
療
体

制
を
確
保
し
て
い
く
た
め
に
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1
面
か
ら
つ
づ
く

も
、
救
急
搬
送
１
０
０
０
件

以
上
２
０
０
０
件
未
満
で
も

算
定
可
能
な
加
算
２
と
、
５

０
０
件
以
上
１
０
０
０
件
未

満
で
も
算
定
可
能
な
加
算
３

の
新
設
を
要
望
し
ま
す
。

　
８
．
薬
剤
費
が
包
括
さ
れ

る
病
棟
に
お
け
る
高
額
薬
剤

の
除
外
薬
剤
の
新
設

　
地
域
の
回
復
期
機
能
を
担

う
後
方
支
援
病
院
は
、
ほ
と

ん
ど
が
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟

や
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
病
棟
、
医
療
療
養
病
棟

な
ど
薬
剤
費
が
包
括
さ
れ
る

特
定
入
院
料
の
病
棟
と
な
っ

て
い
ま
す
。
高
齢
患
者
を
急

性
期
病
院
か
ら
の
早
期
の
転

院
を
す
す
め
る
際
に
、
高
額

薬
剤
を
使
用
し
て
い
る
患
者

で
は
、
受
け
入
れ
が
ス
ム
ー

ズ
に
進
ま
な
い
現
状
が
あ
り

ま
す
。昨
今
、高
額
薬
剤
を
内

服
し
て
い
る
患
者
も
増
加
し

て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
、
こ

れ
ら
薬
剤
費
が
包
括
化
さ
れ

て
い
る
入
院
料
に
お
い
て
、

高
額
薬
剤
の
除
外
制
度
の
新

設
や
特
定
入
院
料
の
大
幅
な

引
き
上
げ
を
要
望
し
ま
す
。

　
９
．
高
額
医
薬
品
の
管
理

に
関
す
る
評
価
の
新
設

　
昨
今
の
高
額
医
薬
品
は
、

使
用
に
至
る
ま
で
の
適
切
で

慎
重
な
薬
剤
保
管
（
低
温
フ

リ
ー
ザ
の
使
用
）、
解
凍
作

業
等
が
必
要
な
事
が
多
く
、

医
療
機
関
は
管
理
コ
ス
ト
と

当
該
薬
剤
の
使
用
不
能
・
破

損
リ
ス
ク
を
負
う
ば
か
り

か
、
な
ん
ら
か
の
理
由
に
よ

り
投
与
中
止
と
な
っ
た
場

　
本
加
算
は
、
早
期
の
退
院

支
援
を
進
め
る
上
で
非
常
に

効
果
的
で
す
。
し
か
し
現
在

の
点
数
は
、
支
援
業
務
を
行

う
人
的
コ
ス
ト
を
考
慮
す
る

と
過
少
で
あ
り
、
専
従
人
員

の
確
保
も
困
難
な
状
況
に
あ

り
ま
す
。
現
在
の
算
定
要
件

に
見
合
う
よ
う
な
加
算
の
増

点
、
ま
た
は
専
従
要
件
を
緩

和
す
る
等
の
見
直
し
を
要
望

し
ま
す
。

　
ま
た
入
院
時
支
援
加
算

は
、
予
定
入
院
患
者
の
み
算

定
可
能
で
す
が
、
も
っ
と
も

入
院
時
に
労
力
が
発
生
す
る

の
は
救
急
入
院
等
の
当
日
入

院
患
者
で
す
。
入
院
時
支
援

加
算
を
よ
り
広
く
算
定
で
き

る
よ
う
、
算
定
要
件
の
見
直

し
を
要
望
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

「
日
本
病
院
団
体
協
議
会
」

加
盟
15
団
体
＝
▽
一
般
社
団

法
人
国
立
大
学
病
院
長
会
議

▽
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院

機
構
▽
一
般
社
団
法
人
全
国

公
私
病
院
連
盟
▽
公
益
社
団

法
人
全
国
自
治
体
病
院
協
議

会
▽
公
益
社
団
法
人
全
日
本

病
院
協
会
▽
独
立
行
政
法
人

地
域
医
療
機
能
推
進
機
構
▽

一
般
社
団
法
人
地
域
包
括
ケ

ア
病
棟
協
会
▽
一
般
社
団
法

人
日
本
医
療
法
人
協
会
▽
一

般
社
団
法
人
日
本
社
会
医
療

法
人
協
議
会
▽
一
般
社
団
法

人
日
本
私
立
医
科
大
学
協
会

▽
公
益
社
団
法
人
日
本
精
神

科
病
院
協
会
▽
一
般
社
団
法

人
日
本
病
院
会
▽
一
般
社
団

法
人
日
本
慢
性
期
医
療
協
会

▽
一
般
社
団
法
人
日
本
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
・
施

設
協
会
▽
独
立
行
政
法
人
労

働
者
健
康
安
全
機
構

合
、
病
院
が
当
該
薬
品
費
を

負
担
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
医
薬
品
の
価
格
設
定
は

薬
価
に
て
定
め
ら
れ
て
お

り
、
自
助
努
力
で
は
カ
バ
ー

で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
高
額

医
薬
品
の
管
理
に
関
す
る
評

価
を
要
望
し
ま
す
。

　
10
．
夜
間
休
日
救
急
搬
送

医
学
管
理
料
、
院
内
ト
リ
ア

ー
ジ
加
算
の
再
診
症
例
で
の

算
定

　
地
域
の
救
急
医
療
体
制
を

維
持
す
る
こ
と
が
ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
て
い
る
中
、
現

在
、
上
記
点
数
は
初
診
症
例

に
算
定
が
限
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
病
院
は
初
診
症

例
だ
け
に
救
急
医
療
を
提
供

し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
救
急
医
療
に
対
す
る

評
価
を
充
実
す
る
た
め
初
診

症
例
と
は
異
な
る
疾
病
で
の

再
診
に
お
い
て
は
算
定
を
可

能
と
す
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

　
11
．
精
神
科
に
お
け
る
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推

進
に
資
す
る
入
院
料
の
新
設

　
精
神
科
に
お
け
る
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
の

た
め
に
は
、
入
院
か
ら
退
院

後
に
至
る
ま
で
切
れ
目
の
な

い
医
療
お
よ
び
地
域
定
着
支

援
を
行
う
体
制
が
必
要
で

す
。
し
か
し
そ
の
体
制
の
構

築
は
道
半
ば
で
あ
り
、
特
に

入
院
に
お
い
て
不
十
分
で
あ

る
た
め
、
精
神
科
に
お
け
る

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

推
進
に
資
す
る
入
院
料
の
新

設
を
要
望
し
ま
す
。

　
12
．
入
退
院
支
援
加
算
、

入
院
時
支
援
加
算
の
見
直
し

中
医
協
「
入
院
・
外
来
医
療
等
の
調
査
・
評
価
分
科
会
」
に

看
護
職
員
処
遇
改
善
評
価
料
の
実
績
報
告

Ｒ４看護職員処遇改善評価料の実績報告の状況

■看護職員処遇改善評価料の届出区分の分布（令和５年３月時点）

厚生局への報告書を提出した医療機関数（※）

※ 「看護職員等処遇改善事業補助金」の申請を行った医療機関数は、 施設。

○ 看護職員処遇改善評価料の実績報告は、令和５年９月30日で2,553施設が提出した。
○ 届出区分については、約８割の医療機関が評価料31～70であったが、評価料101以上のところも31施設

あった。

■看護職員処遇改善評価料の報告状況（全国計）

施
設
数
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施設の種類別にみた施設数 令和4年10月1日現在

総　　　数 181,093  697 … 

病　　　院 8,156 △  49  100.0 

　精神科病院 1,056  3  12.9 

　一般病院 7,100 △  52  87.1 

　（再掲）療養病床を有する病院 3,458 △  57  42.4 

一般診療所 105,182  890  100.0 

　有　　床 5,958 △  211  5.7 

　（再掲）療養病床を有する一般診療所 586 △  56  0.6 

　無　　床 99,224 1,101  94.3 

歯科診療所 67,755 △  144  100.0 

　有　　床 21 - 0.0 

　無　　床 67,734 △  144  100.0 

施設数
構成割合

（％）
対前年
増減数

1 23 36
4 7 29

54
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○ 一人あたり賃金改善目標額12,000円／月（給与の３％相当額）に対し、看護職員等（保健師、助産師、看
護師及び准看護師）への賃金改善の実績（事業主負担相当額を除く）は11,388円／月であった。賃金改
善額が12,000円／月未満だった医療機関のうち、８割以上は看護職員等以外の職員の処遇改善を実施
していた。

○ 賃金改善額のうち、ベア等の割合は約88％であり、３分の２以上の要件を大幅に上回っていた。

Ｒ４看護職員処遇改善評価料における実績報告の概要②

■看護職員等（保健師、助産師、看護師及び准看護師）における賃金改善の実績

出典：「看護職員処遇改善評価料 実績報告書」より保険局医療課にて集計（結果は一部精査中）

① １人あたりの賃金改善額 ② ①のうち、ベア等の金額 ③ ベア等の割合
１※１ 13,267円／月 11,679円／月 88.3％
２※２ 11,388円／月 10,025円／月 88.3％
※１︓①、②ともに事業主負担相当額（16.5％）を含めた実績額
※２︓①、②ともに事業主負担相当額（16.5％）を抜いた実質的な賃金の上昇額

■看護職員等（保健師、助産師、看護師及び准看護師）に対する１人あたり賃金改善額の実績の分布

ベア等︓基本給又は
決まって毎月支払わ
れる手当の引き上げ

12，000円／月

平均値︓ 11,388円
中央値︓ 11,555円

施
設
数開設者別にみた病床数

 病　　院 1,492,957 △ 7,100  100.0  183.1 

    国 123,912 △ 499  8.3  392.1 

　  公的医療機関 308,538 689  20.7  258.2 

    社会保険関係団体 14,826 △ 20  1.0  315.4 

    医療法人 834,330 △ 2,773  55.9  147.5 

    個 　人 10,890 △ 1,446  0.7  86.4 

    その他 200,461 △ 3,051  13.4  246.3 

 一般診療所（有床） 80,436 △ 3,232  100.0  13.5 

令和4年10月1日現在

１施設当た
り病床数

病床数
構成割合

（％）
対前年
増減数

　
10
月
12
日
の
中
医
協
「
入

院
・
外
来
医
療
等
の
調
査
・

評
価
分
科
会
」
に
看
護
職
員

処
遇
改
善
評
価
料
の
実
績
が

報
告
さ
れ
た
。

　
地
域
で
コ
ロ
ナ
医
療
な
ど

一
定
の
役
割
を
担
う
病
院
に

勤
務
す
る
看
護
職
員
を
対
象

に
、
令
和
４
年
10
月
以
降
収

入
を
３
％
程
度
（
月
額
平
均

１
万
２
千
円
相
当
）
引
き
上

げ
る
た
め
の
処
遇
改
善
の
仕

組
み
と
し
て
創
設
さ
れ
た

「
看
護
職
員
処
遇
改
善
評
価

料
（
１
日
に
つ
き
）
１
点
～

３
４
０
点
」
で
は
、
施
設
基

準
に
、
①
救
急
医
療
管
理
加

算
の
届
出
を
行
っ
て
お
り
、

救
急
搬
送
件
数
が
年
間
で
２

０
０
件
以
上
、
②
救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
、
高
度
救
命
救
急

告
で
は
令
和
５
年
９
月
30
日

で
２
５
５
３
病
院
が
提
出
、

届
出
区
分
は
約
８
割
の
病
院

が
評
価
料
31
～
70
で
あ
っ
た

が
、
評
価
料
１
０
１
以
上
も

31
施
設
あ
っ
た
。

　
看
護
職
員
処
遇
改
善
評
価

料
に
お
け
る
実
績
報
告
の
概

要
は
以
下
の
と
お
り
。

（
１
）
看
護
職
員
処
遇
改
善

評
価
料
に
よ
る
収
入
に
占
め

る
賃
金
改
善
の
実
績
額
の
割

合
は
、
１
０
０
％
～
１
０
５

％
未
満
で
あ
っ
た
病
院
が
約

６
割
あ
っ
た
が
、
看
護
職
員

処
遇
改
善
評
価
料
に
よ
る
収

入
よ
り
１
割
以
上
多
く
支
出

し
て
い
る
病
院
も
約
２
割
あ

っ
た
。

（
２
）
一
人
あ
た
り
賃
金
改

善
目
標
額
１
万
２
千
円
／
月

（
給
与
の
３
％
相
当
額
）
に

対
し
、
看
護
職
員
等
（
保
健

師
、
助
産
師
、
看
護
師
及
び

准
看
護
師
）
へ
の
賃
金
改
善

の
実
績
（
事
業
主
負
担
相
当

額
を
除
く
）
は
１
万
１
３
８

８
円
／
月
で
あ
っ
た
。
賃
金

改
善
額
が
１
万
２
千
円
／
月

未
満
だ
っ
た
病
院
の
う
ち
、

８
割
以
上
は
看
護
職
員
等
以

外
の
職
員
の
処
遇
改
善
を
実

施
し
て
い
た
。

（
３
）
賃
金
改
善
額
の
う

ち
、
ベ
ア
等
の
割
合
は
約
88

％
で
あ
り
、
３
分
の
２
以
上

の
要
件
を
大
幅
に
上
回
っ
て

い
た
。

（
４
）
報
告
書
提
出
２
５
５

３
病
院
の
う
ち
、
１
５
８
１

病
院
（
62
％
）
は
、
看
護
職

セ
ン
タ
ー
又
は
小
児
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い

る
―
①
②
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
こ
と
や
、
当
該
病
院

に
勤
務
す
る
看
護
職
員
等

（
保
健
師
、
助
産
師
、
看
護

師
及
び
准
看
護
師
）
に
対
し

て
、
当
該
評
価
料
の
算
定
額

に
相
当
す
る
賃
金
（
基
本

給
、
手
当
、
賞
与
等
を
含
む
）

の
改
善
を
実
施
す
る
こ
と
、

賃
金
の
改
善
措
置
の
対
象
者

に
つ
い
て
は
、
当
該
病
院
の

実
情
に
応
じ
て
、
看
護
補
助

者
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療

法
士
そ
の
他
別
表
１（
略
）に

定
め
る
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
で
あ

る
職
員
も
加
え
る
こ
と
が
で

き
る
―
等
が
設
け
ら
れ
て
い

る
。

　
今
回
の
評
価
料
の
実
績
報

員
処
遇
改
善
評
価
料
を
用
い

て
看
護
職
員
等
以
外
の
職
員

へ
処
遇
改
善
を
実
施
し
て
い

た
。

（
５
）
看
護
職
員
等
以
外
の

職
員
へ
の
賃
金
改
善
の
実
績

（
事
業
主
負
担
相
当
額
を
除

く
）
は
、
６
３
２
９
円
／
月

で
あ
っ
た
。

（
６
）
賃
金
改
善
額
の
う

ち
、
ベ
ア
等
の
割
合
は
約
89

％
で
あ
り
、
看
護
職
員
等
と

同
等
程
度
で
あ
っ
た
。

（
７
）
看
護
職
員
処
遇
改
善

評
価
料
に
よ
る
賃
金
改
善
に

つ
い
て
、
看
護
職
員
等
の
み

を
対
象
と
し
た
病
院
に
比

べ
、
看
護
職
員
等
以
外
の
コ

メ
デ
ィ
カ
ル
の
職
員
も
対
象

と
し
た
病
院
の
方
が
、
看
護

職
員
等
一
人
当
た
り
の
賃
金

改
善
額
は
小
さ
く
な
っ
て
い

令
和
４
年
「
医
療
施
設
調

査
」「
病
院
報
告
」
の
結
果

　
厚
生
労
働
省
は
９
月
26

日
、
令
和
４
年
の
「
医
療
施

設
（
動
態
）
調
査
」
と
「
病

院
報
告
」
の
結
果
（
年
報
）

を
公
表
し
た
。

　
調
査
結
果
の
ポ
イ
ン
ト
は

以
下
の
と
お
り
。

医
療
施
設
（
動
態
）
調
査

（
１
）医
療
施
設
数
・
病
床
数

　
①
病
　
院

　
８
１
５
６
施
設
・
１
４
９

万
２
９
５
７
床
（
前
年
と
比

べ
て
49
施
設
の
減
少
、
７
１

０
０
床
の
減
少
）
と
な
っ
て

い
る
。

２
３
２
床
の
減
少
）
と
な
っ

て
い
る
。

　
③
歯
科
診
療
所

　
６
万
７
７
５
５
施
設
・
58

床
（
前
年
と
比
べ
て
１
４
４

施
設
の
減
少
、
病
床
数
の
増

減
な
し
）
と
な
っ
て
い
る
。

病
院
報
告

（
１
）
病
院
の
患
者
数

　
①
「
１
日
平
均
在
院
患
者

数
」

　
１
１
２
万
５
７
４
３
人

（
前
年
と
比
べ
て
１
・
５
％
、

１
万
６
８
２
７
人
の
減
少
）

と
な
っ
て
い
る
。

　
②
「
１
日
平
均
外
来
患
者

数
」

　
１
２
５
万
７
５
５
８
人

　
②
一
般
診
療
所

　
10
万
５
１
８
２
施
設
・
８

万
４
３
６
床
（
前
年
と
比
べ

て
８
９
０
施
設
の
増
加
、
３

（
前
年
と
比
べ
て
１
・
２
％
、

１
万
４
５
５
８
人
の
増
加
）

と
な
っ
て
い
る
。

た
。

（
８
）
看
護
職
員
処
遇
改
善

評
価
料
に
よ
る
収
入
の
み
を

用
い
て
賃
金
改
善
し
た
病
院

の
賃
金
改
善
額
に
比
べ
、
評

価
料
に
よ
る
収
入
に
加
え
て

一
定
の
支
出
に
よ
る
賃
金
改

善
を
行
っ
た
病
院
の
賃
金
改

善
額
の
方
が
大
き
く
な
っ
て

い
た
。

◇
　
　
　
◇

　
な
お
、
看
護
職
員
処
遇
改

善
評
価
料
を
届
け
出
て
い
な

い
理
由
等
も
聞
い
て
お
り
、

令
和
５
年
度
入
院
・
外
来
医

療
等
に
お
け
る
実
態
調
査
に

お
い
て
、
看
護
職
員
処
遇
改

善
評
価
料
を
届
け
出
て
い
な

い
病
院
で
あ
っ
て
、
施
設
基

準
は
満
た
す
病
院
に
お
け
る

評
価
料
を
届
け
出
て
い
な
い

理
由
で
は
、「
看
護
職
員
処

遇
改
善
評
価
料
が
継
続
さ
れ

る
補
償
が
な
く
、
基
本
給
又

は
毎
月
支
払
わ
れ
る
手
当
の

引
き
上
げ
を
行
う
こ
と
を
躊

躇
す
る
た
め
」
が
約
４
割
で

最
も
多
か
っ
た
。
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第
34
回「
看
護
管
理
セ
ミ
ナ
ー
」開
く

「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
看
護
・
介
護
と
看
護
教
育
」を
テ
ー
マ
に

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
感
染
管
理
認
定
看

護
師
・
感
染
症
看
護
専
門
看
護
師
の
活

躍
を
踏
ま
え
た
今
後
の
取
り
組
み

福
井
ト
シ
子

Ｃ
ｏ
ｖ
ｉ
ｄ
―
19
に
よ
る

看
護
学
教
育
の
光
と
影

箕

浦

洋

子

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
患
者
お
よ
び

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
感
染
対
策
に

お
け
る
高
度
実
践
看
護
の
役
割

富

田

　

学

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の

人
材
育
成

井

川

順

子

　
２
０
２
１
年
の
初
め
に
、

Ｉ
Ｃ
Ｎ（
国
際
看
護
師
協
会
）

は
Ｎ
Ｎ
Ａ（
各
国
看
護
協
会
）

調
査
の
結
果
を
詳
述
し
、
感

染
者
数
や
死
亡
者
数
、
ス
ト

レ
ス
、
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
、
専

門
職
か
ら
の
大
量
離
職
の
警

鐘
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
報
告

し
て
い
る
。
調
査
の
結
果
、

増
え
続
け
る
仕
事
量
や
、
継

続
的
な
酷
使
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
反
対
派
に
よ
る
抗
議
活
動

な
ど
に
直
面
す
る
こ
と
で
、

過
重
な
労
働
を
強
い
ら
れ
て

い
る
ス
タ
ッ
フ
の
心
理
的
苦

痛
が
増
し
て
い
る
こ
と
も
明

他
の
保
健
医
療
従
事
者
の
Ｃ

Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
の
感
染
と
そ

れ
に
よ
る
死
亡
、
そ
し
て
看

護
職
の
ス
ト
レ
ス
と
バ
ー
ン

ア
ウ
ト
に
つ
い
て
の
警
告
で

あ
っ
た
。

　
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
世
界
的
な
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

を
宣
言
し
て
か
ら
１
年
が
経

っ
た
２
０
２
１
年
３
月
に
、

Ｉ
Ｃ
Ｎ（
国
際
看
護
師
協
会
）

は
２
０
２
０
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ
―
19
に
関
す
る
取
組
み
に

つ
い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
発
表
を

行
っ
た
。
こ
の
報
告
書
は
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
異
例
の
年

を
月
ご
と
に
記
録
し
た
も
の

ら
か
に
な
っ
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｎ

（
国
際
看
護
師
協
会
）
は
、

各
国
政
府
が
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―

19
の
影
響
に
対
処
す
る
措
置

を
今
講
じ
な
け
れ
ば
、
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
が
次
世
代
を
担
う

看
護
職
を
損
な
う
リ
ス
ク
が

あ
る
と
警
告
し
た
。
対
策
を

講
じ
な
け
れ
ば
、
看
護
師
や

で
、
こ
の
重
要
な
時
期
に
さ

え
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
不
平
等
や

看
護
師
へ
の
投
資
の
欠
如
が

あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｎ

（
国
際
看
護
師
協
会
）
は
、

世
界
的
な
看
護
師
不
足
と
看

護
師
の
定
着
に
関
す
る
報
告

書
を
発
表
し
、
Ｎ
Ｎ
Ａ
ｓ

（
各
国
看
護
協
会
）
の
90
％

が
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
へ
の
対

応
に
関
連
す
る
仕
事
量
の
多

さ
、
リ
ソ
ー
ス
の
不
足
、
バ

ー
ン
ア
ウ
ト
、
ス
ト
レ
ス
の

多
さ
が
、
離
職
す
る
看
護
師

の
増
加
に
つ
な
が
っ
た
こ
と

を
、
報
告
し
た
。

　
日
本
に
お
い
て
も
、
同
様

の
状
況
に
あ
り
、
職
員
の
感

染
や
施
設
内
ク
ラ
ス
タ
ー
発

生
時
に
は
、
感
染
管
理
担
当

者
の
責
任
が
問
わ
れ
る
こ
と

も
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と

が
、
現
場
の
様
々
な
状
況
や

感
染
管
理
担
当
者
の
奮
闘
の

様
子
が
日
本
看
護
協
会
に
は

多
数
寄
せ
ら
れ
た
。

　
日
本
看
護
協
会
は
、
２
０

２
０
年
に
実
態
調
査
を
実
施

し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
専

門
性
の
高
い
看
護
師
や
、
看

護
管
理
者
の
果
た
し
た
役
割

を
明
ら
か
に
し
た
。
結
果
か

ら
、
地
域
の
医
療
・
介
護
施

設
な
ど
も
感
染
管
理
を
平
時

か
ら
対
応
し
て
い
く
こ
と
の

重
要
性
を
指
摘
し
た
。
静
岡

県
藤
枝
市
に
お
け
る
看
護
連

携
事
業
の
軌
跡
を
紹
介
し
、

平
時
か
ら
の
取
り
組
み
の
重

要
性
・
有
効
性
を
指
摘
し
た
。

　
２
０
１
９
年
12
月
初
旬

に
、
中
国
の
武
漢
市
で
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
の
ち
に
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19

と
命
名
）
の
１
例
目
の
感
染

者
が
報
告
さ
れ
た
後
、
世
界

が
高
い
。
今
後
の
対
策
を
検

討
す
る
た
め
に
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ
―
19
の
特
徴
を
理
解
す
る

と
と
も
に
当
院
の
経
験
を
振

り
返
る
。

　
ま
ず
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19

患
者
の
ケ
ア
は
、
新
興
感
染

症
と
い
う
側
面
で
様
々
な
障

壁
が
あ
り
困
難
を
極
め
た
。

当
院
で
は
入
院
患
者
の
多
く

は
、
感
染
症
病
棟
で
受
け
入

れ
た
。
入
院
受
け
入
れ
が
本

格
的
と
な
っ
た
当
初
は
、
一

般
診
療
を
制
限
し
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ

Ｉ
Ｄ
―
19
患
者
の
診
療
体
制

に
多
く
の
人
的
資
源
を
割
く

こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
は
一
般
診
療
と
並
行

し
て
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
患
者

中
に
広
が
っ
た
。
２
０
２
０

年
１
月
15
日
に
日
本
で
最
初

に
感
染
者
が
発
見
さ
れ
、
５

月
12
日
ま
で
に
１
万
５
８
５

４
人
の
感
染
者
、
６
６
８
人

の
死
亡
例
が
確
認
さ
れ
た
。

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

進
展
に
よ
り
、
瞬
く
間
に
世

界
中
に
感
染
症
が
広
が
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
お

り
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
今
後

も
繰
り
返
し
起
こ
る
可
能
性

の
診
療
を
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
た
た
め
、
感
染
症
病
棟

の
看
護
体
制
の
構
築
が
課
題

と
な
っ
た
。
院
内
の
専
門
看

護
師
、
認
定
看
護
師
に
協
力

を
得
て
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

を
中
心
と
し
た
相
談
体
制
を

構
築
す
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｃ

Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
患
者
の
ケ
ア

の
向
上
に
つ
な
が
っ
た
。

　
次
に
、
５
類
感
染
症
以
降

は
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
対
策
の

再
構
築
に
は
、
院
内
ク
ラ
ス

タ
ー
の
発
生
の
予
防
の
た

め
、
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
て

い
く
必
要
が
あ
っ
た
。
２
０

２
３
年
５
月
８
日
に
Ｃ
Ｏ
Ｖ

Ｉ
Ｄ
―
19
が
５
類
感
染
症
に

位
置
づ
け
ら
れ
、
基
本
的
な

感
染
対
策
に
つ
い
て
一
律
に

対
応
を
求
め
る
こ
と
が
な
く

な
り
、
感
染
対
策
の
実
施
に

つ
い
て
は
個
人
・
事
業
者
の

判
断
が
基
本
に
な
っ
て
い

る
。
今
ま
で
厳
し
い
基
準
で

感
染
対
策
を
お
こ
な
っ
て
い

た
が
、
一
転
し
て
継
続
可
能

な
感
染
対
策
を
模
索
す
る

日
々
が
続
い
て
い
る
。
そ
れ

は
、
様
々
な
規
制
の
撤
廃
や

陽
性
者
、
濃
厚
接
触
者
の
対

応
の
変
更
な
ど
多
岐
に
渡

る
。そ
の
中
で
、Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

―
19
の
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生

を
予
防
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
緩
急
を
つ
け
る
際
に
陥

り
が
ち
な
ピ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ル

に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
く
。

　
最
後
に
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

に
お
け
る
薬
剤
耐
性
菌
へ
の

取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。
薬

剤
耐
性
菌
は
近
年
課
題
と
な

っ
て
お
り
、“
サ
イ
レ
ン
ト

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
”
と
呼
ば
れ

て
い
る
。
何
も
対
策
が
取
ら

れ
な
い
場
合
に
、
世
界
で
１

０
０
０
万
人
の
死
亡
が
推
定

さ
れ
、
現
在
の
が
ん
に
よ
る

死
亡
を
超
え
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。
日
本
で
は
、
Ｍ
Ｒ
Ｓ

Ａ
（
メ
チ
シ
リ
ン
耐
性
黄
色

ブ
ド
ウ
球
菌
）
が
薬
剤
耐
性

菌
の
う
ち
最
も
多
く
、
Ｍ
Ｒ

Ｓ
Ａ
菌
血
症
に
よ
る
死
亡
者

は
２
０
１
７
年
に
全
国
で
４

０
０
０
人
を
超
え
て
い
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
当

院
で
も
、
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
は
長
年

の
課
題
で
あ
る
。“
院
内
発

症
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
菌
血
症
ゼ
ロ
”

と
い
う
目
標
を
基
に
し
た
包

括
的
な
取
り
組
み
を
紹
介
し

て
い
く
。

　
世
界
中
を
震
撼
さ
せ
た
Ｃ

ｏ
ｖ
ｉ
ｄ—

19
感
染
症
に
よ

る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
、
４
年

を
経
過
し
、
収
束
に
向
か
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
４
年
間

で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
加
速
度
的
な

普
及
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
媒
体
の
変
化
、
働
き
方
の

れ
た
大
き
な
変
化
は
、「
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
学
習
方
法

の
多
様
化
」
と
「
看
護
学
実

習
の
変
更
に
よ
る
看
護
に
対

す
る
リ
ア
リ
テ
ィ
の
不
足
」

の
２
点
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
す
。

　
プ
ラ
ス
に
作
用
し
た
「
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
学
習
方
法

の
多
様
化
」
は
、
学
生
に
あ

ら
ゆ
る
形
で
学
習
の
機
会
を

与
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、

距
離
に
関
係
な
く
、
在
宅
で

授
業
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
、
質
問
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
発
言
の
し
や

す
さ
や
オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
の

授
業
は
自
己
の
ペ
ー
ス
で
学

習
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

変
化
な
ど
、
社
会
の
あ
ら
ゆ

る
場
所
に
様
々
な
変
化
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
も
た
ら
さ

れ
た
変
化
は
、
い
ず
れ
の
場

面
で
も
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ

ッ
ト
、
つ
ま
り
「
光
と
影
」

が
存
在
し
ま
す
。
変
わ
っ
た

も
の
、変
わ
っ
て
い
く
も
の
、

変
わ
ら
な
い
も
の
（
変
っ
て

は
い
け
な
い
も
の
）
が
あ
ら

ゆ
る
場
面
に
存
在
し
、
適
切

な
す
み
分
け
と
的
確
な
判
断

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
看
護
学
教
育
に
も
た
ら
さ

な
ど
、学
修
効
果
と
と
も
に
、

時
代
が
求
め
る
教
育
方
法
と

し
て
推
進
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
マ
イ
ナ
ス
に
作
用

し
た
「
看
護
学
実
習
の
変
更

に
よ
る
看
護
に
対
す
る
リ
ア

リ
テ
ィ
の
不
足
」
は
、
人
を

介
し
て
看
護
専
門
職
と
し
て

経
験
す
べ
き
教
育
が
実
施
で

き
な
い
こ
と
に
よ
る
弊
害
で

す
。
看
護
学
実
習
は
、「
大
学

に
お
け
る
看
護
系
人
材
養
成

の
在
り
方
に
関
す
る
検
討

会
」（
平
成
29
年
10
月
）
に
お

け
る
看
護
学
教
育
モ
デ
ル
・

コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中

で
、「
看
護
の
知
識
・
技
術
を

統
合
し
、
実
践
へ
適
用
す
る

能
力
を
育
成
す
る
教
育
方
法

の
一
つ
で
あ
る
。
看
護
系
人

材
と
し
て
求
め
ら
れ
る
基
本

的
な
資
質
と
能
力
を
常
に
意

識
し
な
が
ら
、
多
様
な
場
、

多
様
な
人
が
対
象
と
な
る
実

習
に
臨
む
。
そ
の
中
で
知
識

と
技
術
の
統
合
を
図
り
、
看

護
の
受
け
手
と
の
関
係
形
成

や
チ
ー
ム
医
療
に
お
い
て
必

要
な
対
人
関
係
能
力
や
倫
理

観
を
養
う
と
と
も
に
、
看
護

専
門
職
と
し
て
の
自
己
の
在

り
方
を
省
察
す
る
能
力
を
身

に
付
け
る
。」と
位
置
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
看
護
学
実
習

は
、
看
護
学
教
育
の
集
大
成

で
、
看
護
専
門
職
業
人
と
し

て
ス
タ
ー
ト
す
る
第
１
歩
で

す
が
、
Ｃ
ｏ
ｖ
ｉ
ｄ
―
19
に

よ
る
看
護
学
実
習
の
制
限

は
、
人
を
介
し
て
大
き
く
成

長
す
る
看
護
学
実
習
を
経
験

し
な
い
こ
と
が
看
護
に
対
す

る
リ
ア
リ
テ
ィ
の
不
足
に
繋

が
っ
て
い
ま
す
。

　
２
０
４
０
年
問
題
で
あ
る

労
働
力
の
不
足
は
、
医
療

者
、
介
護
者
な
ど
直
接
ケ
ア

を
行
う
職
種
で
は
深
刻
な
問

題
で
す
。
現
在
、
新
人
看
護

師
の
早
期
離
職
な
ど
に
若
干

の
影
響
が
見
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
Ｃ
ｏ
ｖ
ｉ
ｄ
―
19
に
よ

る
影
響
だ
け
で
は
な
く
、
社

会
全
体
の
価
値
の
変
化
の
影

響
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
看
護

の
未
来
を
紡
い
で
い
く
た
め

に
、
教
育
機
関
と
臨
床
現
場

が
更
に
強
く
連
携
し
て
い
く

こ
と
が
重
大
な
課
題
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ

り
、
一
時
的
に
で
は
あ
る

が
、
対
面
に
よ
る
教
育
、
例

え
ば
臨
地
実
習
や
現
任
教
育

の
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
。

　
５
類
感
染
症
へ
の
移
行
と

と
も
に
、
感
染
対
策
も
少
し

ず
つ
で
は
あ
る
が
緩
和
さ

れ
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
教
育
体

制
に
も
ど
り
つ
つ
あ
る
。

　
京
都
大
学
医
学
部
附
属
病

院
（
以
下
当
院
）
看
護
部
で

は
、
当
院
の
理
念
の
ひ
と
つ

で
あ
る
「
専
門
家
と
し
て
の

責
任
と
使
命
を
自
覚
し
、
人

間
性
豊
か
な
医
療
人
を
育
成

す
る
」
こ
と
を
基
盤
と
し

て
、
看
護
職
と
し
て
生
涯
成

長
し
て
い
く
た
め
の
マ
ン
グ

ロ
ー
ブ
型
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を

構
築
し
、
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト

と
し
て
足
腰
を
鍛
え
る
た
め

の
卒
後
４
年
間
の
段
階
的
研

修
や
一
人
ひ
と
り
の
目
標
に

焦
点
を
あ
て
た
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
研
修
、
エ
キ
ス
パ
ー
ト
研

修
、
管
理
者
研
修
を
開
設
し

て
い
る
。

　
ま
た
豊
か
な
人
間
性
を
育

む
た
め
に
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド

Ⓡ
の
哲
学
に
基
づ
く
研
修
も

開
始
し
た
。

　
未
曾
有
の
災
害
と
も
い
え

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
を
経
験
し
、
持
続

可
能
な
医
療
の
実
現
お
よ
び

人
材
育
成
の
重
要
性
を
再
認

識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　
新
興
感
染
症
発
生
時
に
対

応
で
き
る
専
門
性
の
高
い
看

護
職
の
育
成
、
そ
の
看
護
職

を
育
成
す
る
管
理
者
の
育
成

に
つ
い
て
も
喫
緊
の
課
題
と

考
え
て
お
り
こ
れ
ま
で
の
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
善
を
図

っ
て
い
る
。

　
少
子
超
高
齢
化
社
会
を
迎

え
、
患
者
や
働
き
手
の
ニ
ー

ズ
は
多
様
化
・
複
雑
化
し
て

い
る
こ
と
を
痛
感
し
て
お

り
、
今
後
さ
ら
に
人
材
の
確

保
・
育
成
が
難
し
く
な
る
こ

と
が
予
測
さ
れ
る
。

　
こ
の
状
況
を
踏
ま
え
る

と
、
ひ
と
つ
の
医
療
施
設
だ

け
で
は
な
く
、
行
政
、
地
域

の
医
療
施
設
や
教
育
施
設
、

都
道
府
県
の
職
能
団
体
と
今

ま
で
以
上
に
協
同
し
て
人
材

を
確
保
・
育
成
し
定
着
を
図

る
仕
組
み
づ
く
り
も
必
要
と

考
え
て
お
り
、
今
後
の
検
討

課
題
と
し
て
い
き
た
い
。

　
全
国
公
私
病
院
連
盟
は
10
月
20
日
、「
全
国
都
市
会
館
」（
東
京
都
・
千
代
田
区
）
で

「
看
護
管
理
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
た
。
今
回
は
「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
看
護
・
介
護
と

看
護
教
育
」
を
テ
ー
マ
に
、
講
師
に
は
、
福
井
ト
シ
子
氏
（
国
際
医
療
福
祉
大
学
大
学

院
　
副
大
学
院
長
・
教
授
、
公
益
社
団
法
人
日
本
看
護
協
会
・
前
会
長
）、
箕
浦
洋
子
氏

（
関
西
看
護
医
療
大
学
　
看
護
学
部
看
護
学
科
・
教
授
）、
富
田
学
氏
（
東
邦
大
学
医
療

セ
ン
タ
ー
大
森
病
院
　
感
染
管
理
部
・
感
染
症
看
護
専
門
看
護
師
）、
井
川
順
子
氏
（
京

都
大
学
医
学
部
附
属
病
院
　
看
護
部
長
・
病
院
長
補
佐
）
の
４
氏
を
迎
え
て
、
邉
見
公

雄
・
連
盟
会
長
と
中
野
実
・
連
盟
常
務
理
事
（
前
橋
赤
十
字
病
院
・
院
長
）
が
座
長
と

な
っ
て
お
話
を
伺
っ
た
。
今
号
で
は
講
演
の
要
旨
を
掲
載
す
る
こ
と
と
す
る
。

会場のもよう

中野常務理事 邉見会長
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１
冊
目
は
山
本
良
一
著

『
気
候
危
機
』
で
あ
る
。

こ
の
本
は
年
初
に
読
ん
だ

本
で
あ
る
が
、
グ
テ
ー
レ

ス
国
連
事
務
総
長
の
地
球

沸
騰
時
代
、
観
測
猛
暑
日

最
多
、
北
海
道
へ
行
っ
て

の
体
感
な
ど
で
、
急
い
で

皆
様
に
読
ん
で
頂
か
ね
ば

と
再
読
し
た
。

　
北
米
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
続
く
大
き
な
山
火

事
、
私
の
故
郷
の
四
国
以

上
の
広
さ
が
焼
け
、
干
ば

つ
、
大
雨
や
洪
水
、
ス
ー

パ
ー
ハ
リ
ケ
ー
ン
や
大
型

台
風
、
海
流
の
変
化
に
よ

る
漁
業
へ
の
打
撃
な
ど
。

グ
レ
タ
・
ト
ゥ
ー
ン
ベ
リ

さ
ん
の
言
う
お
家（
地
球
）

が
火
事
な
の
よ
、
そ
れ
な

の
に
大
人
達
は
お
金
や
経

済
ば
か
り
。
そ
こ
へ
プ
ー

チ
ン
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

略
、
ハ
マ
ス
の
奇
襲
と
イ

ス
ラ
エ
ル
の
反
撃
な
ど
、

こ
れ
で
は
４
℃
世
界
は
来

て
し
ま
い
、
北
極
が
な
く

な
り
、
１
・
５
℃
報
告
書

も
霧
散
し
そ
う
で
あ
る
。

　
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
や
御
堂
筋
シ
リ
ー
ズ

な
ど
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心

以
上
に
地
球
市
民
は
こ
の

星
の
非
常
事
態
に
覚
醒
す

べ
き
で
あ
る
。
こ
の
ま
ま

で
は
１
０
０
万
種
も
の
生

物
が
絶
滅
し
て
し
ま
い
、

多
様
性
が
失
わ
れ
て
し
ま

う
。
78
億
の
人
類
の
世
紀

「
人
新
世
」
と
名
付
け
ら

れ
た
時
代
の
終
末
に
突
進

し
て
い
る
の
を
個
人
、
自

治
体
政
府
な
ど
が
緊
急
に

総
動
員
せ
ね
ば
と
今
夏
に

思
っ
た
。

　
１
０
０
年
に
一
度
の
大

雨
が
５
年
位
続
き
５
０
０

歳
か
と
も
。
経
験
し
た
事

の
な
い
と
い
う
表
現
も
少

し
聞
き
飽
き
て
き
た
。
熱

中
症
の
死
者
が
１
０
０
０

人
を
超
え
る
の
も
超
高
齢

社
会
も
相
俟
っ
て
数
年
続

き
、
陸
橋
の
鉄
の
手
摺
り

は
軍
手
が
な
い
と
火
傷
し

そ
う
で
年
寄
り
の
私
は
困

り
果
て
る
。
甲
子
園
は
ク

ー
リ
ン
グ
タ
イ
ム
な
ど
の

対
策
で
は
も
う
無
理
。
甲

子
園
で
ド
ー
ム
を
作
ら
な

い
仮
定
な
ら
、
早
朝
や
ナ

イ
タ
ー
か
、
９
月
下
旬
か

10
月
開
催
で
な
い
と
無
理

だ
ろ
う
。
年
配
の
審
判
や

重
装
備
の
捕
手
が
倒
れ
る

ま
で
は
変
え
な
い
の
か
。

そ
う
い
う
国
だ
か
ら
…
。

　
グ
リ
ー
ン
・
ニ
ュ
ー
デ

ィ
ー
ル
政
策
で
脱
炭
素
な

ど
で
先
行
の
北
欧
や
緑
の

党
な
ど
環
境
重
視
の
国
か

ら
大
き
く
遅
れ
て
い
る
こ

の
国
は
、
著
者
の
唱
え
る

様
に
日
本
学
術
会
議
（
当

時
：
山
極
壽
一
会
長
）
の

緊
急
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
沿
う

努
力
を
す
べ
き
で
あ
る
。

特
に
ス
ポ
ン
サ
ー
、
取
材

源
忖
度
の
こ
の
国
の
商
業

メ
デ
ィ
ア
は
取
り
上
げ
な

い
の
で
、
我
々
医
療
団
体

な
ど
が
頑
張
ら
ね
ば
と
、

こ
の
本
を
推
奨
し
た
い
。

気
候
ス
ト
ラ
イ
キ
、
未
来

の
為
の
金
曜
日
な
ど
身
近

で
起
き
て
欲
し
い
と
願
っ

て
い
る
。

　
　
　
◇
　
　
◇
　
　

　
２
冊
目
は
『
看
護
管
理

者
が
知
っ
て
お
き
た
い

「
様
式
９
」の
基
礎
講
座
』

で
あ
る
。
編
者
は
10
月
20

日
に
当
連
盟
の
第
34
回
看

護
管
理
セ
ミ
ナ
ー
で
基
調

講
演
を
し
て
頂
い
た
福
井

ト
シ
子
氏
で
あ
る
。

　
そ
の
折
に
頂
戴
し
、
帰

洛
中
の
新
幹
線
ひ
か
り
車

中
で
速
読
し
た
。
施
設
基

準
の
基
礎
か
ら
人
材
育
成

ま
で
あ
る
が
、
中
心
は
や

は
り
勤
務
表
で
あ
る
。
ど

こ
の
師
長
さ
ん
も
労
基
法

や
患
者
数
、
夜
勤
、
時
間

外
勤
務
、
年
休
な
ど
多
く

の
事
を
頭
に
入
れ
て
作
成

す
る
。
病
人
な
ど
急
な
休

み
の
補
充
も
大
変
で
あ

る
。
働
き
方
改
革
で
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
が
重

視
さ
れ
、
ま
た
コ
ロ
ナ
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
な
ど
予
期
せ

ぬ
事
の
多
い
時
代
で
は
最

も
重
要
で
あ
る
。
中
で
も

様
式
９
は
監
査
で
は
必
ず

最
も
重
要
視
さ
れ
る
書
類

で
、
こ
れ
で
そ
の
病
院
の

実
態
が
ほ
ぼ
解
る
。
そ
の

記
入
方
法
が
丁
寧
に
著
さ

れ
て
い
る
。

　
共
著
は
吉
川
久
美
子
・

日
本
看
護
協
会
常
任
理
事

や
飯
田
市
立
病
院
、
上
尾

中
央
医
科
グ
ル
ー
プ
、
永

寿
総
合
病
院
と
超
優
良
病

院
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
と

日
本
施
設
基
準
管
理
士
協

会
・
長
面
川
さ
よ
り
理
事

で
あ
る
。
是
非
一
日
も
早

く
お
読
み
頂
き
た
く
、
飛

ば
し
読
み
で
筆
を
執
っ

た
。

推
薦
者
：
邉
見
公
雄
（
全

国
公
私
病
院
連
盟
会
長
、

赤
穂
市
民
病
院
名
誉
院
長
）

今
月
は
２
冊

『
気
候
危
機
』

　
山
本
良
一
／
著

　
岩
波
書
店
／
刊

『
看
護
管
理
者
が
知
っ
て

お
き
た
い
「
様
式
9
」
の

基
礎
講
座
』

　
福
井
ト
シ
子
／
監
修

　
一
般
社
団
法
人
日
本
施

設
基
準
管
理
士
協
会
／
編

著　
メ
デ
ィ
カ
出
版
／
刊

議
」（
９
月
15
日
）

　
三
角
副
会
長
と
邉
見
会

長
よ
り
報
告
が
あ
っ
た
。

　
②
日
病
協
「
診
療
報
酬

実
務
者
会
議
」（
９
月
20

日
）

　
中
野
常
務
理
事
と
園
田

顧
問
か
ら
、
日
本
病
院
団

体
協
議
会
で
検
討
し
て
い

る
「
令
和
６
年
度
（
２
０

２
４
年
度
）
診
療
報
酬
改

定
に
係
る
要
望
書
【
第
２

報
】」の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
報
告
が
あ
っ
た
。

　
③
邉
見
会
長
か
ら
の
報

告　
第
８
回
Ｊ—

Ｈ
Ｐ
Ｈ
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
２
０
２
３

の
ご
案
内

【
主
な
協
議
事
項
】

　
①
癒
し
と
安
ら
ぎ
の
環

境
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
３

（
12
月
17
日
）
後
援
依
頼

　
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
後
援

依
頼
を
了
承
す
る
こ
と
と

し
た
。

　
②
第
34
回
「
看
護
管
理

セ
ミ
ナ
ー
」（
10
月
20
日
）

に
つ
い
て

　
③
第
33
回
「
国
民
の
健

康
会
議
」（
10
月
26
日
）
に

つ
い
て

　
④
第
31
回
「
医
療
事
故

防
止
セ
ミ
ナ
ー
」（
12
月

1
日
）
に
つ
い
て

　
⑤
そ
の
他

　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

日
時
　
10
月
４
日
（
水
）

　
　
　
午
後
２
時
～
４
時

会
場
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催

【
主
な
報
告
事
項
】

　
①
日
病
協
「
代
表
者
会

全
国
公
私
病
院
連
盟

　
　
　
役
員
会
だ
よ
り
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第 31 回「医療事故防止セミナー」のご案内

全国公私病院連盟では、「 第 31 回 医療事故防止セミナー 」を開催し

ます。病院のリスクマネジメント向上の一助になれば幸いです。病院

関係職員皆様のご参加をお待ちしております。

１．期 日 ： 令和５年１２月１日（金）

２．会 場 ： 「全国都市会館」3 階 第 2 会議室

東京都千代田区平河町 2-4-2

３．参加費 ： 会員病院（１名につき） 11,000 円（税込）

： 会 員 外（１名につき） 14,300 円（税込）

４．テーマ ： 病院のリスクマネジメント

～医療事故・災害対策・サイバーセキュリティ対策～

５．スケジュールと各講演のテーマ・講師

10:00

～11:30

（90 分）

「 情報セキュリティインシデントの経験

～対策を考えるべきリスクや問題～ 」

講師 森 藤 祐 史 先生
大阪府立病院機構 大阪急性期・総合医療セ

ンター 医療情報部 診療情報管理室 主査

昼食休憩

12:30

～13:30

（60 分）

「 みんなで取り組む感染対策と医療安全 」

講師 一 山 智 先生
医療法人医仁会

武田総合病院 院長

13:45

～14:45

（60 分）

「 2023 年 7 月 10 日の田主丸大水害から得た教訓 」

講師 鬼 塚 一 郎 先生
医療法人聖峰会

田主丸中央病院 院長

15:00

～16:00

（60 分）

「 医療事故調査制度と再発防止の取り組み 」

講師 畑 涼 子 先生
一般社団法人

日本医療安全調査機構 参事

◆ 参加の申込方法や注意事項などの詳細は、全国公私病院連盟のホ

ームページ https://www.byo-ren.com/ をご覧ください。

◆ お問合せ e-mail アドレス seminar＠byo-ren.com

お問合せ電話番号 ０３－３４０２－３８９１
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一般社団法人全国公私病院連盟
東京都渋谷区神宮前2-6-1

食品衛生センター4階（150-0001）

TEL03（3402）3891 FAX03（3402）4389

編　　　集

広　報　委　員　会
毎月1日発行　年間購読料1,000円

（購読料は会費に含まれます。）

　
ガ
ザ
に
対
す
る
イ
ス
ラ
エ

ル
の
侵
攻
が
始
ま
っ
て
一
カ

月
が
過
ぎ
た
。
す
で
に
一
般

市
民
を
中
心
に
１
万
人
に
及

ぶ
戦
没
者
を
数
え
て
い
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争
が
終
息
の

兆
し
が
な
い
中
の
火
種
の
勃

発
で
あ
る
。
絶
え
間
な
い
爆

撃
に
曝
さ
れ
、
逃
げ
場
も
な

く
不
安
に
苛
ま
れ
る
パ
レ
ス

チ
ナ
人
の
悲
劇
は
誠
に
傷
ま

し
い
。
二
つ
の
紛
争
が
、
核

兵
器
の
使
用
に
つ
な
が
ら
な

い
か
、
世
界
大
戦
に
拡
大
さ

れ
な
い
か
、
国
連
や
大
国
間

の
交
渉
で
そ
う
し
た
災
厄
が

防
が
れ
る
の
か
、
厄
介
な
世

界
に
な
っ
て
き
た
▼
わ
が
国

は
戦
後
80
年
間
、
甚
大
な
自

然
災
害
を
多
く
経
験
し
た
も

の
の
、
幸
い
国
内
で
は
戦
火

に
会
わ
ず
に
過
ぎ
た
。
現
在

の
国
難
の
最
大
の
も
の
は
、

少
子
化
、
超
高
齢
化
で
あ
ろ

う
。
若
年
者
人
口
の
減
少
よ

っ
て
社
会
活
動
の
回
転
が
不

良
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
地
方

で
は
、
タ
ク
シ
ー
や
バ
ス
の

運
転
手
不
足
で
公
共
交
通
機

関
が
減
衰
し
始
め
て
き
て
い

る
。
物
流
に
も
悪
影
響
が
現

れ
、
早
晩
、
経
済
活
動
全
般

に
支
障
を
き
た
す
の
で
は
と

心
配
で
あ
る
▼
少
子
化
改
善

は
そ
も
そ
も
難
し
い
課
題
で

あ
り
、
今
後
も
労
働
者
不
足

の
状
況
は
徐
々
に
深
刻
化
す

る
。
医
療
界
は
、
医
療
の
複

雑
化
、
高
度
化
に
伴
い
、

様
々
な
職
種
に
良
質
の
人
材

増
員
が
必
要
と
さ
れ
る
が
、

省
力
化
に
努
め
、
生
産
性
を

ア
ッ
プ
さ
せ
な
け
れ
ば
持
ち

こ
た
え
ら
れ
な
い
時
代
が
や

っ
て
来
る
。
　
　
（
Ｓ
・
Ｓ
）

　
医
師
の
働
き
方
改
革
も

３
か
月
後
に
迫
っ
て
い
る

が
、
４
月
以
後
の
救
急
医

療
や
病
院
経
営
に
対
す
る

危
惧
と
と
も
に
、
実
際
の

現
場
の
医
師
た
ち
が
ど
れ

く
ら
い
理
解
し
て
い
る
の

か
も
心
配
で
あ
る
。
そ
こ

で
確
認
の
た
め
自
院
の
医

師
た
ち
に
働
き
方
改
革
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
10
月
に
行
っ
て
み
た
。

医
局
会
や
院
内
メ
ー
ル
で

依
頼
し
た
結
果
、
常
勤
66

名
の
内
30
名
か
ら
回
答
が

あ
り
、
回
収
率
は
45
％

で
、
そ
こ
そ
こ
関
心
は
あ

る
の
か
な
と
思
え
る
数
字

で
あ
っ
た
。

　
当
院
（
３
５
０
床
）
は

急
性
期
（
２
９
１
床
）
中

心
の
ケ
ア
ミ
ッ
ク
ス
型

で
、
救
急
車
受
け
入
れ
台

数
は
年
間
３
２
０
０
台
で

あ
る
。
４
月
～
９
月
の
上

半
期
の
常
勤
医
師
の
外
勤

先
も
含
め
た
時
間
外
労
働

時
間
は
平
均
２
３
８
時

間
、
最
長
者
も
４
４
７
時

間
で
あ
り
、
目
指
す
Ａ
水

準
の
条
件
は
ク
リ
ア
ー
し

て
い
た
。
ま
た
、
宿
日
直

許
可
は
３
月
に
全
科
で
取

得
し
て
い
る
。

　
宿
日
直
許
可
が
得
ら
れ

た
時
点
で
会
議
体
で
は
Ａ

水
準
を
目
指
す
こ
と
を
発

信
し
て
い
た
が
、
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
で
は
、
Ａ
水
準

と
の
回
答
は
29
％
、
分
か

ら
な
い
と
の
回
答
が
52
％

で
、
70
％
以
上
の
医
師
が

目
指
す
水
準
に
関
し
て
理

解
し
て
い
な
い
こ
と
が
判

明
し
た
。
働
き
方
改
革
で

注
目
さ
れ
て
い
る
勤
務
間

イ
ン
タ
ー
バ
ル
９
時
間
、

連
続
勤
務
28
時
間
制
限
に

関
し
て
は
、
Ａ
水
準
と
回

答
し
た
方
の
う
ち
３
分
２

が
努
力
義
務
、
３
分
の
１

が
義
務
と
回
答
し
て
い

た
。
こ
の
結
果
よ
り
、
時

間
外
労
働
時
間
の
デ
ー
タ

か
ら
自
院
が
Ａ
水
準
を
目

指
す
こ
と
と
同
時
に
２
つ

の
制
限
は
努
力
義
務
で
あ

る
事
を
さ
ら
に
周
知
す
る

必
要
性
が
見
え
た
。
た

だ
、
フ
リ
ー
コ
メ
ン
ト
の

欄
に
は
、
こ
の
改
革
で
逆

に
過
重
労
働
が
合
法
化
さ

れ
る
危
惧
を
指
摘
す
る
声

も
あ
り
、
義
務
と
努
力
義

務
の
違
い
の
説
明
に
は
配

慮
が
必
須
と
思
わ
れ
た
。

　
最
後
に
こ
の
改
革
で
自

身
の
勤
務
環
境
が
ど
う
な

る
か
の
質
問
に
は
、
良
く

な
る
と
の
回
答
は
10
％
に

過
ぎ
な
か
っ
た
。
変
わ
ら

な
い
63
％
、
悪
く
な
る
17

％
、
分
か
ら
な
い
10
％
で

あ
っ
た
。
宿
日
直
許
可
の

得
ら
れ
た
Ａ
水
準
で
は
基

本
的
に
勤
務
環
境
は
大
き

く
は
変
わ
ら
な
い
の
で
、

変
わ
ら
な
い
と
の
回
答
が

適
切
で
あ
る
が
、
Ａ
水
準

以
外
の
回
答
し
た
方
の
中

の
、
６
割
は
変
わ
ら
な
い

と
回
答
し
て
い
た
。
働
き

方
改
革
の
内
容
を
よ
く
理

解
で
き
て
い
な
く
て
も
、

こ
の
改
革
に
よ
っ
て
勤
務

環
境
が
良
く
な
る
と
期
待

し
て
い
る
医
師
は
案
外
少

な
い
と
の
結
果
で
あ
っ

た
。
４
月
以
後
に
向
け
て

現
場
の
理
解
を
深
め
る
努

力
が
経
営
層
に
は
求
め
ら

れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
。

（
Ｊ
Ａ
神
奈
川
県
厚
生
連

伊
勢
原
協
同
病
院
・
院
長
）

医
師
の
働
き
方
改
革

現
場
の
理
解
は
進
ん
で
い
る
の
か

連
盟
　
理
事
　

鎌

田

修

博

中央社会保険医療協議会
医療経済実態調査の結果公表

一
般
病
院
の
損
益
率
▲
６
・
７
％
に
拡
大

2
面
へ
つ
づ
く

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰

　
11
月
24
日
の
中
医
協
「
総

会
」
に
「
第
24
回
医
療
経
済

実
態
調
査
」
の
結
果
が
報
告

さ
れ
た
。

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
一
般
病

院
の
１
施
設
当
た
り
損
益
状

況
は
、
令
和
３
年
度
「
Ⅰ
．

医
業
収
益
」
は
32
億
８
７
５

６
万
１
千
円
、「
Ⅱ
．
介
護
収

益
」
は
７
６
３
万
２
千
円
、

「
Ⅲ
．
医
業
・
介
護
費
用
」

は
34
億
７
７
１
２
万
円
と
な

っ
て
い
て
、「
Ⅳ
．
損
益
差
額

（
Ⅰ
＋
Ⅱ
―
Ⅲ
）」は
▲
１
億

８
１
９
２
万
７
千
円
と
な
っ

た
。
こ
れ
を
「
損
益
率
（
Ⅳ

÷
（
Ⅰ
＋
Ⅱ
）」
で
み
る
と
▲

５
・
５
％
の
赤
字
と
な
っ
て

い
る
。

　
令
和
４
年
度
の
「
Ⅰ
．
医

業
収
益
」
は
33
億
５
７
２
１

万
３
千
円
、「
Ⅱ
．
介
護
収

益
」
は
６
５
２
万
円
、「
Ⅲ
．

医
業
・
介
護
費
用
」
は
35
億

８
７
９
７
万
３
千
円
と
な
っ

て
い
て
、「
Ⅳ
．
損
益
差
額
」

は
▲
２
億
２
４
２
４
万
円
と

な
っ
た
。
こ
れ
を「
損
益
率
」

で
み
る
と
▲
６
・
７
％
の
赤

字
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
調
査
は
、
病
院
、
一

般
診
療
所
、
歯
科
診
療
所
及

び
保
険
薬
局
に
お
け
る
医
業

経
営
等
の
実
態
を
明
ら
か
に

し
、
社
会
保
険
診
療
報
酬
に

関
す
る
基
礎
資
料
を
整
備
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
中

央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
が

実
施
し
た
も
の
。

　
調
査
の
時
期
は
、
令
和
４

年
４
月
か
ら
令
和
５
年
３
月

末
ま
で
に
終
了
し
た
事
業
年

（
度
）
及
び
令
和
３
年
４
月

か
ら
令
和
４
年
３
月
末
ま
で

に
終
了
し
た
事
業
年
（
度
）

の
２
期
間
に
つ
い
て
調
査
し

比
較
し
て
い
る
。

　
有
効
回
答
数
、
有
効
回
答

率
は
、
①
病
院
＝
調
査
対
象

数
２
３
７
７
、
有
効
回
答
数

１
１
３
９
、
有
効
回
答
率
47

・
９
％
（
前
回
52
・
８
％
）

②
一
般
診
療
所
＝
調
査
対
象

数
４
２
５
０
、
有
効
回
答
数

２
２
７
２
、
有
効
回
答
率
53

・
５
％
（
前
回
54
・
８
％
）

③
歯
科
診
療
所
＝
調
査
対
象

数
１
０
９
０
、
有
効
回
答
数

５
８
７
、
有
効
回
答
率
53
・

９
％
（
前
回
58
・
７
％
）
④

保
険
薬
局
＝
調
査
対
象
数
１

９
１
９
、
有
効
回
答
数
１
０

３
６
、
有
効
回
答
率
54
・
０

％
（
前
回
47
・
８
％
）
―
と

な
っ
て
い
た
。

　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　

　
な
お
、
厚
労
省
は
同
調
査

の
補
足
と
し
て
、「
令
和
５

年
度
の
利
益
率
」
を
推
計
し

た
結
果
も
示
し
て
い
る
。

　
こ
れ
に
よ
る
と
、「
一
般

病
院
（
全
体
）」
で
は
、「
医

業
利
益
率
」
は
▲
10
・
２
％
、

「
コ
ロ
ナ
報
酬
特
等
を
除
い

た
医
業
利
益
率
（
推
計
）」
は

▲
10
・
３
％
、「
総
損
益
率
」

は
▲
２
・
８
％
と
な
っ
て
い

る
。

　
な
お
、「
一
般
診
療
所
（
医

療
法
人
）」の
推
計
も
出
し
て

お
り
、
こ
れ
に
よ
る
と
「
医

業
利
益
率
」
は
７
・
６
％
、

「
コ
ロ
ナ
報
酬
特
等
を
除
い

た
医
業
利
益
率
（
推
計
）」
は

７
・
０
％
、「
総
損
益
率
」
は

８
・
８
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
今
回
の
医
療
経
済
実
態
調

査
に
お
け
る
主
な
１
施
設
当

た
り
損
益
状
況
は
以
下
の
と

お
り
。

■
一
般
病
院

　
①
全
体
（
７
０
３
病
院
）

【
令
和
３
年
度
】

　
「
医
業
収
益
」
＝
32
億
８

７
５
６
万
１
千
円

　
「
介
護
収
益
」
＝
７
６
３

万
２
千
円

　
「
医
業
・
介
護
費
用
」
＝

34
億
７
７
１
２
万
円

　
「
損
益
差
額
」
＝
▲
１
億

８
１
９
２
万
７
千
円

　
「
損
益
率
」＝
▲
５
・
５
％

【
令
和
４
年
度
】

　
「
医
業
収
益
」
＝
33
億
５

７
２
１
万
３
千
円

　
「
介
護
収
益
」
＝
６
５
２

万
円

　
「
医
業
・
介
護
費
用
」
＝

35
億
８
７
９
３
万
３
千
円

精
神
科
病
院
は
▲
４
・
０
％

公
立
病
院
は
▲
19
・
９
％
に
　
　
も
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〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰

1
面
か
ら
つ
づ
く

　
「
損
益
差
額
」
＝
▲
２
億

２
４
２
４
万
円

　
「
損
益
率
」＝
▲
６
・
７
％

　
②
医
療
法
人
（
３
８
２
病

院
）

【
令
和
３
年
度
】

　
「
医
業
収
益
」
＝
19
億
１

７
０
６
万
５
千
円

　
「
介
護
収
益
」
＝
７
２
０

万
４
千
円

　
「
医
業
・
介
護
費
用
」
＝

19
億
２
８
１
９
万
８
千
円

　
「
損
益
差
額
」
＝
▲
３
９

２
万
８
千
円

　
「
損
益
率
」＝
▲
０
・
２
％

【
令
和
４
年
度
】

　
「
医
業
収
益
」
＝
19
億
５

１
３
５
万
７
千
円

　
「
介
護
収
益
」
＝
５
３
２

万
７
千
円

　
「
医
業
・
介
護
費
用
」
＝

19
億
８
２
１
６
万
４
千
円

　
「
損
益
差
額
」
＝
▲
２
５

４
８
万
円

　
「
損
益
率
」＝
▲
１
・
３
％

　
③
国
立
（
20
病
院
）

【
令
和
３
年
度
】

　
「
医
業
収
益
」
＝
48
億
５

７
１
４
万
８
千
円

　
「
介
護
収
益
」
＝
３
１
９

万
円

　
「
医
業
・
介
護
費
用
」
＝

52
億
４
９
８
２
万
１
千
円

　
「
損
益
差
額
」
＝
▲
３
億

８
９
４
８
万
２
千
円

　
「
損
益
率
」＝
▲
８
・
０
％

【
令
和
４
年
度
】

　
「
医
業
収
益
」
＝
49
億
８

５
１
９
万
２
千
円

　
「
介
護
収
益
」
＝
３
５
０

万
円

　
「
医
業
・
介
護
費
用
」
＝

54
億
２
１
５
７
万
５
千
円

　
「
損
益
差
額
」
＝
▲
４
億

３
２
８
８
万
３
千
円

　
「
損
益
率
」＝
▲
８
・
７
％

　
④
公
立
（
１
２
２
病
院
）

【
令
和
３
年
度
】

　
「
医
業
収
益
」
＝
40
億
８

８
５
９
万
４
千
円

　
「
介
護
収
益
」
＝
４
２
１

万
円

　
「
医
業
・
介
護
費
用
」
＝

48
億
９
３
０
５
万
１
千
円

　
「
損
益
差
額
」
＝
▲
８
億

２
４
万
７
千
円

　
「
損
益
率
」＝
▲
19
・
６
％

【
令
和
４
年
度
】

　
「
医
業
収
益
」
＝
42
億
７

７
万
円

　
「
介
護
収
益
」
＝
４
１
２

万
円
１
千
円

　
「
医
業
・
介
護
費
用
」
＝

50
億
４
３
３
７
万
２
千
円

　
「
損
益
差
額
」
＝
▲
８
億

３
８
４
８
万
１
千
円

　
「
損
益
率
」＝
▲
19
・
９
％

　
⑤
公
的
（
43
病
院
）

【
令
和
３
年
度
】

　
「
医
業
収
益
」
＝
91
億
７

１
０
６
万
６
千
円

　
「
介
護
収
益
」
＝
２
０
６

３
万
円

　
「
医
業
・
介
護
費
用
」
＝

94
億
９
２
８
９
万
１
千
円

　
「
損
益
差
額
」
＝
▲
３
億

１
１
９
万
５
千
円

　
「
損
益
率
」＝
▲
３
・
３
％

　
「
医
業
・
介
護
費
用
」
＝

14
億
３
８
８
万
８
千
円

　
「
損
益
差
額
」
＝
▲
４
１

４
７
万
７
千
円

　
「
損
益
率
」＝
▲
３
・
０
％

【
令
和
４
年
度
】

　
「
医
業
収
益
」
＝
13
億
７

６
８
３
万
３
千
円

　
「
介
護
収
益
」
＝
８
万
円

　
「
医
業
・
介
護
費
用
」
＝

14
億
３
１
４
１
万
５
千
円

　
「
損
益
差
額
」
＝
▲
５
４

５
０
万
２
千
円

　
「
損
益
率
」＝
▲
４
・
０
％

■
一
般
診
療
所
（
入
院
診
療

収
益
な
し
）

　
①
医
療
法
人
（
１
２
１
７

施
設
）

　
「
損
益
率
」
＝
９
・
２
％

■
歯
科
診
療
所

　
①
医
療
法
人
（
１
４
８
施

設
）

【
令
和
３
年
度
】

　
「
医
業
収
益
」
＝
１
億
８

１
９
万
９
千
円

　
「
介
護
収
益
」
＝
55
万
９

千
円

　
「
医
業
・
介
護
費
用
」
＝

９
９
０
０
万
円

　
「
損
益
差
額
」
＝
９
７
５

万
９
千
円

　
「
損
益
率
」
＝
９
・
０
％

【
令
和
４
年
度
】

　
「
医
業
収
益
」
＝
１
億
１

０
５
０
万
円

　
「
損
益
率
」
＝
５
・
７
％

【
令
和
４
年
度
】

　
「
収
益
」
＝
２
億
８
５
３

１
万
５
千
円

　
「
介
護
収
益
」
＝
91
万
円

１
千
円

　
「
費
用
」
＝
２
億
７
０
９

０
万
円

　
「
損
益
差
額
」
＝
１
５
３

２
万
５
千
円

　
「
損
益
率
」
＝
５
・
４
％

【
注
】

　
▼
医
業
・
介
護
収
益
に
占

め
る
介
護
収
益
の
割
合
が
２

％
未
満
の
病
院
の
集
計
で
あ

る
（
特
定
機
能
病
院
等
は
含

ま
な
い
）。

　
▼
「
Ⅰ
．
医
業
収
益
」
に

は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

【
令
和
４
年
度
】

　
「
医
業
収
益
」
＝
93
億
５

１
０
５
万
４
千
円

　
「
介
護
収
益
」
＝
１
８
２

２
万
円
３
千
円

　
「
医
業
・
介
護
費
用
」
＝

99
億
６
４
９
万
４
千
円

　
「
損
益
差
額
」
＝
▲
５
億

３
７
２
１
万
７
千
円

　
「
損
益
率
」＝
▲
５
・
７
％

■
精
神
科
病
院

　
①
全
体
（
１
６
３
病
院
）

【
令
和
３
年
度
】

　
「
医
業
収
益
」
＝
13
億
６

２
３
２
万
４
千
円

　
「
介
護
収
益
」
＝
８
万
６

千
円

【
令
和
３
年
度
】

　
「
医
業
収
益
」
＝
１
億
５

５
０
４
万
１
千
円

　
「
介
護
収
益
」
＝
４
５
３

万
２
千
円

　
「
医
業
・
介
護
費
用
」
＝

1
億
4
７
８
６
万
2
千
円

　
「
損
益
差
額
」
＝
１
１
７

１
万
１
千
円

　
「
損
益
率
」
＝
７
・
３
％

【
令
和
４
年
度
】

　
「
医
業
収
益
」
＝
１
億
６

２
９
４
万
９
千
円

　
「
介
護
収
益
」
＝
４
５
６

万
１
千
円

　
「
医
業
・
介
護
費
用
」
＝

１
億
５
２
１
４
万
９
千
円

　
「
損
益
差
額
」
＝
１
５
３

６
万
１
千
円

　
「
介
護
収
益
」
＝
58
万
円

４
千
円

　
「
医
業
・
介
護
費
用
」
＝

１
億
１
７
２
万
９
千
円

　
「
損
益
差
額
」
＝
９
３
５

万
６
千
円

　
「
損
益
率
」
＝
８
・
４
％

■
保
険
薬
局

　
①
法
人
（
１
１
１
５
）

【
令
和
３
年
度
】

　
「
収
益
」
＝
２
億
７
８
７

２
万
７
千
円

　
「
介
護
収
益
」
＝
83
万
円

　
「
費
用
」
＝
２
億
６
３
５

０
万
円

　
「
損
益
差
額
」
＝
１
６
０

５
万
７
千
円

ス
感
染
症
関
連
の
補
助
金
」

は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　
▼
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
関
連
の
補
助
金
」

に
は
、
従
業
員
向
け
慰
労
金

は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　
▼
一
般
病
院
の
「
Ⅰ
．
医

業
収
益
」
に
は
、
水
道
光
熱

費
の
高
騰
に
対
す
る
医
療
機

関
向
け
の
補
助
金
に
つ
い
て

は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
当
資

料
に
記
載
は
な
い
が
、「
そ

の
他
の
医
業
・
介
護
関
連
収

益
」
に
含
ま
れ
て
い
る
。

　
▼
「
全
体
」
と
は
、
医
療

法
人
、
国
公
立
の
ほ
か
、
公

的
（
日
赤
、
済
生
会
、
北
海

道
社
会
事
業
協
会
、
厚
生

連
、
国
民
健
康
保
険
団
体
連

合
会
）、
社
会
保
険
関
係
法

人
（
健
康
保
険
組
合
及
び
そ

の
連
合
会
、
共
済
組
合
及
び

そ
の
連
合
会
、
国
民
健
康
保

険
組
合
）、
個
人
な
ど
を
含

む
全
体
で
あ
る
。

　
▼
「
国
立
」
と
は
、
国
、

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機

構
、
国
立
大
学
法
人
、
独
立

行
政
法
人
労
働
者
健
康
安
全

機
構
、
国
立
高
度
専
門
医
療

研
究
セ
ン
タ
ー
、
独
立
行
政

法
人
地
域
医
療
機
能
推
進
機

構
で
あ
る
。

　
▼
「
公
立
」と
は
、都
道
府

県
立
、市
町
村
立
、地
方
独
立

行
政
法
人
立
病
院
で
あ
る
。

　
▼
「
公
的
」
と
は
、
日
赤
、

済
生
会
、
北
海
道
社
会
事
業

協
会
、
厚
生
連
、
国
民
健
康

保
険
団
体
連
合
会
で
あ
る
。
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第
31
回「
医
療
事
故
防
止
セ
ミ
ナ
ー
」開
く

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
イ
ン
シ
デ

ン
ト
の
経
験
～
対
策
を
考
え
る

べ
き
リ
ス
ク
や
問
題
～

森

藤

祐

史

み
ん
な
で
取
り
組
む
感
染
対
策

と
医
療
安
全

一

山

　

智

２
０
２
３
年
７
月
10
日
の

　
　
　
　
水
害
か
ら
得
た
教
訓

鬼

塚

一

郎

医
療
事
故
調
査
制
度
と
再
発
防

止
の
取
り
組
み

畑

　

涼

子

　
全
国
公
私
病
院
連
盟
は
12
月
１
日
、「
全
国
都
市
会
館
」（
東
京
都
・
千
代
田
区
）
で

「
医
療
事
故
防
止
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
た
。
今
回
は
「
病
院
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
～
医
療
事
故
・
災
害
対
策
・
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
講

師
に
は
、
森
藤
祐
史
先
生
（
大
阪
府
立
病
院
機
構 

大
阪
急
性
期
・
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー 

医
療
情
報
部 

診
療
情
報
管
理
室 
主
査
）、
一
山
　
智
先
生
（
医
療
法
人
医
仁
会 

武
田

総
合
病
院 

院
長
）、
鬼
塚
一
郎
先
生
（
医
療
法
人
聖
峰
会 

田
主
丸
中
央
病
院 

院
長
）、

畑  

涼
子
先
生
（
一
般
社
団
法
人 

日
本
医
療
安
全
調
査
機
構 

参
事
）
の
４
氏
を
お
迎

え
し
、
本
連
盟
の
邉
見
公
雄
・
会
長
と
三
角
隆
彦
・
副
会
長
（
済
生
会
横
浜
市
東
部
病

院 

院
長
）
が
座
長
を
務
め
て
お
話
を
伺
っ
た
。
今
号
で
は
講
演
の
要
旨
を
掲
載
す
る
。

　
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
等
に
よ

る
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
イ
ン

シ
デ
ン
ト
に
よ
り
、
医
療
業

界
は
大
き
く
揺
ら
い
で
い
る
。

　
大
阪
府
立
病
院
機
構
大
阪

急
性
期
・
総
合
医
療
セ
ン
タ

ー
は
８
６
５
床
、
36
診
療
科

を
備
え
る
地
域
医
療
支
援
病

院
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
大

阪
府
の
基
幹
災
害
拠
点
病
院

と
し
て
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
や
Ｂ

Ｃ
Ｍ
に
取
り
組
み
、
電
子
カ

ル
テ
シ
ス
テ
ム
等
の
一
時
的

な
障
害
が
発
生
し
て
も
紙
の

運
用
が
で
き
る
よ
う
対
策
を

講
じ
て
い
た
。
し
か
し
、
２

０
２
２
年
10
月
31
日
に
発
生

し
た
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
に
よ

る
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
イ
ン

シ
デ
ン
ト
で
は
、
病
院
の
通

信
機
器
で
は
な
く
給
食
事
業

者
か
ら
Ｒ
Ｄ
Ｐ
（R

em
ote  

D
esktop  P

rotocol

）

通
信
を
利
用
し
て
第
三
者
の

侵
入
を
許
し
て
し
ま
っ
た
。

個
人
情
報
の
流
出
は
無
い
と

判
断
さ
れ
た
も
の
の
、
電
子

カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
を
含
む
病

院
情
報
シ
ス
テ
ム（
Ｈ
Ｉ
Ｓ
）

を
構
成
す
る
多
く
の
サ
ー
バ

や
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
が
汚
染
（
暗
号
化
）

さ
れ
、
復
旧
に
要
し
た
約
２

ヶ
月
半
も
の
期
間
で
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　
外
来
診
療
の
停
止
、
緊
急

以
外
の
手
術
の
停
止
、
救
急

受
入
の
停
止
、
紙
カ
ル
テ
運

用
の
開
始
な
ど
が
自
然
災
害

を
想
定
し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
基
に

判
断
さ
れ
、
職
員
は
現
場
対

応
に
追
わ
れ
な
が
ら
状
況
把

握
に
努
め
た
。
障
害
発
生
か

ら
２
日
目
に
は
紙
の
伝
票
や

記
録
に
よ
る
当
面
の
診
療
継

続
が
指
示
さ
れ
た
。
以
後
、

Ｂ
Ｃ
Ｐ
本
部
の
組
織
自
体
を

状
況
に
適
し
た
形
に
行
い
な

が
ら
、
毎
日
の
よ
う
に
診
療

体
制
の
状
況
や
紙
運
用
の
状

況
な
ど
を
確
認
し
、
可
能
な

範
囲
か
ら
診
療
体
制
の
再
開

や
拡
充
に
取
り
組
ん
だ
。

　
今
回
の
経
験
を
踏
ま
え
、

大
規
模
か
つ
長
期
間
の
シ
ス

テ
ム
障
害
に
お
い
て
、
診
療

継
続
に
お
け
る
最
大
の
問
題

は
情
報
不
足
だ
と
考
え
る
。

い
か
に
早
く
過
去
の
診
療
情

報
を
参
照
す
る
環
境
を
作
れ

る
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、

患
者
の
転
院
、
手
術
の
再

開
、
救
急
受
入
の
再
開
と
い

っ
た
医
療
の
継
続
体
制
に
お

け
る
初
動
の
拠
り
所
と
な

る
。
幸
い
に
も
診
療
記
録
文

書
統
合
管
理
シ
ス
テ
ム
（
Ｄ

Ａ
Ｃ
Ｓ
：D

ocum
ent  A

rchivingand  C
om

m
u

n
icatio

n
 S

y
st

em

）
が
被
害
を
免
れ
て
利

用
で
き
た
。
Ｄ
Ａ
Ｃ
Ｓ
と
は

多
種
多
様
な
発
生
源
の
あ
る

診
療
記
録
を
文
書
形
式
の
フ

ァ
イ
ル
と
メ
タ
デ
ー
タ
の
組

み
合
わ
せ
で
統
合
管
理
す
る

医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
の
概
念

で
あ
る
。
部
門
シ
ス
テ
ム
や

紙
の
ス
キ
ャ
ン
な
ど
、
ほ
ぼ

全
て
の
発
生
源
の
記
録
の
閲

覧
が
で
き
た
こ
と
は
不
幸
中

の
幸
い
で
あ
っ
た
。
シ
ス
テ

ム
の
復
旧
お
よ
び
復
旧
後
に

維
持
し
て
い
く
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
や
Ｉ
Ｔ
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ

い
て
、
必
要
十
分
を
模
索
し

な
が
ら
今
も
検
討
中
で
あ
る
。

　
本
事
例
か
ら
の
学
び
と
し

て
、
技
術
の
活
用
を
進
め
る

基
盤
と
し
て
の
Ｉ
Ｔ
ガ
バ
ナ

ン
ス
な
ど
は
重
要
性
が
唱
え

ら
れ
て
い
る
と
お
り
。
患
者

情
報
を
閲
覧
す
る
環
境
の
構

築
、
非
常
時
用
の
紙
様
式
の

析
患
者
を
は
じ
め
喫
緊
の
治

療
が
必
要
な
患
者
の
他
施
設

へ
の
移
動
、
食
料
な
ど
の
物

資
や
電
機
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ

状
況
確
認
な
ど
、
徐
々
に
す

べ
き
こ
と
が
分
か
っ
て
来

た
。

　
電
力
会
社
や
委
託
先
の
給

食
会
社
な
ど
多
く
の
企
業
、

全
国
の
知
人
、
同
胞
な
ど
か

　
２
０
２
３
年
７
月
10
日
未

明
か
ら
降
り
続
く
大
雨
で

当
、
田
主
丸
中
央
病
院
の
南

に
そ
び
え
る
耳
納
連
山
か
ら

流
れ
て
来
た
大
量
の
雨
水
が

病
院
横
を
走
る
Ｊ
Ｒ
久
大
線

の
土
手
に
遮
ら
れ
一
帯
は
湖

見
直
し
、
職
員
の
情
報
共
有

の
手
段
の
確
保
に
つ
い
て
も

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
検
討
に
お
け
る
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
情

報
シ
ス
テ
ム
の
活
用
を
進
め

る
医
療
現
場
や
病
院
運
営
に

ら
物
心
両
面
に
わ
た
る
手
厚

い
ご
支
援
を
受
け
て
、
ま
た

１
日
１
５
０
名
を
超
え
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
献
身

的
な
清
掃
活
動
に
よ
り
、
1

か
月
は
か
か
る
と
思
わ
れ
た

外
来
業
務
が
僅
か
1
週
間
で

復
旧
し
、
上
下
水
の
復
旧
に

伴
い
透
析
患
者
を
お
戻
し
す

る
こ
と
が
出
来
た
。

状
態
と
な
っ
た
。

　
こ
の
現
象
は
突
然
８
年
前

よ
り
始
ま
り
、
以
後
、
毎

年
、
雨
季
に
は
病
院
前
の
道

路
や
駐
車
場
な
ど
周
辺
が
冠

水
す
る
と
い
う
現
象
が
続
く

よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　
市
に
は
治
水
の
改
善
を
要

望
し
て
い
た
が
、
そ
の
声
む

な
し
く
遂
に
今
回
は
６
時
間

に
及
ぶ
線
状
降
水
帯
の
停
留

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
に
な
い

雨
量
が
山
か
ら
流
れ
込
ん
だ

お
い
て
、
シ
ス
テ
ム
障
害
は

非
常
に
大
き
な
課
題
で
あ
る

が
、
各
医
療
機
関
の
規
模
や

特
性
に
応
じ
た
備
え
に
本
事

例
が
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で

あ
る
。

　
ま
た
何
と
言
っ
て
も
、
知

人
か
ら
お
借
り
し
た
血
液
検

査
や
超
音
波
検
査
機
器
も
付

随
し
た
Ｃ
Ｔ
車
の
お
陰
で
救

急
患
者
の
受
け
入
れ
が
可
能

と
な
っ
た
事
が
大
き
か
っ

た
。

　
早
期
に
復
旧
で
き
た
背
景

に
は
、
今
回
の
災
害
に
特
徴

的
な
要
素
も
あ
る
が
、
様
々

な
幸
運
も
あ
っ
た
。
そ
し
て

何
よ
り
こ
れ
は
職
員
の
努
力

の
賜
物
で
あ
る
。

　
こ
の
災
害
で
得
た
多
く
の

知
見
や
反
省
点
に
つ
い
て
は

発
表
で
お
話
す
る
が
、
こ
れ

ら
の
内
容
が
今
後
、
被
災
さ

れ
る
か
も
し
れ
な
い
多
く
の

方
々
に
お
役
に
立
て
ば
幸
い

で
あ
る
。

た
め
、
病
院
は
じ
め
併
設
の

老
健
施
設
と
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
が
一
度
に
床
上
浸
水
と
な

っ
た
。

　
「
い
つ
か
は
床
上
浸
水
」

と
言
う
危
機
感
が
職
員
と
も

共
有
さ
れ
て
い
た
の
か
、
病

院
で
最
も
危
険
度
が
高
い
と

考
え
ら
れ
た
北
病
棟
１
階
に

て
療
養
す
る
患
者
49
名
の
垂

直
避
難
に
つ
い
て
は
、
過
去

の
訓
練
も
活
か
さ
れ
奇
跡
的

に
成
功
し
た
が
、
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ

Ｒ
Ｉ
を
は
じ
め
と
す
る
高
額

医
療
機
器
や
手
術
室
な
ど
診

療
の
根
幹
部
分
は
壊
滅
状
態

と
な
っ
た
。

　
当
初
は
茫
然
自
失
の
状
態

で
あ
っ
た
が
、
当
日
の
内
に

県
か
ら
派
遣
し
て
頂
い
た
Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｔ
の
援
助
も
あ
り
、
透

　
近
年
の
医
学
医
療
の
発
展

は
目
覚
ま
し
く
、
高
度
外
科

医
療
、
抗
が
ん
化
学
療
法
、

放
射
線
治
療
な
ど
、
い
わ
ゆ

る
先
進
医
療
を
広
く
国
民
に

提
供
で
き
る
よ
う
に
な
っ

割
が
益
々
重
要
に
な
っ
た
。

ま
た
、
最
近
で
は
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ
―
19
の
世
界
的
な
拡
散
に

よ
り
、
医
療
の
み
な
ら
ず
社

会
・
経
済
に
も
甚
大
な
影
響

を
及
ぼ
し
た
。

　
ま
た
、
医
療
が
複
雑
化
し

多
職
種
の
医
療
者
か
共
同
し

て
、
い
わ
ゆ
る
チ
ー
ム
医
療

が
発
展
す
る
と
、
各
職
種
間

で
の
認
識
の
ず
れ
や
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
が
生

じ
、
時
に
重
大
な
医
療
事
故

が
発
生
す
る
。
人
は
過
ち
を

犯
す
と
い
わ
れ
る
が
、
医
療

現
場
に
お
い
て
は
そ
の
過
程

の
中
で
い
か
に
過
ち
を
未
然

に
防
止
し
事
故
を
防
ぐ
か
が

重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い

た
。
そ
の
一
方
で
、
治
療
過

程
で
免
疫
機
能
が
低
下
し
感

染
症
を
発
症
し
や
す
く
な
る

い
わ
ゆ
る
易
感
染
患
者
が
多

く
存
在
す
る
状
況
が
生
ま
れ

た
。
医
療
現
場
に
お
い
て

は
、
依
然
と
し
て
Ｍ
Ｒ
Ｓ

Ａ
、
耐
性
緑
膿
菌
感
染
、
Ｅ

Ｓ
Ｂ
Ｌ
産
生
菌
、
最
近
で
は

カ
ル
バ
ペ
ネ
ム
耐
性
腸
内
細

菌
（
Ｃ
Ｒ
Ｅ
）
な
ど
が
蔓
延

し
て
お
り
、
感
染
制
御
の
役

る
。
演
者
ら
は
１
９
８
０
年

代
よ
り
臨
床
検
査
と
り
わ
け

微
生
物
検
査
室
に
従
事
す
る

立
場
か
ら
、
病
院
内
感
染
症

の
診
断
と
治
療
、
な
ら
び
に

感
染
制
御
に
か
か
わ
っ
て
き

た
。
特
に
国
公
立
大
学
病
院

感
染
対
策
協
議
会
会
長
と
し

て
感
染
制
御
活
動
を
全
国
的

に
展
開
し
、
国
の
医
療
政
策

と
し
て
感
染
管
理
加
算
制
度

を
実
現
さ
せ
、
抗
菌
薬
耐
性

菌
の
検
査
室
で
の
検
出
頻
度

は
世
界
的
に
見
て
も
低
く
抑

え
、
病
院
内
感
染
症
に
よ
る

死
亡
率
を
低
下
さ
せ
る
こ
と

に
成
功
し
た
。

　
臨
床
検
査
、
感
染
制
御
、

そ
し
て
医
療
安
全
は
、
近
年

の
高
度
医
療
を
支
え
る
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
医

療
安
全
の
推
進
は
臨
床
検
査

や
感
染
制
御
の
手
法
と
相
通

じ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
病
院

職
員
の
チ
ー
ム
医
療
の
安
全

文
化
を
醸
成
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
に
な
る
。
こ
れ
ら
の

基
盤
の
整
備
な
く
し
て
近
代

医
療
は
成
り
立
た
な
い
と
い

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
本
講
演
で
は
演
者
ら
が
こ

れ
ま
で
歩
ん
で
き
た
臨
床
検

査
、
感
染
制
御
、
そ
し
て
医

療
安
全
の
道
の
り
を
振
り
返

り
、
ご
参
加
の
皆
様
に
と
っ

て
我
が
国
の
今
後
の
進
む
べ

き
方
向
性
を
考
え
る
一
助
に

な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
医
療
事
故
調
査
制
度
が
施

行
さ
れ
て
８
年
が
経
過
し

た
。
本
制
度
の
目
的
は
医
療

起
き
て
い
る
事
故
も
取
り
上

げ
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
誤
薬
44
例
を
概
観

す
る
分
析
や
「
頸
部
手
術
に

起
因
し
た
気
道
閉
塞
の
機

序
」
に
重
点
を
置
い
た
分
析

な
ど
、
各
領
域
の
専
門
家
に

よ
り
検
討
さ
れ
た
結
果
が
取

り
ま
と
め
ら
れ
提
言
と
し
て

公
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
成

果
と
し
て
は
、
現
在
の
と
こ

ろ
同
種
の
事
故
報
告
の
減
少

は
数
字
と
し
て
は
認
め
ら
れ

て
は
い
な
い
。
提
言
が
す
べ

て
の
医
療
者
に
周
知
さ
れ
る

こ
と
は
難
し
く
、
医
療
機
関

の
置
か
れ
て
い
る
現
状
や
そ

こ
で
医
療
を
提
供
す
る
医
療

者
の
行
動
が
容
易
に
変
容
す

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め

に
、
医
療
事
故
の
再
発
防
止

を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
２
０

２
３
年
９
月
末
ま
で
の
８
年

間
で
２
４
５
８
件
そ
れ
ぞ
れ

の
医
療
機
関
で
院
内
調
査
が

行
わ
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
結

果
報
告
書
が
医
療
事
故
調
査

・
支
援
セ
ン
タ
ー
に
報
告
さ

れ
、
セ
ン
タ
ー
は
そ
の
報
告

を
分
析
し
18
の
テ
ー
マ
に
関

す
る
再
発
防
止
の
提
言
を
公

表
し
て
き
た
。

　
テ
ー
マ
は
類
似
事
例
で
報

告
数
の
多
い
も
の
や
再
発
防

止
が
必
要
と
考
え
ら
れ
た
も

の
が
選
定
さ
れ
る
が
、
最
初

の
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
た
の
は
報
告
件
数
が
多

か
っ
た
中
心
静
脈
穿
刺
合
併

症
に
係
る
死
亡
事
例
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ

シ
ー
に
係
る
死
亡
や
、
気
管

切
開
術
後
早
期
の
気
管
切
開

チ
ュ
ー
ブ
逸
脱
迷
入
、
栄
養

剤
投
与
目
的
に
行
わ
れ
た
胃

管
挿
入
に
係
る
死
亡
や
転
倒

転
落
に
よ
る
死
亡
な
ど
、
制

度
開
始
以
前
よ
り
繰
り
返
し

る
も
の
で
も
な
い
。

　
し
か
し
、
近
年
は
臨
床
現

場
が
取
り
組
み
や
す
い
よ
う

研
修
用
動
画
を
作
成
し
、
取

り
組
み
や
す
い
よ
う
な
リ
ス

ト
や
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
る
よ
う
に
し
、
イ
ン
パ

ク
ト
を
も
っ
て
理
解
が
深
ま

る
よ
う
工
夫
し
て
い
る
。
医

療
界
は
総
力
を
挙
げ
て
事
故

事
例
に
向
き
合
い
つ
つ
、
分

析
検
討
す
る
過
程
で
多
く
の

貴
重
な
再
発
防
止
の
提
言
を

学
ん
で
い
る
。
そ
の
提
言
が

集
積
さ
れ
、
次
の
世
代
に
広

く
周
知
さ
れ
て
い
く
こ
と
で

今
後
の
医
療
の
安
全
が
確
保

さ
れ
て
い
く
と
確
信
し
て
い

る
。

会場のもよう

邉見会長

三角副会長
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今
年
の
最
後
は
１
冊
に

す
る
。
そ
れ
は
『
１
１
０

０
日
間
の
葛
藤
　
新
型
コ

ロ
ナ
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
、

専
門
家
た
ち
の
記
録
』
で

あ
る
。
筆
者
は
自
治
医
大

や
厚
労
省
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
時

代
か
ら
の
畏
友
、
政
府
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
分
科
会
会
長
、

尾
身
茂
氏
で
あ
る
。

　
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
リ
ン

セ
ス
号
か
ら
感
染
症
５
類

に
な
る
ま
で
の
記
録
で
あ

る
。
こ
の
国
の
公
文
書
は

改
ざ
ん
さ
れ
た
り
、
黒
塗

り
に
さ
れ
た
り
、
信
憑
性

が
低
い
の
で
、
こ
の
本
は

必
読
で
あ
る
。
付
録
の
専

門
家
名
簿
や
感
染
者
数
・

死
亡
者
数
の
グ
ラ
フ
な
ど
、

提
言
の
根
拠
な
ど
を
参
照

し
な
が
ら
読
む
と
読
み
易

い
。
ル
ビ
コ
ン
川
を
10
回

以
上
渡
り
、
葛
藤
１
万
回

以
上
で
は
と
。
殺
人
予
告

の
脅
迫
状
な
ど
御
家
族
も

大
変
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　
安
倍
、
菅
、
岸
田
の
３

人
の
首
相
、
厚
労
相
も
加

藤
、
田
村
、
後
藤
、
再
び

加
藤
と
変
わ
る
中
、「
Ｇ

ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
」「
無

観
客
オ
リ
パ
ラ
」「
全
国

小
中
高
校
一
斉
休
校
」
な

ど
、
政
府
と
専
門
家
の
見

解
相
違
で
の
御
苦
労
、
記

者
会
見
な
ど
で
全
て
専
門

家
が
決
め
て
い
る
と
の
世

間
の
誤
解
、
リ
ス
ク
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
難
し

さ
。
中
国
の
様
な
厳
し
い

ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
は
選
択
出
来

ず
、
逆
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

の
様
な
感
染
に
任
し
た
集

団
免
疫
へ
と
も
行
け
ず
、

ハ
ン
マ
ー
ア
ン
ド
ダ
ン
ス

の
難
し
さ
。
医
療
界
、
特

に
感
染
症
専
門
学
者
と
経

済
学
者
と
の
軋
轢
。
怒
鳴

り
合
い
、
退
会
の
危
機
も

何
回
も
と
。

　
マ
ス
ク
や
ガ
ウ
ン
、
消

毒
液
な
ど
Ｐ
Ｐ
Ｅ
の
不

足
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
遅
れ
、

37
・
５
℃
以
上
の
発
熱
が

４
日
以
上
と
い
う
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
の
目
安
、
入
院
病
床

や
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
逼
迫
、
国
と

自
治
体
の
対
応
の
温
度
差
、

コ
ロ
ナ
疲
れ
と
緊
急
事
態

宣
言
解
除
等
々
、
批
判
や

難
関
を
潜
り
抜
け
、
本
当

に
必
死
の
思
い
が
「
ル
ビ

コ
ン
川
」
の
表
現
に
な
っ

た
の
だ
と
読
解
し
た
。

　
今
ま
で
聞
き
慣
れ
て
い

な
か
っ
た
言
葉
、
後
世
聞

き
た
く
な
い
言
葉
な
ど
、

こ
の
本
に
出
て
く
る
も
の

を
列
挙
す
る
。
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
、
ク
ラ
ス
タ
ー
、
３

密
、
８
割
お
じ
さ
ん
、
ロ

ッ
ク
ダ
ウ
ン
、
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
ボ
ッ

タ
ク
リ
男
爵
、
無
観
客
試

合
、
Ｐ
Ｐ
Ｅ
、
パ
ー
テ
ィ

シ
ョ
ン
、
黙
食
、
Ｇ
ｏ
Ｔ

ｏ
～
、
Ｈ
Ｅ
Ｒ
―
Ｓ
Ｙ

Ｓ
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
難
民
、
全
数

把
握
、
ハ
ン
マ
ー
ア
ン
ド

ダ
ン
ス
、
オ
ー
バ
ー
シ
ュ

ー
ト
、
緊
急
事
態
、
発
熱

外
来
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
、
ゾ
ー
ニ
ン

グ
、
Ｎ
95
マ
ス
ク
、
ゴ
ー

グ
ル
、
Ｅ
Ｃ
Ｍ
Ｏ
、
ア
ビ

ガ
ン
、
レ
ム
デ
シ
ビ
ル
、

中
傷
、
差
別
、
風
評
被

害
、
自
宅
待
機
、
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
マ
ス
キ
ン
グ
等
々

で
あ
る
。
も
う
忘
れ
か
け

た
も
の
も
あ
る
が
、
こ
の

本
が
あ
る
限
り
、
歴
史
の

改
ざ
ん
、
ね
つ
造
は
難
し

い
だ
ろ
う
。
コ
ロ
ナ
の
総

括
と
し
て
年
末
休
み
に
是

非
。
今
回
は
こ
の
本
の
み

に
し
た
。

　
皆
様
、
良
い
年
末
年
始

を
お
過
ご
し
下
さ
い
。

推
薦
者
：

見
公
雄
（
全

国
公
私
病
院
連
盟
会
長
、

赤
穂
市
民
病
院
名
誉
院
長
）

今
月
の
1
冊

『1100日間の葛藤　新

型コロナ・パンデミッ

ク、専門家たちの記録』

　尾身　茂／著

　日経ＢＰ／刊

「入院時食事療養費制度」発足以来の食事療養費等の変遷

総 額 自己負担 保険給付

平成 ６ 年１０月

１
日
当
た
り
で
算
定

１,９００円

６００円 １,３００円

平成 ８ 年１０月

７６０円

１,１４０円

平成 ９ 年 ４ 月

１,９２０円

１,１６０円

平成１３年 １ 月 ７８０円 １,１４０円

平成１８年 ４ 月
１
食
当
た
り
で
算
定

６４０円

（１日当たり1920円）

２６０円 ３８０円

平成２８年 ４ 月 ３６０円 ２８０円

平成３０年 ４ 月
４６０円

（※）
１８０円

※ 介護保険の入所者の食費の基準費用額：約４８２円（１食当たり換算）
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入
院
時
の
食
費
、引
き
上
げ
へ

社
保
審「
医
療
保
険
部
会
」・
中
医
協「
総
会
」で
テ
ー
マ
に

　
11
月
９
日
に
開
か
れ
た
社

会
保
障
審
議
会
「
医
療
保
険

部
会
」
と
11
月
10
日
に
開
か

れ
た
中
医
協
「
総
会
」
に
「
入

院
時
の
食
費
の
課
題
と
論

点
」
が
提
示
さ
れ
た
。

　
病
院
給
食
の
委
託
単
価

は
、
公
定
価
格
（
１
９
２
０

円
）
を
上
回
る
状
況
に
あ

り
、
特
に
昨
今
の
食
材
料
費

等
の
高
騰
に
よ
り
そ
の
差
が

拡
大
し
て
い
る
。

　
両
会
議
に
は
、「
課
題
」
と

し
て
、
①
昨
今
の
食
材
費
等

は
特
に
足
下
で
大
き
く
高
騰

し
て
い
る
と
こ
ろ
、
公
定
価

格
の
た
め
価
格
転
嫁
も
で
き

ず
、
病
院
経
営
に
影
響
、
病

院
食
の
質
が
下
が
り
か
ね
な

い
状
況
、
②
現
行
の
入
院
時

の
食
費
は
、
食
材
費
及
び
調

理
費
と
し
て
１
食
当
た
り
４

６
０
円
の
自
己
負
担
と
し
て

い
る
。
介
護
保
険
の
食
費
の

自
己
負
担
は
一
食
当
た
り
約

４
８
２
円
で
あ
り
、
入
院
時

の
食
費
と
の
差
は
22
円
と
な

っ
て
い
る
―
こ
と
を
あ
げ

た
。
今
後
、
食
材
費
等
の
高

騰
を
踏
ま
え
た
食
費
の
見
直

し
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か

が
論
点
と
な
り
、
年
内
に
も

結
論
が
出
る
。
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